




開催趣旨

アジアは21世紀の成長センターと言われている。事実、中国を初めとするアジアの成長は著しい。成長
を牽引するのはイノベーションであり、次世代アジアのイノベーションを担う国際人材の育成は、日本と
中国双方の喫緊の課題である。
「日中大学フェア&フォーラム in CHINA 2017」（以下F&F）は、国立研究開発法人科学技術振興機構

（JST）が主催、今回で通算11回目の開催となる。とくに中国での開催は５回目となる。日中関係の厳しさ
を乗り越え、現在では日中間で行われる最大規模の学術交流イベントとなっている。
F&Fのミッションは３つある。一つは日中間の大学交流である。アジアのイノベーションを牽引する日

本と中国の大学が、共通の課題を克服するため、今後も連携することはきわめて重要である。
二つ目は留学の促進だ。いまや中国から海外に留学する学生の数は50万人を超えるのに対し、日本から

の留学生は６万人に留まっている。知のグローバルな循環と人的ネットワークの拡大・深化が必須となっ
ている。
三つ目は産学連携である。大学での研究成果は社会に生かされて初めて生きた技術となる。大学、企業、

研究機関のグローバルな連携は、イノベーション創出の基礎である。
今回のF&Fでは「大学の国際化と国際人材の育成」「大学の地域貢献」、それに「実践的技術者の育成」

をテーマに「フォーラム」を開催、日本側25校、中国側27校の大学・高等専門学校等の学長クラスが一同
に会し、熱心な討論が繰り広げられた。
今回のF&Fの特徴は地方大学からの参加が多く、また高等専門学校が初めて参加した。
さらに「大学フェア」はこれまで中国教育部傘下の中国留学服務中心が主催する「中国国際教育巡回展」

に参加する形で行われていたが、初めてJSTが独自に主催、場所も上海中心の開催となった。

日　程：平成29年５月13日（土）～15日（月）
開催地：中国　上海、杭州
主　催：国立研究開発法人科学技術振興機構、中華人民共和国国家外国専門家局
後　援： 浙江省科学技術庁、在上海日本国総領事館、日本貿易振興機構、

日本学術振興会、上海市欧美同学会、上海市留学人員連合会、中国留日同学総会

上海会場日程：５月13日（土）、14日（日）
会　場：上海マート（上海世貿商城、上海市長寧区興義路99号）
 ５月13日（土） ●「日中大学学長個別会談」 ●「日中交流会」
 ５月14日（日） ●「日中大学フォーラム」 ●「日中大学マッチング会」

杭州会場日程：５月15日（月）
会　場：三立開元名都ホテル（杭州市下城区紹興路538号）●「日中研究成果・技術フェア」

開催概要
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日中大学フォーラム プログラム

時間 内容 お名前 大学名／機関名・役職

9：30～11：30 開会式

9：30～9：50 主催者挨拶
夏 兵 中国国際人材交流協会弁公室 主任

安藤 慶明 科学技術振興機構 理事

9：50～10：10 来賓挨拶

余 成斌 上海市人力資源・社会保障局 副局長

孫 建明 教育部留学服務中心 主任

真先 正人 文部科学省大臣官房審議官（科学技術・学術政策局担当）

片山 和之 在上海日本国 総領事

10：10～10：40 基調講演① 名和 豊春 北海道大学 総長

10：40～11：10 基調講演② 丁 仲礼 中国科学院大学 学長

11：10～11：30
さくらサイエンス
プラン紹介 沖村 憲樹 科学技術振興機構 特別顧問

13：00～15：00 分科会同時開催（５会場）

大学国際化および国際人材育成について（１）

モデレータ 三木 千壽 東京都市大学 学長

パネリスト

宋 永華 浙江大学 常務副学長
席 酉民 西交リバプール大学 執行学長
熊 思東 蘇州大学 学長
瀋 偉其 寧波ノッティンガム大学 副学長
尾家 祐二 九州工業大学 学長
長谷部 勇一 横浜国立大学 学長
室伏 きみ子 お茶の水女子大学 学長
森脇 久隆 岐阜大学 学長
安川 正貴 愛媛大学 副学長

大学国際化および国際人材育成について（２）

モデレータ 黄 震 上海交通大学 副学長

パネリスト

張 宏 曁南大学 副学長
張 衛紅 西北工業大学 副学長
朱 敏 華南理工大学 副学長
江馬 一弘 上智大学 副学長
加藤 俊一 中央大学 副学長
武田 廣 神戸大学 学長
藤嶋 昭 東京理科大学 学長
山本 文雄 秋田大学 学長
渡辺 芳人 名古屋大学 理事・副総長

大学における地域貢献のあり方（１）

モデレータ 鵜飼 裕之 名古屋工業大学 学長

パネリスト

陳 新 広東工業大学 学長
李 大勇 ハルビン理工大学 学長
李 俊傑 チベット大学 副学長
趙 継 東北大学 学長
張 洪海 曲阜師範大学 学長
岩渕 明 岩手大学 学長
受田 浩之 高知大学 副学長
瀧 寛和 和歌山大学 学長

2017年５月14日（日）



時間 内容 お名前 大学名／機関名・役職

大学における地域貢献のあり方（２）

モデレータ 宋　永臣 大連理工大学 副学長

パネリスト

伍 江 同済大学 常務副学長
韓 傑才 ハルビン工業大学 副学長
曲江 尚瑪 青海大学 副学長
眞弓 光文 福井大学 学長
三村 信男 茨城大学 学長
山本 清二 浜松医科大学 理事・副学長
若山 正人 九州大学 理事・副学長

実践的技術者の育成について

モデレータ 谷口 功 国立高等専門学校機構 理事長

パネリスト

陳 斌 上海出版印刷高等専科学校 校長
黄 鋼 上海健康医学院 学長
王 頴 蘇州工業園区服務外包職業学院 常務副学長
葉 飛帆 紹興文理学院 学長
張 慧波 寧波職業技術学院 校長
大村 浩志 国立高等専門学校機構本部事務局 次長
丁子 哲治 鹿児島工業高等専門学校 校長
中村 隆行 福島工業高等専門学校 校長



挨拶および
基調講演
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日中大学フェア＆フォーラム in China 2017

主催者
挨拶

尊敬する日本文部科学審議官真先正人様、尊敬
する日本国駐上海総領事片山和之様、尊敬する科
学技術振興機構特別顧問沖村憲樹様、尊敬する上
海市人的資源社会保障局副局長余成斌様、日本の
大学学長の皆様、ご来賓の皆様、紳士淑女の皆様、
ご友人の皆様、こんにちは。
本日は、日中両国の大学の学長、専門家、学者並
びに日中両国人材交流にご従事されていらっしゃ
る古き、また新しき友人の皆様に、この美しい黄
浦江の畔でお目に掛かれまして大変嬉しく存じま
す。先ずは、今回のイベントの主催側である国家
外国専門家局を代表して、また国家外国専門家局
副局長、中国国際人材交流協会副秘書長である夏
鳴九の名において、ご来賓の皆様のご光臨を心よ

り歓迎するとともに厚く御礼を申し上げます。夏
鳴九は只今北京で開催されている「一帯一路」の
国際協力サミットフォーラムに出席しているた
め、中国国際人材交流協会事務室長であるわたく
しより、この挨拶文を代読させていただきます。
今回の日中大学ハイレベルフォーラムは、日中
両国の大学間の協力と発展に立脚した、日中の大
学の教育界のご友人たちが距離を縮め、知恵を分
かち合い、コンセンサスを得るためのインタラク
ティブ・プラットホームでございます。中国の大
学が日本の高等教育の進んだ経験を学ぶ貴重な
チャンスでございます。また、日本の大学に中国
と中国の大学を知って頂くための大事な窓も開か
せて頂くことにもなります。日中両国の友人がと

もに関心を寄せている「国際
的人材の育成」、「大学がどの
ように社会貢献するか」、「社
会応用型人材の育成」などの
議題について、突っ込んだ
交流がなされる予定でござ
います。これは、日中の大学
がともにチャレンジへの対
応、日中両国間の人材の国際
的交流の強化、日中両国の国
民、特に若者たちの相互理解
と友好往来を促進し、より良
く人類の進歩の歴史的使命
並びに社会的責任を背負っ
て行くという重要な意義が
ございます。
国家外国専門家局は、中国

夏 兵　■中国国際人材交流協会弁公室 主任

1967年３月生まれ、出生地：北京
1985年9月～1989年7月 北京科技大学管理科学科に学ぶ。1989年7月～1990年12月 中国対外人才開発コンサル
ティング公司プロジェクトマネージャー、1990年12月～2000年7月 中国国際人才交流協会秘書局幹部、副処長級
幹部（1998年9月～1999年9月　河北省三河市にて在職研修、副市長）、2000年7月～2002年3月 中国国際人才交
流基金会副部長・部長、2002年3月～2003年4月 中国国際人才交流協会秘書局局長補佐兼中国国際人才市場弁公室
主任、中国対外開発コンサルティング公司総経理、法人代表、2003年4月～2007年8月 中国国際人才交流協会弁公
室副主任、2007年8月～2012年7月 国家外国専門家局情報センター主任、2012年7月～2013年12月 国家外国専
門家局文教司司長、2013年12月～2016年11月 中国国際人才交流センター在ドイツ事務所総代表、2016年12～現
在 中国国際人才交流協会弁公室主任

PROFILE
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政府が主管している外国の人材と知的労働を導入
する職能部門でございます。国際的人材交流と協
力を展開するのが私たちの職責の一つでございま
す。目下、日本の東京を含む10か国と地域に13の
事務機関を設立し、60以上の国と地域の300以上
の組織と交流協力関係を結ばせて頂きました。中
国の31の省、区、市に於いて地方国際人材交流協
会を設け、32のブランチ・マーケット或いは専門
国際人材市場を設立いたしました。各大陸に分布
し、各分野に及び、各レベルの人材交流を網羅で
きる枠組みが形成されております。国と国の間の
人材交流は、その他の様々な交流の基礎でござい
ます。人材交流の活発化は、貿易、教育、科学技術
研究などを含む各分野の交流を促進し、双方がと
もに利益を得られることが実践で証明されており
ます。日中両国は人材交流分野でも大変盛んで、
中国の教育、農業、工業、スポーツ、医療など多く
の分野に日本の専門家が影響を与えていただいて
おります。多くの日本の専門家が中国と世界交流
にご貢献なされたことにより、中国政府から国家
友誼賞が授与されておりますが、有馬朗人様と沖
村憲樹様はその中のお二人でございます。お二人
はそれぞれ2009年と2015年にご受賞され、そして
中国国務院総理から温かい接見を受けました。
今年4月に、国家外国専門家局と日本科学技術
振興機構は日本の東京で正式に協力協議に署名い

たしました。双方がハイエンド人材フォーラム、
日本ハイエンド専門家の来中技術交流及び日中人
材交流などの面において、協力コンセンサスに合
意を得ました。今回の日中大学フェアからハイレ
ベルフォーラムに至っては、私達の協力の重要な
構成部分でございます。今回のフォーラム及びプ
ロジェクト・プロモーション活動は、日本の大学
が中国の学生の募集及び科学技術研究成果を押し
広めて、中国市場へ参入のチャンスもご提供でき
ております。
ご来賓の皆様、日中両国は一衣帯水の隣国でご
ざいます。世の中の環境が如何に厳しくとめどな
く変化するにせよ、両国の文化は相知り、相通ず
ることが変わることはございません。両国の友情
が変わることはございません。両国が隣国である
という地理的位置と補完的市場ニーズが変わるこ
とはございません。国家外国専門家局は、日本科
学技術振興機構との協力を強め、日中両国の人材
及びプロジェクトの交流により一層実務的な、高
効率で、強固な、末永いプラットフォームを作っ
て参ります。そして、日中両国の国民の友情のた
めに貢献して参ります。
最後になりますが、日中大学ハイレベルフォー
ラムが円満にご成功できることをお祈り申し上げ
ます。
皆様、どうもありがとうございました。
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主催者
挨拶

安藤 慶明　■国立研究開発法人科学技術振興機構 総括担当理事

昭和61年 3月 一橋大学法学部卒
昭和61年 4月 科学技術庁原子力安全局原子力安全課原子力安全調査室
平成20年 7月 独立行政法人科学技術振興機構経営企画部長
平成24年 4月 文部科学省研究振興局基礎研究振興課長
平成26年 6月 同　研究振興局振興企画課長
平成26年11月 同　大臣官房審議官（研究振興局担当）
平成27年10月 国立研究開発法人科学技術振興機構（総括担当理事）

PROFILE

おはようございます。来賓の皆様、ご登壇者の
皆様、参加者の皆様、本日はお忙しい中、この日
中大学フェア＆フォーラム in China 2017にご参
加いただき、心より御礼を申し上げます。本日は
中国科学院大学・丁学長、そして共催をお願いを
した中国国家外国専門局中国国際人材交流協会
の夏兵主任、そして中国教育部留学服務中心の孫
建明主任、はるばる北京より駆けつけていただき
ました。ありがとうございます。また、上海から
は上海市人力資源社会保障局長の余成斌様、そし
て日本国駐上海総領事館からは片山様にもご出
席をいただきました。更に、文部科学省のほうか
らは官房審議官の真先様に東京都よりお越しい
ただいております。皆様には心より感謝を申し上

げたいと思います。
日本側の主催者として一言、科学技術振興機構
を代表いたしまして、一言ご挨拶をさせていただ
きます。
科学技術及びそこから生み出されるイノベー
ション、これが社会・経済発展の原動力でありま
して、同時に環境、資源、エネルギー、こういった
地球レベルの課題の解決にするカギであるとい
うことは、今更申し上げるまではありません。わ
が国におきましても、昨年策定されました第5期
科学技術基本計画、これに基づきまして多くの
関係機関が相互に連携をして、科学技術イノベー
ション、この推進に取り組んでおります。
特にわが国は急速な高齢化でありましたエネル

ギー問題、こういった課題
に直面をしております。AI、
IoT、こうした高度な科学情
報技術、こういったものに
裏打ちをされた新しい社会、
生活、この実現を目指して
おります。私どもは今、これ
をsociety5.0と呼んで、強力
に進めているところでござ
います。
2015 年 9月に国連で採択
をされました、先進国も発
展途上国も皆が共通の目標
であるということで定めた
持続可能な開発のための
2030アジェンダ、いわゆる
SDGs と呼んでおりますけ
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ども、この実現のために政府としても一体となっ
てこれに取り組んでいるところでございますが、
JSTにおいても科学技術イノベーションの面から
積極的に取り組むこととしております。
こうした活動を進めるに当たりまして、国際的
な協力と人材の世界的な交流、これが極めて重要
なものと考えております。私ども科学技術振興機
構におきましても、基礎研究からイノベーション
の実現に向けて一貫して取り組むような体制を
重視しておりまして、濵口理事長のもとで新たな
飛躍に向けて積極的に取り組んでおります。
非常に私どもにとってはうれしいことですけど
も、今年4月に発表されましたイノベーションを
リードする世界の国立研究機関のランキングで
は、私どもが世界第4位ということで評価をいた
だきまして、これに応えるべくこれからもしっか
りと取り組んでまいりたいというふうに思って
おります。
一方、経済・社会分野で急成長を遂げておられ
ます中国におかれましても、科学技術の振興に国
を挙げて取り組んでいるということで、その進歩
には非常にめざましいものがあります。国の研究
開発費、研究者数、そして成果としての研究論文、
こういったところでは世界の科学技術界をリー
ドするような非常に大きな牽引力を持っておら
れるというふうに思っております。
2016年に始まりました中国の第13次科学技術
イノベーション5カ年計画、これにおきましても
科学技術イノベーションを強力に進めていくと
いう考え方が強く表明されておるというふうに
思っております。
このような日中両国におきまして、科学技術分
野の協力、これは長い歴史を持っておりまして、
人材面での広く深い交流、双方の科学技術の向上
に大きな貢献をしてまいりました。この日中大学
フェア＆フォーラムは2010年に始まりまして、両
国の大学間の草の根的な交流を更に強固なものに
していくというプラットフォームの役割を果たし
てまいりました。今年で11回目を迎えることがで
きました。本当にこれも皆様方の協力があっての
ことだというふうに、感謝を申し上げます。
この間に日中間でも政治的にいろいろ難しい時
期もありましたけども、両国間の学術交流、これ
を絶やさないということで日中双方の関係者の
熱い思いで、本活動を途絶やすことなく継続して
実施することできております。そして今や日中間

の学術交流としては最大かつ最も重要な事業の
1つといってもよろしいかと思います。
さて、今回のフェア＆フォーラムでは、上海地
区での初めての開催ということになりまして、日
中双方ともに地方にある大学も含めまして多数
ご参加をいただいております。大学でのグローバ
ルな人材の育成をどうしていくか、大学の地域貢
献のあり方をどうするのか、そして何よりもイノ
ベーションに欠かせない人材を育成するにはど
うしていくのかということを、日中双方の大学や
関係機関が一緒になって考える、しかもハイレベ
ルの議論ができるということを楽しみにしてお
ります。
昨日すでにここにおられます大学、そして高等
専門学校等の関係者の皆様方で個別の会談が行
われまして、これも非常に有意義に進められたと
いうふうになったと感じております。この機会
を通じまして、日中双方の大学、研究機関、企業、
これらがネットワークを広げ、日中間の共同研究
や人材育成、そして産学連携の発展、こうしたも
のに結びつけていただきたいというふうに思い
ます。
ところで私どもJST、科学技術振興機構では、
2014年からアジアの青少年を日本に招聘し、先
端技術に触れていただく「さくらサイエンスプ
ラン」をスタートさせました。今日もご参加いた
だいている沖村顧問の強いリーダーシップのも
とで進めているところでございます。
中国からも2014年からの3年間で計4500人以上、
この若者が日本を訪問していただきました。今日
参加いただいている日中双方の大学の皆様も、ぜ
ひこの「さくらサイエンスプラン」をご利用いた
だき、大学間の草の根的な交流の一助となるとい
うことを期待しているところでございます。
社会・経済発展の原動力であるイノベーション
の実現、そして全人類共通の課題である環境、エ
ネルギー、防災、こういった問題について日中両
国が手を取り合って取り組むこと、多々あろうか
と思います。また、こういった協力がますます重
要になっていくものと考えております。そのため
にも本日のこのフォーラムが日中双方の大学、研
究機関の協力、そして交流のプラットフォームと
して更に発展をしていくということを期待いた
しまして、主催者としての挨拶とさせていただき
ます。ありがとうございました。
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尊敬する真先審議官、片山総領事、安藤理事、そ
して丁委員長、夏主任、孫主任、ご来場の皆様、お
はようございます。
5月の上海は花が咲き乱れ、春が訪れており
ます。この美しい季節に中日大学のハイレベル
フォーラムを上海で迎えることになりました。ま
ず、私は上海市人力資源社会保障局ならびに上海
市の外国専門家局を代表して、開催にお祝いを申
し上げ、そしてご来場の皆様に心から歓迎の意を
表したいと思います。ようこそお越しくださいま
した。
大変うれしいことに、国家外国専門家局とJST
様におかれましては、今回のフォーラムの開催地
に上海を選んでくださいました。上海は中国の対

外開放の重要な窓口であり、中国の歴史において
一番早く海外の文化、技術を取り入れ、一番早く海
外との交流を始めた都市の1つであります。
現在の上海は中国と外国の文化が融合し合う大
都会に成長しております。1つの国の対外交流は文
化の交流、知識の交流、経験の交流であると同時に
人材の交流でなければなりません。現在、毎年のよ
うに数万に上る海外の人材が上海に来てイノベー
ションし、事業を起こしております。そして1万人
以上の上海の地元の学生が海外に留学し、また多
くの留学生が戻ってきております。海外の人材と
留学生は上海の経済社会を支える重要な力になっ
ております。
上海市の人力資源社会保障局、そして外国専門

家局は一貫して海外の人材
を重要視して、大学を含むさ
まざまな機関が対外交流を行
うことを奨励し、そして人材
プロジェクトにしかるべき資
金面の支援をしております。
更には海外の留学生のため
に、より利便性の高い政策環
境を整えております。
昨年の９月、上海は人材に
関する30カ条の人材政策を
打ち出しました。すなわち、
人材を使用する側に権限を委
譲する、規制緩和する。どち
らかというと原動力を増やし
て、活力を増やしていくよう
な政策であります。

1970年11月生まれ、1992年7月に就業、1992年6月に中国共産党入党。現在、上海市人力資源（ヒューマン
リソース）・社会保障局弁公室主任。上海市人力資源・社会保障局副局長に就任予定。

PROFILE

余 成斌　■上海市人力資源・社会保障局 副局長

来賓挨拶
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例えば、海外の留学生は卒業したら上海で事業
を起こすことができる。更には海外のポスドクが
中国に来て、いわゆる就労許可が取れるような対
象にしております。更には上海の自由貿易、FTZ、
更には上海の長江パイロットゾーンにおいてヘッ
ドクォーター、研究開発センターを設けた海外の
企業が海外の人材を採用することを認めておりま
す。
そして今年の4月、国の当局の指示を得て、上海
市においては外国人の就労制度を一本化しました。
1つの窓口でさまざまな利便性を提供することがで
きます。5年連続して、上海は海外の人材にとって
最も魅力的な中国の町に選ばれております。弊局、
及び外国専門家局はより開かれたマインドを持っ
て人材政策を打ち出し、よりよい環境づくりに取り
組みます。さまざまな事業者のためにさまざまな

形での人材協力に大きくバックアップしていくつ
もりであります。
現在、上海は国際的影響力を有するイノベー
ションセンターを目指しております。そのために
は人材は欠かせません。とりわけ国際的な視野を
有し、イノベーション能力を有する大学は人材が
集積し、文化交流の重要な場だけではなく、社会の
ために人材を養成する歴史的な使命を担っており
ます。それだけに今回のフォーラムで、大学がいか
にして国際的な人材を養成するのか、いかにして
地域社会に貢献するかについて、いろいろと知恵
を出していただきたいと思います。
最後になりますが、今回のフォーラムが成功裏に
開催されることをご祈念申し上げて、私の挨拶に
代えさせていただきます。ありがとうございます。
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来賓挨拶

尊敬するご来賓の皆様、おはようございます。
本日は数多くのお客様が上海にお越しいただき誠
にありがとうございます。
本日、中日大学フォーラムがこの上海で開催さ
れ、大変うれしく思っております。私は中国留学
服務中心を代表いたしまして、今回のフォーラム
及び大学のフェアの開催に対し心よりお祝い申し
上げ、またご来賓の皆様にご挨拶を申し上げたい
と思います。
この生気が満ちている季節において、中日両国
の政府関係者、大学、教育、科学研究機関の代表の
皆様方が上海に一堂に会し、両国の大学がこの教
育、科学技術の分野における交流、教育を議論し、
そして未来の発展について話し合うことが非常に

大切だと思います。この機会を利用しまして互い
に学び合い、そして協力するよい機会であると考
えております。また、両国の民間の交流に対して
より多くの活力を注力していけることを期待して
おります。
また、JSTが主催する日中大学フェア＆フォー
ラムですが、2010年に始まって以来、私どもの留
学中心はずっと参加してまいりました。JSTのパー
トナーでもあります。長年来、日本と中国において
それぞれに開催してきましたが、今回は中国で開
催する5回目となっております。学術フォーラム、
大学フェア及び科学技術の交流会などのイベント
を用意されております。それを通じまして、両国
の高度教育機関、研究機関及び企業間の交流及び

協力を促進し、産学連携の分
野における経験を共有し、ま
たこういったプラットフォー
ムを利用しまして、日本に留
学しようとする中国の学生
に対し、留学に関連する情報
などを提供し、また両国の教
育、文化、科学技術分野にお
ける交流及び協力を促進し
ていく狙いであります。
近年このフォーラム、プ
ラットフォームですが、両国
の学術、そして人的交流など
の促進に大いに貢献してき
たと思います。両国の大学が
学術、科学研究及び留学生な
どの分野において絶えず交

孫 建明　■教育部留学服務中心 主任

1983年７月、北京語言学院外国語学部日本語専攻を卒業、学士。
1977年１月から1979年８月北京市太平湖小学校教員。1983年７月大学卒業後北京語言学院外事処に勤務。
1986年７月から2012年４月の間に国家教育委員会（教育部）外事局（国際司）に３度勤務し、アジア・ア
フリカ処副処長、処長、訪中処処長などを歴任。1987年３月から2011年10月の間に、日本へ３度派遣され、
駐日本大使館教育処第三秘書、第二秘書、第一秘書、駐大阪総領事館教育室参事官領事、駐日本大使館教育処
公使参事官などを歴任。2012年３月、教育部留学サービスセンター副主任、2013年12月より現職。
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流を続けてまいりました。とりわけ21世紀に入っ
てからより広く、より深く、こういった交流を進
めてまいりました。
日本学生支援機構の統計によりますと、2016年
の在日留学生ですが、すでに9万人を上回ってお
りまして、対前年に比べ更に増えているという
データがありました。また、教育部の統計により
ますと、2016年に中国に来る日本人の留学生が合
わせて1万3000人を突破しました。学生のこういっ
た留学というのは、やはり両国の大学における人
材育成、科学研究及び大学のグローバル化におい
て大いに役割を果たしているかと思います。
私どもの留学服務中心ですけれども、中国の大
学を組織し、日本で開催される大学フェアに参加
してきました。またJSTですが、2013年から70余
りの日本の大学を組織し、私どもが主催する中国
国際教育巡回展などに参加してくださいました。
この成果は非常に顕著であります。このような交
流、イベントの企画及び実行により多くの大学に
ご参加いただき、そして双方向の留学により大き
な、そして新しい貢献をしてまいりたいと思いま
す。
留学服務中心というのは、教育部傘下にある機
関であり、留学サービスを専門的に提供している
機構であります。海外留学あるいは海外に留学し
た後に中国に戻ってくる人、そして外国留学生に
対してさまざまなサービスを提供しております
し、また海外の大学や専門機関との交流及び協力
にも力を入れております。
先ほど余局長のほうからお話もありました上海
の人力資源局ですね。どのような政策があるかに

ついてお話がありました。私どものこの留学服務
中心ですが、中国の学生に奉仕するだけではなく、
去年は4月と12月に2回にわたって海外の留学生
向けのイベントを主催していますし、今年の4月
にも3回目のイベントを主催いたしました。こう
いった活動も中国国内で広めていますし、より多
くの大学が、中国の大学が参加してくれています。
4月に開催したイベントですけれども、約3000名
余りの在中国の外国人留学生が参加してくれてい
ます。つまり、中国人留学生が海外で勉強して戻っ
てきた後に、彼らに対して奉仕するだけではなく、
在中国の外国留学生にもサービスを提供しており
ます。
本日、両国の有名な大学及び専門の研究機関が
一堂に会し、両国が共に関心がある科学技術、産
学連携などのホットな話題について議論する予定
となっております。この機会を通じましてさまざ
まな英知や意見を集め、そして視野を広げ、各大
学、機関間のイノベーションにおいてより多くの
コンセンサスを得ることを期待しております。ま
た、大学のグローバル化、人材育成に対しても寄
与できればと思います。
最後となりますが、今回この会場で古い友人に
もお会いできましたし、また新しい友人にも出会
うことができました。これは私どもがこの両国の
大学、教育、交流の活動を主催する成果の1つでも
あると思いますし、また両国の人的交流の具体的
な成果の表れでもあるかと思います。
本当に最後になりますが、この日中大学フェア
＆フォーラムin China 2017が成功裏に開催される
ことを祈っております。ありがとうございました。
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皆様、おはようございます。ただいまご紹介い
ただきました、文部科学省の大臣官房審議官の真
先と申します。本日の日中大学フォーラムの開会
に当たりまして、ご挨拶させていただく機会をい
ただきまして誠に光栄でございます。
まずは日中多くの大学や関係機関からのご参加
を得て、本大学フォーラムが開催されますことを
心からお慶び申し上げます。科学技術分野におき
まして、日本と中国は共に学び、アジアをリード
する重要なパートナーとして、イノベーションの
創出に向け今後もより一層協力を深めていくこ
とが重要であると考えます。
今、世界的には第4次産業革命という大変革時
代を迎えまして、この中で新しい未来を切り開い

ていくためにAIでありますとか、ICT、ビッグ
データ等も活用し、新たなイノベーションを生み
出していくことが、今大変な重要な課題というふ
うになっております。
欧米諸国をはじめ、世界ではさまざまな取り組
みがなされております。例えばドイツではインダ
ストリー4.0でございますとか、非常に今、世界
各国とも戦略的にさまざまな取り組みが進めら
れているという状況にございます。
その中にありまして、日本では先ほど安藤理事
のほうからもご紹介がございました、新たな未来
を描くsociety5.0、超スマート社会の実現という
のを第5期開発基本計画においては位置づけて、
しっかり推進をしているというところでござい

ます。また同時に、例えば
オープンイノベーションの
推進でありますとか、シス
テムづくり、これについて
も強力に今推進しようとい
うところでございます。
こういう世界的な大競争
時代、大変革時代、こういう
中におきまして、日中間に
おきまして具体的にどのよ
うなものを生み出していく
ことができるのかというの
は、大変重要なテーマであ
ろうというふうに考えてお
ります。
また、先ほど申し上げまし
たような第 4次産業革命と

真先 正人　■文部科学省大臣官房審議官（科学技術・学術政策局担当）

1987年　科学技術庁入庁
2007年　大臣官房付（併）内閣参事官（内閣官房副長官補付）（命）内閣官房総合海洋政策本部事務局参事官
2009年　経済産業省原子力安全・保安院核燃料サイクル規制課長
2011年　大臣官房付（大阪府立大学特別教授）
2013年　環境省水・大気環境局総務課長
2015年　内閣府政策統括官（科学技術・イノベーション担当）付参事官（総括担当）

PROFILE
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いうような話のみならず、地球規模的な課題であ
りますとか、SDGsのような対応でございますと
か、さまざまな諸課題についてまさに世界の中で
日中間が強力なイニシアティブを発揮いたしま
して、具体的な取り組みを継続的に進めていくと
いうことが非常に必要であろうと考えておりま
す。また、そのためには日中両国間におきます人
材育成というのも不可欠であろうというふうに
思っております。
近年、大学間の交流でございますとか、学生
さんあるいは教員、研究者の国境を越えた流動性
もますます高まっているというふうに思ってお
ります。国際的な教育、研究交流や協力は一層そ
の重要性が増しているということでございます。
中でも中国におかれましては日本の大学の最大
の協定締結相手国でございまして、両国における
大学間の交流協定数は4000を超えているという
ことでございます。
また日中間の学生交流につきましても、日本で
学ぶ全留学生のうち中国からの留学生が最も多
く、全体の４割以上を占めている。また、日本人
の留学先といたしましても、中国は全体の約３割
を占める最大の留学先ということでございます。
また先ほどご紹介ありました「さくらサイエン
スプラン」、後ほど沖村顧問からもご説明あろう
かとございますが、この「さくらサイエンスプ
ラン」をはじめとした日中交流というのを、文科

省としても強力に推進をしていきたいというふ
うに思っております。
今回のフォーラムのテーマは、「大学経営、国際
化、人材育成と日中共同の課題について」という
ことでございますが、文部科学省では優秀な学生
をグローバルに活躍するリーダーへ導くための
博士課程教育リーディングプログラムの推進で
ございますとか、グローバル化の中核となる大学
群の形成を図るため徹底した国際化を断行しよ
うとする大学を、スーパーグローバル大学として
重点的に支援をしているところでございます。
こういう中で今般の日中大学フォーラムが果た
す役割というのは非常に大きく、本日この場にも
日中両国からさまざまな立場の方々のご参加を
いただいておりまして、今後につながる有意義な
交流が行われ、大学間交流、学生交流、研究交流、
産学連携などがより一層促進され、日中の大学間
にますます緊密な連携が構築されるということ
を期待しております。文部科学省といたしまして
も、引き続き日中間の研究協力、人材交流、大学
間交流など、科学技術学術交流の発展に努めてま
いりたいと考えてございます。
最後になりますが、今後の日中間の大学間交
流、科学技術協力が更に促進されることを祈念い
たしまして、私の挨拶とさせていただきます。ど
うもありがとうございました。
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来賓挨拶

主催団体でいらっしゃいます中国国際人材交流
協会弁公室夏兵様、国立研究開発法人科学技術振
興機構理事安藤慶明様、日中両大学の学長ならび
に幹部の皆様、ご来賓の皆様、ご列席の皆様、おは
ようございます。在上海日本国総領事館を代表しま
して、日中大学フェア＆フォーラム in China 2017開
催に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。
日中国交正常化45周年の本年、ここ上海におき
まして日中両国の大学指導者をはじめとします関
係機関の代表が集合する本フェア、そしてフォー
ラムに来賓として参加し、挨拶できるのは非常に
光栄に思っております。主催団体であられます科
学技術振興機構、中国国家外国専家局をはじめ関
係機関に感謝申し上げます。

私は北京の大学に昔留学しておりましたが、今
を去ること33年前の1984年でありました。その
時に北京語言学院に留学したのですが、その時に
留学生の弁公室でお世話になったのが、先ほどご
挨拶をされました孫建明教育部主任であられま
す。非常に今回のこの会議に参加させていただい
て、ご縁を感じております。
今回上海総領事として1年半ほど前に赴任して
以来、中国の管轄内の大学、例えば復旦大学、上
海交通大学、同済大学、あるいは浙江省の浙江大
学等々、多くの大学を訪問させていただきました。
三十数年前の留学当時とは各大学とも見違えるよ
うなキャンパスを新たに構え、またキャンパス内
に最新鋭の設備、それからグローバル化に対応す

る体制とか組織の充実、ある
いはカリキュラムの充実等
が図られていて、全く驚きま
した。
日本のある国立大学の先
生から、交流相手の北京の清
華大学について、日本の大学
で5年かかることがこの中国
の大学では1年でできている
という驚きのコメントを、も
う今からこれは7年前の話で
すが、聞いています。7年後
の今、どうなっているかはよ
く知りませんが。
大学の国際ランキングで
も、今や中国のトップ大学が
日本のトップ大学を上回る

片山 和之　■在上海日本国 総領事

1960年5月5日 広島県生まれ。
【学歴】1983年 京都大学法学部卒業（法学士）、1984年～1986年 香港中文大学，北京語言学院，北京大学留学、1986年～1987年 スタン
フォード大学大学院，ハーバード大学大学院留学、1987年 ハーバード大学大学院修士課程卒業・修士号取得（MA 地域研究）、2007年～
2011年 マラヤ大学大学院博士課程留学、2011年 マラヤ大学大学院博士課程卒業・博士号取得（PhD 国際関係論）
【学会】日本国際政治学会会員
【職歴】1983年4月 外務省入省、1987年6月 在中国日本国大使館二等書記官、1989年7月 外務省経済局経済安全保障室事務官，課長補
佐、1992年1月 外務省アジア局中国課補佐，天皇皇后両陛下御訪中準備室補佐、1994年6月 外務省アジア局中国課首席事務官、1994年
9月 外務省大臣官房外務報道官組織海外広報課首席事務官、1996年4月 内閣官房副長官（事務）秘書官（橋本内閣）、1997年7月 在中国
日本国大使館一等書記官、1999年8月 在米国日本国大使館一等書記官、2000年1月 在米国日本国大使館参事官、2002年8月 外務省経済
局国際エネルギー課長、2004年8月 外務省大臣官房広報文化交流部文化交流課長、2006年8月 在マレーシア日本国大使館公使（次席）、
2008年8月 在中国日本国大使館公使（経済部長）、2010年8月 在ベルギー日本国大使館公使（次席）、2013年9月 在デトロイト日本国総
領事、2015年8月 在上海日本国総領事
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ような時代になりました。もちろん各種ランキン
グの指標が適当かどうかという議論はあります
が、少なくともある一定の同じ指標で比較された
結果、かつては日本の大学のランキングが総じて
上だったのが今は逆転されつつある、というのも
否定できない事実だというふうに思っています。
こちらに来る前にアメリカの中西部の総領事を
しておりました。管轄内のミシガン、オハイオの
2つの州の大学を延べ30カ所くらい訪問しました。
中国人留学生の圧倒的な多さにどこに行っても驚
きました。当時のアメリカの調査によれば、全米
の大学で留学している中国人の数は27万人、日本
人学生が2万人弱だった時代であります。
研究者についても大同小異でありました。私は
文科系なので理科系の状況は知りませんが、文科
系の日本人研究者もよく管内の大学に研究に来ら
れてましたが、親元の大学がちゃんとあって、1～
2年で研究して、また当然のごとく親元の研究機関
に戻るというのが当たり前なのが日本の研究者の
姿ですが、中国の研究者は現地に根づいて、英語
のハンデを抱えながらグローバルな学問の市場で
研究成果を出して、よいポストを獲得すべく厳し
い競争を展開している姿を拝見しました。
先ほど述べたとおり、中国国内の研究環境向上
の結果、最近中国の人事社会保障省が発表した数
字によれば、海外留学から帰国した中国人留学生
の累計が昨年末で265万1100人。昨年2016年1年
間で43万2500人。この帰国率が2016年に82.2％
に上昇したという数字が出ておりました。アメリ
カのトップクラスの大学の、特に自然科学系統の
分野で博士号を取得した優秀な中国人研究者が米
国に残り、あるいは中国に戻り、あるいは第3国で
ますます業績を上げていく時代が今後来るのでは
ないか、というふうに思っております。
今年の3月にノーベル賞学者であられる名古屋
大学の天野浩教授が上海に来られて、1晩公邸で
懇談する機会がございました。21世紀に入って自
然科学分野でノーベル賞受賞者の中で、日本人は
アメリカ人に次いで2番目に多いと聞いておりま
すが、誠に喜ばしいことでありますが、通常ノー
ベル賞として評価される学問研究の成果はかなり
前に行われたものが多いということを考えれば、
今後はどうなるのかということに対して天野先生
は、現在の日本国内での研究環境の状況に相当な
危機感を述べられていたのが印象的でした。
そういう意味では、このような日中の両大学指
導者間の意見交流あるいは大学経営、国際化、人
材育成についての関係者間の議論やマッチング

等々の機会を提供する今回のフォーラムは、日中
協力という観点からも非常に意義深く時宜を得た
ものではないかというふうに考えております。日
本側参加者のご批判を恐れずにあえて言えば、む
しろ今や日本側にとって中国の現状、中国の大学
の現状や今後の計画について学ぶところも多いの
ではないかというふうに思う次第です。
私自身三十数年間の外交官生活の中で、中国、東
南アジア、ヨーロッパ、アメリカといろいろなと
ころで生活する機会を得ました。その間個人的に
も7つの大学に籍を置いて、いろいろな大学生活
をさせていただきましたけれども、結論としてい
えば、日本は安心で安全でサービスが行き届いて、
街が清潔で、秩序だっていて、自然が豊かで、食事
もおいしいし、歴史や伝統文化もあって、現代文
化も世界を魅了して、日本語で世界水準の学問研
究を享受できるという素晴らしい国であると思う
のですが、一方で1億2600万、2700万という中途
半端な大きさで、しかもそれが縮んでいっている
という市場に安住してしまうと、米国や中国で起
こっている時代の大きな変化に意識的にも、制度
的にも、また財政的にも、あるいは多様な人材の
確保という観点からもついていけなくなりつつあ
るのではないかということを、海外にて生活して
いますと、そういう危機感を率直にいって持って
おります。
少子高齢化あるいは国の財政の悪化、また日本
語という言語のハンデとか、あるいはグローバル
市場での大学間の競争とか、あるいは人材供給側
の大学とそれを需要側の企業は余り調整がないと
いう調整の欠如の問題だとか、あるいは多様性や
異文化に対して必ずしも寛容でない日本社会の閉
鎖性等々、困難な問題を克服して日本の大学、高
等教育機関には、世界における確固とした存在感
を示し続けて、中国を含む世界の優秀な学生が引
き続き目指してくれる有力な選択肢であり続けて
ほしいというふうに思っております。
若干辛口の発言となって恐縮でありますが、当
地には日本の主要大学の事務所も数多く設置され
ております。また、個別業務で各大学の関係者も
よく来られます。このような機会を通じて、総領
事館としても交流促進のために各種の側面的な支
援を引き続き喜んでやらせていただきたいという
ふうに思っております。
最後に日中大学フェア＆フォーラムのご成功、
関係者のご健勝、そして日中国交正常化45周年を
祝賀しまして、私の挨拶とさせていただきます。
どうもありがとうございます。
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基調講演

こんにちは。ただいまご紹介いただきました、北
海道大学の総長でございます名和でございます。
まず、最初にこの第11回の日中大学フォーラム
に参画できまして、このようなたくさんの関係各
位、特に日中の大学の方々が参画しているこのよ
うな場で登壇でき、このような講演ができるとい
うことは、私にとって本当に誉れであり、うれし
いことであり、この場を借りてまず深く感謝した
いと思います。
先ほどより、科学技術イノベーションが非常に
大切である、特に最近は環境問題、更には少子高
齢化の問題、更には資源エネルギーの枯渇とい
う問題がありまして、このような科学イノベー
ションによってこれを克服するということが必要
になっているわけでございます。
そのためには大学間の協力が必要であり、特に日
本だけの大学ではなく、いろいろな国々の大学との

交流が大切である。そこでは共同研究による科学
イノベーションだけではなく、それを支える世界の
課題を解決するために貢献できるような国際的な
人材の育成が非常に大切なわけでございます。
ここでは私の大学でございます北海道大学が
行っている試みについてご紹介でき、それが今後
の日中の大学交流に役立つということを祈念した
いと思っております。
まず北海道ということが分からないという方も
おられるかと思いまして、北海道大学、更には北
海道の紹介をしたいと思います。ちょっと見づら
いかもしれませんが、こちらにありますのが日本
の地図でございまして、北海道というのは日本で
２番目に大きい、北側にある北海道という島、ア
イランドでございます。こちらで見ても分かりま
すように、非常に美しい自然があり、たくさんの
方々、中国の方々にも訪れていただいている、そ

ういった地方でございます。
人口は、札幌市、多くの学部が属
している札幌キャンパスは日本で
５番目の人口を誇ります札幌市で
ございますし、もう１つ、水産学部
が属するところは人口が大体26万
人である函館市のほうに位置して
おります。
少し中国との比較をしたいと思
いますが、こういった緯度にござ
いまして、北海道の先ほど２番目
の大きさということを示しました
が、中国に比べればまだ小さい。
人口は540万人でございまして、

名和 豊春　■北海道大学 総長

1954年北海道三笠市生まれ。1977年北海道大学工学部建築工学科を卒業後、1980年同大学院工
学研究科建築工学専攻修士課程修了。1992年東京工業大学より博士（工学）取得。秩父セメント
㈱中央研究所、秩父小野田㈱中央研究セメントコンクリート研究所、北海道大学大学院工学研究科
助教授を経て、2004年教授に昇任。その後、教育研究評議会評議員、工学研究院副研究院長等を
歴任し、2014年4月より工学研究院長・工学院長・工学部長。2017年4月より北海道大学第19代
総長に就任。
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日本の大体4.3％で、しかしながら農業の産出額は
１兆1000億で13.2％。漁業にいたっては124万トン
で26.3％。皆さん、乾燥ナマコは食べているかな
と思います。
緯度につきましては、こちらで見ますと哈爾浜
とか長春と、そういったとこら辺に属しておりま
す。気候のほうも見てみますと、夏はほぼ同じよ
うな気候でございますが、札幌は海に近いという
ことで、哈爾浜等に比べると少し温暖だというと
ころでございます。冬を見てみますと、哈爾浜で
は氷祭です。こちらのほうでは雪祭という形に
なりますが、このようにウィンターシーズンでス
キーを楽しむというようなことができる地方でご
ざいます。
私たちの札幌キャンパスというのは、札幌市の
中心でございますその札幌駅というところから徒
歩で、歩いて10分くらいの非常に利便のいいとこ
ろにありまして、南北が2.4キロ、東西が１キロと
いったわりと広いキャンパスでございまして、こ
こに植物園も持っている。更にはそこの赤い丸で
示されたような大学のすぐそば、またキャンパス
内に学生、留学生も住めるような学生寮を持って
いるという大学でございます。
それでは、次に北海道大学の歴史についても少
し触れたいと思います。北海道大学はその前身が
実は札幌農学校というもので、1876年に始まりま
した。その後、理学部が今の東北大学、農学部が札
幌のほうの農学校ということで東北帝国大学とし
て成立し、その農科大学となりましたが、その後
北海道帝国大学となり現在に至る、141年目を迎え
る大学でございます。
最初に、札幌農学校では教授陣はすべてアメリ
カのほうから来られました。あのウィリアム・S・
クラーク先生がそのような英語での授業、まさに
英語で学び英語で考えるという国際的な授業から
始まったものでございます。これが最初の校舎で
ございまして、フロンティア精神、国際性の涵養、
全人教育、そして実学の重視、この４つの理念を
持って大学の研究、教育を進めるということが、
現在の北海道大学の教育、研究の理念になってご
ざいます。
有名な言葉が残されております。クラーク先生
が札幌農学校を去る際に、Boys be ambitious.とい
う言葉を残されました。少年大志を抱けというこ
とでございますが、現在は女性も多くございまし
て、Boys and girls be ambitious. 最近girlsはgirls 
more ambitiousという言葉になってございます。
このようにフロンティア精神、実学の重視、国際

性の涵養、全人教育、この４つの理念を持ってこの
北海道大学はできているということだけを、まずは
皆さん覚えていただきたいというふうに思います。
次に、北海道大学の教職員・学生の組織のほう
でございますが、全体概要を見ていただきます
と、こういうふうになってございまして、学部、
undergraduate のほうが 12、大学院の graduate 
schoolのほうが21ございます。あと研究所／セン
ターのほうが26といいますが、大体メインで21ご
ざいまして、教職員は後のほうで詳しく説明しま
すが､ 4000人、教員のほうがその中で2000人程
度で、同じく事務職員がいると。面積は先ほどの
キャンパス以外に研究林、林を持っていまして､
６万6000ヘクタールと非常に大きい広大なキャン
パスになってございます。
学生のほうを見ていただきますと、１万8000人
ということでございます。教職員のほうが、外国
人のほうが大体4000人に対して700人くらいいる。
学生のほうは１万8000に対して1735人。最近で
すと、大体2000人くらいにまでいっているという、
国際的に開かれた、そういった大学を目指してい
るものでございます。
研究所のほうでございますが、見て分かります
ように、少し面白いという特徴のあるところがご
ざいまして、北側にございますので非常に低い温
度での研究をする。更には北極海といった辺りで
の北極での研究をする。更にはスラブ・ユーラシ
ア、ロシア関係の研究もする。また、日本で少数
民族としてアイヌ先住民という方々がいるので、
そちらについても研究する。更にはこちらの下で
見づらいかもしれませんが、パンデミックで問題
になっている鳥インフルエンザ等を研究するよう
な、そういった研究センターを持ってございます。
留学生の分布はこちらのほうになってございま
すが、もう見て分かりますようにアジア。本音を
いいますと、中国が一番多くなってございます。
今、先ほど1700と言っていましたが、すでに今年
カウントし直してみますと、2000人で87カ国、実
にアフリカからも80人の方が来るというような形
になってございます。こちらにありますように協
定校も全世界にわたっておりまして、アフリカで
も14、ヨーロッパでも190、アジアは284の大学と
協定を行っているというところでございます。
このような国際化を推進するということでござ
いまして、実は上のほうがアフリカです。ザンビ
アのほうでございます。こちらのほうは東南アジ
アでペアで一緒にやったものでございますが、見
て分かりますように、かなり国際色が豊かになっ
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てきて、大学の中で１つの機構が必要だというこ
とで、国際連携機構というものを作らせていただ
いて、グローバル化というものを強力に進めさせ
ていただいております。実は海外とやっている際
に、私たちの大学を卒業したOBとの連携が取れ
ていまして、そのネットワークを強化するという
ようなこともやっているわけでございます。
あと、先ほど政府関係者のほうからもございま
したが、予算がかなり厳しいということでござい
ます。国のほうから来ている予算というのが、こ
ちらの一番左側になってございますが、北海道大
学の中では大体40％程度にしかなっていない。あ
とは病院の収入、その他外部資金でこれをすべて
補っていて、大体すべての予算が960億円という
ことになってございます。
それでは国際的な研究をやっているということ
で、まず研究について紹介したいと思います。こ
こを見ていただきますと、実は中国と一緒に国際
化の研究をやっている。グン先生、グン先生が中
国から1997年にこちらのほうに来ていただいてソ
フトマター、実はゲルですとか高分子の革新的な
研究をしております。こちらにありますように、ゲ
ルというのは本来ものすごく弱いものでございま
したが、グン先生が考えましてダブルネットワー
ク、二重の網の目構造を作ることによって、見て分
かりますように、このように切れない。そういう高
分子を作りまして、従来のゲルに比べて約1000倍
も強い。そういったゲルができております。
また、そのゲルというのはここにあるように表面
の電荷を操作することによって、１回切れてももう
１度接着することができるということができるよ
うなゲルができまして、そのゲルをこういったソフ
トマターに使うことによりまして、例えば軟骨です
とか靭帯ですとか、そういった医療にこれが使うこ
とができまして、実は軟骨とか靭帯の再生ができ
てくる。今まではこういったもろい、軟骨は再生し
ないということがあったわけですが、それが再生
することができるようになってきた。本当に素晴
らしい研究でございますが、これは本当に中国と
日本との連帯でこういうことができるようになっ
てきた、ということが言えるわけでございます。
それと先ほどパンデミックということで、鳥
インフルエンザというお話をさせていただきまし
たが、これは本当に世界的に大きな問題でござい
ますが、こちらで示しますように、獣医の喜田先
生、更に高田先生方がそういった研究をされまし
て、実はロシアやアラスカの森林でそのインフル
エンザのもとがあって、これが鳥を介して、渡り

鳥を介してこれが実はもたらされるということが
明らかになってきております。
そういった意味での人獣共通感染症のリサーチ
センターというのを世界的に作りまして、これが
今現在、ダブリン大学ですとかいろいろな大学と
共同で研究して、世界的な組織で動いているわけ
でございます。
次に、ガン治療についても少しご紹介させてい
ただきます。今、やはり少子高齢化によりまして、
多くの方々がこのガンで死亡されるということ
が問題になっております。その際に放射線でこれ
を治すということが問題になるわけですが、かな
り強い放射線ですと体がかなり負担がある。これ
を非常に弱い陽子線というのを用いて治そうとい
うものでございますが、その際に２方向からこう
いった意味でどこにガンがあるかを特定化すると
いうことを、世界で初めてそういう技術を作りま
して、それと日本の日立製作所と一緒になりまし
てスポットで、もう本当にこの点というところに
当てる治療システムを作りました。
これが世界機構のほうからも認められて、国際
標準になろうとしておりますし、北大病院のほう
では2014年からその治療を開始しております。こ
れに対して世界中から非常に興味を持たれており
まして、ここにありますようにブラジルから、さ
らにはアメリカのケネディ大使、こちらのほうは
台北のほうから、それからこちらのはペルシャ湾
の諸国のアンバサダー、大使の方々が来てこのよ
うな見学をし、いかに導入しようかというところ
になってきております。実際にもうアメリカでは
４つの施設、香港、シンガポールにもこの装置が
入るということになっているわけでございます。
まだ国際的にはいっておりませんが、今フィリ
ピンとも一緒に開発しているのが、こちらの新し
い農業をどうやって進めていくか。スマート農業
をどうするかということをさせていただいており
ます。小さな惑星、大きい惑星じゃなくて小さな
惑星を使いまして、更には飛行機、ヘリコプター、
更にはドローンを使ってどんどん、こちらのほう
の衛星ですと１メーター程度でございますが、ド
ローンになりますとたったの10センチでいろんな
情報が取れます。これによりますと、例えば１株
の病気になっている何かイネでも、そういうもの
を取り除くことができる。そうしますと農薬を使
わない農業ができる。そういう形になります。
更にはここら辺で得られましたビッグデータを
うまく使うことによって、どういった農業をする
ことができるかというようなことが進みますと、
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そちらの左側にありますように、少子高齢化でな
かなか農業に従事される方がいなくなった時にロ
ボット、自動で収穫し自動でこれを育成するとい
うようなことが進んでいく。こういったことをし
ているわけでございます。これを世界に私たちは
発信していきたいというふうに考えているわけで
ございます。
次に、教育について少しご紹介したいと思いま
す。先ほど言いましたように12の学部と21の大学
院があるわけでございますが、そこで私たちの大
学院では、実はこのアスタリスクがついているの
は英語だけですべて学んで卒業できる。そういっ
たものを作っていまして、実にこの赤いところも
今後そうなるわけですが、21の大学院のうち10の
大学院がそれができるようになる。そういった教
育体制を作ってございます。
そこでの国際化でございますが、なぜこんな国
際化を進めたかといいますと、2010年にこちらに
ありますように経済産業省が企業からアンケート
を取ったところ、日本の企業の40％がもう国際で、
海外で働くという必要がある。しかも、海外から
の利益を約10％以上にし、海外の従業員数も10％
以上にする。そうすることによって、やはり大学
も国際化を進めなければいけない。
あのシンガポールは国際化を進めているわけで
ございますが、ここにありますように小さな島国、
日本もそうでございます。資源というのは人でご
ざいます。教育に投資しなければ生き残れない。
世界から優秀な学生や教員をキャンパスに集め
る。これが本当に大切だというふうに考えている
わけでございます。
そのためには、ここにありますような国際通用
性のあるような大学の教育というものが大切にな
ります。日本の文部科学省のほうで、スーパーグ
ローバル大学事業というのが開始されて、トップ
100ということを言っておりましたが、そこでの教
育というのは国際通用性が非常に大切だ。北海道
大学もそういった意味で頑張っていきたいという
ふうな努力をしているわけでございます。
先ほど特徴があるといってご紹介した３つの領
域について、国際大学院のほうをすでにこのよう
に作らせていただいております。１つが医理工大
学院、もう１つが国際感染症大学院、もう１つが
国際食資源大学院でございまして、幅広く世界中
から人々を集めて一緒に教育をしていきたいと、
そういうふうに考えてございます。
また、サマー・インスティテュートというもの
も考えておりまして、世界中の優秀な方々に来て

いただきまして、そして講義をしていただくと
いうようなことも考えております。こちらが協
力していただく大学の一例を挙げておりますが、
フィンランドのほうから更にはスリランカの大学
まで、このように多種多様な国々から数多くの大
学に協力をいただいておりまして、昨年度でも世
界中から180人以上の学生及び100名以上の研究
者が参加して、このようなことをしているわけで
ございます。
今年度はどうなっているかと言いますと、そう
いった科目は96も開催する。大学院で82、学部で
14のものが開催されます。これがその活動状況で
ございますが、こちらの一番下の真ん中を見てく
ださい。日本の楽器でございます琴を一生懸命覚
えようとしている。その姿が見えるかと思います。
では、日本に呼ぶだけではいけないのではない
か。海外にまで大学は進出する必要があるだろう
ということで、実は海外のラーニングサテライト
というのも作らせていただいております。これは
私たちの大学の授業を海外で実際に行う。そして
単位を互換してするというようなことを昨年度
からさせていただいておりまして、実際にもうす
でに15件のプログラムが実施されておりまして、
10カ国のところで22カ目を開講しております。今
年はもうすでに15件の継続がありまして、新規で
６件、全体で21件のプログラムを実施するという
形になっておりまして、このような国々で開催す
るというような形になってございます。
ただ、それだけでは少し足りないのではないか
ということで、特にサステイナブルなディベロップ
メントをどうやって教育するか。これは大変大き
い問題でございます。そういったことで、私たちま
た違うプログラムを走らせておりまして、北京師範
大学と一緒になりまして平成23年度からこれを実
施させていただいているというものでございます。
また、語学研修というのも非常に大切で、英語だ
けではいけない。やはりいろいろな言葉ができな
きゃいけない。そういう意味で、実は中国語、ドイ
ツ語、フランス語等をやっているわけですが、北
大生の人気は何と中国語でございます。25％の学
生がこれを履修している。中国の学生が来ており
ますので、それをティーチングアシスタント、フェ
ローとして活用して、オンラインで実は教材を
使っておりますが、実はこういった形でパンダが
いる。このパンダをどうやって説明するかという
ことをやりますが、実はそれを中国人の方々がきっ
ちり教える。フェース・トゥ・フェースで教える。
こういった授業をやっているわけでございます。
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更には英語で日本の文化というのをどうやって
教えるか。日本の歴史、文化、社会、制度というの
をどうやって教えるかというようなことをやって
おりまして、それを私たちは現代日本学プログラ
ムという形で呼ばせていただいております。
ここにありますように、日本語を学ぶためにこ
ういった英語でやるわけですが、１年間で、たっ
た１年間でこういった形で日本語が読めるよう
に、書けるようになってくる。そういったプログ
ラムをやっているわけでございます。
そうしますと、どんな文化を教えているかとい
うことが興味深いかと思いますが、中国でも茶は
チャというと思います。実は、日本にはこのお茶が
８世紀から９世紀で伝来いたしました。しかし、高
貴な人たちしか使えなかったんですが、こちらの
中国に来た僧侶、栄西が「喫茶養生記」、お茶とい
うのは非常に体にいいよということを、小説とい
うのか、物語を書いて勧めたところ、非常に多くの
方がこれを嗜好するようになりまして、そこにあり
ますような新しい文化というのを作りました。茶
室でございます。わび、さびの世界でございます。
皆さんたち知っているように、日本に来ますと、
こういうふうにして緑茶をいれるわけでございま
す。この新しい文化、実はこの茶室に入る際、そこ
の小さなくぐり戸を通ります。その時にどんな偉
い方でも頭を下げる。茶室ではすべて平等である
という日本の文化があるわけでございます。そう
いった意味でこの茶室を、実は持ってこれなかっ
たんですが、どこでも誰でも作ることができる。こ
ういったものを北海道大学は作っております。ぜ
ひ私たちのキャンパスに来ていただいて、これを
味わっていただきたいというふうに思うわけです。
先ほどの北海道サマー・インスティテュートで、
じゃあ中国ではどうかといいますと、こちらにご
ざいますような清華大学の先生、南京大学の先生
たちに来ていただいておりまして、実に63人の
方々が参画していただいております。また、ラー
ニングサテライトについても中国は非常に積極的
にしていただいておりまして、香港中文大学です
とか北京師範大学、南京大学のほうで、ここに書
いているような方々が一緒になって活動させてい
ただいているというものでございます。更にはダ
ブル・ディグリー・プログラムについても進んで
おりまして、厦門大学、あと南京大学のほうでこ
ういったプログラムがすでに進んでございます。
あとはファースト・ステップ大学といいまして、
最初に海外校での授業体験をしたり国際企業を訪
問するということで、私たちのほうで訪問させてい

ただいているのが、このような大学、更には企業の
方々の協力ですでに行われているというところで
ございます。更には協定校向けに特別な交換をし、
日本の文化等を教えるという意味で、私たち特別
な短期間でのこういったものも作ってございます。
すみません。時間がなくなってしまいまして、
３分だけいただきたいと思います。北海道の魅力
について、最後に語らせてください。
これが北海道の素晴らしい自然でございます。
中国との交流をしていこう。見てください。この
ような素晴らしい桜、芝桜、ラベンダー、そしてこ
のようなジャガイモの実は花でございます。その
中で、レジャーもこのように川、渓流下りですか
らスキー、そういったものが１年中味わうことが
できる。まるで富士山のように見えますが、羊蹄
山という北海道にある富士山と全く同じような山
があるわけでございます。更には食物がおいしい。
ここにございますようにメロンですとか、いろい
ろなものがございます。ぜひ１度北海道に来て味
わっていただきたい。更に、こちらのほうはヘル
シーな食品もあるというものでございます。必ず
買う際には「ヘルシーDo」というものを買ってい
ただきたい。これは北海道大学も認定、北海道も
認定しているというものでございます。
このようなことがございまして、実は中国から
の北海道に来る方々は、ここで見ていただきます
ように、大体10万人であったのが実に50万人、約
５倍まで増えております。各省と、黒竜江省、吉林
省、遼寧省、こちらとの非常に交流も進んでおり
ますし、いろいろな市との交流が進んでいるとい
うことがお分かりになるかと思います。実は黒竜
江省とはこのような、もう30年にわたっておりま
して、多分タンチョウヅルがこの交流をつないで
くれているのだろうというものでございます。
ビジネスについてもすでに交流がなされており
まして、実は上海で昨年度も交流事業がされてお
ります。ぜひ今１度北海道との交流、特に環境で
すとか健康産業がありますので、交流をしていた
だきたいというふうに考えてございます。
実はもうちょっと押してしまいましたが、海上
ルートでございますと、このように実はいろいろ
な港とつながって現在おりますし、実は千歳空港
とこのような形で直行便がすでに就航しておりま
す。そういう意味でますますこれからこういった
直行便が増え、交流が増えるということを祈念し
ております。
本当に時間が押してしまいましたが、ご清聴ど
うもありがとうございました。
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基調講演

学長の皆様、ご来場の皆様、おはようございま
す。本日のフォーラムに参加できて大変うれしく
思います。そして主催者よりお招きをいただいた
ことにも感謝したいと思います。
中国科学院大学は新しい大学でございます。で
すので、私の講演の内容でありますが、大学の紹
介とさせていただければと思います。３つのパー
トに分けてお話をいたします。
まず大学の概要ですが、中国科学院は三位一体
ということを強調しております。３つの部分から
なっているということであります。１番目に研究
所、104の研究所がございます。全国各地に分散し
ております。上海、北京は一番研究所が集まって
いるところであります。２番目が学部という存在
です。学部は中国科学院のメンバーから構成され
ておりません。全国のメンバーから構成されてお
ります。現在アカデミーメンバーは700名くらい

いて、海外の方もいらっしゃいます。そして、我々
は二校半の大学を有しております。まず１つは、
合肥のほうにございます中国科学技術大学。そし
てもう１つは中国科学院大学です。また、半分と
いうのは、上海科学技術大学というのがありまし
て、これは上海市と中国科学院が共同でやってい
るものであります。簡単にいえば予算は上海市が、
中国科学院からはほとんどの教師陣を出しており
ます。現在、中国科学院の従業員の数は７万人弱
となっております。
中国科学院による大学院生の育成は長い歴史が
あり、1951年より募集を開始しましたが、すなわ
ち、中国の最初の大学院生は我々が募集しました。
当時は全国の募集人員の半分くらいを占めてい
ました。そして文化大革命が終わった後、最初に
大学院生の再募集を始めたのも我々であります。
最初の名前は大学院という名前でありましたが、

1978年に国務院の承認を得て、中
国科学技術大学大学院が作られま
した。現在、我々の院長である白
春礼先生は第一期の学生でした。
私自身は82年に中国科学技術大
学大学院に入学しました。そして
2000年に中国科学院大学院に名称
変更され、2012年には中国科学院
大学と、更に名称変更されました。
なぜ大学というふうに名称変更
したのかとよく聞かれます。簡単
に申しますと、大学院の教育の規
模ですと私どもが全国最大なので
すが、国の高等教育制度の処遇を

丁 仲礼　■中国科学院大学 学長

1957年生まれ、浙江省出身。中国科学院地質研究所第四紀地質・古気候博士、教授、博士課程指
導教員、中国科学院院士。現在、中国科学院副院長兼中国科学院大学学長、第十二次全国人民代表
大会教育科学文化衛生委員会委員、中国民主同盟副主席、中国第四紀研究委員会主任などを兼任。
北京市第十次政協常任委員、第十次全国政協委員、第十一次全国人民代表大会教育科学文化衛生委
員会委員などを歴任。このほか、国際 IGBP-PAGES執行委員会委員、国際山地総合発展センター理
事など。元中国科学院地質・地球物理所所長。第四紀の地質、とくに中国黄土研究に貢献している。

PROFILE
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受けられないという理由からです。大学と名称変
更することで、相応の処遇を受けたいということ
でありますが、まだ、それが十分に達成されてお
りません。2014年から学部生の募集を始めまして、
まだ卒業生はいません。
歴史を振り返りますと、大学院の教育は非常に
歴史が長く、例えば中国の最初の理学の博士、工
学博士、女性の博士、更にはダブルディグリーの
博士はいずれも我々のところから出ています。　
また、北京に４つのキャンパスがあります。１つ
は懐柔区、もう１つは研究所が集積している中関
村のキャンパス、更には中国オリンピック村、そ
して八宝山の近くにキャンパスがあります。
北京のビジョンの１つに、国際影響力を有する
科学イノベーション能力を有する都市を目指す
ということがあります。そのために現在、北京市
は中国科学院とタイアップして懐柔キャンパス
を作っております。46平方キロメートルの土地
に、大きな学園都市を作りました。我々の大学の
キャンパスもそこに設置しております。これから
私どもの大学のキャンパスは主として懐柔区、す
なわち北京の郊外にあるわけですが、現在北京市
は首都機能以外の機能をどんどん分散化するとい
う方針がありますので、その一環となります。
全国的に見ても、我々の大学は最大級の大学院
の研究施設を有しています。現在在学している大
学院生の数は４万6000人超、そのうちの半分以上
が博士課程です。大学院生の指導の資格を有する
先生がたくさんおりますので、多くの大学院生を
集めることができます。しかしながら、教育省より
言われているのですけれども、既に我々の博士の
募集数は全国の8.4％に上っており、現状としてこ
れ以上増やしてもらえないということであります。
中国の各大学と比べまして、博士課程の学生の
割合は非常に多いのですが、留学生数はそんなに
多くありません。なぜかというと、我々が学部生
としての留学生を迎えていないからであります。
しかし、博士号を目指して勉強している留学生の
数を統計しますと、我々がトップとなり、現在留
学生の数は、1300人くらいであります。学部生の
数はまだ少ないです。なぜかといいますと、我々
は大学院の教育を中心とした教育機関であるから
です。学部生の教育については、余り経験はあり
ませんので、これから経験を積み重ねて、徐々に
学部生の募集数を増やしていきたいと思います。
更に専門でありますが、例えば理学、工学を中
心としております。中国の理学の１級学科のリス
トを見ますと、我々は全てのものを備えています。

毎年理学博士の学位を授与する数は、全国の約３
分の１を占めています。ですので、我々の博士の
教育は理学を中心としています。そして工学に関
しては中国には38の１級学科がありますが、我々
は２つの学科において博士号の授与ができます。
昨年は、博士・修士をいずれも5000人くらい出し
ております。
そして教職員を見ていきたいと思います。広い
意味において、わが大学の先生の規模は非常に大
きいです。１万4000人以上の大学院の指導教官
の資格を有する先生がいます。そのうちの半分が
博士の指導教官になります。更にアカデミーメン
バーがかなりの数を占めております。そして国の
傑出青年基金の取得者もいます。
卒業生の項でありますが、２つのパイチャート
がありまして、まず右下が修士ですが、半分以上
が博士を目指して勉強を続け、半分くらいが就職
する。そして左上のパイチャート、博士の卒業生
の40％が研究機関に入っております。そして十数
パーセントは高等教育機関、大学で教鞭を取って
おります。そして一部が海外へ行って、またはポ
スドクになったりしております。つまり、博士過
程終了後には、その多くが科学ないし研究機関で
働いているということです。
そして我々は、科学と教育の融合を特色として
おります。なぜかといいますと、中国科学院がバッ
クにあるからであります。研究所を教育のキャリ
アにしております。そして研究室も実験室とタイ
アップして融合しております。例えば例を挙げま
しょう。物理科学学院というのがありますが、非
常に規模が大きい。そしてその協力機関として、
例えば理論物理研究所、半導体研究所、ハイエネ
ルギー物理研究所、声学研究所があります。こう
いう研究所から一部の先生を出していただいて、
物理科学学院の先生になっていただいておりま
す。研究と教育を密接に融合させております。
これまでのところ、わが大学はすでに31の学院
を持っておりますが、２つのタイプに分けられま
す。まず１つは基礎学科。基礎学科の対象になる
のは、我々の国の学科のリストに入っている１級
学科に対応しております。もう１つはフロンティ
アでクロスオーバーのものであります。名前を挙
げません。例えばここにありますように、数学物
理などは基礎学科となります。
基礎学科の学院でも、ただ単に北京に全部ある
わけではありません。一部がほかの地域にありま
す。上海に薬学院があります。なぜかといいます
と、薬物研究所が上海にあるからです。更には昆
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明のほうにライフサイエンスの学院があります。
海洋学院は青島のほうに設置されております。
もう１つはフロントクロスオーバーの学院であり
ます。例えばマイクロエレクトロニクスの学院、将
来技術学院、ナノサイエンス学院、その中にも一部
地方に作られているものがあります。材料工学は
寧波、そして先端技術は深圳等の違いがあります。
もう１つ、海外との協力も一部実施しておりま
す。例えばカブリ財団と協力して中国科学院大学
カブリ理論科学研究所を作りました。もう１つは
ユネスコ国際理論物理センターと協力して中国
科学院大学、アジア太平洋理論物理とクロスオー
バーサイエンスセンターを作りました。更には
デンマークの８つの国立大学と共同で、中国科学
院大学中国デンマークカレッジを作りました。も
うスタートして５年になります。デンマークの国
立大学は８つありまして、デンマークの産業ファ
ウンデーションの支援を得て、我々と共同で大学
院生の育成を中心とした協力をしております。こ
の中国デンマークカレッジはデンマークの新し
い技術を中国にどんどん導入しております。我々
としては、日本の関連大学と似たようなコラボが
できればいいなと思っております。この中国デン
マークカレッジはスタートして多くの卒業生を出
しているし、更に教育省から大学院生の募集の枠
をたくさん与えていただいております。
研究室ですけれども、先ほど申し上げました研
究所に設置してありまして、合計226の教育研究
室がございます。１つの例を申し上げます。未来
技術学院と申しますが、これは理科技術研究所が
メインとなって、ほかの大学とタイアップしてこ
ういったものを作りました。
また講師陣について、少しお話し申し上げます。
簡単に申し上げますと、３つのカテゴリーがあるわ
けですね。１つは専任講師、１つは兼任教師ですけ
れども、2600名余りがおります。各中国科学院傘
下の研究所から選出し、科学研究者の中から選ん
だ方となりますが、大学院の指導に当たってもらっ
ています。更にもう１つは大学院生の指導教官、こ
れは１万人余りおります。人材が集中しているの
はやはり北京エリアになるのですが、役職のある
講師、例えば、長江学者とか、１万人計画、1000人
計画、こういったタイトルを持っている先生方が
多いわけであります。こういった学者の方に私ど
も大学の兼任講師になっていただいております。
また、大学院生の育成につきまして、少し時間
を割いてご紹介したいと思います。
私どもの大学ですけれども、これは人材育成の中

核的な役割を担っているところでありまして、３つ
の統一、４つの融合というふうに呼んでおります。
３つの統一というのは学生の募集、そして教育
管理、そして学位の授与、これを統合して行って
おります。４つの融合というのは指導者体制、そ
して教員チーム、管理制度、育成体制を、組織上に
融合して実施しているというのが、私どもの特徴
であります。
また大学院生の育成ですけれども、２段方式を
取っております。２段方式というのは、まずキャン
パスで集中講義を受けるということです。これは
科学技術大学が担当しています。授業を受け、卒
論をここで完成してもらうということです。その
中で一部の研究にも参加してもらい、単位を取得
し、またカリキュラム、授業に参加してもらうと
いうことです。
１年目ですが、やはり集中して授業を履修する
ということですが、カリキュラムですけれども、
６つのカテゴリーに分けております。１つ目に専
門的な重要科目となります。３から５つの新しい
課程を提供して、ほとんどの院生がこういった科
目を履修しなければなりません。２つ目に専門で
すけれども、ほかの専門の授業を受けさせるとい
うことです。例えば物理専攻ですけれども、化学
の授業も受けなければならないということです。
このニーズも結構あるわけです。あとフロンティ
アの講座とか、あとテーマを絞ったセミナー、ゼ
ミなどがあります。そして５つ目に必須科目です
けれども、政治関係、思想学とか、あるいは外国語
です。６つ目ですけれども、人文社会科学類の専
修課目となります。
また物理学院とか数学学院、いろいろな学院が
あるわけですけれども、こういった学院において
まずテストケースを実施いたしました。大学に名
称変更してから一部のカリキュラムを調整し、テ
ストケースを実施して、その後全面的に実施した
わけであります。それ以外には。100名余りの海外
の教授たちを招聘し、中国にお越しいただき、私
どもの大学院生向けに授業をしていただくという
サマースクールとなります。また大学院生向けの
授業ですので、やはり第一線で働いている、活躍
している方々に講師になってもらっています。
先ほど述べましたのはキャンパスで受ける集中
講義ですけれども、第２の段階に入りますと、や
はり研究所に入って指導教官について研究を推進
してもらうということになります。
学部生ですが、本科生ですけれども、まだ少数で
はありますが、しかしながらエリート教育を実施し
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ております。つまり、そういったサイエンスに対する
夢を持って科学分野に貢献して、国のために働いて
もらうという夢を持っている、そういった学生を教
育して育成していくという理念を持っております。
私どもは１年余りの時間をかけて、海外のやは
り基礎教育が非常に優れた大学についてリサーチ
を行いました。情報センターがありますので、情報
センターがこういった業務を担ってくれました。
また基礎科目ですけれども、体制を整えました。
また、基礎教育科目に関しまして、主に数学、物
理、化学、生物化学、材料化学、コンピュータサイ
エンス、天文学などに集中しています。
これも同じく複数の段階に分けております。最
初の段階ですが、やはり基礎科目教育ということ
になります。最初の３つの学期ですけれども、一
般教育、基礎教育を受けてもらいます。そして第
４学期に入りますと、それぞれの専門分野の科目
を選んでもらうことにしております。第４学期に
入りますと、自分たちが興味を持っている専門の
科目を選んでもらい、そしてただ７つ目、７番目
の学期に入りますと、更にこういった科目を細分
化して、彼らの専門性により密接に関連する科目
を選んでもらうことにしております。基礎研究に
関しまして、彼らに厳しく要求しています。
第２の段階に入りますと、専門科目の勉強がメ
インとなります。そして第３の段階に入りますと、
主に半年間海外の大学に行ってもらい、また半年
間国内の研究所に行ってもらい、卒論を仕上げて
もらうことにしております。
卒論というのは、やはり大学院に入ってもらう
狙いがありますので、もし大学院に進学する場合
の研究テーマと結びつけて卒論テーマを選んでも
らっています。
また、海外への留学ですが、統計によりますと
３分の２の学生が海外に留学しています。学費で
すけれども、やはり海外の大学部生の学費は非常
に高いわけですが、これはほとんど学校が負担し
て、生活費は自分で払ってもらうということにし
ております。ですが、一部の学生にとってやはり
生活費は高いので、全員が海外に行けるわけでは
ありません。そのため現在３分の２の学生が海外
に留学しています。
幾つかの事例を紹介していきたいと思います。数
学ですけれども、私どもはモスクワ大学の数学分析
のカリキュラムを使っています。半分の時間は大学
できちんとした数学の授業を受け、残りの４分の１
ですが、補習授業となります。数学院の博士あるい
は修士学生にティーチングアシスタントになって

もらい、学部生の指導に当たってもらっています。
またすべての指導教官ですけれども、研究所の
中から選んだ者ですので、つまり有名な研究学者
に講師になってもらっています。とりわけ基礎科
目に関して、こういうふうにしております。人文
類の学科ですけれども、こういった人材が少ない
ですので、社会科学院とか北京大学の研究所から
講師として来ていただいております。
またもう１つ、ダブルクラス担当です。１人は
シニアのクラス担当、もう１人は若手のクラス担
当、２名体制にしています。そのシニアのクラス
担当というのは、ほとんど研究所の所長などに来
てもらっています。そして学生に対して２つの
チャンスを提供しています。１つはやはり専門分
野にもっと興味を持ってもらうために、そういっ
たいろいろなチャンスを提供して与え、学生の
ニーズに応えております。また集中講義を受けて
いる時に、夏季、夏休みを使って中国科学院にイン
ターンとして１週間ないし４週間インターンシッ
プ、そういった制度を実施しています。それ以外
に小規模な実践カリキュラムも提供しています。
それ以外に評価ですが、期末テストだけではな
く、やはり普段の成績も重要視しています。構成
比ですが、普段の成績が３割、期中テスト３割、期
末テスト４割、それで総合評価をしております。
また進捗ですけれども、普通の大学よりもス
ピードアップしております。やはり短期間でいろ
いろな科目を選択し、そして終わらせています。
そして、いろいろなリソースを投入していますの
で、やはり大学院に進学してもらいたいと考えて
います。そして大学院を経てから社会に出てもら
うということです。
教育部には本科生の育成プランがあるわけで
す。19プラス１の大学がこのプログラムに参加し
ています。従来は19の大学が参加し、プラス１と
いうのは私どもの中国科学院大学となります。こ
の教育部のプログラムに参加しているわけです。
現在、北京大学、清華大学に続く第３番目の大学
になっており、トップクラスの学生に入学しても
らっています。去年ですが、山東省の大学入試で
トップクラスの成績を取った生徒が、私どもの大
学に進学しました。
こういった莫大なリソースを投入して、学部を
建設に注力しています。習近平国家主席が13年７
月17日に私ども大学に視察に来られた際、４つの
項目について、私どもに率先してやるようにとい
うお話をいただきましたので、これは我々の使命
であると認識しております。以上です。

います
大学部生の学費は非
ほとんど学校が負担
もらうということにし
学生にとってやはり
に行けるわけでは
２の学生が海

けれども、やはり海
に高いわけですが、これは
て、生活費は自分で払って
ております。ですが、一部
生活費は高いので、全員が海
ありません。そのため現在３分
に留学しています。
幾つかの事例を紹介していきたい
学ですけれども、私どもはモスクワ大
のカリキュラムを使っています。半
できちんとした数学の授業を受け
ですが、補習授業となります。数
は修士学生にティーチング

てもら
部の学生
が海外に

分の２
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さくら
サイエンス
プラン紹介

沖村 憲樹　■ 国立研究開発法人科学技術振興機構 特別顧問
中国総合研究交流センター 上席フェロー
日本・アジア青少年サイエンス交流事業 室長

1963年（昭和38年）３月 中央大学法学部法律学科卒業、1966年科学技術庁入庁、1994年同庁研究開発局長、
1995年同庁科学技術政策研究所長、1996年同庁科学技術振興局長、1996年同庁長官官房長、1998年同庁科
学審議官、1999年科学技術振興事業団専務理事、2001年同理事長、2003年独立行政法人科学技術振興機構理
事長、2007年同顧問、2007年独立行政法人科学技術振興機構中国総合研究交流センター上席フェロー、2013年
同特別顧問、2014年同日本・アジア青少年サイエンス交流事業推進室（さくらサイエンスプラン）室長、現在に
至る。中国科学技術部中国科学技術信息研究所（iSTIC）特別研究者。2010年 瑞宝重光章(日本内閣府)、2015年 
中国国家友誼賞（中国）、2016年 中国国際科学技術協力賞（中国）受賞。

PROFILE

JSTの沖村と申します。「さくらサイエンスプ
ラン」についてご説明を申し上げたいと思います。
JSTは先ほどからご挨拶をいたしましたが、日
本の文科省の中で大学をベースにイノベーション
を推進している機関であります。これがいろいろ
な業務でありますが、イノベーションの部門では、
実は４人のノーベル賞受賞者をこのJSTから出し
たんです。
私はJSTの理事長を長年やっておりましたが、
2002年に文部省の傘下のところとしては初めて北
京に事務所を作りまして、2006年に中国総合研究
センターというのを作りました。２つの組織をプ
ラットフォームにして、日本と中国の協力を組織
的に、永続的にやろうと思って作ったわけであり
ました。
その理由は２つございまして、１つは歴史的な
ことであります。日本と中国は数千年にわたり日

本は中国の文化をいただいたわけですが、と同時
に第２次世界大戦中には大変ご迷惑をかけてい
る。また、戦後は一緒に努力して発展をしてきた
という歴史的な理由。それからもう１点は将来の
ことでありますが、私は数年前から中国はもう日
本を抜いているという意見を持っております。ま
た、この勢いでいくと、中国はアメリカも抜くと
いうふうに確信をしておりますが、日本は中国と
将来にわたって交際していくことが必要だという
ふうに思っておりまして、こういう活動をずっと
続けてまいりました。
この中で１つPRをさせていただきたいのです
が、下から２つ目、日中機械翻訳プロジェクト。こ
のプロジェクトは中国の科学技術論文、特許が爆
発的に増加するというふうに前から思っていまし
て、15年前から進めてまいりました。日本の機械
翻訳の世界的な権威であります元京都大学総長

の長尾真先生と一緒に、このプロ
ジェクトをやっております。そし
て５年前から日本の文部科学省と
中国の科学技術部の共同プロジェ
クトになっておりまして、今年で
５年目、ほぼ完成に近づいており
まして、世界最高水準のマシンが
でき上がりました。来年から実用
に供する予定でありますので、ぜ
ひ日中の大学の先生方にこの機械
翻訳のマシンを使っていただきた
いというふうに思います。
中国総合研究交流センター、
CRCCでありますが、2006年に作
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りであります。中国のことがよく分からないもの
ですから、かなり調査費を使いまして、いろいろ
な分野の地道な研究をやってまいりましたが、こ
れは「サイエンスポータルチャイナ」に全部入れ
てあります。
もう１つはこのプロジェクトでありまして、現
在やっている日中大学フェア＆フォーラムという
ものであります。先ほど孫主任にご紹介いただき
ましたが、これはいろいろなことをやってまいり
ましたが、結局大学の交流、それから学生の交流、
教授の交流、こういうことが交流のベースになる
と思いまして始めたものでありまして、今年で
11回目になります。この目的は大学の交流と留学
の促進と産学連携の促進、３つを目標にやろうと
いうことでずっと続けてまいりました。
ずっと実は留学服務中心の教えをいただいて進
めて参りましたが、また引き続きいろいろな場面
で留学服務中心とも協力をしてやっていきたいと
思っております。末永くやっていきたいと思って
おりますので、ぜひ引き続き支援を賜りたいと思
います。
これが今日の説明のメインの目的であります
が、「さくらサイエンスプラン」というものであり
ます。これは実は発端は日中交流が発端でありま
して、４年前に尖閣列島の問題が起きまして、安
倍総理、習近平主席になりまして、非常に日中関
係が厳しくなった。その時に日本人の９割は中国
人が嫌い、それから中国人の９割が日本人が嫌い
という調査結果が出てまいりまして、これは非常
に深刻に受け止めたわけであります。
一方、ドイツとフランスは第２次世界大戦後、
50年間に800万人の青少年交流をいろいろなプロ
グラムでやっておりまして、今日非常にEUの中
核国として両国は仲がいいわけでありますが、い
ずれにしても両国が仲よくなるためには若い人を
中心に国民が仲よくなるということが前提だと
思っておりまして、ある朝、厳しい仲だけど１万
人中国から若い人を呼ぼうと思って、有馬先生に
ご相談して、当時の下村文部科学大臣にご相談し
ましたところ、やっぱりアジア全般とやれという
ふうにいわれまして、今日の形になりました。こ
れは下村先生のアドバイスは非常によくて、私が
中国だけやっていたらこのプログラムはこんなに
伸びなかったというふうに思っています。
このプログラムの実行に当たっては、日本の副
総理であります麻生先生や自民党副総裁高村先
生のご支援をいただいてやっておりますが、日本
の自民党の政治家は中国との交流を非常に大事

りました。現在の所長は有馬朗人先生、元東大総
長、元文科大臣、世界的な物理学者でありますが、
中国に100回くらいいらっしゃって、中国を愛し
てやまない方であります。明日こちらに来られる
予定です。
あちらにいらっしゃる藤嶋昭先生、ちょっとお
願いします。藤嶋先生にずっとセンター長をやっ
ていただいたのですが、藤嶋先生はご案内のよう
に光触媒の発明者でありまして、いつもノーベル
賞受賞者の候補に挙がってらっしゃる方ですが、
東大の教授時代に約30人の中国人の研究者を育
てられて、そのうち３人が科学院士になってらっ
しゃいます。姚建年先生、劉忠範先生、それから江
雷先生と３人の科学院士が出ていまして、このご
３方ばかりではありません。約30人育てられてい
ますが、毎年50人くらいの日本の研究者を引き連
れて、中国でずっとそのサポートのためのシンポ
ジウムをやってらっしゃって、多分私は藤嶋先生
が最も日中交流に努力されて実績を上げられた方
だというふうに確信しているのですが、理科大の
学長になるために中国センターを辞めたいとおっ
しゃるので、しょうがなかったんですが。まだ、引
き続きいろいろサポートしていただいているわけ
であります。
これが中国センターでやっているいろいろな事
業でありますが、私はJSTの組織から考えて日中
交流に必要だと思うことをいろいろ考え、ありと
あらゆるプロジェクトをやってきたつもりであり
ますが、その中で幾つかPRをさせていただきたい
のですが、１つはこれであります。
「客観日本」という中国語のウェブを作っており
ます。これは日本のことをよく理解してもらって、
正確に理解してもらって、日本を好きになっても
らおうという目的の中国語のウェブでありまし
て、これは留学の情報とか科学技術情報とか、あ
りとあらゆるものが入っておりますので、ぜひパ
ソコンのお気に入り、スマホに入れていただいて
ご覧いただきたいと思うのですが、今年１日22万
アクセスという巨大な数字が出たことがありまし
て、多分今、日本の中国向けのウェブでは最も大
きなウェブだというふうに思っております。
もう１つ、ここには出ておりませんが、「サイ
エンスポータルチャイナ」という中国情報を日本
語にしたウェブがございまして、これは日本人の
先生方ぜひご覧いただきたいのですが、これも１
日５万人くらいのアクセスがございまして、非常
に巨大なウェブになっております。中国の科学技
術情報やいろいろな情報を正確に入れているつも
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に思っているということを、中国の皆さんに認識
をしていただきたいというふうに思うわけであ
ります。
この「さくらサイエンスプログラム」を理由に、
先ほど夏先生いらっしゃいますが、外国人専門家
局から友誼賞というのをいただきまして、これは
国際協力合作賞というのを「さくらサイエンスプ
ログラム」を理由にいただきました。私は習近平
主席と李克強首相と握手をしていただいて、顔合
わせて微笑みをいただいたのですが、習近平主席
は温かくて大きな手、李克強首相は力強い手で
あった。しかも、両主席、副主席、総理とも、私は
親日的であるというふうにその時に確信をしたわ
けであります。
今、このプログラムにはアジアの各国の全大使
と、それから日本のノーベル賞受賞者、あるお一
方を除いては全員がサポートしていただいて、い
ろいろな講演とかにジョインをしていただいてお
ります。今日来ていただいている各大学の先生方
には、本当にサポートをしていただいてありがと
うございました。
そもそも発端は40歳以下の若い青少年に日本
に来ていただいて、日本の科学技術に触れていた
だく。そして日本側はおもてなしの心で青少年を
もてなす。そして大学と大学、高校と高校、そう
いうところがまずもてなすことによって協力関係
を作って、その協力関係を増やしていくというこ
とが発想の原点にあります。３年間やりまして、
268の日本の大学や研究所や高校が608の大学や
研究所や高校をもてなしております。協力関係が
できております。こういう関係がもっと網の目の
ように大きく広がって、関係が強力になる。そし
てもっと活発に交流するということが友好につな
がり、お互いに刺激し合って科学技術の発展につ
ながるというふうに確信をいたしまして、続けて
おるところであります。
３年間で１万2600人の青少年をお呼びしました
が、そのうち約4600人が中国の方でありました。
実は本年度は約7000人お呼びできるのじゃないか
と思っておりますが、来年度は文科省から真先審
議官が来ておりますが、１万人を要求しますので、
よろしくお願いしたいと思います。私の構想は将
来３万人、少なくとも１万人を中国からお呼びし
たいというのが、私の長期構想であります。
これ、実は高校生の方をお呼びしておりますが、
高校生は各国から最も優秀な生徒に来ていただい
ています。もちろん中国からも最優秀の高校生に
来ていただいていますが、その方々に日本の一番

いい研究所、理化学研究所とか原子力研究所とか、
そういうところへ来ていただく。それから、一番
いい大学のキャンパスに来ていただく。
それから、必ずノーベル賞受賞者の講演を聞い
ていただくことにしておりまして、これがそのあ
れでありますが、この右下に白川先生というノー
ベル賞受賞者の先生が、この方はこのプロジェク
トを大切に思ってくださって、毎回８チーム全員
に３時間の講演をしていただいております。講演
する前に必ず英文のレジュメを作って、ご自分で
サインされて３時間やるのですが、そのリハーサ
ルを２回やっているのですね。しかも感想文を全
員読まれていまして、こういうふうにしたらいい
とか、ああいうふうにしたらいいとか、そういう
ことを工夫しながらやっていただいています。
白川先生ばかりじゃなくて、全員のノーベル賞
受賞者がここに参加していただいていますが、そ
れはやはりご自分がノーベル賞受賞者になったサ
イエンスのマインドを、アジアの最優秀の子供た
ちに伝えたいという思いが非常に強いんだという
ふうに私は思っていますが、とにかく全部英語で
やっていまして、質問のレベルも高く、どの先生
もやり甲斐を感じていて一生懸命やっていただい
ております。
これがいろいろなところに行っていただいた図
でありますが、この日本舞踊の、日本の文化を体
験していただいているのですが、実は藤嶋先生の
奥様が日本舞踊の先生でありまして、参加してい
ただいて来ていただいている方に楽しんでいただ
いております。
そういうことで今後ますますこれを活発にして
いただきたいと思いますが、と同時に中国の科学
技術は、実は私はこのプロジェクトをやるに当た
りまして、まず中国に協力してもらいたいと思っ
ていろいろな役所にまいりました。中国の科学技
術部が率先して私の考えている草の根で協力関係
を広げるという考え方に賛成してくださって、今
中国の科学技術をメインにこの活動をやっていま
すが、昨年は実は中国の科学技術部から78人の日
本の行政官を呼んでいただきました。もうこれが
非常にうれしいです。
というのは、日本は経済界や学会の方もある程
度中国のことをご存じですけれども、公務員と、こ
こには公務員ずいぶんいらっしゃるのですが、公
務員と政治家が中国がどんなに発展したか、どう
いうことになっているかって一番よく分かってな
い。だから、こういう若い行政官を招いてくれた
というのは非常にうれしくて、参加してくれた各
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省の科学技術等の公務員は天津と済南と北京に行
きましたが、もう余りにもすごいことになってい
るのでびっくりして帰ってきまして、中国ファン
になっております。非常に意義ある訪れだったと
思っていまして、実は今年は100人呼んでくださ
るそうでありますが、こういうふうに日中交流を
していくということが非常に重要だと思っていま
す。と同時に、お呼びしたばかりではなくて、例え
ば東京理科大学はご自分の予算で学生は再び、来
ていただいた学生のところへバックしてもらうと
か、そういう交流が広がっているということであ
ります。
それからもう１つは単純な交流ばかりではなく
て、例えば人畜感染症の診断の研修とか、防災の
研修とか、藤嶋先生は光触媒で利用されているそ
うですけども、研修とか共同研究には若干長期に
わたって実行あるプログラムを組んでいただいて
おりまして、単純な交流ばかりじゃなくて日本の

大学の科学技術の高いレベルの研究が、各国の行
政やいろいろな面に波及して貢献できるというふ
うなことが少し出てきてまいりまして、そういう
意味でもこのプログラムをどんどん増やしていき
たいというふうに思っているところであります。
私は申し上げたいことは大体以上なのでありま
すが、今後とも広げていきたいと思いますので、
参加された日本の大学の先生方は参加されている
中国の大学の先生方とプログラムをよく組んで、
申請していただきたいと思います。
実は申請が余りにも多いので、申請委員会を
作って半分くらいに落としているのですが、その
委員会の委員長はあそこにいらっしゃる三木先生
でありまして、中身がいいかどうかって審査して
いただいてやっているのですが、いろいろな方の
ご協力をいただいて、日本中で進めておりますの
で、どうぞよろしくお願いしたいと思います。ど
うもありがとうございました。





パネルディスカッション
大学国際化および国際人材育成について（１）、（２）
大学における地域貢献のあり方（１）、（２）

実践的技術者の育成について
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● パネルディスカッション① ● 大学国際化および国際人材育成について（１）

■ 講師PROFILE

● パネルディスカッション① ● 大学国際化および国際人材育成について（１）

三木 千壽　■東京都市大学 学長

1970年東京工業大学理工学部土木工学科卒業、1972年同大学院理工学研究科土木工学専攻修士課程修了、同専攻
博士課程中退、1979年工学博士。1980年東京大学助教授、1990年東京工業大学教授、同大工学部長、2005年副
学長（教育・国際担当）。2012年東京都市大学総合研究所教授、2013年副学長を経て2015年学長就任。専門は、
構造工学と橋梁工学。

モデレータ

宋 永華　■浙江大学 常務副学長

1964年1月生まれ、四川省巴中出身、1984年6月中国共産党入党。1984年、前成都科技大学で学士を取得、1989年、中国電力科学研究院で博士の
学位を取得。2002年、英国ブルネル大学より科学博士の学位を授与される。2014年、英国バース大学より名誉工学博士の学位を授与される。1989年
6月～1991年2月、清華大学電気工学ポストドクターステーションに勤務。1991年3月～1996年12月、英国ブリストル大学、バース大学、リバプー
ル・ジョン・ムーア大学に勤務。1997年1月、英国ブルネル大学英国王立工学アカデミー̶英国NuGen̶ドイツ・シーメンス電力システム講座教授、
2004年8月に同校の大学院生管理業務担当副学長。2007年1月、英国リバプール大学副学長および電気工学教授、西安交通・リバプール大学学長。
2009年2月、清華大学電機学科教授、4月、学長補佐、低炭素エネルギー実験室副主任。2009年9月～2012年11月、中央組織部人才業務局副局長
兼海外ハイレベル人才誘致業務（千人計画）専任弁公室主任。2012年11月、浙江大学党委常任委員、浙江大学常務副学長。
長年、電力システム分野の研究に従事している。現在、中国電機工学会（CSEE）副理事長、米国電気・電子エンジニア学会（IEEE）会士人事委員会委
員、IEEE/CSEE顧毓琇賞審査委員会主任、英国工程技術学会（IET）会士、国際欧州アジア科学院院士。2004年、英国王立工学アカデミー院士に就任、
2007年、米国電気・電子エンジニア学会（IEEE）会士に就任。2009年、中国電機工程学会副理事長に就任、2015年、中国電工技術学会副理事長に就任、
2015年7月、中国教育発展戦略学会国際教育専門委員会理事長に就任、2016年12月、中国教育発展戦略学会副会長に就任、2016年5月、中国大学
イノベーション起業教育研究センター第一次学術委員会主任に就任。

パネリスト

席 酉民　■西交リバプール大学 執行学長

西安交通リバプール大学執行学長（2008年8月8日～）、英国リバプール大学副学長（2008年11月1日～）
西安交通大学管理学教授（1992年～）、陝西省MBA学院常務副院長（1996年～）、元西安交通大学党委常任委員、
副学長（1998年6月～2009年1月）、西安交通大学管理院長、西安交通大学都市学院設立院長（2004年～2009年）
1957年生まれ。1982年、陝西機械学院にて物理学学士を取得、1984年、西安交通大学にてシステム工学修士、
1987年、中国最初の管理工学博士の学位を取得、1993年、中国管理工学最年少の博士課程指導教員。カナダ、米国、
シンガポール、日本、香港、マカオ、台湾などとの共同研究や講義を数多く行う。
主に戦略管理と政策分析、政策決定と決定支援システム、管理と指導理論などの分野において研究と教育を行い、
1987年に調和理論を確立し、さらに調和管理理論へ発展させた。

パネリスト

熊 思東　■蘇州大学 学長

1962年10月生まれ、現在、蘇州大学学長、教授、博士課程指導教員、蘇州大学生物医学研究院院長。熊思東
教授は1992年、復旦大学（元上海医科大学）にて医学博士の学位を取得後、フランス国立衛生・健康研究院、
米国カリフォルニア大学にてポストドクター・客員研究者。国家傑出青年基金取得者、国家教育委員会跨世
紀優秀人才、国家人事部「百千万人才プロジェクト」入選。現在、中国人民政治協商会議第十、十一、十二次全
国委員会委員。熊思東教授の学術研究分野は分子免疫学とウイルス学で、課題責任者として国家自然基金重
大プロジェクトを含む多くの国家級・省級重大科研プロジェクトを担当している。

パネリスト

瀋 偉其　■寧波ノッティンガム大学 副学長

寧波ノッティンガム大学党委副書記、副学長、教育部中外協力運営評価専門家、中国教育国際交流協会中外協力運
営専門委員会理事、教育部第六次全国大学設置評議委員会委員。長年、大学での教育、科学研究、管理に従事し、国
内外雑誌で発表された論文は50本以上、寧波市政府、浙江省教育庁より「優秀教師」の称号を授与される。主な研
究分野は植物の栄養・生理と開花で、多くの研究が省・市の科学技術進歩賞を受賞している。

パネリスト
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尾家 祐二　■九州工業大学 学長

長崎県佐世保市出身。1954年生まれ。1980年京都大学大学院工学研究科修士課程数理工学専攻修了。工学博士。
1980年日本電装（現デンソー）入社。佐世保工業高等専門学校助手、講師、助教授を経て、1990年九州工業大学情
報工学部助教授。1995年奈良先端大情報科学センター教授、1997年九州工業大学情報工学部教授。同大理事・副
学長を経て、2016年4月より現職。専門は情報通信ネットワーク工学。趣味は旅行（離島めぐり）。

パネリスト

長谷部 勇一　■横浜国立大学 学長

1973年3月 東京都立竹早高校、1978年3月 一橋大学経済学部経済学科卒業後、1984年3月 一橋大学大学院経
済学研究科博士課程単位取得退学。1984年4月 横浜国立大学経済学部助教授、1990年3月 アメリカ合衆国カリ
フォルニア州立大学バークレー校客員研究員（1991年7月まで )、1991年12月 経済企画庁経済研究所（現内閣府
社会経済研究所 )客員研究官（1993年3月まで）、1996年4月 横浜国立大学経済学部教授、1999年4月 大学院国
際社会科学研究科教授を経て、2004年4月 国立大学法人横浜国立大学経済学部長（2007年3月まで）、2011年4月 
大学院国際社会科学研究科長（2013年3月まで）、2013年4月 横浜国立大学情報基盤センター長（2015年3月ま
で）を歴任した後、2015年4月 横浜国立大学学長に就任。現在に至る。

パネリスト

室伏 きみ子　■お茶の水女子大学 学長

1970年お茶の水女子大学理学部生物学科卒業。1972年同大学大学院理学研究科修士課程修了。1976年東京大学
大学院医学系研究科博士課程修了後、ニューヨーク市公衆衛生研究所研究員。医学博士。1983年お茶の水女子大
学助手。講師、教授、理学部長、副学長を経て2015年4月より現職。その間、ルイ・パスツール大学（仏、現・ス
トラスブール大学）客員教授、日本学術会議会員、㈱ブリヂストン社外取締役、政府関係の公職等を歴任。フラン
ス共和国教育功労勲章受章。
著書に、『ストレスの生物学 ストレス応答の分子メカニズムを探る』、『図解生命科学』、『サイエンスカフェによう
こそ ! 科学と社会が出会う場所』シリーズほか。（299文字）

パネリスト

森脇 久隆　■岐阜大学 学長

1951年兵庫県生まれ。1976年に岐阜大学医学部を卒業、同年岐阜大学医学部付属病院委員（研修医）として勤務。
1989年医学部助教授、1997年医学部教授を経て、2005年同大学院医学系研究科教授に就任。翌年の2006年同
医学部付属病院長。2014年に現職。

パネリスト

安川 正貴　■愛媛大学 副学長

【現職】愛媛大学副学長（国際連携・地域医療担当）国際連携推進機構長（兼任）、愛媛大学大学院医学系研究科血液・
免疫・感染症内科学講座（第１内科）教授
【略歴】1977年３月に秋田大学医学部を卒業し、同年より愛媛大学医学部で現在まで勤務。この間、1979年東京医科
歯科大学難治疾患研究所人類遺伝学教室で１年間研究に従事。1982年から米国ミネソタ大学免疫生物学研究所及び
バージニア・メイソン研究所にて２年間研究に従事。2005年第一内科教授、2007年再生医療研究センター長、2009年
医学部附属病院副院長、2011年医学系研究科長・医学部長など役職を歴任。2015年より愛媛大学副学長 医学博士。
【専門領域】血液学、感染症学、臨床免疫学

パネリスト
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● パネルディスカッション① ● 大学国際化および国際人材育成について（１）

三木　早速ですが、午後のセッションを始めたいと
思います。このセッションのテーマは「大学国際化
及び国際人材育成」ですが、今までそれについて、
私はいろんなことをやってきているのですが、この
中でネットワークということではAUN、ASEAN 
University、後でまた出てきます。それから「さく
らサイエンス」、先ほど紹介ありましたが、ずっと選
考委員長をやっています。それから大学間のいろい
ろな連携事業をやってきています。こういうふうな
大学間、国際プログラムをやっていると、日本の大
学のいいところ、悪いところが明らかになってまい
ります。大変反省することが多いです。
日本の大学のよさ、これは海外から指摘される
ことですが、ラボラトリー、ラボで先輩後輩間で
技術の伝承があります。それから教員と学生間の
距離の近さというのもよく言われます。それから、
実践的な研究がされている。その辺が日本の大学
の良さであります。ただ、裏返すと欠点になりま
す。中国語で訳しにくいと思いますが、日本の大
学の問題点はタコツボ教育といわれるのですが、
非常に狭いところでやってしまうというのが問題
ということが、逆にいわれます。
１つは ASEAN の、これ ASEAN University 
Network、これは大変うまくいっているプログラム
です。私自身は創立から関わっていまして、２年ほ
ど前まではこの代表をずっと務めていましたが、こ
れは日本の大学14大学がアジアの大学26大学を支
援して、人材育成に当たるという、トータル40大
学のコンソーシアムになりますが、ここで500名以
上のPh.Dが誕生しています。これがアジア中に散
らばって、リーディングユニバーシティのファカル
ティメンバーになって働いている。これがプレパ
レーションステージから始まり、今フェーズ３が終
わりかかって、フェーズ４に今入るところで、この
議論をしているところになります。
こういう格好で広いネットワークができていま
す。大学の名前出ていますが、ASEANプラス日本

という格好で動いています。
それから大学間でやったケース、私は５年前ま
で東京工業大学にいたのですが、そこでやったプ
ログラムですが、２つの機関だとこういうことが
できるという例ですが、タイのNASDA、これは
国家の科学技術振興機構に当たりますが、そこの
作った研究所に大学院を作るというプロジェクト
ですが、これは設備等が全部タイ側、教員は日本
側、東工大という格好で進めていっている。これ、
ここにかなりのアジア圏からの学生が集まってき
ていますが、これはマスタープログラムですが、
ドクタープログラムになると日本に来るというプ
ログラムをやってきています。
それから都市大としてこういうことを進めてい
ますが、どうにか国際的なマインドを身につけさ
せたいということで、オーストラリア、パースの
大学と提携をしている。これで日本人の国際化、
中国はこういう問題がないかと思うのですが、日
本は大変な問題です。英語がしゃべれません。そ
れで国際人材の入口、ゲートとして英語力を身に
つけさせる。１年間の準備教育を日本でやり、半
年間の教育をオーストラリアのパースでやるとい
うプログラムを組んでいます。これ200名で始ま
り、250名なり500名くらいまで持っていく。これ
トータル我々の新入生、毎年1500名ですから、３
分の１くらいをこういう格好で入口のところで
英語力をつけさせてやるということを考えていま
す。これが１つのプログラムです。
もう１つ、今日持ってきたのは、これ今、まだこ
れ動いていませんが、今進めているところです。こ
れをアジア圏まで広げたい。実は中国のある大学
にも参加を呼びかけておりますが、現時点で日本は
都市大学、オーストラリアはエルスホーアンと、タ
イのタマサートユニバーシティとフィリピンのデ
ラサージュユニバーシティと、こういう学校でプロ
グラムを組み、ここで書いてあるように１学期単位
で学生を動かしたい。単位を相互承認する。ICTを
使って、いわゆるDエデュケーション、Eラーニン
グ、Dエデュケーションでそれを補いたい。将来は、
これで特にやろうとしているのは、日本での卒業論
文というものがわりと評価が高いものですから、日
本の卒業論文をそれぞれの国に持ち込み、それぞ
れの国で卒業論文をやって帰ってくるような想定
をして、今最後の詰めに入っているところです。こ
ういう話をしてしくじると、なんだと言われるかも
しれませんが、多分うまくいくだろうと思っていま
す。これは英語でのプログラムですから、先ほどの
オーストラリアプログラムが１～２年生相手で、こ
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れが３年の後期、４年の前期対象のプログラムとい
うことになっております。
最後のスライドですが、これは私の思っているこ
とですが、国際的なコラボレーション、できればア
ジアの中でやってみたいと。オーストラリアとやり
ながらそういうことを言うのは何ですが、その中に
アジアを中心に持っていこうと考えているのです
が、特にアジアの域内でコラボレーションできない
かと考えています。
それからもう１つ、なかなか難しいのですが、学
生と教職員の流動性を高めるというのは、両方での
国際人育成で大変大事なことだろうと。それから
もう１点、強みを持ち寄ると書いてあるのですが、
やっぱりそれぞれ得意な分野があるので、それをう
まくインテグレートできると大変いいプログラムも
できるじゃないかなというふうな気がいたします。
都市大学の国際プログラムの紹介と、それからモ
デレータとしての問題提起をさせていただきまし
た。どうもありがとうございました。
それでは、次に浙江大学の宋先生、お願いいた
します。

宋　浙江大学を代表して、皆様にご紹介をさせて
いただきます。我々が教育の面においてどのよう
な取り組みをしているのかを、ご紹介したいと思
います。
本学は今年で120周年を迎えることになりまし
た。来月の20日には学長フォーラムを開催し、そし
て120周年の記念イベントを行います。
浙江大学は中国の有名大学でありまして、国際
ランキングは100位でありましょうか。中国の国家
主席の習近平は北京大学、清華大学、浙江大学、復
旦大学、南開大学に非常に大きな期待を寄せてお
り、一流大学を目指せといわれております。
現在の学生数は４万8000人くらい。そのうち
博士課程の学生は9000名、更に留学生は130の国
や地域から6000人以上来ております。そのうち
3400人は学位を取るため学んでおります。中国
の大学においては、国際化のランキングで２位と
ランクされております。
研究費に関しては、清華大学に次いで２位にラン
クされます。そして中国のすべての大学において、
国レベルの賞を一番多く取っております。そして
SCIの収録論文数なども、中国のレベル、大学の中
では最上位にランクされます。文系、理工系、医学
などを全部カバーしております。例えば18の学科
は世界学術機関の上位１％、６つの学科は世界学術
機関の１％、中国の大学では１番であります。直近

では、US60というランキングがありますが、我々
の工学は世界４位にランクされております。
そして日本の皆さんにとってみれば少しご存じ
ないかもしれませんが、中国は現在力を入れて、
30年、40年間の時間をかけてやっていこうとする
戦略があります。世界の一流大学、一流学科の整備
という目標がございます。2000億人民元の予算を
つけて、中国の一流大学、一流学科を作ります。私
もこの専門家に選ばれております。
一流大学は５つのミッションがありまして、その
中で重要なのは国際化であります。国際交流であり
ます。そしてもう１つは、中国は対外開放を進めよ
うとしていまして、教育の対外開放にも力を入れて
います。全面的に大学の国際化を推進する。更には
ワンベルト・ワンロード、一帯一路という枠組みの
中で、教育省は一帯一路の教育に関するアクション
プランを打ち出しております。本学は今後10年、
20年の国際戦略に合わせまして、教育対外開放プ
ランを作りました。2016年から2020年までの５か
年計画であります。これは北京大学、清華大学と並
び、中国の教育省のウェブサイトに公開されていま
す。そのうちの重要な事業の１つに、７つの対外開
放重点プロジェクトがあります。例えば海寧国際
キャンパスの整備、トップレベルの戦略協力プログ
ラム、更には海外での拠点作り、海外でのキャンパ
ス設立などです。
ここで、皆さんに簡単に現在力を入れている海寧
国際キャンパスの整備について、紹介したいと思い
ます。これは杭州と上海の中間にありまして、面積
は約70ヘクタール、現在整備を進めています。こ
の事業は2013年にスタートしましたが、昨年下半
期においては、清華大学が深圳で、華南理工大学は
広東省でそれぞれ国際キャンパスの建設を発表し
ております。海寧国際キャンパスの建築スタイルで
ありますが、伝統と近代、中国と西洋の融合であり
ます。今年の夏には竣工いたします。
浙江大学が一流大学を目指す上での拠点であり
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ますので、この国際キャンパスは多くの学院を設け
まして、それぞれ海外の有名大学とタイアップして
経営を行います。しかも、ダブルディグリーの授与
を行います。そのうち海外の先生の占める割合を３
分の１以上とし、留学生の割合は30％以上、また住
宿式書院制を採用いたします。文系、理工系の教育
を共に行い、海外の先生の力を借りて、夢を持ち、
更に国際的な視野を有した、国際的な競争力を有す
るリーダーを育成していきます。2020年には学生
数3000名、そして全体の教職員を含めた数は5000人
になる予定です。
昨年より３つの学院にて募集を始めておりまし
て、米国のUIUC、英国のエジンバラ大学ビジネス
スクール及び文理学院の中国文化センターがあり
ます。先ほどご紹介いたしました全寮制でござい
ます。
そして学生の質ですが、相当ハイレベルでござい
ます。授業料も一番高く、更には入学の点数も非常
に高い。その進学の点数は、浙江大学の本部よりも
高くなっております。皆さんご存じのように、浙江
大学の全国統一試験の入学点数は全国で３位ない
し５位の間に推移しております。それよりも高い得
点を取っている学生であります。そのうち留学生は
半分を占めておりまして、欧米諸国を中心に先進国
の15の国から来ています。
教職員の陣容ですが、２つの学院の院長は共に著
名な方であります。例えばUICAとの共同学院の院
長は全米技術アカデミーの会員でありますし、そし
てエジンバラ大学との共同学院の場合ですと、現在
のエジンバラ大学の副学長にご就任いただいてお
ります。我々としては、引き続き新しいモデルを模
索したいと考えております。現在、３つの学院のほ
かにビジネススクール、文理学院、アジア学院、欧
州学院の設立を準備しています。アジア学院に関し
ては、日本の他シンガポール、韓国と共に共同でダ
ブルディグリーが授与できる学院にしたいと思い
ます。６月の初期頃にも日本を訪問し日本の方々と
ご相談して、イノベーションに満ちた中日イノベー
ション技術学院を作ろうとしております。
先ほどの繰り返しになりますけれども、我々が
中国の国際化のためのパイロット事業をやりま
す。そして浙江大学をいち早く世界の一流大学に
し、2030年にその目標を達成すべく努力してまい
ります。
具体的にいいますと、上位100位にランクする
こと。我々としては一流の大学と位置づけている
のは、上位50位以内であります。ですから、我々
としては日本の大学の皆さんとともに人材の育

成、経営等において突っ込んだ話合いをしたいと
思います。ありがとうございました。

三木　１つアナウンスを忘れていました。今日のス
ケジュールに入っていました上海大学の金学長、山
東大学の張学長、お二人は所用によりここに出席で
きないということになりました。
次のスピーカーですが、西交リバプール大学の席
教授、よろしくお願いします。

席　皆様、こんにちは。このような機会を得ること
ができまして、大変うれしく思っております。
では、西交リバプール大学につきまして簡単にご
紹介したいと思います。時間が限られております
ので、学校を紹介するではなく、私たちの考え方に
ついて、簡単にご紹介したいと思います。つまり、
フォローからリーダーへの変身ということです。
なぜこういうことを紹介したいかと申し上げます
と、やはり中国の教育に関しましていろいろなチャ
レンジですね。挑戦、問題を抱えております。
また、私どもの学生というのはネットワーク時代
で育った学生であります。ですから、非常に安いコ
ストで、いろいろな学習のチャンスがあるわけで
す。政府がネット上での学位取得を認可したらどう
なるでしょうか。大学の価値はどこにあるのでしょ
うか。果たして大学を選んでそこで勉強してもらえ
るかということがあります。
もしこのようなインターネット上の会社があった
ら、我々はどうしたらいいのか。やはりみんなが実
体の大学、どこに意味があるのか、存在価値はどこ
にあるのか、それを考える必要があると思います。
さもなければ破綻してしまうということですね。
ハーバード大学のビジネススクールの先生が、
こういう話をされました。今後十数年で、半分以
上のアメリカの大学が破綻する可能性がある、と。
では、中国の大学はどうすればいいのか。新しい
価値を創造するには、やはり今後の大学生の生存
の道を考えてあげる必要があると思います。グ
ローバル化、文化の多元化、そして将来の不確定
要素を考えなければなりません。このような状況
の中で、どのような人が生存できるのかを考える
必要があると思います。
また、ロボット革命が起きている中、どのような
人材が生き残れるのでしょうか。10％の専門家、
20％の指導者、残り70％は一般人とするならば、
人類が蓄積したナレッジなどを使って、今後どう
いうふうにこのような困難を克服するのか。そう
いう意味で、やはりグローバルな視点を持つべきで
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す。また、ロボットに対応していかなければなりま
せん。そういった複合的な考え方が大事になってく
るわけです。我々アジア人は、そういった複合的な
考え方に長けていますから、そういったスキルを身
につけるべきだと思います。
この西安交通リバプール大学ですけれども、イ
ギリスのリバプール大学とタイアップして、設立
した合弁の大学であります。現在、学生数は１万
2000人、また70余りの学科があります。学部生、
大学院生向けの学科があります。すべての授業で
すが、英語で授業を受けています。そしてダブル
ディグリーを取れます。西安交通大学、イギリス
のリバプール大学のダブルディグリーです。今年
は８期生を送り出すこととなりますが、今後は蘇
州に１万8000人規模のキャンパスの建築を予定し
ております。
こういった状況のもとで、私たちは今後のロボッ
ト革命に対してどのように立ち向かうのか。これ
は海外の大学を簡単にコピーするだけではありま
せん。コピーするだけでは何も新しいものが生まれ
ません。私たちだけではなく、有名な大学も同じで
す。やはり変革しないと破綻の危機があります。で
すから、単純なコピーというのは全く意味がないも
のであります。
私の使命というのは、やはり東西の一番優れた
ものを融合させ、今後の挑戦に立ち向かい、そして
ニーズに応えていくということです。
４つのことをやらなければなりません。１つは
新しいモデルを模索する。そして２つ目に大学の
新しい管理の仕方。３つ目に大学と社会をどのよ
うにインタラクティブな関係を構築していくか。
そして、４番目に中国の教育改革ないしは世界の
教育の判定に影響力を与えるということです。こ
の４つの使命をもって、私たちは努力している最
中であります。
中には、実現できないのではないかということ
もありましたけれども、10年の努力を経て、少し
現実味を帯びてきました。それを実現するために
学生に対して誘導してあげる必要があると思いま
す。つまり、好奇心を持ってもらい、そういった
複雑な複合的な考え方をもって、生涯にわたって
学習するという習慣を身につけてもらわなければ
なりません。つまり、一方的な教えるということ
から学生に研究の力、勉強の仕方を身につけても
らう。そのために先生、講師たちの考え方も変え
なければなりません。それを実現するには問題を
いかに発見して知識を集め、解決方法を模索する、
そのスキルが一番大事です。

従来の体制というのは、やはり現状には対応でき
なくなりました。３つのセンターを作ってこういっ
たプラットフォームを構築し、新しい組織を構築し
ています。皆さんご覧になっているのは、私どもの
大学の構造であります。ストラクチャーですね、そ
の構造。つまり、ネットワークのような関係となっ
ております。講師にしても、学生にしても、こういっ
たネットワークを利用できることになっています。
また大学の今後の目標ですけれども、アジアの
シリコンバレーを目指しております。蘇州には多く
の湖があり、また、中国では湖は知恵の象徴とされ
ておりますので、私どもでは“ウィスダムレイク”
と命名しております。また、シリコンバレーにはス
タンフォード大学がありますが、ウィスダムレイク
には西安交通リバプール大学ということで目指し
てまいりたいと思います。また、大学の経営者、講
師などを育成する教育研究院を設置しております。
最後となりますけれども、大学というのは単に
ナレッジ、知識を勉強する場ではありません。つ
まり、学生たちにいろいろなことに興味を持って
もらって、青少年から社会人になっていく中で導
いてあげ、そしていろいろなスキルを身につけて
もらう。また、従来の盲目的に言われるままに勉
強するというやり方から、自分が興味を持ってい
る分野に力を入れる、主動的に勉強するように
なってもらいたい。
大学というのは場であります。プラットフォーム
であります。この場をうまく提供できれば、いろい
ろなリソースがここに集められ、そして共存共栄と
いうような関係を構築できるようになる。大学の価
値というのは、やはりいろいろなところにインパク
トを与える。影響力与える。そして社会の文明に影
響を与えるというのが、我々の使命だと思います。
いろいろな内容を用意しましたけれども、時間が
限られていますので割愛いたします。
また大学ですが、やはり融合的な教え方を通じ
て、将来の２割の指導者を育成していく使命がある
と思います。今後、こういったインターナショナル
ハイエンドアプライエリート、そのエリートを育成
していきたいと思います。そういった融合的な教育
を使って今後の挑戦に立ち向かっていき、いろいろ
な激しい競争の中で生存していくということでご
ざいます。以上です。

三木　ありがとうございました。それでは次に蘇州
大学の熊教授、よろしくお願いします。

熊　皆さん、こんにちは。JSTからこのような素晴
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らしい機会を頂き、非常に嬉しく思います。蘇州大
学の国際化に関する取り組みについて、ご紹介致し
ます。中国の大学と日本の大学が一緒に考えを深
めることができれば幸いです。
私が報告する内容は主に３つの点についてです。
１つは教育の国際化についての認識、１つは蘇州大
学の実践、そしてあと１つは私達の展望です。
大学の国際化について、皆さんは非常に良い認識
をお持ちです。それにはいくつかベースとなる背
景があります。第一に、国際化は世界の高等教育の
発展におけるトレンドです。このような時代にあっ
て、国際的に有名な一流大学を目指している大学
で、自分の視野を自国の範囲にのみ置いているとこ
ろはないでしょう。国際化の発展の道をお選びで
あると思います。これが第一の私達の認識です。第
二に、国際化は大学が国家戦略のために働くとい
う使命によるものです。特に中国の大学は、国家が
国際舞台の中心へと歩みを進めている最中ですか
ら、中国の大学も必ずそのような願望を持っていま
す。或いは、国際舞台の中心へ立つという要求があ
ります。このような、つまり国家において、国際舞
台の中心へ行こうとする要求があれば、私達は必ず
国際的な人材を育成しなければなりません。こうし
た人材が必要なのは、経済の分野でも、政治の分野
でも、科学技術の分野でも、文化の分野でも同じで
す。第三に、国際化は大学自身の発展、大学が自ら
改革・発展しようという要求を実現するものです。
私たちはよく国際化といいますが、今ではもうオプ
ションの選択肢ではありません。どの大学にとって
も、世界で有名な影響力ある存在になるという志の
ある大学にとっては、国際化は大学の生き残りの手
段となっています。ですから、国際化はもう選択肢
ではありません。国際化は必須項目なのです。大学
が生き残ろうとすれば、国際化の道を歩まねばなり
ません。ですから、国際化は大学の生き残りの手段
であると考えています。
第二に、大学の国際化について、どのように国際
化を表現するかと言いますと、その原動力がどこに
あるか、ということになります。ここで大学国際化
の「トロイカ（三頭立て馬車）」について述べます。
１つは価値による駆動、１つは利益による駆動、そ
してもう１つは技術による駆動です。この３つの馬
車で、ローカルな大学からインターナショナルな大
学への歩みを進めることができます。
第三に、国際化には今だいたいどのような傾向が
見られるか。私はそれを簡単に次の４つの傾向にま
とめました。１つ目は「ひたすら同調」から「和し
て同せず」への変化。２つ目は「一方向へ流動」か

ら「二方向の相互補完」への変化。３つ目は「表層
的なつながり」から「綿密な融合」への変化。４つ
目は「大規模な広がり」から「質の向上と効果の増
加」への変化です。これが大学の国際化に関する蘇
州大学の基本的な認識です。
次に、蘇州大学で行っている実践について簡単に
ご紹介します。１つ目に、蘇州大学の国際化の歴史
です。蘇州大学は1900年に創設され、その前身は
アメリカ南監督メソヂスト教会が設立した学校で
す。そのためこの大学は設立当初から中国と西洋
の文化が溶け合う大学となりました。国際化とはこ
の大学にあるべき、又は内在する遺伝子であると言
うべきでしょう。1900年に設立されてから、最初の
外国人教師として1901年３月に３人のアメリカ人
教師が教鞭を取りました。最初の留学生が来たの
は1901年です。改革開放以降、79年に最初の外国
籍の教師が来ました。85年にアメリカから最初の
留学生が入学しました。
大学のここ数年の発展過程を見て頂きますが、
私達の定めた発展の方向性で、大学の発展を３つ
の段階に分けることができます。１つ目はよく眼
を開き世界を見渡す段階で、世界に眼を向けまし
た。２つ目は世界を抱擁する段階で、手を伸ばし
て世界を抱擁しました。今は世界に踏み込み、溶
け込む段階です。ですから、各段階の発展要求と
私達のmissionから、蘇州大学の国際化がすでに３
つの段階を経たことが分かります。
では、私達の国際化の内容とは主にどのようなも
のでしょうか。主に次の内容が含まれます。１つ目
は、真っ先に矢面に立つ教員部隊の国際化です。世
界の先生たちと対話ができる部隊です。教員をグ
ローバルに募集して、フレキシブルにハイエンドな
人材を導入しています。教員の出国出境研修をサ
ポートし、管理者を選抜し、国外へ出向して勤務し
修練させています。ここ数年、少なからぬ教員を海
外から導入しました。いま専任の教員が３千人くら
いいます。このうち海外で博士号を取得している
教員は400人くらいです。外国籍の教員、外国籍の
専門家、香港・台湾の専門家がいます。国外の専門
家は５％か６％ぐらいになりました。ここ数年で、
出国出境した人の数は比較的高い水準になります。
私達教員は去年延べ620人が海外で交流をしまし
た。このほか比較的経験や理解を積んでいることと
しては、管理者を国外の大学へ派遣し、代理勤務や
出向勤務による修練を行っていることが挙げられ
ます。教員部隊を抱えているだけでなく、大学機関
の人員を期間やグループを分けて、国外へ派遣し、
代理勤務をさせています。短期研修はやりません。



41国立研究開発法人科学技術振興機構  中国総合研究交流センター（CRCC）

主
催
者
挨
拶

来
賓
挨
拶

基
調
講
演

パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ラ
ン
紹
介

講
演
資
料

１カ月から３カ月の研修ではなく、半年から１年で
代理勤務をしてもらいます。ですから、管理者のレ
ベルアップは国際化、全校の国際化推進にとっても
非常に役立ちます。
２つ目として、課程と専門の国際化があります。
当大学には43の完全英語講義の課程があります。
同時に、自慢できることとして、一部の専門にすべ
て英語で行っている講義があります。音楽実演の
専門、臨床医学の専門、薬学の専門、化学物理、ナ
ノテクノロジー及び化工などです。これらの専門は
すべて英語で講義しています。ですから、英語の講
義が断片的にあるのではなく、一つの専門課程を英
語化しています。言い換えると、これらの専門は英
語の講義により、全世界の学生を受け入れることが
できるので。同時に、一部の専門について国際専門
認証も取得しています。
３つ目の内容は、人材育成の国際化です。つまり
優秀な世界公民を育成することです。国際化のプ
ロセスを通じて、蘇州大学の卒業生には、優秀な模
範となる中国公民となるだけでなく、グローバルな
視野を持った世界公民になってほしいのです。当
大学には3000名近い留学生が在籍しており、江蘇
省で二番目に多いです。これらの留学生のうち一部
は短期留学生ですが、800名以上は学位を取るため
に来ています。また、学生による海外研修計画も実
施しています。合同育成プロジェクト、短期交流プ
ロジェクト、夏季休暇プロジェクトなどがあり、毎
年延べ1300人が参加しています。
４つ目に、国際化とは科学研究の国際化であると
いうことです。私達の目標は人類共通の学術的課
題を解決することです。私達は世界のいくつかの
大学と協力研究機関を設立しています。この研究
機関は良いプラットフォームであり、私達の科学研
究の国際化にとって重要な役割を果たしています。
私達は教員チームの国際化を通じて、カリキュラム
の国際化、人材育成の国際化及び科学研究の国際
化を通じて、私達の科学水準、研究水準がある程度
レベルアップしているはずです。私達が発表する論
文数、論文のsighment、私達が開催している国際
会議及び担当している国際協力プロジェクトは、飛
躍的に進歩しているはずです。
蘇州大学にはこのほか特殊な事情があります。私
達は海外に大学を設立した第一号でもあります。ラ
オスが運営する全日制のcomprehensiveな大学、ラ
オス蘇州大学です。去年第一期生が卒業しました。
これは一帯一路の重要な宿場であり、中国の教育
における海外進出の最初の例でもあります。また、
ポートランドには孔子学院、孔子課堂を設立してい

ます。在学生が世界で最も多いのが孔子学院です。
また、教育部の中国・アフリカ20+20計画により、
ナイジェリアのラゴス大学に最初の中国学科を設
立しました。本科の専門にも同じように中国学科を
開設し、中国学の本科専門教育を行っています。
日本は近隣国ですので、日本の大学との交流協力
も多いです。学生の交換留学、学生の訪問、科学研
究協力、教員の交流、職員の交流があります。これ
らは一部分です。交流のある日本の大学は、京都大
学、早稻田大学、上智大学です。ここには多くの日
本の学長と関係者の皆さんがここにおられます。日
本の大学との交流でも多くの活動を行っています。
現在、当大学では世界27カ国、170の大学と協力関
係、交流協力関係を結んでいます。 
ここ数年、当大学では国際化の歩みを常に進め
てきました。大学発展の実力が大きく向上しまし
た。2017年にタイムズ・ハイアー・エデュケー
ションのランキングでは、、中国大陸大学ランキン
グで当大学は13位、アジアでは72位でした。U.S. 
news と世界大学学術ランキングとQS、Nature 
Indexなどでも、比較的良い評価を得ています。特
にNature Indexでは、中国大陸大学ランキングで
11位でした、近年世界の大学でレベルアップが最
も速い大学と見られています。
この３つ目で、展望を簡単に示しました。私達が
今後おおまかに何をしようとしているのかについ
てです。蘇州大学は国際的に有名な、国内で一流の
大学になりたいと思っています。どのような手段を
取るのかといいますと、やはり国際的に有名になり
国内の一流の模範を示したいです。そして最終的
に人民が満足する大学、国際的に評価される大学、
世界に尊重される大学にしたいです。そこで蘇州
大学を国際的な学術コミュニティ、更には国際学術
交流の重要な拠点にしたいと思っています。
おおまかにこのような目標があります。一つは教
育面で、当大学は国際基準に合わせ、国際レベルの
管理サービスを提供できるようにします。海外の専
門家・留学生の比率を高め、国際的な学術ムードが
良好な学校にします。そして異文化が融合し、平和
に共存する大学にします。これらを実現するため
に、まずトップダウン設計を行い、あらかじめ試験
を実施し、優位性を補完し、階層別に推進します。
大学の国際化を３つの階層に分けます。１
つ目は大学レベルのもので、IPS，international 
partnershipといいます。これが１つ目の階層です。
主に戦略的アライアンスを設立し、全面的な協力を
行い、重大プロジェクトの協力をメインとします。
２つ目の階層はPBC，program based cooperation
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です。これはプロジェクトの協力がベースになり、
主に学部レベルで、特徴は強みを補完し、協同発展
を目指すことです。３つ目の階層はRVE，regular 
visits & exchangesです。これは主に教員と学生で、
個人的なレベルですので、個人的、無作為なものに
なります。このような階層別で推進することで、大
学の国際化で大きな発展が得られます。
３つ目は、重点にフォーカスするということで
す。積極的に打って出なければなりません。４つ目
は導入と海外進出です。これまではほとんどが導
入でした。いまは導入のほか、海外へ進出すること
も特に重視しています。教員や学生が海外に出て
いくこと、学部や学科が海外へ出て行くこと、大学
全体として海外で学校を経営することなどがあり
ます。また、大規模な拡張や質の向上も相互に役立
つでしょう。最後に、現場教育とバーチャルでの教
育を同時に進めていきます。
ですから、今回の日中大学フォーラムの機会もお
借りし、日本の各大学とも協力と連携を強化できる
ようにしたいと思っています。私達日中の大学が手
を携えれば、21世紀の教育における試練に対応で
きるでしょう。ありがとうございました。

三木　どうもありがとうございました。続いて寧
波にありますノッティンガム大学の瀋先生、お願
いします。

瀋　ご在席の皆様、こんにちは。私は寧波ノッ
ティンガム大学からまいりました瀋と申します。今
回中日大学フォーラムのお招きを受けまして、グ
ローバル人材の育成をテーマに発言させていただ
きたいと思います。
寧波のノッティンガム大学、皆さんご存じかもし
れませんが、2005年中国の教育部の認可を受けま
して、初めてできた合弁大学であります。つまり、
中国が改革開放を実施以来、教育分野における改革
開放の実例の１つであります。外国側はイギリスの
ノッティンガム大学、そして中国側ですが、浙江省
の万里教育集団､WEGであります。
大学というのは、そもそもグローバルな、そし
てオープンな場であります。つまり、私たちのポ
ジションというのはやはり一流大学を目指して、
一流のグローバル的な人材を育成するということ
になります。
では、大学の設立から12、３年になりますが、そ
の間どのようなことを中心に取り組んできたかお
話しします。新しい大学ではありますが、入学者の
入試の成績は、中国の211大学よりも上回っていま

す。また１年間の学費ですが、昨年の場合は８万人
民元、今年もう少し引き上げて９万人民元になる
わけですね。学費、そして入学者の質に関しても、
211大学、こういった称号をもらっている重点大学
よりも高いということに大変誇りに思っています。
これは全国の平均、第１類大学の平均よりもやはり
入試のスコアが高いわけであります。この表でお示
ししました。
また留学生の割合ですけれども、中国の大学の中
で計算しましたが、恐らく３番目にランクインされ
ています。6000名余りの在校生のうち学位取得目
的の留学生は800名です。70余りの国とエリアから
私ども大学に留学しに来られました。また、国費で
はなく私費留学です。自分で８万元、９万元を払っ
て、私どもの大学で学んでいるわけです。
また、外国人の教師の割合も高いのも特色で、
現在８割の先生が外国籍の講師であります。教育
のクオリティですが、イギリスのノッティンガム
大学に匹敵するといっても過言ではありません。
これは私が自らそういうふうに言っているわけで
はなく、イギリスのQAAが私どもの大学に対し
てオーディットを実施して、ウェブサイトに載せ
た結果であります。
卒業生は世界トップ500社の大学及びトップクラ
スの大学から注目をされています。７割以上の大学
生が大学院に入っています。また、そのうち２割以
上の大学生がQSトップ10の有名な大学院に進学
し、また、約３分の２の学生がトップ50の大学院に
留学しています。また、就職先も非常にいい企業に
就職できています。
大学のもう１つの使命というのは科学研究、そし
て社会に奉仕するということですので、私たちもや
はりそういった目標に向かって加速しています。地
方自治体とタイアップして、寧波市あるいは浙江省
のニーズに合わせて、そして更に中国の社会の発展
のニーズに合わせまして、私どもの優位性を生かし
て複数のプラットフォームを提供しています。
こちらの折れ線グラフですけれども、当学の講師
がトップクラスの雑誌に発表した論文数ですが、イ
ギリスのノッティンガム大学を上回っています。中
国国内の大学と比較いたしましても、極めて優位性
が高くなっています。
また、教育、科学研究、社会奉仕以外に国際交流
にも力を入れております。とりわけノッティンガム
及び寧波市、そして中国とイギリスの交流にも力を
入れております。習近平国家主席は訪英中にノッ
ティンガム大学の学長とお会いしました。
以上、私どもの取り組みについてご紹介しまし
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た。では、考え方について少しご紹介したいと思
います。
１つ目に、学生を中心とし、彼らのソフトパワー
の育成に力を入れています。これは私どもの出発
点でもあります。学生を中心とする、よくstudent 
centerというふうに訳しています。しかし、私たち
はstudent centerではなく、Putting student at the 
Heartというふうにしています。学生を心の真ん
中にするということですね。つまり、学生のチーム
ワーク、考え方、コミュニケーションの力、スキル、
そういったソフトパワーの育成をすることにより、
イノベーションあるいは国際的な視野を持っても
らうようにしています。
２つ目は方法です。近年スムーズに発展してき
た取り組みの１つとして、自分たちの特色を打ち
出すということを戦略のコアとしています。中国
には多くの大学があるわけですので、そこで存続
していくということはやっぱり特色を生かしてい
かなければなりません。講師にしても、学生にし
ても、あるいは教育のクオリティの保証システム
にしても、あるいは認証基準、スタンダードなど
にしても、やはりグローバルスタンダードをベー
スにしています。近年は、人材育成分野において
世界に目を向け、世界の70余りの大学とタイアッ
プして、３年生になりますと６割の学生が交換留
学いたします。つまり、海外に留学するというこ
とで、大学の影響力もそれによってどんどん大き
くなっているわけです。
３つ目ですが、先ほども少し触れましたけれど
も、クオリティの保証ですね。つまり、国際組織の
認証を受けているわけです。これによって当校の教
育のクオリティを保証して、大学のレベルを維持し
ているわけです。学生に対してもそうですし、また
イギリスのQAAのオーディットも受けております。
理工学ですけれども、ほとんどの工学の学科です
が、EQUISの認証を受けています。今､AACSBの
認証も受けている最中です。教学においても、業界
においても、すべてグローバルスタンダードを採用
しております。
４つ目は、近代的な大学制度をもって教授が教
え、そして学生の自主的な管理を実施するというこ
とです。これを割愛いたします。
そして最後ですが、国際的な大学ですので、世
界中の英知を集め、そしてローカルのソリュー
ションを提供しています。これに関してもたく
さんの取り組みがあるわけです。とりわけ地方の
経済への奉仕に関して、地方政府からもレスポン
スをもらっています。

以上、簡単にご紹介申し上げました。ありがとう
ございました。

三木　ありがとうございました。これで中国側の
プレゼンテーションを終わります。続いて日本側
の発表となります。九州工業大学の尾家先生、お
願いします。

尾家　皆様、こんにちは。九州工業大学の尾家と申
します。本日はこのような機会をいただきまして、
誠にありがとうございます。この機会に本学の大学
の国際化ならびに国際的な人材育成に関しまして、
皆様と共有できればというふうに思っております。
まず、最初に本学の概要を簡単にご説明させてい
ただきたいと思います。本学、1909年に設立いたし
ました。100年以上の歴史を持っております。最初
は私立の学校、プライベートな学校から出発してお
ります。左手にありますこの安川敬一郎さんという
方が炭鉱で財をなしまして、そのお金を投資して学
校を作られました。そして日本の産業の振興のた
めに技術者を育成したいということで、技術をよく
分かるジェントルマンを育てたいということででき
ました。その後現在、国立大学法人九州工業大学に
至っております。
九州というのは上にありますように、日本の南
の島であります。ここから非常に近い距離にあり
ます。私も朝の９時45分の飛行機に乗りまして、
こちらの11時に着いております。時差がありま
すので、２時間程度ですね。フライトでいうと１
時間半程度でしたでしょうか。非常に近い距離に
なっています。
九州は日本全体でいいますと、人口が大体１割に
なっております。日本全体の１割の経済を担ってい
るふうに理解していただいてもいいかと思います。
その九州の福岡という県がありまして、大体それ
が九州の約半分、500万人くらいの人口を擁してお
りまして、そこに３つのキャンパスがあります。飯
塚キャンパス、若松キャンパス、戸畑キャンパスで
す。全体で学生数が大体5800人くらいの規模になっ
ています。
先ほど、質保証のお話もございましたけれども、
私ども２つの工学部、情報工学部のすべての学科が
ワシントンアコードに準拠する質保証で認証を受
けております。
現在の大学の国際化について、簡単にご紹介さ
せていただきたいと思います。本学のアジア地域
におけます交流協定校に関しましては、このよう
に大体79の大学と協定を結んでおります。そのう



44 国立研究開発法人科学技術振興機構  中国総合研究交流センター（CRCC）

日中大学フェア＆フォーラム in China 2017

● パネルディスカッション① ● 大学国際化および国際人材育成について（１）

ち中国が18で、一番多いです。全世界では115校
と協定を結んで、さまざまな活動を今行っている
ところです。
5800人という学生数ですので、非常に中規模な
大学ですけれども、留学生は大体280名程度です。
その中で中国から来られている学生さんが100名程
度で、一番多い数になっています。
こういうふうな協定の中で１つの例としまして、
特徴的な例としまして、ダブルディグリープログラ
ムを実施しております。修士号、博士号の学位取得
のためのプログラムですけれども、両大学の先生方
がその学生さんを教育して、そして修士もしくはド
クター取れるようになっています。
中国でいいますと、ここにあります揚州大学とダ
ブルディグリーの協定を結んでおりまして、これま
で22名の学生さんですね。マスターでいうと20名、
ドクター２名の学生さんが本学の学位を取得され
ています。大体毎年修士で３名から５名くらいの学
生さんがコンスタントに来ていただいておりまし
て、大変本学の教育で楽しんでいただいているとい
うふうに理解しています。
ダブルディグリーの在籍に関しましては、現在
このようにマレーシアですとか、台湾、タイです
とか、全体でアジアから19名、ヨーロッパのフラン
スから大体毎年３名程度来ていただいていますの
で、現在24名の学生さんがダブルディグリーで
学んでいます。
その国際連携に関しましては、特徴的な例とし
まして現在マレーシアのプトラ大学にオフィスを
持っておりまして、その影響もありまして、毎年大
体100名以上の学生がマレーシアで学んでいます。
これはマレーシアのプトラ大学と本学、九州工業
大学との合同シンポジウムの写真をここで示して
おります。毎年交代で九州工業大学、またはプトラ
大学でシンポジウムを行っております。また、昨年
度は両大学以外の多くの大学にも参加いただいて
います。また、その中で国際プロジェクト、研究プ
ロジェクトの成果発表なども行っております。パー
ムオイル産業ですとか、Appropriate Technologies 
for a Sustainable Environment and Societyという、
適切な技術を使ってサステイナブルな環境を作っ
ていこうという研究も一緒に行っています。その
他、分野横断型の研究プロジェクトを産学連携で企
業と一緒に行っています。国際共同研究プラス産
学連携というふうなことも行っております。
また、両者の関係をより強くするために、ジョ
イントリサーチプログラムというのも行っていま
して、両方の大学が１つの研究プロジェクトに予算

を出しまして共同研究を行うプロジェクトをプト
ラ大学、そしてほかの大学とも今こういうフレーム
ワークの中でより強い連携を形成しています。
国際人材育成に関しまして、どういう方向性でこ
れに取り組んでいるかにつきまして、簡単にご紹介
したいと思います。現在、本学ではこれまで知識、
スキルに偏重しすぎていたということで、知識、ス
キル、更には知識、スキルを生かす力としての、こ
こでGlobal Competencyという言葉で呼んでいま
すけども、そういうふうな能力も併せて教育したい
ということで、教育プログラムを実施しています。
そのGlobal Competency for Engineer、社会に出
て知識、スキルを活用し続けることができる能力も
併せ持った技術者を育てるために、今取り組んで
いるところです。３つのC、CompetencyとCircuit 
Program、Learning Complexという３つのプログ
ラムを今行っています。
Circuit Programではいろいろな教育プログラム
を提供して、スパイラルアップして、その高度な人
材を作っていこう。また、Learning Complexとい
うのは複合的な学習環境、そういう知識、スキルを
生かすことができるような能力を得るための学習
環境のための教室ですとか、あと寮も国際的な寮で
すとか、あと先ほどのような海外のオフィスなどを
準備しています。
ここで重要性として大事だと考えていますのは、
下にありますようなさまざまな相互作用を含むよ
うな形の教育プログラム、教育環境を作りたいとい
うふうに考えています。先ほど大学の価値というの
は何だろうということでお話もあったと思います
が、大学の価値というのは恐らく教育プログラムを
提供して、学習環境を提供して、要は学生さんが学
習する機会を提供することだというふうに考えて
います。そのためのプログラムを提供する環境を整
えるということで行っているところです。
時間が多分余りないかと思いますので、その中で
Global Competencyとして５つのここにありますよ
うな多様な文化の受容、コミュニケーション力、３
番目が自律的学習力、４番目が課題発見・解決力、
５番目がデザイン力、こういうふうな能力が必要だ
というふうに考えています。
そのためにはグローバル教養教育、２番目が語
学教育、３番目が留学生との協働学習、４番目が
海外で学ぶ、５番目が海外の企業で働いてみると
いうことで、こういうふうなプログラムを実施し
ています。
学部４年と大学院２年、合わせて６年間の中で
グローバルな社会で活躍し続ける学生を育ててい
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きたいと思っています。昨年は5800人の学生の中
で500名の学生が海外に行っています。この割合も
だんだん増えてきているところです。こういった世
界の中でさまざまな教育派遣、海外派遣教育プログ
ラムを実施しているところです。上海では上海交通
大学、先ほどの揚州大学にもお世話になっていると
ころです。
このようなプログラム、ここ数年始めたばかりで
2012年は100名程度でしたけれども、現在は500名
程度の学生が海外で研修を行っています。こういっ
た中で海外で働き続ける、活躍できる能力を可視化
するようなルーブリックなども作っております。
最後になりますけれども、本学としましては、イ
ノベーションを起こすためにはイノベーションに
関わる人の多様性が重要だと思っております。そ
のためには本学の学生をさまざまな多様な人たち
の間でチームの中で学ばせる、そういうことが重
要だと思って、このようなグローバル教育を行っ
ているところです。
また、本学の財産は何かといいますと、人であ
り、また教育プログラムであり、そしてそれをつ
なげるネットワークだと思っております。この機
会にまた多くの方々とネットワークなつながるこ
とができれば、大変うれしく思っております。
以上になります。どうもありがとうございます。

三木　どうもありがとうございました。続きまし
て、横浜国立大学の長谷部先生、お願いします。

長谷部　皆さん、こんにちは。横浜国立大学の学
長の長谷部です。本日はこのような機会に本学が
取り組んできた国際化と、それから国際的な人材
育成の試み、これをやはり体系的に学部から大学
院までしていくのが必要ではないかなというふう
に思っていまして、その辺りのお話を中心にさせ
ていただきます。
本学は学生数が約１万人、教職員が1000名の規
模で、５つの学部と５つの大学院からなっていま
す。留学生は約１割、約1000名おります。そのう
ちの半分が、500名が中国からの留学生ということ
になっています。アジアからの留学生を含めます
と、８割がこのアジア圏から本学に学んでいるこ
とになっています。
本日は大学としての特に基本的な国際戦略と、
それから先ほど言いましたように、学部、大学院
でどういう試みをしているかというご紹介をさせ
ていただきます。
本学は横浜という国際都市に立地しているとい

うこともありまして、伝統的に国際交流を重視して
きました。そして今後21世紀、グローバル新時代
と私たちは呼んでいますけれども、更に留学生を受
け入れ、更に日本人の派遣を増やし、そして研究を
強めるということを考えています。
昨今ランキングの話が多いですけれども、もち
ろんランキングも重要ですけれども、例えば研究だ
けではなくて、教育プログラムあるいは教育環境、
図書館であるとか、あるいは情報設備、そして何よ
りもバリアフリーのあるキャンパス、やっぱり世界
的にエクセレンス、一流を目指すということを全学
挙げてやっていきたいと思っております。
１つだけグローバル新時代ということで、これは
すでに21世紀になってから経済成長の軸は中国を
中心とした新興国にシフトしております。これはま
すますその傾向は強くなってきます。2012年、IMF
のデータで実質的なGDPで測りましたところ、す
でに中国はアメリカを抜いているという、こういう
結果もございます。
もう１つ、日系企業のアジアシフトというのが明
瞭です。ブルーがアジアです。赤が北米、緑が西
ヨーロッパですけれども、ご覧のとおり2000年以
降、急速にシフトしています。中身も違っています。
従来、北米、西ヨーロッパは大企業が多いですけれ
ども、中国、そして東南アジアの国々は中小企業も
含めて多くの企業が入っています。最近中国は停
滞していますけれども、ここ２～３年インドも増え
ていますので、アジア全体のこの情報の傾向という
のは現在まで続いていると思われます。
他方、もう１つ、新興国を中心として成長が続い
ていますけれども、いわばその光と陰の部分、環境
問題でありますとか都市問題、そして貧困、格差、
こういう問題が非常に今出ています。したがって、
今日冒頭から出ていますけれども、持続可能な発
展、これを遂げるためにはさまざまな課題が新興国
にある。したがって、本学も新興国を中心とした持
続可能な発展にどう学問的に寄与するか。更に、人
材育成をそこで大学としていきたいというふうに
考えております。
そこで人材育成ということで、先ほど尾家学長の
ほうからGlobal Competencyというお話がありま
したけれども、やはりいろいろな能力が必要だろう
というふうに思います。本学は10年くらい前から
SSSVという形で短期の交流を始めました。これは
非常に意義があります。日本の学生はシャイといわ
れますけれども、肩を押してあげると本当に海外の
学生と英語で討論する。あるいは、一緒に企業見学
を行く。そのようなたくましさをつけてきます。そ
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れを通して内部でもっと英語を勉強したい、中国語
を勉強したいという、そういう意欲を持たせるとい
うことが大事だろうと思っていまして、理工学部の
学生さんの場合には海外の有名な研究室に行くで
ありますとか、それからこれはJICAと連携してい
ますけれども、１カ月程度パラグアイで草の根プロ
ジェクトの中で現地にある小学校作りを手伝うで
あるとか、あるいは現地の女性たちの就業支援をす
る。そのようなことをやっております。
海外社会研修がありますけれども、これ実は今
年から始めまして、上海にある華東師範大学と連
携しまして、こちらの日系企業に日本人学生がイン
ターンシップをするということを始めたところでご
ざいます。
更にこれは大学院レベルでは幾つか今まであっ
たのですが、学部レベルでは華東師範大学と経済学
に関するダブルディグリーの検討を始めまして、も
う間もなく最終合意ができますので、これからその
ような取り組みをしていくということです。
受け入れのほうですけれども、留学生の受け入れ
としては英語プログラムを整備する。そして日本語
がまだちょっと不十分でも、受け入れた後補習など
をして、学部の講義がついていけるような形にする
というようなこと。それから、いろいろな大学から
短期の受け入れをする。「さくらサイエンス」も昨
年度8つのプログラムを採択いただきまして、非常
に効果的な交流がされています。
学部の中で、先ほど言いました意識を高めるた
めに、今年から英語教育を強化。本学ネイティブ
の留学生も多いので、TAとして活用して、少人
数の会話クラスを増やす。それから新興国の事情
を知るために、ベトナム、ブラジル、パラグアイ、
多少外国語の知識も勉強しながら経済や政治や文
化、そして宗教の勉強をするというようなことを
やっております。
大学院のほうは基本的には英語プログラムが社
会系、そして工学部の中でも基盤学、いわゆる土木
系中心に多く整備しています。特にアカデミック
キャリア支援、一番下にありますけれども、新興国
でまだドクターのない若手研究者にドクターを提
供するということで、授業料免除を含めてその対応
をしております。そして奨学金もこのような形で整
備をしています。
最後に研究の国際化ということですが、やはり海
外交流を進めていく上で教員、日本と海外の大学の
先生方の研究がやはり基礎にないといけないだろ
うと思っています。本学で強みのある分野、例えば
フィンランドのオウル大学とは医療ICTなどで協

力しているのですけれども、やはり何人かの先生た
ちがそこで共同研究をし、そこに院生や学生が入り
込むということで、非常に活発な交流をされていま
す。したがって、今後このような形での交流を、研
究の交流を進めることで教育の交流も進めたいと
いうふうに思っております。どうもありがとうござ
いました。

三木　どうもありがとうございました。それでは、
続いてお茶の水女子大学の室伏先生、お願いいた
します。
　
室伏　お茶の水女子大学の室伏でございます。本
日はこの機会にお茶の水女子大学で行われており
ます大学の国際化および国際人材育成につきまし
てご紹介させていただき、更に私たちの考え方につ
いてもご理解いただければ幸いに存じます。
お茶の水女子大学を簡単にご紹介させていただ
きますが、1875年に女子のための最初の国立の高
等教育機関として設置されました。大変小規模な
大学で、今皆様方の大学のご様子をうかがうと本
学の10倍とか20倍とか、そんな大きな大学のお話
でございましたけれども、大変小規模な大学なが
ら総合大学ということで、さまざまな学部や大学
院を備えています。
こちらをご覧いただきますと、３学部、そこに
14の学科がございまして、さらに６つの専攻を持っ
た研究科がございます。学部生は約2000名、大学
院生が約900名という、そういった小さな大学でご
ざいます。
もう１つ私たちの大学に特徴的なのが、同じ
キャンパスの中に附属のナーサリーから幼稚園、小
学校、中学校、高校まで備えておりまして、初等中
等教育をさまざまな研究や教育の場として活用で
きるという、そういったことがあるということで
す。これは私たちの研究、または教育の上でも大変
大きな役割を果たしている施設でございます。
「お茶の水女子大学は学ぶ意欲のあるすべての
女性にとって真摯な夢の実現の場として存在する」
と、こういったミッションを掲げて、開発途上国の
女性たちをも含めて、世界中のすべての女性たちの
夢の実現を支援するということを目指しておりま
す。今、アジアやアフリカから留学生が来るのはも
ちろんですけれども、初等中等教育の学校の先生
方や、あるいは教育関係者の方々が研修に見えて
いる、そういったこともございます。そして夢のさ
まざまな、多様な分野でグローバルに活躍する女性
リーダー、これは日本人だけではなくて、アジアア
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フリカの女性たち、学びたくても学ぶことのできな
い、そういった国々の女性たちがたくさんおります
ので、そういった方々をグローバルに活躍できる、
そういうリーダーにまで育てたいというふうに思っ
て、さまざまな努力を重ねております。
また、女性の生涯にわたる生き方に関わるモデ
ルを作成して、それを供給すること。また、男女両
性のワークライフバランスを実現させること。こう
いったミッションを掲げまして、豊かで自由かつ公
正な社会の実現に寄与する。これが私たちの大学
の目的でございます。
本学の国際化と人材育成について少しご説明さ
せていただきますが、先ほど1875年に本学が創設
されたと申しましたけれども、それに遡ること３年
前、1872年に実は本学の附属高等学校に後でなり
ます東京高等女学校というものが作られていまし
て、そこでは教科目に英語が導入されておりまし
た。当時としては大変珍しいことですが、「外国人
と語り合うことを通じて博学明識の人々と交流し、
大いに見聞を広めるべき」という、こういった思想
のもとに英語が導入されております。
更に東京女子師範学校、私たちの大学の前身で
は、創設当時から英文科が作られておりました。
1903年に、これもとても珍しいことだったのです
が、タイ、当時シャム国と申しましたけれども、
ここから女子の留学生４名を受け入れまして、こ
の方たちを女子教育をシャム国で先導する、そう
いった教員に育ててお返しするということをいた
しております。
また、本学からは世界に羽ばたいた卒業生たちが
たくさんおりますが、極めて初期の時代の卒業生た
ちをちょっとご紹介させていただきます。
まず安井てつさんという方、この方は1890年に
卒業されたんですが、当時まだ女性たちが社会で
活躍することすら難しい時代でしたが、英国のケン
ブリッジ大学、オックスフォード大学に留学しまし
て、その後本学で教鞭を取り、更には東京女子大学
の第２代の学長になっています。
右下の保井コノさん、この方は大変有名な方な
のでご存じの方もいらっしゃるだろうと思うので
すが、1902年の卒業生で、アメリカのシカゴ大学と
ハーバード大学に留学されまして、この方は日本で
初の女性理学博士になっていらっしゃいます。その
後、本学で教鞭を取られています。
真ん中といいますか、左側にあります黒田チカ
さん、この方もやはり理学博士を取られています。
この方は日本では当時帝国大学には女性を入れな
い、女性を受け入れないという状況だったのです

が、初の女子帝大生として東北大学に、昔の東北
帝国大学に入学なさったことでも有名です。この
方もオックスフォード大学に留学されています。
更に左の下に湯浅年子さん、この方は少しほか
の方よりお若いですけれども、フランスのコレー
ジュ・ド・フランスに留学なさいまして、日本で初
の女性原子核物理学者として国際的に活躍されま
した。フランスの国家学位も取られていらっしゃい
まして、本学で教鞭を取られ後にまたフランスに戻
られまして、日本とフランスの研究者の架け橋とし
て大変なご活躍をなさいました。
現在、本学の国際化と人材育成を見てみますと、
国際交流協定を結んでいる大学が25の国と地域に
わたっておりまして、71大学になります。これはほ
かの今までお話しいただいた大学と比べると数が
少ないように思われるのですが、しかし本体が小そ
うございますので、これは私たちとしては非常に頑
張っているつもりでございます。
この10年間で協定校が約２倍以上になりまし
た。現在の本学の国際化と人材育成について、こ
こにまとめてお示ししてございます。大学の中で
やはりキャンパス全体をグローバル化すること、
これはとても大事なことだというふうに思ってお
りますので、グローバル人材を育成するための学
習科目の整備、更にグローバル人材を育成するた
めの学習環境の整備に努めておりまして、そして
こちらにグローバルに活躍する人材に必要な能力
ということを５つほど挙げさせていただきました
が、語学力とコミュニケーション能力を備え、協
調性と柔軟性を備えて、異文化に対する深い理解
力や主体的、積極的にチャレンジする精神、また
責任感と使命感を持つと、こういった能力を備え
た女性たちを育てて、そして世界に輩出すること
を目指しております。
この中でやはり女性たちが社会で活躍できる機
会というのは、まだまだ少ないという状況がござ
いますので、日本のみならずアジア、アフリカ、そ
ういったところを主な拠点といたしまして、自分
とは異なる価値観や考えを持った人々と理解し
合って、異なる生き方をしている人たちと互いに
切磋琢磨しながら、自らを成長させていくことの
できる、そういった人材を育成したいというふう
に考えております。
先ほどからダブルディグリーのお話がいろいろ
出てまいりましたが、実は私たちの大学ではまだ
欧州の大学としかダブルディグリーという試みは
行っておりません。今後アジア、アフリカの大学、
特に中国の大学との間でそういったことを進めた
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いというふうに考えております。
将来に向けて、現在国際交流プラザというものを
作ることを決定いたしまして、民間のご寄付をたく
さんいただくことができましたので、設計に取りか
かっております。ここでは先ほど申し上げました
キャンパスのグローバル化の促進、それが最も大き
な目的なのですが、留学生や日本人学生、それから
児童、生徒等の交流強化も目指しております。学生
や留学生、地域企業、また大学内外の人々や組織と
の交流や協働の場、こういったものを創出するため
のグローバルコミュニティをここに拠点として作
ろうというふうに考えております。
最後に、本学と中国の大学との交流についてお話
ししたいと思います。現在、本学の中で留学生が約
250名おります。その中で中国からの留学生が一番
多うございまして、今年124名で、ほぼ半数が中国
からの留学生です。特に左のほうに大学名を挙げ
ましたけれども、北京大学、北京外国語大学、復旦
大学、大連外国語大学、上海大学、清華大学、こう
いった大学の皆様とさまざまな形での交流をさせ
ていただいています。
留学生を受け入れた場合に故国へ帰っていかれ
た留学生とのつながりも大事にしたいというふう
に思っておりまして、再び本学へ戻ってきて学び直
しをしたい、そういった方たちには奨学金を授与す
るということを行っています。それで余り経済的な
負担なしに日本でまた学んでいただけるような、そ
ういった制度を作っております。
また最近なんですけれども、各国で留学生の同
窓会を開催しておりまして、実は本日、中国の留学
生の卒業生たちとの同窓会を予定しておりまして、
28人が一応参加する予定なのですが、とても楽し
みにしております。
こういったことでお茶の水女子大学、グローバル
に活躍する女性たちを日本人だけでなくすべての
世界中の女性たちを呼んで、そして育てたいと思っ
ておりますので、ぜひ中国からも素敵な女性たちを
送っていただきたいというふうに思いますので、ど
うぞよろしくお願いいたします。どうもありがとう
ございました。

三木　室伏先生、ありがとうございました。続きま
して、岐阜大学の森脇先生、お願いいたします。

森脇　皆さん、こんにちは。岐阜大学学長の森脇で
ございます。今日はここでプレゼンテーションする
チャンスをいただきました。大変光栄に思っており
ます。中日両国の皆様方に、関係の皆様方にお礼を

申し上げたいと思います。
さて、今日は時間も限られておりますので、岐阜
大学の歴史と概要をまず簡単にご紹介し、その後私
どもが希望する、あるいはここでお願いしたいとい
う、そういう強みのある国際連携の分野についてお
話を申し上げたいと思います。
まず岐阜大学全体像を示します。私どもは５つの
学部からなる、いわゆる中規模な総合大学でござい
ます。教育学部、地域科学部、医学部、工学部、そ
れから一番下に応用生物科学部と書いてあります。
これは農学部のことになります。この５学部があ
り、学部のほかに当然すべて大学院の教育も行って
おります。
大学創立は赤で示しましたように1949年ですけ
れども、それぞれの学部は大変古い歴史を持ってお
ります。一番古いのは一番上に示しております教育
学部で1874年、今年144年目を迎える学部でござ
います。その次が一番下にございます農学部、これ
が1923年、工学部1942年の順番でございます。
今お示ししましたように、特に理科系の強い総
合大学ということで、大体国際的にどのくらいの
ところにいるのかということも、公平な立場を見て
いただくという意味でお示しをしたいと思います。
QSランキングとタイムズ・ハイヤー・エデュケー
ションのランキングをお示しいたします。
まずQSのほうですけれども、岐阜大学は国際的
には651から700位のグループ、日本国内だけに限
りますと25から29位のグループに存在しており
ます。
それからこれがTHE、タイムズ・ハイヤー・エ
デュケーションのランキングでございますけれど
も、国際的には801位からのグループ、国内では38位
のグループということになります。
さて、ここから国際連携についてのお話に移らせ
ていただきます。今お示ししております大変細か
いパネルで恐縮ですけれども、岐阜大学の将来ビ
ジョン、2025年に向けたものを示しております。当
然大学という高等教育機関ですから、教育があり、
研究があるのが当然でございます。また、医学部と
附属病院を有する大学として、医療、大学病院とい
う大変大きな戦略があることも当然でございます。
特に今日申し上げたいのは、真ん中に置きました
国際化、それから下に置きました地域貢献、私ども
の大学の考え方では、この国際化と地域貢献を一体
的に考えるという点が特徴であるということを申
し上げたいと思います。
どういうことかと申しますと、大学の国際化と申
しますと、大学間の教育、研究連携が中心になって
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まいります。私どもはそれに留まることなく、私ど
も岐阜大学が立地している中部日本、ちょうど東京
と大阪の間辺り、名古屋を中心とした地域になりま
す。それと、相手先の大学が立地する地方の両方が
大学間連携を通じて更に発展していくということ
を狙う。すなわち、国際化が社会貢献にも地域社会
の貢献にもつながるものでなければならない。そう
いう立場を取っております。
そういう意味で、大学間協定というものを多数
持っておりますけれども、それと同時に協定大学が
多数存在する地域ないし都市には、その協定大学
とは別に、大学そのもののサテライトオフィスとい
うものを市内に構えております。中国では上海と北
京、南寧にオフィスを用意してございます。上海市
内では、さっきちらっと顔が見えましたけれども、
ユーピンさんという方、工学部の卒業生でございま
すけれども、今上海市内でビジネスマンですけれど
も、彼がそのオフィスを担当して運営をしてくれて
おります。後ほど、この後の後半のパネルには私ど
ものブースに彼も来て出展いたしますので、ぜひの
ぞいていただきたいと思います。
それから私どもの国際化にとって中国がいかに
大事かということを、お話し申し上げたいと思い
ます。
私どもの大学は、学生数が大学院生を含めて
7000名でございます。外国からの研究者、留学生、
合わせて毎年600名くらいが滞在をされます。留学
生について申し上げますと400名であり、そのちょ
うど半分200名が中国からの方ということで、いか
に中国との関係が大事であるか、中国との大学の国
際連携が大事であるか、ということがお分かりいた
だけるかと思います。
この将来ビジョンの中で、特に国際連携によって
更に強化したい強みというものが５つございます。
医学は、これは当然でございますので、今日はそこ
に触れるのはやめまして、特に残りの４つについて
ご紹介をし、どの辺りが強みであって、お互いにど
ういうメリットがあるのかというお話を申し上げた
いと思います。
特に研究面でのポイントとなりますと、１つ目は
生命科学でございます。生命の鎖、ライフ・グリ
エーティッド・チェインという言葉を使っておりま
すけれども、生命現象の鎖と申しますと、もちろん
アミノ酸が連なったタンパク質だとか、あるいは核
酸が連なった遺伝子というものがあります。ただ、
これらの研究は世界中たいてい、例えば医学部とか
生物関係の学部がある大学で行っているわけです。
私どもがこの生命の鎖という言葉で表現してい

るのは、糖鎖ですね。さまざまな糖、ブドウ糖等が
連なった糖の鎖、糖鎖でございます。日本国内だけ
に限っていっても、これの研究については京都大学
と岐阜大学が主導してまいりました。
今回京都大学の施設を岐阜大学内に移設し、集中
することによって、国内においてはトップ、また世
界的に見ても、この分野については国際競争力の中
でもトップクラスにある教育研究が行われるとい
うことで、これにつきましては世界のさまざまなと
ころと一緒にやってまいりたいと思っております。
それから２つ目は炭素繊維ですね。先ほど申し上
げました、中部日本というのはロケット、航空機、
自動車産業の日本の中枢でございます。それを支
えるものは鉄と同時に炭素繊維、あるいは新金属と
呼ばれるものでございますけれども、この炭素繊維
に関する研究は作るだけではなくて、リサイクルま
で含めて非常に強いセンターを持っております。こ
れもやはり産業との連携という点から、大学間連携
が地域連携にまで国際的につながっていく分野で
あろうと思っております。
それから３つ目はスマート金型と書きました。第
４次産業革命によって更にチューナップされる、ブ
ラッシュアップされるさまざまな製造業の研究開
発拠点が、ここに今回国の大きな資本の投下を得て
稼働を始め、前からあったのですが、更に強力な稼
働を始めることになっておりました。
なお、このスマート金型という拠点につきまして
は、そこに顔写真を示しておりますけれども、リー
ダーは王志剛先生で、ハルビン工業大学のご出身で
ございます。王先生、ちょっといらっしゃいますか
ら立ち上がってくださいますか。
岐阜大学の副学長でいらっしゃいまして、この
分野だけじゃなくて、産学連携全体を仕切ってく
ださっている、そういう大変大学にとって重要な
先生でございます。これもやはり大学間の協定等
によって、一層強化していく部分であろうかと考
えております。
特に国際化という観点からはアジアに貢献する、
国際的という意味よりはむしろアジアに絞って貢
献するという意味での人材育成プラン、これを４つ
目として最後に申し上げたいと思います。
水環境リーダープログラム､ Basin Water 
Environmental Leadersという、BWELと略してお
りますけれども、これの開発です。ご存じのとおり、
中国を含めて東アジア、南アジアは非常にさまざま
な国によって違う水環境の問題を抱えております。
日本は幸いにして水環境に関しましては非常に先
進的な研究成果と実践成果を持っておりますので、
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それらの情報をアジアの国の大学の方々と交換し、
お互いに更にブラッシュアップを図っていくという
のが、このプログラムの特徴でございます。
成果として一番下に示しましたように、最近８年
間ですでに157名の方が、これ修士課程ですけれど
も、卒業され、それぞれのお国に帰られて政府ある
いは民間企業等で大活躍をしていらっしゃいます。
これ非常に地味な仕事ではございますけれども、こ
ういうことを通じてアジアと共に伸びていくという
のが、私どもの教育研究連携の望みでございます。
中国が一番大事な相手国でございますので、それ
ぞれの地域と地域が更に国と国との共存共栄につ
ながっていくことを期待していると申し上げまし
て、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。あ
りがとうございました。

三木　どうもありがとうございました。それでは最
後になりましたが、愛媛大学の安川先生、お願いし
ます。

安川　皆さん、こんにちは。愛媛大学の副学長の安
川と申します。今日は愛媛大学の紹介の機会をお
与えいただきまして、誠にありがとうございます。
愛媛県というのは、ここにありますように四国と
いうところの１つの県ですね。ここの上海からも直
行便がありまして、２時間弱くらいで来られます。
それから東京とか大阪とも直行便が非常に多くて、
交通のアクセスのいいところです。
愛媛県の中にはきれいな松山城とか、日本で最古
の一番古い温泉、道後温泉というのがありますし、
しまなみ海道というところがあって本州とたくさん
の橋でつながって車で行けます。
愛媛大学というのはその中の松山市というとこ
ろにあるんですけども、松山市というのは愛媛県
の県庁所在地です。人口が51万、愛媛県の人口は
138万ですけども、非常に風光明媚、気候も温暖
な歴史と文化のある町です。愛媛大学はその中心
にありますので、自転車があれば10分くらいでい
ろいろな生活に必要な場所というのはすぐに行け
る、アクセスのいいところです。
愛媛大学の理念ですけれども、ここにあります
ように、学生中心の大学、地域とともに輝く大学、
それから世界とつながる大学というのを目指して
います。
愛媛大学は、ここにありますように、法文学部、
それから教育学部、それからこれは去年できた学
部ですけども、社会共創学部、理学部、医学部、工
学部、そして農学部の７つの学部と６つの研究科

からなっています。学生数は学部の学生が8305名、
大学院生が1114名、併せて大体約１万人が集って
おります。
愛媛大学の国際交流の現状ですけども、現在世界
35カ国で協定を結んでおりまして、大学間の協定
が68、その中で中国が19。部局間の協定が66、中国
が12です。外国人の留学生の受け入れ状況ですけ
れども、28カ国から308名、中国からも100名の学
生さんを受け入れています。
愛媛大学の国際交流の取り組みの事例の一例で
すけども、昨年大連の医科大学というところと学
術交流を結びまして、私も行ってまいりましたけど
も、今年国際シンポジウムを開くということで、医
学・医療分野で最新の情報をお互い共有しようと
いうことを計画しております。
それからこれは愛アイプログラムという、イン
ターンシップから学ぶ日本企業の文化と風土とい
うものですけども、将来日本と中国との架け橋と
なるような人材を合同で育成しようというプログ
ラムです。日本語の学生を対象にして、中国から
の学生を対象にして、日本企業を見学してビジネ
スマナー、ビジネス日本語を学んで、日本文化と
か日本での社会体験を目的としたものです。去年
は中国の４大学、天津外国語大学、上海師範大学、
韓山師範大学、吉林大学から13名の学生が参加し
ております。
愛媛大学は、留学生の就職促進というところに
非常に熱心に支援をしております。海外留学生の
地元の就職率は国立大学で第１位でございます。
それから今年文科省の事業で、本学の留学生の就
職促進プログラムというのが新たに採択をされま
した。
このプログラムではビジネス日本語教育、キャ
リア教育、それからインターンシップというもの
を３つの柱として、日本語が非常に不得意な学生
に対しても日本語教育を開講するなどして、積極
的な支援をする計画です。それから本プログラム
に参加した優秀な学生には、奨学金も支給される
ということでございます。
このプログラムには多くの留学生、中国からの留
学生が参加しておりまして、毎年インターンシップ
報告会というのをこのように開催をしております
けども、愛媛県の企業さんからも非常に国際化が
進んだというふうにいい評判を受けております。
愛媛大学では日本でのさまざまな体験のイベン
トを行っております。上の写真は留学生の４月の歓
迎パーティの写真ですけども、この左のやつはしだ
れ桜まつりですかね。右下は愛媛県の砥部焼とい
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う焼き物、それがあるんですけれども、それの体験
実習、そのスナップ写真です。
愛媛大学の国際連携に関しましては、ホームペー
ジに詳細に発信しておりますので、ぜひご覧いただ
ければというふうに思います。
愛媛大学は今後も日中交流につきまして、より一
層の交流促進をしたいというふうに思います。多く
の優秀な学部生、大学院生を受け入れしたいという
ふうに思いますし、こちらからも中国へ派遣をした
いというふうに思っておりますので、よろしくお願
いします。どうもありがとうございました。

三木　どうもありがとうございました。15分遅れ
でスタートしたわりには時間の中に収まりましたけ
ども、モデレータの権限としてちょっと中国、これ
だけの中国のリーディングユニバーシティのトッ
プが来ることは珍しいと思いますので、私の感じた
ことを１つだけお聞きしたいと思います。
それは全部の大学が世界一流の大学を目指して
いる。これは大変素晴らしいことで、それぞれの大
学が異なったというか、特徴のある、特色のあるプ
ログラムで、ダイナミックな戦略を展開されている
素晴らしい、日本もそうありたいと思います。
この中で私の質問は、何がそうさせているのか。
ドライビングフォースですね。何がそういうふう
にするのか。自然と出てくるものなのか。ある意
味でのドライビングフォース、競争的な環境がど
ういう形でできてくるのかと、難しいと思います
が、それからその時に皆さんそれぞれ特色のある
大学として素晴らしい、違うアイデアですね。す
べて違ったタイプのアイデアが出てくる。どうし
てそういうアイデアが出てくるのか。それから財
源がどうするのか。その３点について、答えにく
いかもしれませんが、ちょっと教えていただける
と大変ありがたいですが、いかがでしょうか。ど
なたからでも結構です。

熊　ありがとうございます。三木先生から大変重要
な質問がありました。私からは国際化のドライビン
グフォースについてご回答申し上げます。先ほど、
私の発言の中で、駆動力、原動力、３つの原動力に
ついて触れましたが、その前に、私はこう申し上げ
たと思います。国際化は大学がサバイバルをかけ
てのチョイスであると。現在の大学はもしも生き残

りをしようと思えば、国際化が重要である。では、
原動力はどこにあるか。まず危機感がなければなり
ません。そして３つの原動力、重要なのはバリュー
です。もしもし大学の機能、ミッションがより多く
の人材を輩出するというところにあるものであれ
ば、みんなそのような価値観を共有できれば、国際
化の基礎ができ上がるわけですよ。そして我々は
国際化を進めることは人材の養成ができる。これは
最大のベネフィットになります。いわゆる優秀な市
民、我々が育てようとしているのは国際的な視野を
有する、世界市民でなければなりません。これは大
学のバリューに基づくものであります。価値観があ
ります。このような価値観を共有できれば、大学の
国際化が有望かと思います。
もう１つご質問にあったのは予算の話だったと
思います。どこからお金が来るのか。学長、総長の
皆さんは一番頭を悩ませる点だと思います。大学に
お金がふんだんにあることはまずありません。です
から、国際化を進める中でもお金、予算を考えなけ
ればなりません。
予算が十分でないときにも、次の２点について
はできるのではないかと思います。まず、学生中
心型であること、つまり学生の育成を一番に考え
ること。そして２番目に、国際化を学生の育成の
重要な方法とすること。これらについてもしも共
通認識が得られるのであれば、限られたリソース、
もの、資金を最重要なところにかけることができ
ます。そうしますと、大学は一番お金が不足して
いるところでありますけれども、しかしもしも集
中して予算を投入できれば、むしろそんなに困ら
ないと思います。
まず、一流大学を目指す。２番目に、大学の経営、
管理をきちんと進めていく。また、日本の皆様から
もいろいろと学びたいと思います。ありがとうござ
いました。

三木　どうもありがとうございました。そのほか、
何かご質問等はございますか。よろしいでしょう
か。日本の大学について、何かご質問などあれば、
いかがでしょうか。よろしいでしょうか。いいです
か。
それじゃあ予定している時間が来ましたので、こ
のセッションを終わりにしたいと思います。どうも
ご協力ありがとうございました。
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黄 震　■上海交通大学 副学長

上海交通大学副学長、教授、博士課程指導教員、全国政協委員。
長年、エンジン燃焼と排出抑制、石油代替と新エネルギー車、大気汚染制御、エネルギー政策戦略の研究に従事。国
家973重大基礎研究課題、国家自然科学基金重点・一般プロジェクト、国家863プロジェクト、国家科技難関プロ
ジェクトおよび上海市重大・重点課題プロジェクトを多数担当。国家自然科学二等賞1項目、国家技術発明賞二等
賞1項目、省部級科技奨励一等賞3項目、二等賞2項目を受賞。1998年国務院より国家級専門家政府特別補助金を
授与され、1999年、教育部第二次「長江学者奨励計画」特任教授に就任、2000年、国家傑出青年科学基金を取得、
国家百千万人才計画第一、二レベルに入選。

モデレータ

張 宏　■曁南大学 副学長

1966年1月生まれ、安徽省潁上県出身。医学博士。教授、主任医師、博士課程指導教員。
1986年蚌埠医学院臨床医学専攻卒業、医学学士。1989年、医学修士。1996年、中国協和医科大学にて医学博士の学位を取得。
2006年、曁南大学皮膚病・性病学教授、主任医師に就任。2003年、曁南大学教務所副所長、2011年教務所所長、2015年7月、
曁南大学大学院執行院長、2015年12月、曁南大学副学長。
全国大学教学研究会理事、中国学位・大学院生教育学会文理科業務委員会理事、広東省大学教学管理学会副会長、広東省大学学
部教学管理指導委員会副主任委員、広東省臨床医学教学指導委員会副主任委員など。『中華皮膚科雑誌』通信編集委員、『中国人
畜共通疾患学報』編集委員、『国際皮膚性病学雑誌』編集委員、『実用皮膚病雑誌』編集委員、『中国真菌学雑誌』編集委員など。
中華医学会、中国医師協会、中国中西医結合学会皮膚真菌病学グループ委員、中国菌物学会医学真菌分会委員。
主な学術研究分野は①病原真菌と真菌病、特に真菌病の治療、真菌の耐薬性およびその逆転。②アレルギー性皮膚病治療学。発
表論文100本以上、発明特許授権4件。国家自然科学基金3項目、省部級プロジェクト8項目を担当。皮膚病学、真菌病学、大
学管理などに関する著作の主編・共著12冊。広東省大学教育成果一等賞3項目を受賞。

パネリスト

張 衛紅　■西北工業大学 副学長

西北工業大学副学長、航空宇宙科学・技術学科教授、博士課程指導教員、教育部長江学者奨励計画第二次特任教授、国家自然科学基金傑
出青年基金取得者、国家自然科学基金第十三、十四次評価専門家、新世紀百千万人才プロジェクト国家級候補、国防科学技術工業委員会
「511人才プロジェクト」候補、国務院政府特別補助金授与。1984年、西北工業大学飛行器製造工学科を卒業。1985年11月、ベルギー・
リエージュ大学宇宙技術実験室（University of Liege、LTAS-Aerospace Laboratory）博士課程。1991年12月、ベルギー・リエージュ大学
にて応用科学博士学位を最高成績で取得。1992年1月～1996年1月、ベルギー・リエージュ大学宇宙技術実験室でポストドクター研究
に従事。 1996年2月～1998年7月、フランスUTBM科技大学上級研究員。1998年2月～1999年1月、フランスUTBM科技大学副教授。
1999年2月に帰国、現在に至る。長年にわたり、計算固体力学と構造最適化設計技術の研究に従事し、宇宙・航空における複雑な薄壁構
造の最適化設計の理論的方法、高効率工学の最適化設計アルゴリズム、軽質材料と構造の機能、性能一体化設計技術、薄壁構造切削加工・
変形メカニズムのシミュレーション計算と工学パラメータ最適化研究を系統的に行う。国家自然科学基金、自然科学基金重大研究計画、航
空基金、973計画、863課題プロジェクトなど50項目以上を担当。陝西省人才誘致計画奨励賞、陝西省優秀博士学位論文指導教員賞を受賞。

パネリスト

朱 敏　■華南理工大学 副学長

1982年大連理工大学卒業、1985年に同大学にて工学修士、1988年同大学にて工学博士の学位を取得。1985年より大連理工大学で教員を務め、
1990年、大連理工大学材料学科副教授、1995年、華南理工大学教授。1999年度国家傑出青年科学基金取得者、2002年教育部「長江学者奨励計画」
特任教授に入選。「Croucher Visiting Scholar」、「Humboldt Research Fellow」、「特任研究員」、「客員研究者」などとして香港都市大学、ドイツ・ベ
ルリン工業大学、日本東京大学、日本国家材料研究所、オーストラリア・シドニー大学などの大学・研究機関で研究に従事。1998年～2007年に華南
理工大学機電工程学科副主任、主任、機械工程学院院長などを歴任、2007年11月より華南理工大学党委常任委員、副学長。朱敏教授は、長年にわた
り材料科学・工学分野での教育と科学研究に従事している。主な研究分野は、機械の合金化とナノ金属材料、水素貯蔵材料、リチウムイオン電池材料、
合金相転移と形状記憶合金など。近年、国家傑出青年科学基金、国家自然科学基金重点プロジェクト、国家重点基礎研究発展計画（973計画プロジェ
クト首席科学者）、教育部「長江学者とイノベーション人材群発展計画」イノベーション人材群プロジェクトなどの課題研究を担当。国際的な主要雑
誌に発表された学術論文は約200本。『機能材料』、『工業設計材料と表面処理』、『新材料概論』、『新型材料科学と技術（金属材料編）』などの教材や著
作の主編や編著を担当。中国国家発明特許多数、研究成果は教育部国家科学技術賞自然科学二等賞、広東省科学技術一等賞、広東省高等教育省級教学
成果一等賞などにノミネートされている。このほか「霍英東教育基金会優秀青年教師賞（研究類二等）」、広東省「南粤優秀教師」、広東省大学「三有一
好」優秀共産党員、広東省「丁穎科技賞」などを受賞している。また、第四次全国工程修士専門学位教育指導委員会委員、教育部大学教育指導委員会金
属材料・冶金工学委員分会委員、中国金属学会材料科学分会副理事長、中国機械工学会理化学検査分会副主任委員などを兼任している。

パネリスト

江馬 一弘　■上智大学 副学長

1961年 静岡県生まれ。1979年3月静岡県立韮山高校を卒業し、同年4月東京大学教養学部理科Ⅰ類入学。1983年 
3月に同大学工学部物理工学科を卒業し、同大学院工学系研究科物理工学専攻修士課程進学。研究テーマは「光ファ
イバーの力学的強度について」。1985年 3月に修士課程修了し、同年4月、同専攻博士課程に進学。1986年 10月 
博士課程を中退し、同年11月より東京大学工学部助手となる。1991年 12月 博士（工学）を取得。 論文題目は「超
短光パルスの波形制御に関する研究」。1994年 3月 東京大学工学部講師となる。1994年 4月 上智大学理工学部
助教授に着任。2001年 4月 上智大学理工学部教授となり、現在に至る。専門分野は光物理、光物性、光エレクト
ロニクスなど。

パネリスト
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加藤 俊一　■中央大学 副学長

京都大学工学部情報工学科卒業、同大学院博士課程修了。工学博士。
1986年通産省工業技術院電子技術総合研究所（現・産業技術総合技術研究所）入所。知能システム部対話システ
ム研究室長等を経て、1997年より中央大学理工学部教授。2010年より中央大学副学長、研究推進支援本部長を務
める。（現任）専門は人工知能、Human Computer Interaction。感性工学の世界的な先駆者。学部生・大学院生と
共に、産学連携の共同研究を多数実施。日本感性工学会の理事、副会長を歴任、現在は参与。電子情報通信学会シ
ニア会員、情報処理学会、日本建築学会、IEEEに所属。

パネリスト

武田 廣　■神戸大学 学長

1949年愛媛県生まれ。 
1978年に東京大学大学院理学系研究科物理学専門課程博士課程を修了し、東京大学理学部助手・助教授を経て
1989年に理学部教授として神戸大学に赴任。以後、1998年に総合情報処理センター長、2003年に理学部長、
2007年に附属図書館長、2009年に神戸大学理事・副学長を経て2015年4月より神戸大学長に就任。
専門は高エネルギー物理学（素粒子実験物理学）。1978年から６年間、西ドイツDESY研究所でJADE実験に従事し、
1984から５年間、欧州素粒子物理学研究所（CERN）でOPAL実験に従事。

パネリスト

藤嶋 昭　■東京理科大学 学長

1966年横浜国立大学工学部卒業、71年東京大学大学院工学系研究科博士課程修了。神奈川大学工学部講師、東京
大学工学部講師、助教授、教授を経て、95年同大学大学院工学系研究科教授。03年（財）神奈川科学技術アカデミー
理事長、08年（独）科学技術振興機構 中国総合研究センター長。2010年1月より東京理科大学学長。日本化学会賞、
紫綬褒章、日本国際賞、日本学士院賞を受賞。2010年文化功労者。

パネリスト

山本 文雄　■秋田大学 学長

秋田大学学長。1948年生まれ。福岡県北九州市出身。1975年に鳥取大学医学部卒。1979年に同大学医学博士
号取得。専門は心臓血管外科学。1979年に鳥取大学医学部助手、1981年に London大学 St.Thomas病院へ留学。
1983年から国立循環器病センター医師、医長を歴任し、1998年に秋田大学医学部心臓血管外科学講座教授に就任。
2001年に秋田大学医学部附属病院長補佐、2007年に秋田大学医学部附属病院長補佐・副病院長、2012年に秋田
大学学長補佐（病院機能拡充担当）、2013年に秋田大学副学長（国際戦略担当）を歴任した後、2014年に秋田大学
理事（研究・国際・産学連携・情報担当）・副学長に就任。2016年に秋田大学長に就任し、現在に至る。また、2000年
に中華人民共和国黒龍江省　佳木斯大学医学部客員教授を、2009年に中華人民共和国吉林省　吉林大学客員教授
を務めた。

パネリスト

渡辺 芳人　■名古屋大学 理事・副総長

1976年に東北大学理学部卒業、1982年に筑波大学にて理学博士取得。
1994年に岡崎国立共同研究機構・分子科学研究所にて教授となり、2001年より名古屋大学大学院理学研究科教授。
2012年より名古屋大学の国際および広報担当の理事・副総長を務める。
専門は生物無機化学、生体機能関連化学。

パネリスト
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日中大学フェア＆フォーラム in China 2017

● パネルディスカッション② ● 大学国際化および国際人材育成について（２）

黄　今日は、日本と中国の10の大学の学長にフォー
ラムのテーマに関連した報告を行って頂きます。ど
の大学にもそれぞれ非常に特色あるやり方や経験
があり、お互いに学び、参考とする価値があるで
しょう。今日は２時間の予定で行います。各学長に
８分以内でお話し頂きたいと思っています。
全ての報告が終わってから、パネルディスカッ
ションがございますので、何か質問あればその時
にお願いします。
まず私より、上海交通大学の国際化と国際化人
材の育成についてお話したいと思います。私のタ
イトルは、国際化を通じた人材育成です。どうやっ
て国際的視野を持って多様化の文化を持つ学生を
育成するか、２つの部分に分けて報告いたします。
まずは、上海交通大学のご紹介、次は、国際交流に
ついてご紹介したいと思います。
上海交通大学は、中国の一番古い大学の一つで
す。1896年に設立しました。1999年には、上海農
学院、上海第一医科大学を合併し、総合大学となっ
ております。現在の在校生は３万8,000人、うち学
部生は１万6,000人です。大学院の学生数のほう
が学部生より多いです。また、教員は2,800人です。
SCIには6,000編掲載されており、全国のナンバー
ワンです。また、８つの国家実験室があり、中国で
一番多いです。13の附属病院、28の学院がありま
す。国際的なランキングですが、ESIトップ１％の
学科は17、1,000分の１の学科は４つあります。今
年、エンジニア分野は１万分の１に入りました。
私どもの大学は、国際交流を重要視しており、
日本の大学ともさまざまな交流をしています。大
阪大学とダブル・ディグリー協定を結んでおりま
すし、九州大学、名古屋大学とキャンパスアジア
プログラム事業にて協力関係にございます。また、
大学の中で連合学院を実施し、中国とヨーロッパ
の総合学院を設立しました。また、アメリカのミ
シガン大学と連合学院を作りました。パリの大学、
フランスの大学とも協力しています。カナダの大
学と医学院を作りました。また、文化創造大学も
作りました。
続きまして、国際教育の理念を説明したいと思
います。今、世界の経済は一体化しており、私ども
には共通の課題があります。温暖化の問題、リソー
ス不足、持続可能な発展、さまざまな共通の課題
を持っています。私どもの学生は、どうやって革
新的な考え方を持って、強い国際的な視野を持っ
て、多様化の文化の背景を持つのか、それは極め
て重要です。ですから私どもは、I3Q、つまり、国

際化と、学際的交流と、イノベーション、そしてク
オリティも高めます。
また、私どもは国際協力を強化しています。学
部生、修士、博士それぞれの課程においてで、各学
部はダブル・ディグリーを実施しています。私ど
もは大阪大学、シンガポール大学と協定書を結び
ました。博士課程も協力しています。協定大学と
一緒に卒業論文に取り組むなどさまざまな協力を
実施しています。
先ほども申し上げましたが、各学部は２＋２と
いうプロジェクトを実施しています。ダブル・
ディグリーですね。交通大学で２年間勉強して、
また、相手の大学で２年間勉強するというプロ
ジェクトです。さまざまなスポンサーから援助を
頂いています。海外の大学の学生も本学で勉強し、
学位を取っています。PSA、PSUとWPI、トロン
ト大学、さまざまな会社からも援助を頂いており
ます。卒業論文に支援をしています。また、キャン
パスアジアプログラムでは、九州大学、名古屋大
学と協力しています。材料、法学、環境エネルギー
の分野で200名の日本の学生が本学で勉強してい
ます。私どもも100名の学生を日本に派遣し、皆と
てもいい成績を修めています。
私どもは、ミシガン大学と連合学院を共同で設
立しており、中国のモデル校となっています。こ
ちらでは全部英語で教えています。また、パリの
大学と協力してフランス語で授業をしています。
こういう学部でいい成績を修めました。さまざま
な国籍の会社と協力しています。これらの会社か
ら支援を頂いております。
最新の統計ですが、本学の学部生の42％は海外
で勉強した経験があります。中国国内でも高い比
率ですが、私どもの目標は50％です。学生を派遣
するとともに、海外の学生を迎えています。二学
期制から三学期制へする予定で、また、サマース
クールもあります。学部生は、本学で６週間から
10週間勉強することができます。日本の大学生に
是非ともお越しいただき、本学で研究することを
歓迎しています。また、オンライン、オフラインを
融合した授業も行っています。
私ども上海交通大学は、ご臨席の日本の皆様と
一緒に協力していきたいと思います。革新的な人
材を育成したいと思います。以上です。ご清聴あ
りがとうございました。

次に、 南大学の張宏副学長よりご報告いただ
きます。張副学長の報告のテーマは「 南大学の
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人材育成の国際化における実践と探求」です。で
は、お迎えしましょう。

張宏　ご来賓の皆様、こんにちは。本日はお招き
頂きまして、大変ありがとうございます。今日は、
皆さんと一緒に、人材育成の国際化について検討
したいと思います。
私達 南大学は、清朝末期の1906年に創設され
ました。当時の光緒帝が設立を決定した進学堂で、
南京と上海で学校を運営していました。1958年と
1978年に２回広州で運営が再開されました。現在
は国家211プロジェクトで整備された大学となっ
ています。
南大学は華僑学校であるため、国際的でオー

プンであるという特徴が顕著です。長年にわたり、
私達の大学は一貫して学科の配置を調整し、華僑
学校人材を育成するという目標に対応してきまし
た。人材育成の理念を掲げ、国際的な視野を持ち、
国際慣例に熟知し、他文化との交流に長けた人材
の育成・強化を図ってきました。ですから、 南
大学は人材の面で、学生たちの知識と能力を重視
した学習を行っています。この点で重要なことは、
学生の資質と異文化交流における能力を伸ばすこ
とです。
当大学では経営水準の向上に全力で取り組んで
います。2016年のQSランキンクを参考にすると、
中国大陸のランキンクでは48位、タイムズのラン
キングでは39位でした。ご参考まで。
当大学は人材育成と国際化のプロセスにおい
て、いくつかの重要な選択を行いました。ほかの
大学と類似するところもあります。黄学長の交通
大学と類似する部分については控えます。
１つ目の取り組みとしては、「国際化＋」の発
展理念を浸透させ、国際協力のための交流ネット
ワークを築いています。当大学は華僑大学であり、
創設より100年以上のあいだ一貫して、国際化を
一人ひとりの教師、管理スタッフ、一つひとつの
カリキュラムに浸透させています。ですから、学
校の各職能部門を強化しており、各学部に国際化
の理念を注入しています。管理部門も警備室も外
国語を話せます。いずれも外国語ができるスタッ
フを置いています。国際化で学問分野の充実化、
教員の組織づくりを支える取り組みでは、試験の
体制をはじめ、当大学では現在54の国と香港・マ
カオ台湾の300近い大学と教育科学研究機関と協
力合意を締結しています。
２つ目として、国外の高品質の教育リソースを

導入し、国際協力のレベルアップを図っています。
海外の優位な学問分野のチームと優れた教員を体
系的に導入しています。このような取り組みをし
て16年になり、国際的な大学経営の基盤となって
います。後ほど詳しく説明しますが、去年、教育部
は当大学がバーミンガム大学と合同で大学を設立
することを許可しました。今年から学生を募集し
た４つの専門は数学に関連するもので、第一期生
となります。この大学の本科在学生は1200人にな
る見通しです。
３つ目として、世界一流の人材を引き入れ、教
員の国際化を推進しています。ここ数年、当大学
は人材の導入に非常に力を入れており、国内の大
学は当大学の人材導入のスピードに注目されてい
ることと思います。現在、国家級の人材は118人に
おります。もちろん985大学に比べるとまだまだ
ですが、この５年で数倍に増えたのです。
４つ目として、国際研究プラットフォームを設
置し、革新能力の向上を図っています。海外の14の
大学と科学研究機関と合同で実験室を設立し、実
験室を人材導入のプラットフォームとして、共同
で科学研究を進めています。現在ESI 1%のもの
は７つです。なぜこんなに少ないかと言います
と、私達の大学は文系が強く、理学・工学・医学
の学科が弱いからです。ですからここ数年は、理
学・工学・医学の学科を補強しようと努めていま
す。このデータには学科革新導入拠点、121導入拠
点などが含まれます。成長が速いと言えるでしょ
う。こうして、科学研究を進めてきました。これ
らのデータだけではなく、わが校はこのイノベー
ション、インテリジェンス導入拠点としてもやは
り大きな進展を見せています。
５つ目としては、学科の優位性を生かし、海外
で学校を展開しています。特にわが校の経営学、
そして経済学の優位性を生かしています。海外に
おいても中国人ビジネスマン向けのMBAの学校
を運営しています。これは１つ目です。２つ目と
しては、中国語学科の優位性を生かしています。
海外においての中国語教育の教材ですけれども、
90％がわが校が作ったもので、発行部数は1,400万
冊です。これからも努力をして、中国語教育を進
めていきたいと考えております。また、中医学、薬
学に関しても同様に、努力していきます。
６つ目としては、国際化したカリキュラムの設
置を行っています。わが校は2016年、国際学院と
いうのを設けました。10の専攻があります。文系、
理工系、また医学などの専攻が含まれています。
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これをプラットフォームとして、今、わが校の８
分の１の学部生の授業ですけれども、全部英語で
授業を行っています。
７つ目としては、中国語教育の優位性を持った
華僑向けの学校という特徴を生かしています。わ
が校は今、学部生から博士までの異なるレベルへ
の中国語の教育カリキュラムを設けています。特
に一帯一路の沿線国家とも連携をしており、中国
語の海外の通信教育、中国語教師の資格認定。こ
の資格認定ですけれども、わが校で行っています。
さらに、今、中国語のレベルテストというのが、中
国語検定というのがあります。今はこのテストに
関するシステムの研究開発に努めています。また
地元の状況に合わせた教材作りにも力を入れてい
ます。
最後になりますけれども、中国における留学を
進め、そして、学生の流動性を高めます。現在、わ
が校の学生ですけれども、116の国と地域から来た
ものとなっており、香港、マカオ、台湾、海外の留
学生も含めて１万2,288人います。そして修士は
13,000人ということです。全部で３万から４万人
ぐらいです。複数の国と地域と、さまざまな交流
を展開しており協力をしています。具体的な数字
は省略させていただきます。
最後となりますが、皆さま、ご友人の皆さま、も
し機会がありましたら、ぜひわが校と協力関係を
結んでいただきたいと考えております。国際交流
協力プロジェクトを展開していきたいと思いま
す。ご清聴ありがとうございました。

黄　ありがとうございました。張宏副学長にお話
し頂きました。張副学長に、「国際化＋」を含む、
南大学の国際化の取り組みをご紹介頂きまし

た。皆さんにとても参考になると思います。あり
がとうございました。では次に、西北工業大学の
張衛紅副学長よりご報告頂きます。テーマは「国
際協力交流を強化し、共に一流大学をつくる」で
す。よろしくお願い致します。

張衛紅　黄学長、ありがとうございます。尊敬す
る各大学の学長、ご参加の皆様、友人の皆様、こん
にちは。
まず今回、日本の科学技術振興機構JST様には、
このような素晴らしい場を設け、私達日中の大学
の学長、同僚が一緒に交流し、日中両国の大学教
育の発展と未来について考える機会をくださいま
したことに感謝致します。本日は、どのようにし

て国際交流協力を深め、共に一流の大学づくりを
行うかというテーマで一緒に考えたいと思いま
す。この機会をお借りし、皆さんと世界一流の大
学と高等教育の国際化をすすめる理念と思考を共
有するとともに、西北工業大学の国際化における
探求について簡単にご紹介致します。
周知の通り、グローバル化が進むに伴い、人材
の流動は国際的な範囲で広がりつつあり、世界の
高等教育の協力もいまだかつてないほどに活発化
しています。近年、各国の政府は次々と人材育成
の視野を世界レベルに広げています。特に科学教
育先進国で、例えばドイツではエクセレンス・イ
ニシアチブ、日本ではスーパーグローバル大学計
画などが進められています。2016年、つまり去年
より、中国政府も世界一流大学と一流学科の総合
整備計画を立て、これを進めています。中国では
これを「双一流」と呼んでいます。
見ての通り、世界中で共通認識が形成されてい
ます。未来の人材とは、国際的に通用する人材で
す。先ほどの学長お二人もそのあたりのことにつ
いてご紹介くださいました。一流大学とは必ず国
際的な大学です。高等教育の国際協力は大学の外
部リソースを充実させ、一流大学を築く上での重
要な手段となっているのです。こうした世界の大
きな方向性において、西北工業大学も国際化をす
すめる過程で、積極的な探求を行っています。
西北工業大学は1938年に創設され、13朝の古都
の歴史を有する西安にあります。西安は以前は長
安と呼ばれていました。3000年近い世の移り変わ
りの中で、古都西安は日中友好の長く伝統ある歴
史を目の当たりにし、それに立ち会ってきました。
例えば、西安の東にある青竜寺は、かつて日本の
仏教密教の高僧が集まる場所で、大講堂の西の部
屋にある遣隋使の帆船も日中文化が一衣帯水で、
互いに交流した歴史の証です。
西北工業大学は航空、宇宙工学、航海工学教育
を特色とする研究大学です。私達はこれを「三航」
と呼んでいます。中国政府が重点的に手がける
985プロジェクトと211プロジェクトの大学です。
現在、キャンパスには16の専門学部があり、学生
数は26000名余り、教職員は3700人余りです。65の
本科専門、120の修士課程専攻と71の博士課程専
攻17のポストドクター流動ステーションがありま
す。これらは79年の発展を経て作られ、三航学科
群を筆頭に、3Mと称する材料、機電、理学、そし
て computer、communication、control の 3C の学
科群が形成され、理系学科群と社会人文系学系群
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が協調的に発展する学科体系が整っています。来
年は大学創設80周年を迎えます。
2013年以降、大学は学科の特色が鮮明な世界一
流の大学を築くことを戦略目標とし、国際化でブ
レイクスルーを生むことに力を入れてきました。
学生の国際化育成を中核とする 翔四海計画、教
員の国際化を中核とする国際化運営能力向上プロ
ジェクト、国際的に学術面の名声、信望を高める
ことを中核とする国際影響力向上プロジェクト及
び留学生育成の質を高めることを中核とする国際
化人材育成モデルを立ち上げています。また、当
大学は149の大学と緊密協力パートナーシップを
結んでおり、協力先には、日本の法政大学、千葉
大学、東京理科大学、芝浦工業大学などの大学が
含まれます。特に東京理科大学の菊池正紀教授は
2010年に中国政府から友誼賞を授与され、当時の
中国国務院の副首相で、現人民代表大会委員長の
張徳江氏と接見されました。
当大学は国際化協力において、世界のパート
ナー大学と共同で実際的な協力を進めることを重
視しています。例えば顕著な例として、去年は英
国のロンドン大学クィーン・メアリー校と、西北
地域で最初の中外協力大学運営機構を設立しまし
た。今年から毎年240名の本科生を募集します。
また、2017年４月23日、つい先日ですが、当大学
は初めての宇宙工学を専門とする学科アライアン
ス、一帯一路宇宙工学イノベーションアライアン
スを設立しました。同時に、当大学は中ロ工科大
学アライアンス、中国ASEAN工科大学アライアン
スのメンバーであり、今年の輪番制議長校でもあ
ります。
近年、当大学はグローバルパートナー週間、合同
センターを設けるなどして、ノーベル賞受賞者を
含む200名あまりの世界的に著名な専門家、学者を
学内教員として招聘し、国際協力への参加をさた
に進めるため良好な環境づくりを行っています。
次に、一流の国際化大学をつくる上での考え方
についていくつかお話しします。１つ目は、大学
が協力するとことは、民族文化を伝承し、人類の
発展を促すための重要な基盤であり、国、政府が
国際協力交流を行うための重要な取り組みでもあ
ります。大学の国際協力と政府間の協力で相互促
進作用を発揮できます。1992年に、当大学はベル
ギーのブリュッセル自由大学と協力関係を結び、
学生の交流を開始し、当年ベルギーに留学した学
生は今では当大学の著名な教授や学者となってい
ます。これらの教授の後押しにより、当大学はブ

リュッセル自由大学と国家級の共同研究実験室を
設立しました。そして、共同で政府間協力プロジェ
クトを申請し、本科生や研究生など異なるレベル
で包括的な協力を行っています。
2014年に習近平中国国家主席がベルギーを訪問
し、ベルギーの首相と共に両校の最も重要な協力
パートナーシップの調印式に立ち会いました。こ
の時からわずか３年で、両校間の学生の交流者数
が100人を超えました。双方はさらに技術移転共
同研究センター、産業インキュベータなどにおい
ても協力しています。これは上が下を引っ張り、
下が上を手助けし、大学の国際影響力を向上させ
た成功事例です。
２つ目に、人材育成は常に大学の国際協力の基
礎と中核であるということです。世界的に著名な
大学の学生数は平均して5000人余りであるという
ことに気づきました。アメリカ、ヨーロッパ、香港
を含み、その割合が非常に高いのです。世界的な
一流大学は世界一流の単科大学、総合大学から学
生を選び抜いていることがわかります。西北工業
大学はというとヨーロッパでは、例えばINSAリ
ヨンと協力して10年になり、双方は３＋２の方式
を採用していましたが、プロジェクトの構造を調
整し、現在、当大学では２＋１＋２の育成方式に
変更しました。ですから、この問題については次
のように認識しています。つまり、両校間の交流
を通じて、合同で学生を育成するということは、
学内で学生に専門を学ばせることだけでなく、異
文化間の交流を行うことで、真に万全な人間育成
が可能になる、ということです。また一方で、英国
のロンドン大学クィーン・メアリー校とも協力し、
４＋０の共同研究体制もつくりました。これは当
大学では西北地域で初の共同研究機関です。
そしてもう一つ申し上げたいことは、university
とuniverseということで、大学間の協力こそが真
の国際化を実現し、双方の国際化教育モデルを実
現するということです。
時間の関係で、最後に習主席の言う「国の交流
は民の親交にある」という言葉を引用したいと思
います。私達が国際協力と交流の場を利用し、日
中両国の青年人材が「一流大学」作りを深める長
い道のりの中で、手を携え、共に進んで行きましょ
う。ありがとうございました。

黄　張副学長、ありがとうございました。学校運
営における国際化についてお話しいただきまし
た。国際社会の優れた資源を生かし、自分の影響
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力を高めてきました。またさまざまなプラット
フォームを展開し、学校の運営に力を入れてきま
した。非常に印象深いですね。
続いては、華南理工大学の朱敏副学長により講
演をお願いしたいと思います。国際グローバル人
材育成の模索と実践について。よろしくお願いし
ます。

朱　まずは、今回のフォーラムの組織委員会に感
謝したいと思います。華南理工大学をお招きいた
だき、ありがとうございます。この有意義な活動
に参加できて非常にうれしく思います。また、科
学技術振興機構には、さくらサイエンスプランの
おかげで、昨年10名の学生が日本に赴くことがで
き、本当に感謝しております。
本日は、このチャンスを生かして、わが校のグ
ローバル人材の育成の模索と実践をめぐって皆さ
まと考えを分かち合いたいと思います。なぜわれ
われは国際化を図っているのでしょうか。そして
２つ目としては、わが校の取り組みについてご紹
介したいと思います。
現在の大学はチャレンジとチャンスに恵まれて
います。つまり国際化ですね。国際化というのは、
大学が国際競争力を高めるために避けては通れな
い道であり、そして一流大学になるためにも避け
ては通れない道となります。わが校の目標も人材
を育成することです。その国際化も、やはりグロー
バル人材の育成にあると思います。
３つの面から見てみたいと思います。まずは社
会レベル、そして政府レベル、または学校レベル
から見てみましょう。
まずは社会レベルです。現在の資源の配置です
けれども、グローバル化が図られています。それ
ぞれの大学もグローバル視野を有する、ハイレベ
ルの人材が求められます。このような背景のもと
で大学は人材を育成しなければいけません。これ
らの大きな問題を解決するためのハブにならなけ
ればいけません。さらに、このような人材を育成
しなければいけません。また、人類の伝承のため
にも、この優れた伝承・文化を継承しなければい
けません。そのためにわが校も、このような人材
育成の責任を負っていると考えております。
続いては政府レベルです。今、各国もこのような
競争そしてチャレンジに直面しています。各国の
政府も、大学の科学技術のイノベーション、人材の
育成に力を入れており、そして自国の総合競争力
の向上に力を入れています。競争が非常に激しい

です。アメリカ、EU、日本だけではなく、他の国も
大学の教育に力を入れています。例えばEUはヨー
ロッパ2020という戦略を打ち出しました。さらに
ヨーロッパ高等教育圏という計画を打ち出しまし
た。2014年も、日本はスーパーグローバル大学と
いう事業を創設しました。発展の機会という面か
ら見ますと、現在われわれ人類はさまざまな課題
に直面しており、例えば環境・エネルギーといっ
た問題に直面しています。そのために各国は協力
をしなければいけません。これも大学の国際化の
ためにきっかけをもたらしてくれました。
この国際化ですが、自国の発展を促し、郷土発展
を促す重要な戦略でもあります。2016年、中国は、
世界一流大学建設というプロジェクトを始めまし
た。中でも非常に重要なのは大学の国際化建設と
いうことです。中国政府も、さまざまなサポート政
策を打ち出しました。特にここ最近、一帯一路戦略
のもとで、中国はASEANそしてシルクロードの
沿線国家の大学との協力を展開しています。現在、
大学の発展に関しては、学校運営の資源、そして教
員の資源、また入学希望生などの問題に直面して
います。今後は国際社会と協力をしなければいけ
ません。各国の大学も、グローバル化を自分の学校
の発展の重要な戦略と位置づけています。
それでは簡単にこの華南理工大学のここ数年間
のグローバル化、そしてグローバル人材の育成に
おける取り組みを紹介したいと思います。本学は
1952年に設立され、60年以上の歴史がございます。
われわれは社会への奉仕、人材の育成、卓越の追求
という理念を抱えています。そして211工程、また
985工程の大学でもあります。上海軟科が発表した
大学ランキングにおいても世界トップ300に入り
ました。特に工学系は世界ランキング22位です。
学校を設立した当初から、わが校の教師はこの
国際化という理念を抱えてきました。そして、わ
れわれの教授も海外の留学の経験を持つ、非常に
有名な学者であります。20世紀に入って以来、わ
が校は、３つのイノベーションという概念を打ち
出し、国際化を図っています。３つの面から紹介
したいと思います。　学生は、国を思う気持ち、
グローバルな視野、そしてわが校の、華南理工大
学の特色を持たなければいけません。つまりイノ
ベーション・創造・創業を成し遂げる人材です。
さらに国際化した人材育成の理念、また環境を整
えなければいけません。そのために６つの面から
人材のグローバル化を図っています。例えば教師、
またカリキュラム、専攻、また国外との協力プラッ
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トフォーム、さらに国際交流プロジェクトに参加
することでグローバル化を進めています。
教師についてご紹介したいと思います。教師の
うち42％は海外留学経験者であり、そして毎年
160名以上の教師も海外研修を受けています。さ
らに、外国からお招きする先生も1800名を超えて
います。
現在、わが校の英語による講義数は200、また海
外講師による講座ですけれども80にも上ります。
また、無料のオンライン大学講座に関しては16あ
ります。さらに英語の教材をも使っています。ま
た、英語で授業する専攻も12あり、学部は７つ、
大学院は５つです。
それだけではなく、研究協力のプラットフォー
ムも作っています。例えば、南洋理工大学、トリノ
ポリテクニック大学、デルフト工科大学とも連携
をしています。また、中国とアメリカのイノベー
ション学院、そして中国とフランスのエンジニア
向けの学部、そして中国、オーストラリアの学部な
どとも教育のプラットフォームを展開しています。
それだけではなく文化の教育にも力を入れて
います。さまざまな工科のコンソーシアムにも参
加をしています。こうして、このようなプラット
フォームを作り、積極的に参加することで協力を
展開しております。そして国際の科学研究にも参
加をしています。
現在毎年、海外と協力するプロジェクトは138と
なっています。そして、毎年1,300人の学生を海外
に派遣しています。また、それと同時に多くの海
外からの留学生もわが校に来ています。例えば、
20学位、そして短期の留学生、さらに共同のワー
クショップなどが挙げられます。海外の学生の留
学をも大歓迎です。
最後になりますけれども、今後、広東省政府の
指示のもとで、わが校は３つ目のキャンパスを建
設することとなっております。政府より1,650ムー
の土地を頂きました。多くの資金を投入し、10の
学部を構築したいと考えております。海外の大学
とも連携して、共に構築していきたいと考えてお
ります。日本の大学も、もし機会がありましたら、
ぜひ一緒に協力していただきたいなと考えており
ます。
最後となりますが、皆さまの温かいご支援、そ
して日本の大学の協力・支援、本当にありがとう
ございます。ご清聴ありがとうございました。

黄　朱敏学長、どうもありがとうございました。

華南理工大学は人材育成の国際化を実践すること
を出発点としています。大学経営の理念と国際的
な学校経営に関する成果についてお話しいただき
ました。新たなキャンパスの建設を通じて、華南
理工大学のさらなる発展に新たな原動力がもたら
されると非常に期待しています。中国の大学学長
から、国際的な大学経営に関する経験をうかがい
ました。次は、日本の大学の学長から、大学経営の
理念について、大学経営における経験を含み、お
話しいただきます。では、上智大学の江馬一弘副
学長よりご報告頂きます。テーマは上智大学の国
際化と人材育成です。では、お迎えしましょう。

江馬　こんにちは。上智大学の江馬です。今日は、
このような機会を頂きまして、誠にありがとうご
ざいます。それでは簡単ではございますが、上智
大学の紹介と国際化の取り組みについてご説明い
たします。
上智大学は1913年に創立され、東京の中心地に
立地しています。1949年から、日本では初めてと
なる英語の講義による学位授与が開始されてお
り、日本の大学の中では国際教育の先駆者となっ
ております。現在、世界58か国に294校の海外協
定校を持っています。また上智大学の教育精神は、
ここに書かれているように、”Men and Women, 
for Others, with Others”となっております。
大学の立地は東京の中心地であり、学習や研究
にとって最適な場所にあります。徒歩圏内には皇
居や国会議事堂、国立劇場、迎賓館などがありま
す。このような東京の中心に立地しております。
上智大学は中規模の大学であり、2016年５月時
点の学生数は14,026名。本科生が12,634、大学院
生が1,382名となっております。学生と教員の比率
は25対１で、私立大学の中では少人数教育が実施
されております。１年間は２学期制であり、学費
はここに書かれているとおりとなっております。
上智大学には77か国から1,465名の留学生が在
籍しており、全学生の約10％に当たります。最も
多いのが中国からの留学生で、全体の38％を占め
ております。留学生のうち67％がアジアの国から
来ておりますが、このグラフにもありますように、
アメリカ、ヨーロッパなどからもかなり多くの留
学生が来ております。また教員の15％が外国籍で
ありまして、国際性豊かな大学となっております。
学部は全部で９学部29学科あります。ここの赤
字で示されているのが、講義が全て英語で行われ
ている学部・学科となっております。７番目の総
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合グローバル学部は2014年４月に新設された学
部です。８番目の国際教養学部では、全ての講義
が英語で行われており、比較文化、国際経済とビ
ジネス、社会学の３専攻を提供しております。英
語でのコースは近年増えてきており、2012年９月
からは理工学部でも、ここに書かれているように、
Green ScienceとGreen Engineeringコースが新設
されております。
このグラフは中国人留学生の所属学部別学生数
です。見て分かりますように、経済学部と理工学
部に非常に多くの学生が中国から来ております。
大学院は10の研究科と26の専攻があります。８
番目のGlobal Studiesは1979年に開始された、最
も古い英語で教える大学院のプログラムです。９
番目のGreen Science & Technologyは理工学研
究科で、2013年９月に新設された英語コースと
なっております。10番目のGlobal Environmental 
Scienceは、2011年９月に開講された研究科で、日
本語コースと英語コースの双方が提供されており
まして、次のスライドでも示すように、中国人留
学生にとって、この10番目の研究科が一番人気と
なっております。
中国人留学生の大学院の研究科の所属別学生数
です。先ほど述べましたように、地球環境に一番
多く来ており、約60名ですね、60名来ており、トー
タルでは236名の中国人留学生が大学院にも来て
おります。
現在58か国に294校の海外大学と学術交流や学
生交換協定を締結しております。ここに書いてあ
るのは、その主なものであります。
中国での協定校および協定締結年月日です。
2016年秋学期には12名の学生が中国から交換留
学生として上智大学で学んでいました。午前中に
紹介のあったさくらサイエンスにも参加してお
り、活発な研究活動を進めております。
これは大学学部の入試についてです。日本語で
講義が行われている学部は、外国人入試の方法で
外国からの留学生を受け入れております。毎年４
月に入学で前年10月に出願となります。出願時に
は統一試験である日本留学試験の成績が必要で、
11月に本学で開始される筆記試験と面接を受けた
後、１月に結果発表となります。
下のほうは英語で行われるコースですけど、英
語で講義が行われている学部は書類審査のみであ
ります。入学時期は、FLAの場合は４月と９月の
２回。理工の場合には９月の入学のみとなってお
ります。出願時にはSATとかTOEFLなどの点

数の提出が必要になり、選考方法は書類審査のみ
で来校する必要はありません。４月入学の場合は
出願が９月と12月の２回で、結果発表はそれぞれ
11月と２月であります。９月入学の場合は、出願
が12月と４月の２回で、結果発表は、それぞれ２
月と６月となっております。
キャンパスライフについても簡単に紹介したい
と思います。クラブやサークル活動については、
280以上のグループがあります。スポーツ系では
剣道・柔道・テニス・ゴルフ・スキー等。また音
楽系では合唱やクラシックギター等があります。
また、ボランティアサークルなども多数あります。
季節のイベントについては、１年中各季節におい
てさまざまなイベントが開始されております。
これがさくらサイエンスでやっている活動の１
つを載せております。
以上のように世界各国からの学生が一緒に学
ぶ、非常に刺激的で楽しいキャンパスライフと
なっております。ぜひ上智との協定とかも考えて
いただきたいと思います。ご清聴ありがとうござ
いました。

黄　上智大学の副学長江馬様によるお話、ありが
とうございました。グローバル視野を持つこの大
学としての実践についても皆さんと分かち合いま
した。
続いては日本の中央大学の副学長、加藤様によ
るお話を伺いたいと思います。中央大学の国際化
および国際人材育成についてお話を伺いたいと思
います。

加藤　中央大学の加藤です。このような機会を頂
きまして、ありがとうございます。私は、中央大学
のグローバル化、国際化の取り組みを学生目線か
ら見たらどのような景色、学生たちが見ているか
ということを紹介させていただこうと思います。
教育のグローバル化についてであります。特に
理工系の中では、大学院教育のグローバス化につ
いて力を入れております。いくつかの教育プログ
ラム、いくつかの学科について、専攻については、
国際的なプログラムとして広く海外から学生を受
け入れております。例えばここの例に挙げてある
国際水環境理工学プログラム、修士課程と博士課
程ございますけれども、ここでは、水に関する環
境、水処理、それから利水・治水を総合的に学ぶ
プログラムで、中国にもたくさんコンソーシアム
に参加していただいている大学がございます。そ
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こから推薦されてきた中国人の留学生、それから
一般の留学生、その中にも中国人の留学生はおり
ますけれども、それから中央大学の学生、これは
学部から上がってくる中国人の学生もおります。
で、一般入試の学生ということで、そういう人た
ちが混ざって授業を受けております。今、実際の
数で言うと、留学生のほうが日本人の学生よりも
多いプログラムとなっております。
残念ながら、今の時点では、この教育は日本語で
行っているので、このコースに入る前に日本語を
勉強してもらうプログラムを用意しています。そ
れから、来年は無理なので、再来年ぐらいには英
語で学習できるプログラムに変更する予定です。
もう一つは、どのような科目を用意するかとい
うことで、世界のトップ研究者による招待講演
を科目として用意・整備しております。例えば、
ノーベル賞を取られるような先生方、中央大学に
訪問してきていただいて、そのときにレクチャー
をしていただくというシリーズを用意しておりま
す。これは主に修士課程・博士課程の学生を対象
にしておりますけれども、気合いの入った学部学
生にももちろんオープンにしている科目です。そ
れ以外にも、国際的に活躍していらっしゃる先生
に、短期間われわれの大学に訪問して滞在してい
ただいて、一連の集中講義を行っていただく、あ
るいは学生との交流を行っていただくということ
も行っています。右のほうに写っているのは、中
国、清華大学のパトリック先生。ヒューマン・コン
ピューター・インタラクションでは結構有名な先
生ですけれども、中国の大学で先生がどれくらい
学生と距離があるのか分かりませんけれども、パ
トリック先生には、学生たちと一緒にお昼ご飯を
食べたり、一緒に夕食を食べに行ったり、私が学
生に一緒に昼を食べに行こうと言っても学生は逃
げるんですけれども、パトリック先生が声を掛け
ると、ちゃんと一緒にご飯を食べに行って、先生
たちからいろいろと薫陶を受けています。ありが
たいと思っております。
それ以外に、ダブル・ディグリー。われわれも
遅ればせながらですけれども、準備を進めており
ます。主に、まずは博士課程からですが、ちょっと
まだ名前を書くことはできませんけれども、いく
つかの大学で博士課程のダブル・ディグリーの協
定に向けた検討、意見交換を進めております。
次に、研究の現場で学生がどのような景色を見
ているかということです。海外の企業に属する人
がインターンを兼ねて中央大学の博士課程に入っ

てまいります。いわゆる留学生として、外国人留
学生として入ってくるわけですけれども、われわ
れの、例えばロボットグループの研究室で課題を
与えられて、研究に従事いたします。これはもち
ろん、そこの中での教育ですので、英語で行って
おります。
実はこの先生は日本国内の企業とも産学連携で
仕事をしているので、彼の仕事がだんだん実績が
出るようになってくると、日本の会社との共同研
究にもこの人と参加させるようになりました。現
在はどうなったかというと、彼は博士を取って元
の会社に戻り、なおかつ、その元の会社と、それか
ら日本のこの会社との間の国際的な共同研究も始
まっている、共同開発も始まっているということ
で、われわれの大学、研究室をハブとして、イン
ターナショナルなコラボレーションも行えるよう
になってきております。もちろん企業の方だけで
はなくて、大学に所属している方、来ていただい
て、そこでまた大学間との共同研究ということも、
そういうパターンもございます。
じゃあどのような形で学生に世界を経験させる
か、いうものを用意しているかということですけ
れども、まず、理工系ですと絶対に国際会議での
発表ということは行わなければいけません。中央
大学の場合は、国際会議に発表する学生、日本国
内であっても、海外、海を渡って発表する場合に
ついても、渡航費それから学会参加費については
全部大学が保障しております。それから短期的に
留学をする制度、１年間の交換留学というのは、
もちろんございますけれども、これはなかなか応
募できる人がそんなたくさんはおりません。です
けれども、１か月間ぐらいの短期研修ですと希望
者がたくさんおりますので、そういった人たちに、
例えばハワイ大学、カリフォルニア大学、西オー
ストラリア大学などのところで短期研修、短期留
学を勧めるということで、これは語学だけではな
く、理工系の科目をそこでも学ぶというプログラ
ムに参加させております。
それから中国からのご発表の中にもいろいろあ
りました、グローバルな課題に学生たちに気付か
せるということ、これはわれわれも行っておりま
す。特に、われわれは、中央大学は、国連が提唱し
ていますAcademic Impactというイニシアチブの
日本のハブ校になっておりますので、SDGsに相
当するような課題について、なるべく日常的に考
えるような教育プログラムや課題、イベント等を
行っております。それから同時に、中国は女性の
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方が積極的に理科系分野で仕事をなさっています
けれども、日本ではまだそれが十分ではないので、
そこについて、STEM分野の女子学生を応援する、
あるいはSTEM分野に進む女子学生をリクルート
するという取り組みも併せてインターナショナル
に行っております。
それから、キャンパス内をどうグローバル化す
るかということで、これは沖村先生に助けていた
だいて、第１回から、アモイ大学、中央大学もさく
らサイエンスプランを活用させていただいており
ます。非常にありがたかったことは、彼らに日本
を経験していただいたということもありますけれ
ども、日本人の学生に対しての刺激がすごく大き
くて、これをきっかけに、日本人の学生と留学生
を交流するサークルを学生たちが自分たちで自発
的に作るようになって、今では短期で滞在する学
生たちを積極的にいろんなイベントに声を掛けて
巻き込んでいくということも行ってくれておりま
す。もちろん研究室のところには、大学間協定や
いろんな形で外国人の留学生、入ってきておりま
して、これは主に英語でディスカッションしてお
りますけれども、共同研究への参加ということを
積極的に進めております。
大学としては長期的には留学生と日本人の学
生が混在するような寮とかということを、現在も
持っておりますけれども、この規模的にはまだ十
分ではないと思っておりますので、数年のうちに
大規模なものをキャンパス内に作りたいというふ
うに考えております。私たちも一緒に、国際的な
共同研究、国際的な人材を育てていきたいと思っ
ております。ご協力していただければと思います。
以上です。

黄　加藤学長、ありがとうございます。グローバル
の研究課題をめぐって、世界一流の学者を招いて
講演してもらう等、とても参考になりました。続き
まして神戸大学、武田学長よりお話をいただきた
いと思います。神戸大学の国際化と国際化人材の
育成について、お話をいただきたいと思います。

武田　このたび貴国と神戸大学の交流のため、訪
問させていただき、また、国立研究開発法人科学
技術振興機構中国総合研究交流センター、ならび
に中国関連機関共催の日中大学フォーラムに登壇
させていただくことを非常に光栄に存じます。神
戸大学長の武田でございます。本フォーラムが盛
況に行われるということを非常に喜ばしく存じま

す。私もその成功の一助となれば幸いに存じます。
ここからは大学国際化および国際人材の育成につ
いて報告させていただきます。
神戸大学は兵庫県の県庁所在地、神戸市に位置
しております。神戸市は、人口が約154万人の、日
本において６番目に大きな都市であり、幕末より
国際的に開かれた歴史を持っております。
神戸大学の発祥は1902年に遡ります。現在に至
るまで複数の高等教育機関を統合しながら発展し
てきており、国内有数の大学の１つであると自負
しております。
現在では、神戸大学は10の学部と15の研究科を
持っています。その分野は人文社会科学系から自
然科学系まで多岐にわたっております。この４月
には、後でご紹介申し上げる国際人間科学部を設
置いたしました。
現在、約１万6,000人の学生が神戸大学で学んで
います。同時に、昨年のTimes Higher Education
の教員および学生比率ランキングにおいて、神戸
大学は世界82位の評価を受けております。
神戸大学は国際化に重きを置いており、教育憲
章や研究憲章にその旨を掲げております。また、
2015年、私が学長になりましてからは、海外中核
大学と共同研究や連携教育の重層的な交流を図
り、世界各地から優秀な人材が集まり、世界へ飛
び出していくハブ・キャンパスとしての機能を飛
躍的に高めることをビジョンとして掲げておりま
す。「国際都市神戸から世界へ、世界から神戸へ」
というスローガンを掲げ、前進していきます。
憲章を推進すべく、本学は海外の諸大学と多く
の教育研究の交流を行っております。2016年４月
１日の時点で、57の国・地域から460人の研究者
を受け入れ、81の国・地域へ、2,523人の研究者を
派遣しております。共同研究プロジェクトについ
ては、51の国・地域と、318の共同研究プロジェク
トを実施しております。研究者受け入れ、派遣、共
同研究プロジェクト数の相手機関として、いずれ
も２番目に多くの実績があるのが中国でございま
す。
本学は2016年11月１日の時点で、316の大学・
機関と学術交流協定を結んでいます。そのうち
49の中国の大学・機関と協定を締結しております。
この場を借りて感謝を申し上げます。
外国人留学生は年々増加しております。昨年は
86の国と地域から1,196名の学生を受け入れまし
た。本年、５月１日の現在で、87の国から1,201名
の留学生が在籍しております。
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また本学は教育面でも絶えず改革を行い、世界
的水準の教育課程編成、およびグローバル人材養
成のための取り組みを行っております。ここで
はグローバルマスタープログラムの運営、クオー
ター制の導入、グローバルチャレンジプログラム
の実施をご説明させていただきます。
まず本学では、グローバル・ビジネスリーダー
を育成するため、英語による講義で修士号を取得
できるグローバルマスタープログラム、GMAPs
を、法学、経済学、経営学の３研究科合同で実施し
ております。GMAPsでは世界の著名教授を講師
として招聘し、神戸大学の教授と共同で講義する
ことで、日本にいながらにして世界最高峰の講義
を学ぶことができる、他に類を見ないプログラム
であり、海外実習もプログラムに組み込まれ、世
界で活躍する人材を輩出しております。
また、本学では、2016年からクオーター制を導
入しました。目的は、留学や海外インターンシッ
プ、ボランティア等の学外活動に参加しやすくす
ることであり、海外からの学生の受け入れを促進
し、キャンパスのさらなる国際化を図ることです。
また、週１回８週の授業、または週２回８週の授
業により、短期集中的に修学しやすくしました。
さらに自ら地球的課題を発見し、その解決に
リーダーシップを発揮できる人材の育成を目標と
したグローバルチャレンジプログラムを実施して
おります。参加する学生は、国際的なフィールド
で行う活動を通じて、グローバル人材として必要
な課題発見、解決能力とは何かを直接感じること
ができ、またその必要性に気付くことができます。
このようなプログラムを通じて本学の学生は国際
的な感覚が必要となる時代に通用する人材となっ
ていけると期待しております。
そして教育改革の大きな柱として、今年４月１
日に国際人間科学部を設置いたしました。同学部
においてはさまざまな専門分野から、このグロー
バルイシューの構造を明らかにし、多様な境界線
を越えて、人々と自在にコミュニケーションを取
り、課題の共有と解決に向けてリーダーシップを
発揮できる協働型グローバル人材を社会に輩出す
ることを目指し、学生全員が参加する海外研修と
フィールド学習を組み込んだグローバル・スタ
ディーズ・プログラムを実施いたします。
本学は組織の国際化にも同じく力を入れており
ます。2016年４月に国際関連組織を統合し、国際
連携推進機構を立ち上げました。この中には、各
地域における大学・研究機関との個々の共同研究

に加え、学術支援機関等のネットワークに参加す
ることを目的とした組織の他、グローバル教育の
サポート体制を強化するため、国際教育総合セン
ターを設置いたしました。教育・研究を幅広く国
際的にサポートしていきます。
本学は海外の研究機関との連携を深めるべく、
海外事務所、海外拠点の開設に力を入れておりま
す。2008年に北京に中国事務所を設置し、現地の
産業・学術機関との連絡窓口として運営しており
ます。アジアでは2015年にハノイ神戸大学連絡拠
点を、ハノイ、ベトナム貿易大学校内に設置いた
しました。2015年に神戸大学と北京外国語大学と
の間の協定に基づき、双方における学術交流と協
力をさらに発展するため、国際共同拠点を開設い
たしました。ヨーロッパにおいては、2010年にブ
リュッセルオフィスをブリュッセル自由大学構内
に開設いたしております。2015年には、神戸大学
ポーランド拠点をヤゲヴォ大学構内に設置いたし
ました。アメリカ方面では2016年に神戸大学ホノ
ルルオフィスを設置いたしました。
以上のように、教育・研究全ての面において、
外国の大学研究機関等との連携を強化し、本学の
国際化および国際人材育成をさらに推し進めてい
く所存です。よろしくお願い申し上げます。ご清
聴ありがとうございました。

黄　武田学長、ありがとうございました。神戸大
学はglobal master programプロジェクト、クオー
ター制度、global challengeプロジェクトなどを通
じて、学生が多様な文化を尊重し、各国の文化と
価値観を深く理解できるよう教育しています。こ
れは大学の国際的人材育成にとても参考になりま
す。次に、東京理科大学の藤嶋昭学長よりご報告
頂きます。テーマは東京理科大学の概要について、
研究と国際化について、です。では、お迎えしま
しょう。

藤嶋　ご紹介いただきました東京理科大学の藤嶋
です。今回もこのシンポジウム、日中の学長フォー
ラムに参加させていただきまして、素晴らしいな
と思っております。この数年間、ずっと参加させ
ていただきまして、今年のこの会議は大成功じゃ
ないかなというふうに思っております。
先ほど、さくらサイエンスの紹介のときに、沖
村先生からいろいろ私のことも紹介していただ
きましたけれども、私は中国の研究者の人とずっ
と研究を一緒にしてきまして、かつて東京大学に



64 国立研究開発法人科学技術振興機構  中国総合研究交流センター（CRCC）

日中大学フェア＆フォーラム in China 2017

● パネルディスカッション② ● 大学国際化および国際人材育成について（２）

いたときに、留学生として、素晴らしい中国の学
生諸君が来てくれました。例えば今、中国の科学
院の院士に３人なっているということでありまし
て、姚建年、劉忠範、それから江雷という３人で
ありますが、その３人が、どんな素晴らしかった
かということですけれども、東大の博士課程の学
生だったときに、論文をNatureに出してくれると
いうことでありまして、その後も、ほんとに世界
に誇る研究者として頑張ってくれております。特
に今から25年前に、劉忠範君を北京大学の、まず
講師に送ったんですね。送り返したらすぐに助教
授になり、あれは特別な制度だったと思うんです
けれども、外国帰国組の一番若手を教授にすると
いう制度がありまして、もう、６月に帰ったのに、
もう９月１日に北京大学の教授になっちゃいま
してね、その出世の早さたるや、あれは彼が31歳
のことでした。その後も彼は頑張りに頑張って、
じゃあそれを応援するにはどうしたらいいかとい
うのを考えまして、私たちのグループが中国に来
て、一緒にシンポジウムやろうということで、そ
のシンポジウムはずっと続いておりまして、北京、
上海をはじめ、吉林、長春、もう中国のほとんどの
ところでやってまいりました。今年また12月にや
りますけど、もう第23回目になります。
ということで、沖村先生もよく参加していただ
いていますけれども、そういうような関係がある
のが私たちでありますが、私自身は、７年前に東
京理科大学の学長になったのですけども、今日は、
教育と研究と国際化ということについてご紹介し
ていきたいと思っております。
東京理科大学は1881年創立の私立大学で、今年
で136年を迎えるわけですが、東京を中心にして、
大きなキャンパス３つあります。その他に、長万
部、北海道にも１つキャンパスがあります。これ
は基礎工学部の１年生だけが、全寮制で１年間こ
こにいるということでありますけど、あとは東京
を中心にした大きな３つのキャンパスを持ってお
ります。
ここにありますように、７学部31学科がありま
すけれども、おかげでかなり注目される大学とし
て、例えば今年の受験生は５万5,000名でした。そ
こから3,600名が入学してくれると。かなりだから
競争率はかなり厳しい大学でありますが、このよ
うに、理学部、工学部、経営学部、あるいは二部も
あります。夜間のも一部だけ残してあります。そ
れからあと工学部、基礎工学部。あるいは薬学部、
理工学部ということで、これが３つのキャンパス

に分かれているということでありますが、まず教
育につきましては、基礎学力をちゃんとするとい
うことを中心にしておりまして、特に、入学して
きたとしても、実際に勉強しなければ留年させる。
２年生にさせないという、関門制度をやっていま
す。ということで、ほんとに一生懸命学生諸君が
勉強するということでありますし、全員、全て卒
業研究で研究論文を書かなきゃいけないというこ
とを課しております。
それから大学院の学生もかなり多くて、学部に
よっては７割から８割がみんなマスターまで行く
ということがあります。
それからもう一つの特徴は、伝統的に、もう中
学・高校の数学と理科の先生の、優秀な先生を出
していくということでありまして、全国の高校の
半数以上が理科大卒の先生で、数学とか理科を教
えているということであります。
教育も、では本当にちゃんと責任持ってやるに
はどうしたらいいかというので、私たち独自の、
オリジナルの教科書を作り始めました。これ、東
京理科大オリジナル教科書を作成すると。そして
１年生から大学院まで、その教科書を使って、本
当に実力をつけさせるということを中心にして教
育をしておりまして、今年中に全ての教科書が完
成するのではないかなと思っております。
それから研究も一生懸命しておりまして、総合
研究院という、先生方はどれかに属する専門分野
ごとのグループを作りまして、グループでディス
カッションしながら質の高い研究を発信していこ
うということでありまして、その中に、研究セン
ター、あるいは研究所を持っていまして、これは
私自身が光触媒国際研究センター、光触媒という
のは私が始めた研究分野でありまして、こういう
ような国際研究センターを持っておりますし、火
災科学研究センター、これも非常にユニークで、
世界にここしかないと思いますけれども、そうい
う研究センターを持っております。
例えばその光触媒国際研究センターであります
けれども、野田キャンパスにあるんですけれども、
全国の共同利用の研究拠点にもしていただきまし
た。ここでの一番の特徴は何かといいますと、先
ほどの沖村先生が紹介していた、さくらサイエン
スの方々、中国からの研究員をここでお招きして、
特に最近は、かつての留学生だったグループもそ
うです。その他の方々もどんどん来ていただいて、
さくらサイエンスの共同研究プログラムというの
を始めていただいたものですから、３年間、大体
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20日間ぐらいずつ中国のドクターの学生の方が来
ていただいて、実際に共同研究する。例えばつい
最近、中国科学院の物理研究部から来ていただい
たドクターの学生が、実際論文を書いてくれたと
いうのがつい最近のことでありまして、このよう
に活発に行わせていただいています。
それから、火災研究センターですね。これもア
ジアの方々がたくさん来てくれまして、火災をい
かに防ぐかというのは非常に重要なことであると
いうように思っております。
国際的にはそういうことでやらせていただいて
いますけど、標語としましては「日本の理科大か
ら、世界の理科大へ」ということを中心に行って
いるということでありまして、、大学院の学生は、
国際会議で、外国へ行って発表させるということ
をさせているということであります。
先ほど、もうお話がありましたけど、西北大学
の張先生のお話もありましたけれども、西安交通
大学ともいろんなことをさせていただいたりし
て、活発な交流をさせていただいているというこ
とであります。理科大は大体20万人の卒業生が出
ていきましたけども、その方々がやはり、例えば
上海で大活躍をなさっているというのが分かって
おりますので、理窓会というのが同窓会の名前で
すけども、上海理窓会を作って、定期的に会合を
したり、私も来たりなんかしております。という
ことで、こういうようなこともさせていただいて
います。
もう一つ、私たちのところの出身の大村先生が
ノーベル賞を２年前に取られたというのも、私た
ちの誇りであります。以上が私からのお話しさせ
ていただいたことであります。ありがとうござい
ました。

黄　藤嶋学長、ありがとうございました。藤嶋学
長は東京理科大学の教育・研究・国際化の取り組
みを話してくれました。東京理科大学は、優れた
分野、例えば光触媒、火災研究は世界トップレベ
ルの研究分野です。私どもにとってとても参考の
意味があると思います。
続きまして、秋田大学学長、山本様よりお話を
いただきたいと思います。秋田大学の国際化と国
際人材育成というタイトルでございます。

山本　尊敬するご来賓の皆さま、こんにちは。山
本と申します。秋田大学からまいりました。秋田
大学の紹介をさせていただきます。これは秋田大

学の２つのキャンパスのうちの１つ、手形キャン
パスを示したものであります。学生数は4,392名。
大学院生が669名、トータル約5,000人といった小
規模の大学でございます。教職員数は教育系職員
が650名、医療技術・事務系の職員が約1,100名お
ります。
秋田大学の所在地ですが、秋田は東京から離れ、
このグリーンで示したところでございますけれど
も、東京羽田空港から１時間のフライト。新幹線
では約４時間であります。
秋田大学の沿革ですが、これは時間を取りま
すんで、資料の中に含まれておりますんでご覧く
ださい。
現在、秋田大学は、国際資源学部・教育文化学
部・理工学部・医学部の４つの学部構成からなっ
ております。
これは秋田大学の中の附属施設を示したもので
ありますが、さまざまなセンターがある中で、附
属病院のシミュレーション教育センターは日本の
中でもトップクラスでございますし、右下の工業
博物館も非常に大きな、大学の附属施設としては
大きな博物館でございます。
以下、国際資源学部の順に学部の概要をお話し
しようと思いますけど、これは資料をご覧になっ
ていただければというふうに思います。
で、秋田大学の国際ネットワークでございます。
現在本学は大学間協定を30か国・地域、58大学、
部局間協定を９か国・地域、17学部等と締結して
おります。ご覧いただいているものが、協定校を
窓口学部ごとに分類した資料です。国際資源学部
との交流協定校は28大学、理工学部とは14大学、
教育文化学部とは13大学、医学部とは８大学であ
ります。
これが国ごとの交流協定締結状況ですが、これ
は後から資料としてご覧いただければと思いま
す。 
これは平成29年度の秋田大学の外国人留学生数
でございますけれども、まとめたものがございま
す。これはトータル194名の外国人留学生がまいっ
ておりますけれども、この中で非正規となってい
るものは、期間が１年から半年の交換留学生でご
ざいます。こちらも対象の大学と学部間の単位互
換など、積極的な連携を行っているところでござ
います。
次に、中国の大学との交流状況について説明い
たします。今、スライドの地図をご覧ください。
こちらが現在本学と国際交流協定を締結している
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中国の大学でございます。部局間の協定も合わせ
ますと、15の大学と交流を行っていることになり
ます。1988年に黒竜江大学と協定を結んだのを最
初に、中国の大学とは密接な交流を持たせていた
だいております。平成28年５月１日現在、正規留
学生数については31名、非正規も合わせますと
49名もの中国人留学生が本学で学んでおり、国別
の割合でも最も大きい数字となっております。そ
の詳細は19ページ、20ページのスライドに示しま
したとおりでございます。後からご覧いただけれ
ばと思います。
こちらが過去３年間の中国協定校からの交換留
学生受け入れ実績でございます。2014年が計24人、
2015年が計26人、2016年が計20人と、毎年中国か
らの留学生を受け入れております。
次にこのグラフをご覧ください。中国からの学
部および大学院留学生の内訳を表したものです。
理工学部の留学生が大半を占めていることが分か
ります。
こちらは留学生の卒業生の内訳とその進路で
す。卒業後就職される方が約半数です。そのうち
の35％は日本での就職でございます。
次に国際資源学部の紹介をさせていただきま
す。これはなぜかといいますと、われわれの大学
は最近この国際資源学部に改組いたしました。国
際資源学部の入学定員は、資源政策コース30名、
資源地球科学コース35名、資源開発環境コース
50名に加え、外国人枠５名となっています。
国際資源学部のカリキュラムをご説明いたしま
す。資源政策コースをご覧ください。資源政策を
はじめ、資源経済等、資源に関連する文科系の知
識を学ぶことが特色となっています。さらに卒業
後、国際的な活躍ができる人材の輩出が目的です
ので、英語のマスターも必要となります。そのた
めに１ないし２年間の間に集中大学英語コースが
必須となり、英語をマスターした後、３～４年次
は国際資源クリエイティブ演習を行います。これ
がもう一つの特徴でございまして、全員に３年次、
１か月の海外フィールドワークを課しているとこ
ろです。これがスムーズに行えるように事前学習
を徹底し、フィールドワーク終了後も事後学習に
てその成果を確認するようにしております。
海外フィールドワークを、スライドに示した
14か国の資源国で約１か月間実施しました。４～
５人のグループに分かれ、26プログラムが行われ、
無事大過なく学生全員が成果を挙げ帰国いたしま
した。

本学は資源に関連する全学センターも作られて
います。秋田大学国際資源学教育研究センターは、
秋田大学が有する鉱山学部時代からの資源開発の
経験、技術、人材などを基盤とし、国際的な視点を
持った資源人材養成のための教育研究拠点となる
べく、2009年に設立されました。機動的に多くの
資源国、特にアフリカを中心に、現地調査や講義
および技術指導などを重ねて実施し、先端的かつ
高度な資源学教育の実現に貢献しております。
もう少し詳細を述べたいのですが、時間となり
ましたので紹介を終わります。どうもありがとう
ございました。

黄　秋田大学の学長、山本様によるお話、ありが
とうございました。国際化における実践、そして
教育・研究の国際化においても、さまざまな取り
組みをご紹介していただきました。
それでは続いて名古屋大学の渡辺芳人様よりお
話を伺いたいと思います。名古屋大学における国
際化の基本的な考えと、国際人材育成というテー
マです。よろしくお願いします。

渡辺　どうも皆さん、こんにちは。名古屋大学の
渡辺でございます。今日は午前中からかなり濃い
お話をいただきまして、特に中国科学院大学の説
明などは、今まで詳しい内容がよく分かっており
ませんでしたので、私自身、非常に素晴らしい研
究中心の大学ができて、多分、中国の他のトップ
スクールとコンピートする、皆さんにとっては厳
しい状況が生まれるんではないかと思っています
けど、逆に言うと、われわれとしてもぜひ交流し
たい大学でございます。
本日は、名古屋大学の国際化、あるいは国際化教
育、人材育成をどう思っているかということに、中
心にお話をさせていただきたいと思っています。
本学は３年前に学長が替わりまして、５つの基
本的なドメインで何をするかという宣言を明確に
しております。１つは、人類の幸福に貢献する「勇
気ある知識人」、つまり人材育成をしたい。それは
非常に重要なことだと思っております。また、当
然われわれ研究大学ですので、人類の知を持続す
る、幸いなことに、2000年以降、名古屋大学から
は６名のノーベル賞受賞者を出していますけれど
も、そのレベルの研究を今後引き続き発展できる
ような人材を育成したい。そして、これは国際で
すけれども、世界の誰もが選びたくなるキャンパ
スを作ろう。これは単に、学生が、留学生をたく
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さん受け入れるというだけではなくて、教職員、
外国の教職員も名古屋大学のキャンパスで自分は
活動したいと思えるようなキャンパスを作りたい
ということでございます。そして当然、今、世界
中で非常に言われているイノベーションに貢献す
るようなやはり研究を、もう少し意識して進める
必要がある。それからもう一つは、マネージメン
ト、ガバナンスの話ですけれども、日本の大学は、
私も学生時代、あるいは助教授、若い時代は自由
を謳歌して好きなことをやってまいりましたけれ
ども、なかなか財政状況、さまざまな点で、そう皆
さんが自由にベクトルを変えてやっていけるよう
な時代ではなくなってきましたので、やはり大学
としてのマネージメントをきちんとしたい。
こういう５つのことでございますが、今日は国
際化と国際人材をどう作るかという話ですので、
この３番目の、誰もが選びたくなるキャンパスの
実現について、少しケースを絞ってお話をさせて
いただきたいと思います。
本学は既に８年前に、われわれの国際化、つま
り留学生の目標は明確にしておりまして、2020年
までに3,000人の留学生を受け入れる。本学は、学
生総数１万6,000人ですので、およそ学生の18％
を留学生にしたい。最終的には20％の留学生に
なったところで、数字的には目標を達成して、あ
とは非常によくできる優秀な学生をますます取り
たいということになっております。
現在、ちょっと今日はこの紙を出すのがちょっ
と早過ぎてあんまり準備ができなくて出していま
せんけど、昨年、学位を取るために在学している
学生が2,100名を超していますので、13％の学生
が留学生となっています。その他に交換留学です
とかサマープログラム等で来ますので、それを入
れると全体ではもう既に16％近い学生が留学生と
いうことになりますので、3,000人の達成というの
は、そんなに無茶苦茶な数とは思っておりません。
それから、海外に本学の学生を1,000名以上は出
したいということですけれども、実は、昨年達成
してしまいまして、今は、少なくとも大学を卒業
するまでに１度は留学をしようという。しかし、
行きたくないという学生もいますので、70から
80％の学生がチャンスを持てばいいだろうという
ことで、1,700人ぐらいの学生が毎年海外に短期・
長期留学をすれば、少なくとも卒業時点では７割
から８割の学生が行くということになっていま
す。この辺は他の大学もみんな同じだろうと思い
ますので、今日はその中でもわれわれがここ８年

間力を入れていますGlobal30というプログラムに
ついて少し紹介をさせていただきます。
基本的な、名古屋大学の戦略を立てる上でのモ
チベーションですけども、もちろん、皆さんが議
論既にされていますように、キャンパスのダイ
バーシティ、国際化、それは非常に重要なことで
ありますけど、もう一つは、日本の人口の減少に
非常に注目しております。実は30年前、日本の18歳
人口というのはおよそ200万人いたわけですけれ
ども、現在、120万人を切る状況になっておりま
す。これがどんどん減ってくるということで、大
学生の数は、30年前48万人が、今、進学率が上がっ
ていますので、各大学何とか定員埋まっています
けど、これは当然どんどん減ってきます。それか
ら、200万人いるときの約50万人の学生の能力と、
100万人の中の60万人では、明らかにそんな能力
の高い学生が突然倍になるというわけではござい
ませんので、やはり名古屋大学として、世界にバ
リューをきちんと認められて世界中から優秀な学
生を集めたいと、それが今後の日本の高等教育に
は非常に重要だろうと思っておりますので、単に
人がいなくなって、「さあ、いらっしゃい」では間
に合わないということで、８年前から準備をして
きたものでございます。特に、そのプログラムで
ありますGlobal30の授業について、まずは英語の
みの国際化コースの設定。それから留学生の受け
入れ。Global30の波及効果、この辺を中心に少し
詳しくお話をさせていただきます。
今日もそうですし、昨日も、中国のさまざまな大
学の皆さんにブースにおいでいただきまして、交
換交流をしましょうということですけれども、当
然日本と中国は英語圏ではございませんので、そ
れぞれの言語を持っています。そうすると、例え
ば名古屋大学の日本人学生が中国の協定校に、例
えば学部の２年生のときに行こうとすると、中国
語ができないと多分取れる科目がそんなにはない
だろうと。つまり語学研修を別とすれば、サイエン
スなり自分の専門領域で行くというのはなかなか
難しい。これは中国の学生が日本に来るときも同
じことでございます。
そういう意味では、本学は英語のみによる国際
コースが非常に重要だろうと思って制度設計をし
ました。これは８年前に制度設計したものですけ
れども、例えば物理のコースを作ろうとしたとき
に、学部の１年生で物理の学生が入ってきたとき
に、その学生が物理だけを取ればいいわけではな
くて、数学も化学も生物も、それから地球科学も
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取らなくちゃいけない。それから、英語も、言語学
もそうですけど、文学、歴史という文系科目も取
るという意味では、はっきり言えば、全部の科目・
学科に全部一斉に作るのが一番効率いいというこ
とで、物理、化学、生物、あるいは国際社会科学、
これは経済と法学ですけれども、というように、
全ての部局で一斉にスタートしました。で、ここ
で教えるテキストは留学生用の特別プログラムで
はなくて、現在日本人に対して行っている全ての
授業を提供するということで、先生方はノルマが
厳しくなるので、かなり「えっ」ということでした
けれども、そういう形でスタートしています。そ
れからこちらは大学院の修士あるいは博士で開講
している科目でございます。
先ほども申し上げましたけど、正規留学生が
2015年で2,100人、そして交換留学生も入れると約
2,500人。現在は2,600人を超していますけれども。
この英語プログラム、初めは日本人で日本の大学
を出た学生は受け付けていませんので、海外の大
学出た日本人を受け付けていますけれども、かな
り受験生としては少なかったんですけれども、最
近、非常に知名度も上がって、約500人の学生が受
けておりまして、この中からおよそ50人が入学し
てくるということですので、相当厳しいです。
もちろん中国からも多いんですけど、世界中か
ら学生が多うございまして、英語圏からもかなり
出てまいります。ちょっと時間ですので端折りま
すけど、これは、G30を始めたときからの大学院と
学部の英語の授業数を、推移をやっていますけど、
学年進行によってどんどん授業が増えますので、
現在、学部で547、大学院ではおよそ1,200の授業
が、日本語とパラレルに行われております。これ
だけ英語の授業を必ず毎期開講していますので。
失礼しました。実は、交換留学で今まで提携校か
ら来る学生は文系が中心で、日本語とか日本文化
を取る学生が多かったんですけれども、もちろん
日本語勉強しますけど、理系の授業を取るために
来るということで、競争率がものすごく高くなっ
ております。
最後ですけれども、実際、現在の日本の問題点
は、日本の学生が、国際交流はしていますけど、海
外の大学院に積極的に行かない。それは、われわ
れの教育が悪くて行けないのか、行く力はあるけ
ど、やはり国際性がないのかというところは常に
議論でしたけれども、実はこの英語プログラムを
始めて、まだ２回だけ学生が卒業していますが、
その80名の卒業生のうち40名が大学院に進学し

ました。40名の大学院のうち、20名が名古屋大学。
で、東京大学と京都ですけども、例えばミシガン
大学ですとか、Imperial College London、ETHと
いった世界のトップ50の大学にどんどん入って
います。実はこれは、われわれにとって大きな刺
激でありまして、日本人学生も、つまり名古屋大
学の教育は十分に世界にトップレベルになるとい
うことをこれ示していますので、これをもって、
やはり日本人学生にもっとモチベーションを持っ
て、海外の大学院に飛び出してもらいたいという
ことを、今中心に施策を続けているところであり
ます。どうもありがとうございます。

黄　渡辺副総長、ありがとうございました。とて
も印象深いのは、このプロジェクトは、私どもの
大変ヒントになります。Global30というプロジェ
クトです。とても重要なサポートだなと思います。
先ほど、スピーカーの皆さまは、さまざまな立場
で大学の国際化と国際人材育成に対する理解を共
有していただきました。あと15分間の時間がござ
います。15分間で、興味ある問題についてご質問
を承ります。続きましてディスカッションに入り
たいと思います。皆さま、何か質問があれば挙手
をお願いします。皆さま、何か質問ありますか。
学長の間も交流できますよ。先ほどの内容につ
いて、何か知りたいことがあれば質問してくださ
い。

会場　尊敬する学長の皆さま、交通大学からまい
りました。中国は日本からたくさん先進的な経験
を学びました。今、日中両国は国際化の取り組み
を進めています。学長の皆さまにお伺いしたい
のは、中国と日本は一緒に協力して国際化を進め
て、皆さま何かアドバイス、もしくは何か考え方
を持っていますか。日中両国の学長は、どうやっ
て協力して、どうやって努力して協力して、国際
化人材育成するかという質問です。学長の皆さま、
何かアドバイスありますか。

黄　実は教育部にも、中国の教育部と日本の文部
科学省にもこのようなメカニズムがあります。中
日大学の学長によるフォーラムというのがありま
す。こういうプラットフォームは確かにあります。
また他にも別のプラットフォームもあります。皆
さまも参加されたと思いますけれども。今、よい
優れたメカニズムというのがあります。中日韓３
か国の政府が非常に重視しているプロジェクトで
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もあります。このプロジェクトですけれども、よ
いプラットフォームになるでしょう。多くの大学
も、このプロジェクトに参加していると存じてお
ります。そしてフェーズ２、つまり第２段階に既
に入りました。既に始まりました。より多くの日
中、中日韓３か国の大学が参加し、その人材を育
成していくことを望んでいます。他にアドバイス
とかご提案がありましたらぜひ。はい、こちらで
すね。

会場　尊敬する黄学長、そして中国の、日本の学
長の皆さま、こんにちは。私も実は交通大学の者
です。交通大学とミシガン大学、アメリカのミシ
ガン大学の卒業生です。私もこの国際化した教育
を受けた者です。本日は皆さまのお話を聞いて、
ちょっと率直な意見を申し上げたいと考えており
ます。
皆さまも、この国際化についていろいろと述べ
られました。この国際化ですけれども、まだまだ
初歩的なものかと思います。先ほども黄学長によ
りお話がありました。交通大学とミシガン大学と
の共同学院、学部というのがあります。実は私も
この２つの大学の卒業生であります。この共同の
学校運営ですけれども、中国の大学は、中国の大
学、各大学ですけれども、貢献はしていると思い
ます。日本の大学の学長よりお話を伺いました。
感銘を受けました。日本の大学も素晴らしい努力
をされているなと感じました。しかし、このグロー
バル化視野というのは、実現させるまでは、また
また時間はかかるかと思いますけれども、どうで
しょうか。ただし皆さんは確かに努力をしている
ということは認めます。海外進出だけではなく、
海外からの優れたものを導入することも非常に重
要です。これも多くの大学がとっている取り組み
ですね。留学生の受け入れだけではまだまだ初歩
的かと思います。アメリカも多くの留学生を受け
入れました。ただし目的は違います。今の中国に
とって、われわれは今、肝心な時期に差し掛かっ
ています。ここで両国の大学の学長にお聞きした
いと思います。
習主席は一帯一路という政策を打ち出しまし
た。中国の大学の学長、指導者として、今後10年
間、中国の多くの企業は海外進出を図るでしょう。
資金だけではなく、人材の海外の輸出も含まれて
いますよね。これらの人材にとって一番重要なの
はグローバルな視野です。そして、このような団
体を率いることができる人材が必要です。技術、

言語、そして他の国の文化だけではまだまだ足り
ないかと思います。
それではこういった面において、どういった戦
略または計画とかがおありでしょうか。また、日本
の大学の皆さまにもお聞きしたいと思います。日
本の海外進出は、中国よりも早い段階でもう既に
始まっています。90年代から既に始まっています。
当時の日本経済は本当に早い発展を成し遂げまし
た。日本の財閥もアメリカ、マンハッタンでビルと
か土地とか、たくさん購入されました。日本の企業
も、日本人を当時派遣しました。それではどのよう
な人材を派遣したかといいますと、アメリカで留
学経験がある、そして英語がペラペラで、そしてゴ
ルフのできる人を派遣しました。当時どのような
努力をなされたか、ちょっと分かりませんが。当時
の日本企業は多くのこのような人材を派遣しまし
た。この一帯一路の構想のためにどのような貢献
をなされるのか、お聞きしたいです。

黄　この海外進出、国際化に関しては、日本の大
学は中国の大学よりも早い段階で既に始まってい
ます。私も90年代に日本の留学の経験があります
が、非常に印象深かったのが、日本の大学のほとん
どの学者は、ヨーロッパ、アメリカの留学経験が
おありということでした。つまり中国より早いと
いうわけです。先ほども質問がありましたように、
日本の学長の皆さま、どのようなコメントがおあ
りでしょうか。ぜひお願いします。

武田　国際化という観点から、今日は主に学生に
関して、留学生の受け入れと留学生の派遣という
ことを中心にお話をしたと思うんですけども、実
は研究者の派遣と受け入れというのも同時に神戸
大学としては考えております。私自身の個人的な
経験ですけど、私は研究者として11年間ヨーロッ
パに行っておりました。そこで感じたことはやっ
ぱり、どう言えばいいかな、若いときにできるだ
け外でいろんな経験をするということが、非常に
大きな財産になる。人的な交流もそこで生まれる
し、異文化に対するいろんなものの考え方、理解
というものも深まるということを、やっぱり身に
染みて感じております。学長になってからも、やっ
ぱり、そういう経験を若い人にできるだけ早くさ
せてあげたいと。特に、学生は特にそうですけれ
ども、若手の研究者を、神戸大学では毎年10名程
度、長期間派遣する制度を作っております。昔は、
国立大学の時代、法人化する前は在外研究員制度
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というのがあったのですけど、それがもうなく
なって、各大学の努力に任されているわけですけ
ども、いわゆる神戸大学の財源を使って、10名程
度毎年派遣をしております。そうするとやっぱり、
それなりに行った外国で人脈もできるし、共同研
究の道も開けるということで、結果的には神戸大
学のプレゼンスがそこで上がるということになっ
ているかと思います。
それと並行して、学生、もっと、だから刺激、何
ていうか、感受性の高い学生の、あるいは院生の
時代に海外を見るというのは非常に大きな経験に
なるというように僕は確信を持っています。そう
いうことで、国際交流っていうのは、ただ単に数
を増やせばいいというものではないですけれど
も、そういう経験をできるだけ若い人にしてもら
いたいという気持ちがあります。

黄　ありがとうございました。

渡辺　今の質問、非常に重要な質問だと思いま
す。というのは、ミシガン大学にもいらしたとい
うことで、多分、われわれ大学が今学生を、なか
なか行きたがらないので、２週間でもいいから、
まずは短期で行って慣れなさいということをやっ
ていますけども、やっぱりそれはお客さんですよ
ね。で、多分、大学に在学すると、そこに生活をし
ますので、やはり社会との関わりが出てきます。
実は私もミシガン大学には４年間おりまして、よ
く知っていますけども、82年から行っていますの
で、ちょうど自動車の日米摩擦で、日本車を壊す
というような怖いニュースをテレビで見ながら、
車で大学に通勤をしていましたけども、そのとき
思ったのは、商社の方とか日本の企業の人はビジ
ネスマンとして行きますけど、その社会に溶け
込んで、その社会の一員になるという認識は多分
なかったんじゃないかなというふうに思います。
私も海外に５年いましたけども、思うのは、やは
り、今思うと、大学院、特にドクターの学生は研
究中心になりますので、研究力をとにかく磨いて
いきますけども、本当は大学院でこそ、さまざま
な経済学だとか哲学とか、そういう教養をもう一
度学んで、社会とのつながりをもう少しきちんと
意識をしたトレーニングを受けて世界に出るべき
だろうと思います。だから中国も今後、だけじゃ
なくて日本もそうですけども、世界と、やはりそ
こから何かビジネスで稼ぐというよりも、一緒に
繁栄するという、やっぱり社会とのつながりとい

う視点を持つ人間を育てていく必要が、私は必要
だと思います。

黄　ありがとうございました。

会場　上海教育国際協会の者です。皆さまにお聞
きしたいと思います。国立大学も私立大学もあり
ますけれども、先ほど日本の学長の皆さまも国際
化、そして英語による授業の数が増えています。
実はここ数年間、中国においてもこのような流れ
があります。名古屋大学の渡辺副学長も、この申
し込む方が157人から、今の1,000人を超えたとい
う上昇傾向を見せています。それでは申し込みの
ハードルが変わったのでしょうか。上がったので
しょうか。実は以前も他の日本の大学の教授の話
を聞きました。ここ数年間、この申請のハードル
が高くなったという話ですね。中国人が申し込む
場合、関連の、例えば英語のテストの成績を提出
しなければいけません。欧米諸国の大学の入学試
験とちょっと似ている部分がありますよね。中国
の学生も実は今戸惑っています。欧米の大学申請
の基準を使って考えていますよね。ただし結局不
合格の人が多いですよ。
ここでお聞きしたいのですけれども、日本の、
特にこの国際コースを申し込む場合、どのような
基準があるのでしょうか。総合的な能力、総合的
な判断なのでしょうか。それとも、専攻に関する
評価を行っているのでしょうか。先ほど上智大学
の学長よりお話がありました。書類審査がありま
すよね。そして一部は面接もあります。またAO
面接というのもあります。さまざまですよね。こ
れも、アメリカや他の国の大学の学部生の入学試
験とちょっと異なりますよね。このチャンスを生
かして皆さまにお聞きしたいと思います。院生に
関しては教授とも話し合う必要があるので、ここ
では学部生についてお聞きしたいと思います。

黄　それでは名古屋大学の渡辺先生にお聞きした
いと思います。

渡辺　説明します。基本的にはアメリカの大学
と同じです。まずはホームページにアプリケー
ションができるようになっていますので、１か月
以上かけて、学生は順番にさまざまな情報を入れ
てきます。成績ですとか、リクワイアメントで、分
からないときはうちのAOオフィスとメールでや
りとりをして、大体皆さん１か月から２か月かけ
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て完成をして、それで締め切りまでに間に合う。
で、基本的には、英語力はIELTs6.5、TOEFL80を
ミニマムリクワイアメントとします。開始当初は、
大体そのぐらいの成績プラスαの学生がほとんど
でしたけども、今は実際には、もうこれだけ競争
が激しいと、IELTsで８、TOEFLで100以上の学
生が。以下ではほとんど入ってきません。それと
成績は、一応、高校の成績、あるいはバカロレアが
ある場合はバカロレアで、AOオフィスがレビュー
をして、そのカテゴリーごとに、例えば物理です
とか化学の先生に渡して、多分、７割ぐらいの学
生をインタビューに進めます。で、全員を30分か
ら40分、直接あるいはテレビ会議システムでイン
タビューをして、そこには必ずAOの専門家と、そ
れから、例えば物理であれば物理の教授が３名い
て、30分から40分インタビューをして合否を判定
します。
当初は、成績はもう成績証明書で見ていますの
で、モチベーションですとか、さまざまな本人を
見ることを中心にしていましたけども、物理と化
学に関しては、数学の力がないと、うちの１年生
の数学の授業を合格できないと。物理と数学の合
格ができないという例が出てきましたので、物理・
化学の学生に関しては、口頭で簡単な高校の物理
学とか数学の基礎的なことを聞く場合がありま
す。ですが基本的には、もう欧米の大学と同じだ
と思います。

黄　ありがとうございます。今日もう時間の制限
がありますので、この問題ですが、このテーマに
関しては、日本の大学に興味を持つ方は、他の関
連のフォーラムに参加することもできます。本日
は日本の学長、そして中国の学長よりお話を頂き
ました。本当にありがとうございます。経済のグ
ローバル化、そして資源の配置のグローバル化、
そして人材の流動が頻繁になってきています。大
学としても、このような学生のグローバル視野の
育成、そして異文化の交流、やはりわれわれ大学
にとっても重要な課題です。そして大学の責任で
もあります。本日は、この機会に各大学の学長と
意見・経験を分かち合うことができて本当にうれ
しいです。感銘を受けました。JSTが今回の素晴
らしいこの大学フォーラムを主催していただいた
ことに対し感謝いたします。非常に優れたプラッ
トフォームを提供してくれました。大学の発展に
は、やはり互いに学び合う必要があります。中国・
日本のともの努力のもとで、われわれは必ずや、
この長所を取り入れ、短所を補い、両国の高等学
校の授業をさらに発展させることができるでしょ
う。最後となりますが、本日の大学フォーラム、そ
して国際人材育成の分科会の終了を申し上げたい
と思います。ありがとうございました。ご来賓の
皆さま、以上をもちまして日中大学フォーラムが
終了いたします。ありがとうございました。
今回、アンケートもご用意をしました。もしよろ
しければぜひ記入をしていただきたいと思います。
本日は、ご参加いただき、ありがとうございました。
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■ 講師PROFILE

● パネルディスカッション③ ● 大学における地域貢献のあり方（１）

鵜飼 裕之　■名古屋工業大学 学長

1954年生まれ。制御工学、電力システム工学を専門とし、名古屋工業大学で工学修士と博士（工学）を取得した。
2005年に名古屋工業大学教授に就任し、その後、副学長、留学生センター長等を経て2014年4月より国立大学法
人名古屋工業大学長に就任した。

モデレータ

陳 新　■広東工業大学 学長

工学博士、教授、博士課程指導教員、広東工業大学学長。広東省科学技術協会副主席、広東省機械工学会副理事長
（兼製造業情報化分会および工業工学分会理事長）。最初の達成者として国家科技進歩二等賞1項目、広東省科学技
術一等賞3項目、国家教学成果二等賞1項目を受賞。全国模範教師、国家新世紀百千万人才プロジェクト国家級人才、
広東省南粤百傑特別支援人才などの称号を取得。

パネリスト

李 大勇　■ハルビン理工大学 学長

1958年5月生まれ、中国共産党党員、工学博士、教授、博士課程指導教員。材料学省級重点学科リーダー、材料学
省級トップ人才指導幹部リーダー。2008年より、ハルビン理工大学学長。2004～2005年、英国シェフィールド
大学機械学科の客員研究者を1年務める。長年、材料加工過程のスピード検査と制御の教育および研究に従事し、
国家自然科学基金一般プロジェクト、国家自然科学基金科学計器専門プロジェクト、元機械部科技基金、黒竜江省
傑出青年基金、黒竜江省科技難関プロジェクト、黒竜江省自然科学基金、ハルピン市科技難関プロジェクト、ハル
ビン市優秀学科リーダー基金および企業委託科研課題50項目以上を担当する。中国発明特許15件、実用新案11件
を授権。発表した学術論文は200本以上。

パネリスト

李 俊傑　■チベット大学 副学長

1988年1月～1992年3月、大連理工大学水工構造工学博士課程修了、1985年9月～1987年12月、大連理工大
学防災減災プロジェクト修士課程修了、1981年9月～1985年7月、大連理工大学水利水電工程大学卒業。
1997年7月～現在、大連理工大学建設工程学部水利工程学院教授。1993年12月～1997年6月、大連理工大学水
利学科副教授。1992年4月～1993年11月、大連理工大学水利学科講師。2011年11月～現在、大連理工大学副学長、
2016年8月～現在、チベット大学副学長。
中国水利学会常務理事。研究分野はハイダム数値分析、斜面安定と信頼度分析、工学構造物の健康診断・安全監視
システム、計算知能とその工学的応用。
国家自然科学基金、重点研究計画、各種水利工学科研プロジェクト数十項目を担当、発表論文100本以上、担当し
た博士・修士課程学生は70人以上。

パネリスト

趙 継　■東北大学 学長

工学博士、教授、博士課程指導教員。現在、東北大学学長。吉林大学副学長、常務副学長を歴任。
主な学術的職務は、中国科学技術協会組織建設専門委員会委員、遼寧省科協副主席、教育部機械類専門教育指導委
員会副主任委員。
長年、インテリジェント精密製造分野の研究に携わり、国家973課題、863プロジェクト、国家重大科技専門プロ
ジェクト、国家自然科学基金重点・一般プロジェクトおよび部省級課題30項目あまりを担当、特許20件以上を授
権。国内外で発表された学術論文200本以上、教育・科技奨励賞の受賞多数、吉林省英才賞、吉林省突出した貢献
のある中青年専門家の称号などを受賞。

パネリスト
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張 洪海　■曲府師範大学 学長

博士、教授、博士課程指導教員、現在曲阜師範大学学長。教育部新世紀優秀人才、山東省大学中青年学術中核人材、
山東省野生動植物保護・利用特色重点学科リーダー、山東省大学南四湖湿地生態・環境保護重点（強化）実験室主
任、中国動物学会理事、山東動物学会副理事長。長年、野生動物の生態と管理に関する教育・研究に従事し、国家自
然科学基金など省部級プロジェクト30項目以上を担当、国内外の学術雑誌に発表された論文70本以上、著作1冊。

パネリスト

岩渕 明　■岩手大学 学長

宮城県出身。東北大学大学院工学研究科修士課程修了後、同大学工学部助手。東北大学にて工学博士の学位を取得。
1983年文部省在外研究員として英国ノッチンガム大学研究員。1984年岩手大学工学部助手、講師、助教授を経て
1991年同大学教授に就任。1995年同大学地域共同研究センター長。2010年に同大学理事（地域連携・国際連携
担当）・副学長、2011年に理事（総務・地域連携・国際連携担当）・副学長を歴任し、2015年より学長に就任。現
職の他、復興庁復興推進委員会委員、国立研究開発法人科学技術振興機構大学発新産業創出プログラム推進委員会
委員などに従事。日本学術会議連携会員。専門分野はトライボロジー・機械材料・機械加工学・金型工学。

パネリスト

受田 浩之　■高知大学 副学長

1960年北九州市生まれ。九州大学（農学博士）。1986年8月九州大学助手農学部、1991年4月高知大学農学部助教授、2004年
12月同教授、2005年5月から地域連携推進本部長兼務、また2005年7月から地域連携推進センター長、2006年4月から副学
長（地域連携担当）兼務。2015年4月より、地域協働学部教授。1990年農学博士（九州大学）、1991年～1992年ドイツ国立バ
イオテクノロジー研究所（GBF)客員研究員。1995年度日本食品科学工学会奨励賞、1998年度日本分析化学会フローインジェ
クション分析研究懇談会進歩賞受賞、2008年度同学術賞受賞。現在、日本カツオ学会 副会長、健康支援食品制度検討委員会委
員、四国地方産業競争力協議会、高知県地産外商公社評議会評議員、高知県戦略産業雇用創造プロジェクト推進協議会 委員、高
知県産業振興計画フォローアップ委員会 委員、高知市総合計画審議会 委員長、高知市都市計画審議会 委員、高知市まち・ひと・
しごと創生有識者会議 委員長、四万十市産業振興計画フォローアップ委員会 委員長、三好市シニア層地方移住促進実行委員会、
文部科学省「科学技術・学術審議会」臨時委員及び専門委員、内閣府消費者委員会食品表示部会　委員、内閣府「地方創生カレッ
ジ推進会議」委員、「そうだ、地方で暮らそう！」国民会議委員等を務める。

パネリスト

瀧 寛和　■和歌山大学 学長

1956年奈良県生まれ、大阪育ち。78年大阪大学基礎工学部卒業、80年大阪大学大学院基礎工学研究科博士前期課
程修了。1980年三菱電機株式会社に入社。1986～1990年財団法人新世代コンピュータ技術開発機構の研究開発
に参加。その後、三菱電機株式会社情報電子研究所、同設計生産性技術センター、同設計システム技術センターグ
ループマネージャーなどを経て1998年から和歌山大学システム工学部教授。同学部長、副学長、システム情報学
センター長、工学自然科学系長などを経て、2015年から学長。工学博士（知能情報学）。専門は知識情報処理、人工
知能、知的システム。

パネリスト
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鵜飼　それでは日中大学フォーラム第２部の分科
会、開催させていただきます。私はこのセッション
のモデレータを仰せつかりました、名古屋工業大
学の鵜飼と申します。フォーラムに参加して、こ
のような機会を与えていただきましたことをまず
は関係者の皆様に感謝申し上げたいと思います。
またこのセッションにご参加いただきました各大
学の先生方、ならびに参加する方々にも深く感謝
を申し上げたいと思います。
このセッションの目的でございますが、フォー
ラムの目的として、教育、研究、社会への貢献など、
大学のミッションに関して、大学経営、あるいは最
近問題になっておりますグローバル化に対応する
国際化、そういう観点から日本と中国の大学の共
通的な課題に関して、大学のトップの方に意見を
交換していただくことが目的となっております。
それではこのセッションのテーマは、大学、特に
地方の大学における地域の貢献の在り方、特に日
本と中国の間では、地方であるとか、あるいは地
域というものの考え方、また背景、さらには大学
の設置の形態、あるいは運営の方法なども異なっ
ているのが現状でございます。
しかしこのテーマのように、大学が地方貢献に
果たす役割というものは、中国においても、日本
においても、共通的な課題ではないかと考えてお
ります。始める前に、日本における地方大学の課
題について、私のほうから少しご説明をさせてい
ただきたいと思います。
現在、地方と、それから中央である東京近辺の
大学の間に格差が広がっているというのが日本の
現状でございます。具体的には、例えば進学率に
おいても、東京周辺は進学率が70%を超えている
のに対して、ある地方、例えば鹿児島という地方
においては30%台になっているなど、進学率も大
きく格差が出ております。また若者の就職先、あ
るいは卒業後の移動についても、地方から東京に
流動している、移動しているというような状況が

ございます。
また日本の場合は、少子化によって、18歳人口
が急激に低下する現象が始まっております。特
に2030年には、現在120万人の18歳人口が100万
人まで低下すると言われております。さらには、
2030年には、今の３割減ということまで予想され
ています。
こういう時代を背景としまして、今、日本の国
立大学、私どものような国立大学に対しては、大
学の機能強化という観点から、３つのグループ、
これは地方への貢献を中心として特色のある分野
で、全国、あるいは世界的な規模で貢献していく
というタイプ。それから地方というよりは、全体
的に日本、あるいは世界で特色のある分野をさら
に発展させていく大学、そしてもう１つは、世界
的なトップランキングの中で世界に伍して活躍で
きる大学というように、３つのカテゴリー、ある
いはグループに分けて、政府からの予算配分の方
法が決定される状態になっております。
こういう背景を受けまして、日本においては、
ますます地方の大学としての特色、あるいは強み
を出すことが求められているのが現状でございま
す。中国における大学の状況は、残念ながらよく
承知しておりませんが、おそらく現在、あるいは
今後もそういう状況の中に中国の大学も入ってい
くのではないかと思っております。
一方、日本全体における経済の発展、あるいは
産業構造については、ここ数年、大きく変化が起
きております。午前中のセッションでもございま
したように、AI、あるいはIoTなどの情報化の推
進よって、ますます産業構造が変化し、地方にお
ける産業の衰退が懸念されております。こういう
地方の産業構造、あるいは産業の変化に対して、
どのように大学がコミットメントをして、地方の
活性化につなげていくというのが非常に大きな課
題ではないかと考えております。
以上の観点から、このセッションにおいては、
地域性を考慮しつつ、それぞれの大学の特色、強
みを生かした地域の活性化の取り組み、そういう
ものをそれぞれの国のサイドから、いろいろな事
例をご紹介いただきながら、活発に意見交換をし
てまいりたいと思っております。先生方の積極的
なご発言をお願いしたいと思っております。
与えられた時間は２時間でございますので、ま
ずはそれぞれの大学から、今のような点を踏まえ
て、地方、地域貢献に関わるいろいろな事例をご
紹介していただきたいと思います。順番としては、
中国側から５大学、日本側から４大学が参加して
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おりますので、まずは中国側の大学から順番にま
いりたいと思いますが、よろしいでしょうか。中
国、日本、中国、日本という形で相互に発表を交換
しながら進めてまいりたいと思っております。
日本の大学は、通常北のほうから始めるとい
うのが通例になっておりますので、私の理解で、
ちょっと北のほうから中国でも発表していただく
ということでよろしいでしょうか。すいません、
地理的な認識が間違っていれば、お詫びしたいと
思いますが。まずは中国で一番北にあると思われ
ますが、東北大学、よろしいでしょうか。ハルビン
ですね、すいません、ハルビンだそうです。訂正が
かかりました。それではハルビン大学ですか、す
いません。
その後は順番に、今度は日本側の名工大が一番
上なですが、名古屋工業大学は一番最後にして、和
歌山大学というふうにお願いします。それじゃあハ
ルビン工業大学、すいません、お願いいたします。

李大勇　皆様こんにちは。私はもともと３番目で
したが、モデレータの鵜飼先生の考えによって、
最初にお話しさせていただきます。昨日は日本の
大学との連絡会にも参加しました。午前中もいろ
いろ報告を聞かせていただきました。
私たちハルビン理工大学の運営に関する考え方
について、いろいろご紹介したいと思います。本
日のテーマは、業界と地域の発展に貢献するわれ
われの実践についてです。
ご存じのように、世界的に見れば、科学技術の革
命が進んでいます。中国でも経済の発展のニュー
ノーマルの状態に合わせて、中国の高等教育も新
しい段階に入りました。日本の方はご存じかと思
いますが、今年１月から復旦大学の共通認識から、
５月の天津大学のアクションがあって、国内の教
育が新しい工学学科の改革を進めてきました。わ
れわれは理工系大学ですから、新しい工学学科の
改革にも参加させていただいております。
国家の新しい段階の東北振興戦略の実施、それ
から黒竜江省の経済振興の全面的な計画は、われ
われハルビン理工大学のような学校に対しても新
しい要望を出していますし、そしてそれと同時に、
新しいチャンスとチャレンジも同時に存在してお
ります。
ハルビン理工大学は、1950年に設立されました。
東北の伝統的な工業基地と同時に誕生しました。
そしてハルビンは中国の重工業の基地の１つであ
りますから、中国の電気設備、そして電力設備の
製造業とともに発展してきました。

われわれは、中国の教育改革の前の段階におい
ても、そして改革を進めている段階においても、
ずっと地域の経済発展、そして業界の発展に貢献
してきました。中国の設備製造業、そして地域発
展に役割を果たせる、役立つ大学になろうとして
きました。また、機械工業部に属していたハルビン
科学技術大学、ハルビン電工学院、ハルビン工業
高等専門学校と合併し、1995年に再編いたしまし
た。1998年に中国の機械工業部が廃止された後、
わが校は黒竜江省に属するようになりました。
もともとの３つの大学は機械部に属していた学
校なので、業界に貢献する、そういう背景を持っ
ております。ハルビン科学技術大学は、科学技術
を根本としてきました。1978年から1982年までは
中国科学院に属しておりました。中国の両弾一星
勲功メダルの獲得者王大珩先生も学長を務めてい
らっしゃいました。王学長の、実践を大切にし、能
力と道徳を兼ね備えた人材を養成するという大学
運営理念は、今でも伝承されています。
そしてハルビン電工学院は、全国唯一の電線
ケーブル専攻を設け、また、電気と電気材料の専
攻は業界内でも非常に有名であります。卒業生は、
国内の電線ケーブル業界で重要な役割を果たして
います。また、キャンパスが非常に狭いことでも
有名です。
もう１つは、ハルビン工業高等専門学校です。
専門学校ですけれども、理論と実践の両方を重視
する教育が有名で、全国のモデル学校になりまし
た。応用型技術人材をたくさん育ててきました。
ご存じのように、大学の機能は現在、人材養成、
科学研究、文化の伝承などと定義されています。
また社会にも貢献をしなければなりません。その
中で一番根本的な職能は、やはり人材の養成と科
学研究だと私は考えております。
この図でおわかりのように、左上のほうは、も
ともとの科学技術大学、そして科学電工学院、そ
してハルビンの高等専門学校、いろんな図が掲げ
られていますが。
現在わが校には、４つのキャンパスがあります。
左は、大学の西キャンパスで、もともと科学技術
大学のキャンパスでした。そして左下のほうは南
キャンパスで、以前は電工学院でした。右下のほ
うは、2006年に山東省の協力のもと、山東省栄城
市に新しいキャンパスを作りました。
大学の機能、先ほど申し上げましたが、一番基
本的なのは人材養成と科学研究だと申し上げまし
た。ハルビン理工大学は地方大学として、どのよ
うにしてこの２つの機能を果たすのか、近年来、
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いろいろな試みをしてきました。
大学は黒竜江省のハルビンに位置するので、地
域の発展、地域の経済社会の発展に責任を持って
います。歴史的にはずっと機械工業部に属してい
たので、業界のために奉仕するということも忘れ
てはいけません。ですからその地域に立脚し、業
界に奉仕するという理念を持って、学校を運営し
てきました。
人材の養成の面においては、われわれの目標は、
素質の高い応用型人材を育てることです。素質が
高いというのは、少なくとも３つの特徴がありま
す。まずは整った知識構造があること、そして実
践能力がある、そして３番目は革新意識を持つと
いうことです。これは近年来、人材養成の目標と
して掲げてきたものです。その人材が社会に役立
つ人になるためには、以下の３つの面で取り組み
をしなければいけないと思います。
まず、専攻の設置は、社会の各種人材のニーズ
に応えること、そして人材モデルは企業の要請に
合わせること、もう１つは、カリキュラムの内容
は企業の長期的な発展ニーズに応えることです。
科学研究の面では、業界の発展を推し進め、そ
して業界の発展に役立つ応用型成果を打ち出さな
ければなりません。その成果は、企業の持続的な
発展をサポートし、業界の技術の進歩を促進し、
そして中国の製造業の飛躍的な発展に手助けをす
るという３つの特徴がなければなりません。
わが校の専攻の大部分は、もともと機械製造業
と関連していました。業界に役立つために、その
成果は少なくとも３つの要素を持っていなければ
なりません。まずは、研究分野は、その基礎と運用
の両方に立脚することです。われわれは理工系大
学です。理科、工科、この２つを重視することで
す。その目標の設定は、実際の問題を解決するこ
とです。大学の研究成果の大部分は、大学の外で
は運用できないものが多いです。われわれはそれ
と反対に、実際の問題を解決しようと思っており
ます。そして成果の形式は、市場での開拓、そして
製品の可能性を考えなければなりません。
67年の歴史を持つわれわれの大学は、４万から
５万人の学生を社会に送りました。技術者、科学
研究者、そして先生になった学生もいます。先ほ
どの昼食の際に、私の隣に座っていたハルビン工
業大学の韓傑才副学長は、わが校の優秀な卒業生
であります。
地域、経済の発展、そして社会の発展に、わが
校の大学の人材は、一定の貢献を果たしたと私
は思います。わが校は、もともと機械工業部に属

していた学校でしたが、現在は地方大学にモデル
チェンジしました。われわれの学校運営の目標も、
国民が満足し、社会が認可し、そして数多くの先
生と学生たちが誇りとする高レベルな大学を作る
ことです。国民が満足、つまり親御さんが満足す
ることです。社会が認めてくれるということです。
そして、工業大学ではなく、工程大学でもない、
ハルビン理工大学なのだ、と説明しなくてもみん
ながわかる、そのような大学を作ることです。一
流学科の建設の中で、新しい工学学科の改革の中
で、大学の専門学科の最適化を考え、そして先ほ
ど申し上げましたような大学を作ることを考えて
おります。ありがとうございました。

鵜飼　李先生、ありがとうございました。与えら
れた時間については申し上げませんでしたが、全
体の時間を考えまして、10分を目安にお願いをし
たいと思いますが、今のご発表に対して、何か直
接的なご質問があればお受けしますが、よろしい
でしょうか。はい、それでは次は日本側から岩手
大学のご発表をお願いいたします。

岩渕　こんにちは。岩手大学の岩渕と申します。
今日は岩手大学の地域連携について、限られた時
間ですので、簡単に説明したいと思います。
はじめに大学の概要でございます。岩手大学
の所在地でございますが、東京から２時間20分、
550キロぐらい北に走ったところであります。岩
手山が後ろに聳えている、非常に風光明媚と言い
ますか、自然に恵まれた環境の中にあります。
現在は、学部としては４学部、それから大学院
が、細かく分けるといっぱいあるんですが、今は、
現在は２研究科、それから博士課程が２研究科、
学生がだいたい6,000人、留学生が200人、教職員
が670、非常勤を入れると、だいたい800から900の
メンバーでございます。
岩手大学を一口で特徴はと言われると、中規模
総合大学であると。大きからず、小さからず。そ
れから広々とした空間を持つOne campusという
ことで、非常に緑に囲まれているということであ
ります。それから100年以上で、われわれは大学
としては、1949年に新制大学として出ていますが、
一番古いのが教育学部で、140年ぐらいの歴史を
持っていますし、農学部は112年ぐらい、工学部
が80年ぐらいの歴史を持っている大学で、戦後、
1949年に合体したということであります。
この表は、先ほど鵜飼先生のほうから説明あっ
た３つのグループに、大学が機能強化で分かれた
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と。岩手大学は当然グループ１の地域に貢献する
大学というところで手を挙げたわけであります。
国立大学法人化以降、６年ごとに中期計画、中
期目標ということでやりますが、昨年2016年から
第３期の中期目標、中期期間に入ったわけであり
ます。それでわれわれは、その中でglocalな大学
ということで、glocalというのが、localとglobalと
いう、合わせた日本語英語でございますが、glocal
な研究と教育による人材育成をする。
それから後で今日のメインでありますが、震災
の後の復興ということで、新たな、それをどう生
かしていくかということ。それで地域を先導する
というような目標で今、大学運営を考えていると
ころであります。
今日、李先生、チベット大学ですが、われわ
れ、グローバルな国際交流で言うと、UURR、
University and University ＋ Region and Region
ということで、先生が大連にいらっしゃった時、
岩手大学と大連理工大、それから岩手県と、それ
から大連という地域と大学が産学連携の中で、ど
ういう連携ができるかということをもう10年来、
一緒にやってきておりますし、教育の分野におき
ましては、曲阜師範大学、一昨年30周年だったで
すかね、ちょっと覚えてないですね、70年だった？
I’m not sure、何年になりました？30年。で、式
典に行きまして、中国のパワーを改めて見てきた
ところで、中国の、200人の留学生のうちの６割、
120人ぐらいが中国のいろんな地域から来て勉強
しております。
今日の主題である地域貢献ということで、もと
もと岩手大学は、われわれ国立大学法人化と、独
立法人化と言うのですが、「岩手の大地と人ととも
に」ということで、地方の中核大学として頑張っ
ていくということで、1990年代から積極的にやっ
て、産学官連携ネットワークということで言えば、
岩手ネットワークシステムが、1992年以降動いて
おりまして、この辺が岩手における産学官連携の
ベースになっているところであります。
それで今日は何をお話したいかというと、地域
がものすごい課題になった時に、大学はどう対処
してきたかということをメインに、地域の課題と
いうか、困難を大学がどう貢献してきたかという
ことで話を絞っていきたいなと思っております。
ご存じのとおり、2011年の３月11日にマグニ
チュード9.0の東日本大震災が起きたわけであり
ます。写真２枚用意してきましたが、６メートルの
堤防を越えて、ワゴン車が乗り上げてくるのがわ
かるかと思いますし、陸前高田は市全体が、もう全

体流されてきた。こういう地域の課題に対して復
興しなきゃいけない。じゃあ大学はどう取り組ん
でいくのかというのが、われわれの過去６年間の
大きなミッションになってきたわけであります。
それで先ほどもあったわけですが、地域に貢献
する大学ということで、地域の中核大学として
復興に取り組むのは、われわれの義務である、責
務であるというふうな姿勢で、全教職員、学生、
6,000人の若い力というのは学生ですし、400人の
専門家集団というのは教員が、それぞれの立場で
これに貢献していくということが非常に大きな
ミッションになったわけです。
大学的に言うと、研究と教育、あるいはそれに
伴う社会貢献というものの継続性というのは非常
に重要ですが、こういう大きい災害が起きた時に、
大学が通常の教育研究を継続することと、地域に
出向いて何かをするということと、どっちが価値
があるかというか、求められているか。われわれ
は、授業を置いてでも、復興に携わるということ
を選択して、活動したわけであります。
このように４つの学部の先生方が横断的に、あ
るいはミックスしながら教育支援、生活支援、水
産復興、ものづくり、それから農林畜産、地域防災
というような部門、６つの部門にそれぞれ加入し
まして、動いてきたわけであります。
それで最後のスライドになると思いますが、わ
れわれは６年間復興に貢献してきたという自負を
しております。しかし、国連の防災会議が３年前
にあって、2015年にあって、その時、どのように教
育・研究に生かしていくのかというようなところ
が、逆にわれわれ質問されて、要は、貢献すること
はいいけど、それをどうアカデミシャンとして貢
献するかということが、ちゃんと示しなさいとい
うようなところがあったわけで、われわれ、安倍総
理も言っていますが、地方創生というのは、日本
および世界の共通課題であって、岩手における震
災復興はまさに地方創生のモデルである。それに
大学がどう貢献するかということですから、岩手
大学の復興活動は地域貢献の１つの例であって、
活動を学術的にさらに消化していく、まとめてい
こうということで、今後glocalという意味で、国際
貢献にも貢献していきたいと思っております。
スライドは以上です。ご質問があれば、後でま
たお受けしたいと思います。以上、どうもありが
とうございます。

鵜飼　岩渕先生、ありがとうございました。何か
ご質問がございましたらお願いいたします。よろ
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しいでしょうか。じゃあまた後ほどお願いいたし
ます。
それではその次のご発表は中国側から、すいま
せん、間違ったら申し訳ございません、チベット
大学の、東北大学ですね、東北大学にチェンジし
てください。すいません。

趙　趙継と申します。92年から93年に北海道大学
へ留学しておりました。ですから午前中の基調講
演で、北海道大学や大通りのスライドを見て、そ
して日本の皆さんにお目にかかって、大変嬉しい
です。今年の10月に、瀋陽で中日大学学長のフォー
ラムがありますので、その時、またぜひお会いし
たいと思います。
本日のテーマは、地域発展への貢献の中で如何
に大学の特色を際立たせるかということです。ど
ういうふうにイノベーションを通じてサービスを
提供するのか。地域への貢献は大学の使命です。
その時にイノベーションによって、自己の、自分
のレベルを高めなければなりません。われわれの
大学としては、大学の特色を保つことが非常に大
事です。３年前まで、吉林大学で学長をやってお
りましたが、吉林大学と東北大学はやはりまった
く違います。
本日は２つの観点よりお話ししたいと思いま
す。１つはどういうふうに大学の特色を打ち出す
のか。もう１つはイノベーションです。
まずは大学の使命についてですが、今日はここ
に時間をかける余裕がないんですが、私の紹介資
料の中では詳しく書いておきましたので、この面
はちょっと簡単に触れるだけにします。
私の観点としては、社会への貢献は、地域への
貢献だけではなくて、大学自身のレベルアップに
とっても有益です。歴史的な根拠としては、マサ
チューセッツ大学などのようなやり方もありま
す。イノベーションを大変重視し、その地域に貢
献すると同時に、自らを発展させるようにしてき
ました。またイギリスのウォーリック大学にも注
目しております。50年間の歴史しかありませんが、
しかし国際的には成長が非常に早いです。ここで
はいろいろな大学を並べましたが、日本において
もたくさんの大学がイノベーションを重視してき
ました。
その中ではいくつかの問題点がありますが、ま
ずは先生のレベルを高めることです。もう１つ
は、技術の移転、そして成果の移転によって、社
会に貢献する。もう１つは、一番進んだ科学技術
の成果を教育の内容に展化させ、知識のイノベー

ションを実現することです。あくまで私の考えで
すが、中国大陸部においては、大部分の理工系大
学、エンジニアリングの教育は産業の発展と比べ
て遅れており、人材の知識と学科の設置はこれか
らの産業の発展に追いつかなくなります。ですか
ら私はこの２つの移転に注目しています。
そしてもう１つ申し上げたいのは、大学が発展
してきて、その中にはたくさんのチャレンジもあ
りました。私は東北という特殊な地理条件に位置
する大学ですから、その中でいろいろな難しい部
分が出てきました。ご存じのように、ハルビン、黒
竜江省、吉林省、遼寧省は中国の北のほうに位置
する３つの省です。中国では新しい東北振興戦略
を実施しています。しかし歴史的な原因や体制の
問題で、経済上の問題を抱えています。
科学技術の展化に限りますと、私は１つの調査
を行いましたが、体制、メカニズムの問題です。国
有企業が大変多く、民間企業が少ない。そしてベン
チャー企業が少ないです。あと、科学技術の革新
ですね、イノベーションの原動力は南方の都市ほ
ど積極的ではありません。人材の流出の現象もあ
ります。そして科学研究費も足りないということ
です。平均してみると、中国の南のほうと比べる
と、研究費が少ないです。こういった問題点です
が、これは一時的なものと考えています。東北地方
に対する国のサポートも大きくなってきています。
最後の問題ですが、新しい背景、新しい情勢の
下、我々はどうするべきかということです。歴史
を振り返りますと、東北大学は、中国で初めての
大学サイエンスパークを設立し、中国の初めての
スーパースティールを作り、中国で初めての模擬
電子パソコンを作りました。そして、中国で初め
てのソフト上場会社を作りました。また中国初め
ての国産CT機械を作りました。このCT機械は世
界の100以上の国に輸出されています。
また去年、一昨年、技術移転などの数は中国の
大学の中でトップ３に入っています。ハイテク産
業の生産額は人民元で130億元ぐらいです。日本
に換算することはちょっとできませんが、130億人
民元ぐらいを創出しました。
それはもう過去のことです。では、これからど
うしましょう。まず私が注目するのは、体制、メカ
ニズムの転換です。私は去年、いろんな政策を打
ち出しましたが、大学は教育機関であるという考
えに基づいています。大学は企業の研究開発部門
ではありません。ですから私は、新しい研究構造
を考え、もともと研究本部というのはなかったの
ですが、技術部門と産業グループをつなげるため
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の研究本部を作りました。もし皆様瀋陽へ行く機
会がございましたら、われわれのサイエンスパー
クをぜひご案内したいと思います。
そして新しいプラットフォームを作りました。
クラウドの計算方式、そしてビッグデータ、スマー
ト製造、そして国レベルのシンクタンクも作りま
した。ビッグデータの計算能力は中国北部では
トップです。
他にも、鉄鋼、ハイエンド医療映像設備、そして
瀋陽のロボット研究センターなどあります。それ
と同時に、そういったイノベーション能力を持つ
人材の養成を重視しています。
私は自分の卒業生がすぐ起業家になれるとは期
待しておりません。革新、イノベーションは思想
です、考え方です。すぐに優秀な人材になれると
は期待しておりません。革新のスペース、革新の
空間を提供することで、学生が学習や研究を実践
に結び付けられるようにしております。
現在、東北大学では、めぼしいところでも学生
が立ち上げた企業が50社以上ございます。学生が
自分の成果、革新の成果を企業という形で社会に
貢献することも実現できるようになりました。一
方、わが校の人文社会科学学科ですが、私の母校
の吉林大学比べても正直言ってレベルに差がござ
いましたので、ここも改革いたしました。東北振
興研究院を設立し、海南省の中国改革研究院と協
力して、現在は中国改革委員会のシンクタンクに
なりました。中国の東北のいろんな理論、政策の
制定に役割を果たしています。もちろんこういっ
たシンクタンクも大学の人材養成に役割を果たさ
なければならないと私は考えております。
わが校のキャンパスですが、瀋陽に２つ、あと
秦皇島に１つのキャンパスがあり、こちらに１万
人ぐらいおります。瀋陽のキャンパスは30分ぐ
らい離れていますが、古いキャンパスと新しい
キャンパスがありまして、２つの面積は同じぐら
いです。そこで「盛京双創回廊」というものを打ち
出しております。盛京とは瀋陽の別称、双創は創
意創業、回廊は地域、ということです。ちょうど２
つのキャンパスがそれぞれダンベルの重りのよう
になっています。しかし、完全に市場向けのもの
は作りません。イノベーションの原動力の作用を
担うものを作ります。これは地方政府も注目して
おりまして、国家戦略と居続けられる可能性もご
ざいます。我々といたしましても、東北大学の新
しい産業パークとインキュベーションベースとし
て打ち出していきたいと思っております。ありが
とうございました。

鵜飼　趙先生、ありがとうございました。ご質問
いかがでしょうか、ございますでしょうか。それ
ではなければ、次のご発表に移ります。日本側か
ら和歌山大学の瀧先生、お願いいたします。

瀧　和歌山大学の瀧と申します。よろしくお願い
いたします。和歌山大学は、日本のちょうど真ん
中ぐらいに有名な京都とか大阪とかがありますけ
れども、それの南のほうにあるのが和歌山県です。
関西空港から非常に近いところにあります。これ、
今、写っているのが大学の全景ですけれども、和
歌山大学は４つの学部で構成されております。
大学はちょうど今、写っている図が和歌山県の
全域ですが、紀伊半島という半島にございまして、
海に面していると。山は非常に険しい山の部分も
ございます。先ほど岩手大学の岩渕学長の話もあ
りましたけれども、海が近いということは、災害
にも見舞われやすいと。和歌山県もだいたい数百
年に１回、大きな津波を受けまして、ちょうどこ
の真ん中辺に広川町というのがあるんですが、そ
こに昔、こんな有名な話があります。
津波が来たのが夜だったんですね。夜だと、皆
さんどこへ逃げていいかわからないので、あるそ
この地元の有力な方が、お米を取ったばっかりの
藁に火をつけて、山まで誘導したというのがあり
ます。それにちなんで、11月５日という日だったん
ですけれども、世界津波の日というのが、それに
ちなんで作られました。
ということで、和歌山県も災害対策については
非常に力を入れています。海が近くて、非常に温
暖なこともありまして、また温泉もたくさんあり
ます。南紀白浜アドベンチャーワールドというの
があるんですが、ここに中国からパンダをお借り
して、非常に繁殖して増えています。今まで15頭
も生まれております。日本では東京の上野と和歌
山県にパンダをお借りしているんですが、和歌山
県だけ増えているという、そういう形です。増え
た分のパンダは、今年３頭、中国に帰りました。と
いうことで、パンダも育つし、人も育つという、非
常に気候のいいところです。
和歌山大学も、国立大学の中で先ほどの三分離
がありましたけれども、地域に貢献するととも
に、特色ある教育研究を行う大学ということで、
スローガンとしては、地域と融合する大学という
名前をつけております。これの心は、実は大学は、
ここの上のほうに赤い星印があるんですが、ほ
とんど大阪に近いところにございまして、学生が
和歌山県というのをもっとよく知ってもらうよう
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に、和歌山県のいろんなところで講義をすると、
フィールド授業を受けるというのを進めていま
す。ですから和歌山県全体が和歌山大学のキャン
パスであると。
それから日本は非常に少子化になっていまし
て、小さい子どもが減っていくわけですね。和歌
山県の南のほうですと、子どもが減って、複数の
学校が統合するというようなことが起こっていま
す。そういうところの僻地の学校を支援するため
に、子どもが少ないと体育祭とか文化祭なんかも
できませんので、教育学部の学生がそこまで出向
いて、一緒に運動会をすると。あるいはいろんな
行事をするというのを行っております。
和歌山大学は、教育学部、経済学部、システム
工学部、観光学部の４学部です。教員はだいたい
300名弱になっておりまして、学生は4,500名、留
学生は200名ぐらいになります。
教育学部は140年の歴史がございまして、大学
院には教育学研究科と教職大学院というのを作っ
ております。それから和歌山県の南のほうから特
別に入学しやすいように、特別入試というのを実
施して、そこから入学した学生は、南のほうで先
生をしてもらうということを実施しています。
経済学部というのがございますが、ここは90年
の歴史です。金融系および産業界のいろんなとこ
ろに人材を輩出しておりまして、同窓生も非常に
優秀な方がたくさんおられます。
それから、ちょっと抜けていますけども、シス
テム工学部です、システム工学部というのは、博
士前期課程、後期課程まである学部で、実はでき
てまだ新しいです、20年です。システムという名
前を付けているように、従来のように、例えば電
気だったら電気、機械だったら機械というような
学び方をしないで、複合的に学ぼうという、そう
いう教育を実施しております。現在は10の分野か
ら２つの分野を学生が選んで学ぶという、そうい
う形を行っております。地元は、和歌山県という
のは化学工業、ケミカルの工場がたくさんござい
まして、そこの産業界なんかを中心に、和歌山大
学といろんな連携をしております。
観光学部というのがございまして、観光学部は
できてまだ10年なんですけれども、博士課程まで
ございまして、今年の３月に初めて博士の学位を
出しております。ここは外国人の先生をたくさん
採用しておりまして、専門教育は英語だけで学べ
るようになっております。
それからLIPとそこに書いてあるんですが、
local internshipというのを実施しておりまして、

観光学部の学生を和歌山県内のいろいろな地域
に派遣して、そこの自治体とか、あるいは地元の
方々、あるいは産業界の方々と一緒に、地域の課
題を解決するというのを、学生が実施するという
のを行っております。
文部科学省が実施しております地（知）の拠点
大学による地方創生推進事業というのがございま
す。和歌山大学もこの事業を実施しておりまして、
和歌山県の高等教育機関だけではなく、大阪にあ
る大きな大学と一緒に組んで、和歌山県の中でい
ろいろな講義をすると。特にフィールド型の講義
をするというのを実施しております。これには大
学だけではなくて、金融機関、銀行ですね、それか
ら産業界の集まりである経営者協会、あるいは中
小企業中央会というようなところと協力して、学
生の教育を実施しております。
学生が和歌山県についてよく知るようにするた
めに、わかやま未来学副専攻というのを作りまし
て、和歌山県の重要な課題というのを一緒に取り
組んでいきます。１つが６次産業化と。これは、
和歌山県というのは果樹の産地でありまして、み
かんであるとか、桃であるとか、柿であるとか、梅
であるとか、梅干しというのが、もともとあった
梅を加工して、世界中に輸出していると思うんで
すけれども、そういうものを和歌山では作ってお
りますので、これをもっといろんなものに広げよ
うという形でやっております。
それから和歌山県にある産業というのは小さ
いんですけれども、非常にニッチな分野で頑張っ
ている産業というのがたくさんありまして、世界
的に有名な企業として、島精機というのがありま
す。これは立体縫製を行う機械を作っているんで
すが、世界では縫製機を作っているのは日本のそ
の会社とドイツの１社と、２社しかないと。立体
縫製なので、服を立体的に編みますので、継ぎ目
のない服を作るということで、フランスには相当
たくさん売れています。
それからやはり和歌山県から東京のほうに出て
いく学生さんが多いので、逆にいろんな地域から
和歌山に入ってきてもらうということで、移住を
進めるというのも進めております。
あとは高齢化も非常に進んでおりますし、和歌
山の山の中ではもうほとんど高齢者しか住んでお
りませんので、そういったところの福祉について
の研究とかも、あるいは教育というのも行ってお
ります。
それから地域産業に対しては、産学連携イノ
ベーションセンターというのを作っておりまし
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て、地域のいろいろな小さい課題から大きい課題
までを共同研究、受託研究というのをしておりま
す。それから学生さんとか先生の独創的な研究を
支援することもやっておりますし、知的財産、い
わゆる特許を書く支援とか、技術移転の支援もし
ております。
ちょっと和歌山にちなんだものとしては、そこ
の右下のところに、パワーアシストスーツという
のを作っておりまして、やはり農業を支援するた
めに、坂を上がっても疲れないような、足をサポー
トする機械とか、高いところの果樹を取ったりす
る時に腕が疲れないような機械とか、そういうも
のを作って、今、和歌山県内のいろんな農家の人
に使ってもらっています。
もう１つ、ちょっと宣伝になりますが、サイバ
スロンというのに昨年出場しまして、サイバス
ロンというのは、オリンピック、パラリンピック
に次ぐ、３つ目の競技大会と言われているですけ
れども、身障者の方がサイバネティックスのいわ
ゆるメカトロニクスを使って、いろんな競技をす
るということで、今ここに写っているのは電動車
椅子ですけれども、階段を上り、坂を通ってもまっ
たく揺れないというものを作っています。北京の
パラリンピックで金メダルを取った伊藤さんとい
う人に乗ってもらっています。
和歌山大学は、和歌山県の北のほうにあります
ので、和歌山の南のほうをサポートするために、
サテライトを置いております。南のほうの講義を
するということで、大学院の授業とか学部の授業
の一部を南のほうで実施しています。それ以外に、
地域課題に対応にした特別な講義というので、例
えば観光の関係の講義とか、そういうものを実施
しております。
左のほうは観光学部がやっている地域イン
ターンシップというものです。今ここに出ている
のは、和歌山県にあります紀美野町というところ
があるんですが、そこのいわゆる廃校になったも
う使っていない学校を利用して、学生がそこに出
向いていって、地域の方々と一緒にいろいろな新
しい産業を考える、地域課題を考えるというもの
を実施しております。
右のほうは、実は過疎の村だけではなくて、都
心部も人が減っておりますので、商店街の中には、
日本ではシャッター商店街と呼んでいるんですけ
れども、お店はあるんだけれどもシャッターが閉
まったままと、そういうところに学生がいろんな
お店を作って、地域の活性化に貢献するというよ
うなことも実施しております。

和歌山大学がちょっと連携している大学の一覧
になっているんですが、教育学部がありましたの
で、師範大学との連携というのが非常にたくさん
ございました。今いろんな大学ともさらに進めて
おりますので、どんどん連携する大学を増やして
いきたいと思いますし、学生の交流、あるいは研
究交流も進めていきたいと思いますので、いろい
ろご支援いただければと思います。どうもありが
とうございました。

鵜飼　瀧先生、ありがとうございました。ちょっ
と時間が押してまいりますので、次のご発表に移
りたいと思います。次は、チベット大学でよろし
いですか、すいません、李先生、お願いいたします。

李俊傑　皆さん、こんにちは。世界で一番高いと
ころにある大学といってよいでしょうか、チベッ
ト大学からまいりました。簡単にまずチベット自
治区の状況、そしてチベット大学をご紹介します。
４つの項目からなっております。
まずはチベット自治区ですね。ご在籍皆さん、
チベットにお越しになったことがない方も結構い
らっしゃるんじゃないかと思います。簡単に言う
と、よく世界の第三極、南極、北極以外の一番高い
極ですね、チベット高原があります。気圧が低く
て、空気の密度が非常に低いところで、私たちの
チベット大学は、海抜3,600メートルなので、普段
の酸素は、平地の60％ぐらいしかないですね。非
常に土地が広いところです。中国の８分の１の領
土はチベットです。
人口は310万、国境線は4,000キロ以上ありま
す。７つの地域に分かれていますけど、ラサ、シガ
ツェ、山南、ニンティ、チャムド、ナクチュ、そし
てガリです。人口はほぼ変わらないですね。ラサ
市は面積が小さいですけど、そのほかは結構広い
ですね。
そして特色のあるところ、ラサはもちろんいわゆ
るサンシャインシティ、ポタラ宮殿があります。そ
してシガツェは、チョモランマのヒマラヤの大本拠
地で、そして山南はチベットの米どころ。またニン
ティはヤルツアンポの大峡谷、そしてチャムドには
お寺が400以上もあって、ナクチュは草原やヤク牛、
そして有名な冬虫夏草の産地です。またガリは、も
うカンリンポチェの山、それも聖なる山です。非常
に珍しい景色がいろいろ、ここに出している写真は
全部自分で撮ったものです。インターネットとかで
取ってきたものではありません。
これはポタラ宮殿の北側に立って、山の上から
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撮ったラサの市街地です。ラサの景色、もう非常
に現代的な都市です。結構遅れているんじゃない
かというようなイメージがあるかもしれませんけ
れど、でも実はポタラ宮殿のすぐ足元にこういう
大きな公園があって、こういう広々とした市街地
があります。
じゃあ次は大学の話になりますが、チベット自
治区に大学というと、７つあります。学部以上は
４個、残りは専門学校ということになります。チ
ベット大学、そしてチベット医学院、チベット民
族大学、でもチベット民族大学はチベットじゃな
くて、陝西省の西安の咸陽にあります。そして農
牧学院はニンティにあります。
この７つの大学は、教職員合計して3,000人ぐら
い、学生は合わせて４万人ぐらいです。人口の教
育の割合では、実は総人口も少ないので、だから
割合はそれほど少なくはありません。結構教育を
受けているんです。これは大学の門のところ、こ
れは新キャンパスです。
1951年に人民解放軍がチベットに入ってきて、
初の小学校、中学校が作られて、教育が始まった
のですが、1985年に今のチベット大学が本格的に
スタートしました。
こちらは51年に人民解放軍がラサで作った、い
わゆるチベット語の研修学校の校舎です。今でも
残されています。もうチベット風の建物そのもの
です。上の写真は、65年、75年、85年、大学の変遷
となりますが、もう一目瞭然で大きく変わってき
ています。
そして簡単に我が大学ですけど、国家の211プ
ロジェクト、つまり21世紀の100の有名大学の１
つです。そして中西部大学の重点大学振興教育に
2013年に選ばれました。面積は93.6万平方キロ、
教職員1,200人ぐらいですね、各種の学生は2.8万
人、学部プラス大学院生は１万ぐらいですか。
そして今年に第１期の博士が卒業します。教育
部長もチベット大学に来てくれて、その卒業式に
来てくれるそうです。私はこういう仕事を担当し
ていますので、大変光栄に思います。
学部の専攻は50あって、そして修士、博士もい
ろいろあります。主に少数民族の言語文学、そし
て文化の研究が強みというか、特色になります。
もちろんその他の工学、理学、管理学、医学なども
あります。
これは図書館の建物です。チベットにはもう
360度、もう全部景色になります。もう普通に写真
を撮って、全部きれいです。
こちらはサッカーの試合とか、バスケットとか、

そして踊り、あとフィールドワークですね。天津
大学と連携として、野外のフィールドワーク、い
ろいろな、もう顔が真っ黒に焼けていますね、紫
外線が強いところなので。
学生を育成する上でのスローガンは、まずは信
頼できる、そして役に立つ、さらに残ってくれる
ことです。まず最後の残ってくれるは、現地に残
ること。役に立つというのは、ちゃんと技術、知識
があるもの。そして信頼できるというと、やっぱ
り国の民族安定と、こういうことをちゃんと守っ
てくれる人間と。
こちらの写真は、去年の４月、新入生が入ってき
た時のものです。その保護者の皆さんですね。ラ
マの和尚さんもいて、そして遊牧民の方もいらっ
しゃって、またこういうチャムドから来たおばあ
ちゃんとか、やっぱり保護者の方たちは、自分の
子どもがチベット大学に入ることは、もうこの上
ない光栄だと思っているのですね。
そして就職ですけど、ほかの地域と違って、むし
ろ各地に出ております。平均的に各地域に卒業生
が行っております。割合が少ないというのは、人口
がもともと少ないことなので、基本的に各地域バ
ランスよく取れているんです。そして就職先は、教
師になったりとか、幹部になったりとかですね。
私たちの目標は２つございまして、１つは教育
部直属の大学になる。そしてもう一つは双一流大
学になる。チベット高原の特色がありますので、
高原の生態学の研究とか、医学の研究、それは他
の地域ではできないものになります。
そして、チベットの支援という面ですが、先ほ
ど岩手大学の岩淵先生からもお話しがありました
が、実は私は大連理工大学から参りました。私も
いわゆるチベット支援の幹部の１人です。ご覧の
とおり、こちらに教育部や各大学からチベットを
支援するために最優秀の教師とか、管理者とか、
学科の研究者などを送り込んでおります。毎年
20名ぐらい長期間にチベットに滞在しているんで
す。いわゆるチベット支援幹部ですね。こちらは
四川大学とか、私の出身である大連理工大学、そ
して河南師範大学とか、東南大学の先生方も、チ
ベット大学にいらしていただいております。
こういうふうに長年いろいろな支援を受けて、
私たちのレベルもかなり向上できたことはよく評
価されています。ただしチベットには、現地に必
要な人材を作るためには、まだまだ多くの課題を
解消しなければなりません。またほかの地域の大
学との格差も否定できません。さらにそれがさら
に大きくなっているおそれもあります。
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さっき私が言った、特長なんですけど、ただし
自分の強みになるかどうかは別のことです。やっ
ぱりレベルを上げていかなければ、特長も生かす
ことができません。
私、グローバル化の話はしませんけど、なぜな
ら外国の皆さん、あまりチベットに来ていらっ
しゃらないので。最後には、ちょっと写真をお見
せして、チベットのやっぱり観光の魅力を改めて
アピールします。これはラサ側の向こう側からポ
タラ宮殿を眺めた時の、雪が降ったばかりの時の
写真、非常に壮観な景色になります。これもまた
ラサのポタラ宮殿、もう１日、330日以上は青空
が見えるところです。もう本当にサンシャインシ
ティです。
チベットの美人もすごく世界的に有名です。よ
く顔が焼けているから黒く見えるけど、でも実は
非常に肌がきれいです。やっぱり幸せ度が高いと
ころです。子どももこういうふうに笑顔が、天真
爛漫ですよね、純粋なところです。簡単にチベッ
トの話、そして大学の話を申し上げました。ぜひ
皆さん、日本の大学の先生方にも、学長の先生方
にもチベットに来ていただきたいです。チベット
大学に来ていただきたいです。もう喜んでお迎え
します。いろいろな手配もさせていただきます。
短期間でチベットに来ることは何も問題ございま
せん。健康的な心配もありません。ラサにも、医
療施設も整っておりますし、ホテルなども大丈夫
ですからご安心ください。
最後は、チベット語でご挨拶を、タシーデレ！
ありがとうございました。

鵜飼　李先生、ちょっとほっとする発表ありがと
うございました。それではその次は日本側という
ことで、高知大学の受田先生ですか、お願いいた
します。

受田　皆さん、こんにちは。高知大学の受田と申
します。私は今、地域連携担当の副学長というこ
とで、今年でこのポジション12年目に入っていま
す。したがって、高知大学において地域連携の最
前線でこれまでずっと仕事をしてきたということ
で、その目指していることと、その活動の一部を
ご覧いただきたいと思います。
高知という場所、地図をうっかり持ってくるの
を忘れてしまいましたが、日本には４つ島があり
ます。一番小さな島、大阪より少し南ですけれど
も、四国という島があります。その四国の中で４
つ県があって、太平洋に面している一番南に高知

県が広がっています。
高知大学のまず概要が上にあります。学部は、
人文社会科学部、教育学部、理工学部、医学部、農
林海洋科学部と、後で少し触れますが、地域協働
学部という新しい学部です。学生数は、大学院合
わせて、約5,600から5,700、教職員、これは病院職
員も入っておりますけれども、約1,700人という、
私たちも総合大学において、中規模のレベルとい
うふうに表現しております。
私たちが位置している高知県の概要を下に少し
表しておりますけれども、高知県というのは、人
口わずか72万人規模です。一番の大きな問題は、
毎年この人口が１%ずつ減っているということで
す。減少している人口の問題とあわせて、少子化、
さらにはそれに伴って起こる高齢化が、日本の中
では最も深刻な地域です。
だいたい日本の平均を10年から15年先取りし
ています。現在の高齢化率が33%から34%、日本
全体が27%ぐらいです。おそらく中国は10%程度
だと思いますので、中国の多分45年先をいってい
るというふうにお考えいただけると、私たちの置
かれている状況がご想像できると思います。
このことをわれわれとしては、日本の課題先進
地域であると位置付け、その課題を解決するため
の方策を大学としてチャレンジしながら確立をし
ようとしております。
地方の創生に対して、大学がどういう役割を果
たしていくかをイメージとして表現いたしまし
た。１つは、ここにありますように、学生、地域の
方々が、例えば当事者意識が非常に弱いことが現
在問題です。そしてさらに縦軸に専門性という軸
を設けてみたんですけれども、この軸が両方にお
いて、上に上がっていく。象限として、第一象限に
あるんですけれども、この位置に上がってくるこ
とが、われわれ大学として果たすべき役割ではな
いかと思っています。
すなわち地域の方々に、地域に対する当事者意
識を持っていただくこと、併せて大学の資源であ
ります学生に対して、地域に対する当事者意識と
ともに、その地域を再生し、維持していくための
専門性を身に付けていただくことが、われわれ大
学に置かれた課題ではないかと思います。
同時に、教員は専門性をもともと持っておりま
すが、地域に対する当事者意識というのはまだま
だ不十分です。したがって、教員に対しては、そこ
にありますように、文部科学省の知の拠点整備事
業、COC等を通じて意識を高めていくこと。学生、
地域に対しては、このCOCの事業とともに、地域
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には生涯学習の活動を通じて、学生には学部教育
等を通じて、上の象限に持っていき、さらに地域
の方々には、産業の中核の人材として、その専門
性を高めていただくようなプログラムを社会人用
に提供しております。
これらを通じて意識が高まり、専門性が高まっ
た教員、学生、地域が協働することによって、地域
を創生していく。これがわれわれに求められてい
る姿だと思っております。
時間の関係上、今第一象限に持っていくために私
ども大学が行っております活動を本当に簡単にご
紹介申し上げたいと思います。１つは、地域に対す
る意識啓発ということで、数々の出前公開講座を
行って、地域に教員を引き連れて、地域が求める授
業を提供していくということをやっております。
これも受講生の年齢を右下のグラフに表現して
おりますけれども、高齢の方々が多いということ
がおわかりいただけると思います。このことは、
地域における学びの意欲が極めて高いということ
を意味しています。
それから２つ目は、大学の１つの事業として、文
部科学省のCOC、知の拠点事業というものを行っ
ている例です。高知大学インサイドコミュニティ
システムと呼んでおります。
下にあります地図が高知県の地図でございま
す。大学は中心の青いところに位置しております
ので、西や東、あるいは北とはちょっと距離があ
ります。そこで私どもは、大学の教員を赤い丸を
付したところに常駐をさせまして、大学のサテラ
イトオフィス、サテライト教室として、大学の様々
な知識、技術、人的ネットワークを活用できるよ
うに、地域の方々に開かれた拠点を整備しており
ます。すなわち大学が地域の中に入っているとい
う状況です。
パソコンを見ると、インテル、インサイド、イン
テル入っているという、よくキャッチコピーがあ
るんですけれども、高知大学が入っているという
ことで、高知University insideというコピーを付
けております。
現在ここで常駐している教員が、もう地域に
とってなくてはならない存在になり、様々な地域
課題の大学ならではの解決策を提示できるような
ところまで、何とかこの４年で辿り着くことがで
きました。
それから社会人教育に対して、高知も様々な一
次産業による農産物、水産物を生産している拠点
ですので、その生産されたものの価値を向上させ
るべく、付加価値の高い加工食品の開発等を担う

食品産業の中核人材の育成を大学の中にプログラ
ムを作って、社会人用の夜学、夜の学校として開
校しております。詳細は割愛させていただきます
けれども、年間社会人の方が食品に関して160時
間、夜、学んでいきます。
現在は高知県の寄附講座という形で、年間
3,500万円ぐらいの予算を地域内でうまく集めま
して、今年10年目で開校をしているものでござい
ます。学びのメニューをここにお示しをしており
ますけれども、座学は160時間、演習80時間、そし
て大学の卒業論文や修士論文のように、それぞれ
の企業の方々から課題を持ち込んでいただいて、
OJTで、マンツーマンの指導を施すということを
やっております。人によっては、これを800時間ぐ
らいかけて課題を克服することをやっております
ので、長い人で２年間で1,000時間ぐらいのプログ
ラムです。
最後に私ども、地域創生、地方創生に対して、学
生の教育と関連した学部教育を始めたというお話
を最後に申し上げます。これが地域協働学部とい
うものでございます。この地域協働学部は、学生
定員としては、１学年60名の少数精鋭です。学生
教育を通じて、地域の課題解決の先駆的モデル、
すなわちそれを担う人材の育成をプログラム化し
たものでございます。
特徴としては、３年間で600時間ほどの地域に
おける演習を設定していることでございます。教
員24名で、もうほとんど外でフィールドワークを
しながら、地域に対する当事者意識を高め尽くす
というようなことを通じて、あとそれぞれがどう
いう専門を身に付けていったらいいのか、そこに
対して適切なものを指導できるような、そういう
プログラムを、国の中では国立大学法人として最
初に立ち上げたものでございます。現在３年生が
おります。
その１期生が入った時の学生全員と教員全員の
写真です。地域力を学生の学びと成長に生かし、
学生力を地域の再生と発展に生かします。新しい
教育が高知からスタートしましたということで、
地方の大学のモデルを打ち立てていきたいという
ことで、日々努力をしている一端でございました。
どうもご清聴ありがとうございました。

鵜飼　受田先生、ありがとうございました。それ
では続いて、曲阜師範大学の張先生、お願いいた
します。

張洪海　尊敬する皆様、こんにちは。私は曲阜師
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範大学からまいりました張と申します。曲阜師範
大学は、まさに儒教の発祥の地、孔子様のふるさ
とにある大学です。ですから私は文化の優位性を
高めて、現代の大学の使命を実践していくという
話を発表したいと思います。
歴史を振り返ってみると、高等教育の発展は国
と地域の政治、経済、文化、社会の発展と緊密につ
ながっています。この1,000年来、いわゆるボロー
ニャ・プロセスとか、ニューマンの大学論、フン
ボルトの理念とか、ウィスコンシン精神など、大
きな変遷を経て、現代の大学の機能は大きく変
わってきています。それに伴って、教育、科学技
術、文化の発展も実現されました。そして世界の
経済の中心地もいくつかの国と地域の間で、変わ
りつつあります。
2011年、胡錦濤主席が清華大学の100年創立記
念の時に、大学には文化を伝承する機能がある
というふうに述べました。その後、習近平主席も
2013年、曲阜を視察された時にも、何回にもわたっ
て、民族の復興は文化の復興によって支えられる、
そして民族の復興は、また文化の繁栄を条件とし
ているというふうに述べていらっしゃいます。文
化の伝承はまさにこの大学の重要な機能になりつ
つあります。
この世界の教育、科学技術、経済の中心地が中
国に移ってくるとは断言できませんが、でも言え
るのは、大学はまさに民族のこの精神を受け継ぐ
重要な拠点、そして知識を創出するその重要な存
在は間違いないというふうに理解しています。こ
のミッション、この使命を果たしていくことは、
全面的に大学教育の向上を実現する必然的な選択
肢になります。
大学としては、いわゆるこういった文化の使命
を意識して、やっぱり人間、人材を育成するとい
う機能を認識することになります。学術的なこと
を追求して、大学の文化的な特色、文化を伝える、
文化を伝播していく、文化をリードしていく、そ
ういう役割を果たしていかなければなりません。
我が曲阜師範大学は、まさに孔子様のふるさと
にあるという地の利があり、かけがえのない、他
所が取って代わることができない歴史的文化資源
を持っています。長年私たちは優秀な文化、伝統
文化、特にこの儒教文化の精神を受け継いで、やっ
ぱりこの文化を以って大学を成立させることに力
を尽くしてまいりました。
まずはこの大学のスピリット、大学の精神を育
てることです。教育とは、機械を作るのではなく
て、人を育てるということです。曲阜には儒教の

文化がたくさんありますので、やはり忍耐力が
あって、そして知識力があって、またこういう道
徳力があるという大学の精神が育まれてきまし
た。教師、そして学生に、このような意識を、こう
いう共通認識を持たせて行動させることに私たち
は取り組んでいます。私たちは、儒教プラスと呼ん
でいるのですが、独自の人材育成モデルを模索し
ています。孔子書院という学部教育のシステムの
改革を試みておりまして、儒教の経典、その文書
の勉強を４単位として、いわゆる教養教育を立ち
上げました。設立以来この60年間ですね、我が大
学は非常に優れた文化的な素養を持った、そして
文化的なレベルの高い複合型の人材を輩出してき
ました。そして企業、社会の各界から高く評価を
いただきました。山東省の所属の大学の中で、大
変特色のある存在になっております。
そして２点目は、やっぱり学術文化を、それを
堅持していくというか、高く掲げていくというこ
とです。我が曲阜師範大学は創立当初から、いわ
ゆる実学を重視すること、教育と研究をともに重
視して、やはり常に新しいものを追求し、そして
真理を追究して参りました。50年代、60年代に
は、数学や工学分野について、毛沢東主席からも
高く評価されました。そして70年代には、イオン
交換法で炭酸カリウムを製造する方法を発表し、
1978年の全国科学大賞を受賞しました。90年代の
レーザー工学、そして近年の教育ビッグデータと
か、統計学、生態保護研究などなど、常に新たな分
野が切り開いております。
特に、長年私たちは常に伝統文化を学術イノ
ベーションの重要なポイントに位置付けていま
す。儒教の研究においては、わが校の特色を鮮明
に打ち出しました。1957年、創立当初から初代の
高校長の提案で、国内初の孔子研究会が作られま
した。今では国内唯一、儒教研究を特色とする博
士コース、ポストドクターのコースも設置されて
います。山東省の一流学科にも選ばれています。
山東省で唯一の人文社会教育協同イノベーション
センター、孔子と山東文化の協同イノベーション
センターというところを作りました。また、学術
特区計画、特区の計画も推し進めています。人文
科学を儒教研究と合流させることを試みていま
す。国レベルの研究課題のうち、伝統文化のテー
マは30%以上になっています。70%に達した年度
もありました。例えば2016年の教育部の研究プロ
ジェクトにおいて、伝統文化に関するものは50%
を占めました。さらに山東省のいろいろな賞も受
賞しています。また、私たちの出版物に習近平主
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席から注目もいただいております。
そして３番目は、いわゆるオープンな協力関係
を構築し、文化交流を進めることです。近年、私た
ちは非常に良質な、優れた人材の強みを生かして、
いろいろところと協力をして、国内における儒教
の普及と発信ベースを構築しております。山東大
学、清華大学とともに、儒教と中華文化復興協同
研究センターを作りました。儒教の学術研究交流、
人的交流、文化の伝承などで大きな役割を果たし
てきています。国内外の著名な専門家を招いて、
交流、講義などをしていただいています。さらに
国際交流においても、「ソクラテスと孔子、第３回
中国ギリシャ哲学国際研究シンポジウム」を開催
しました。また国際儒学大会や、伝統文化と中国
の外交などの国際会議も開きました。儒教思想の
発信源になることを目指しています。
教育部からも大きな支持をいただいて、全国の
教師道徳建設の拠点、中国の教師の博物館、山東
省の小中学校教師の伝統文化育成基地などを作り
ました。さらに教材の開発にも力を入れています。
その中で、いわゆる中国文化の経典読本も、海南
省とか湖南省などの省に採用されています。また
儒教文化の産業研究センター、北京師範大学の出
版社と提携して、その分社も作りました。この出
版分野、知財保護などにおいても、イノベーション
の中心地になることを目指しています。
以上、簡単に我が大学が文化的使命を果たして
いく中の考えと試みを述べさせていただきまし
た。ぜひ皆様からのご意見をいただきたいと思い
ます。今回のこのフォーラムをきっかけとして、
日本の大学の皆様、そして国内の各大学との交流
をさらに進めてまいりたいと思います。ありがと
うございました。

鵜飼　張先生、ありがとうございました。それで
は続いて、名古屋工業大学、私のほうから発表さ
せていただきます。
それでは名古屋工業大学の発表をさせていただ
きます。「地域からグローバルイノベーションへ」
というタイトルでございます。キーワードは、工
学のイノベーションハブでございます。短い時間
ではございますが、このような内容でお話をさせ
ていただきます。
まず名古屋工業大学の歴史的、地理的な背景に
ついてご説明します。名古屋工業大学は1905年に
我が国で４番目、中部地域では初の官立高等工業
学校としてスタートしました。そして1949年、多
くの官立高等工業学校が地方の総合大学の工学部

として再編される中、本学は、愛知県立の工業専
門学校と合併して、工学系の単科大学として再ス
タートを切り、現在に至っております。
その再スタートの折に、初代学長が本学のミッ
ションとして、産業界などと緊密な連携をし、で
きるならば、融合一体化して、生きた教育、生き
た研究を行う。産業界の要望する生きた問題を捉
えて、これを解決するために学術の根を深く下ろ
すのが名古屋工業大学の役目であるというふうに
おっしゃっておりました。これがこれまでの本学
の発展の根底にある、いわゆる建学のスピリッツ
でございます。
また名古屋工業大学は日本の中心に位置しまし
て、周辺には、我が国の主要な製造業、自動車、産
業機械、材料など、多くの企業が拠点を置いてお
ります。実際名古屋がある愛知県の2014年度にお
ける製造品出荷額は約44兆円。２位の神奈川県が
18兆円であることを考えますと、非常に大きな、
いわゆる工業生産の拠点であると考えられます。
このように地域が製造業の世界的な拠点として発
展するのに呼応して、本学もこれまで発展してき
ました。
本学の研究体制、あるいは教育体制についてご紹
介します。建学の精神の下で、本学では教育と研究
の一体的な組織体制を築いています。学科専攻は、
工学のほとんどの分野をカバーしており、また昨年
設置しました創造工学教育課程は、学部と大学院修
士課程の６年間を一貫して教育する、我が国では初
めてとなる教育システムでございます。
またこのようにたくさんの研究員、研究セン
ター、研究所の中で、学生は国際的な共同研究、あ
るいは産学官の連携研究に参加して、実践的な能
力を身に付けています。
産学連携を支える組織も整備しており、教員数
約350名という非常に小規模な大学ではございま
すが、1,000人以下の研究者を有する日本の中堅大
学の中では、民間との共同研究実績において、常
にトップの位置を保っております。
これは本学が掲げる教育・研究ビジョンでござ
います。キーワードを３つ掲げております。実践
的工学エリートとは、産業界の要望を受けて、世
界で活躍できるグローバル人材、また日本の産業
競争力を支えるイノベーティブな人材を育成する
ということです。
またダイバーシティ環境は、工学系で少数である
女性の活躍を積極的に推進するとともに、外国人
の留学生、外国人教員、企業からの人材登用など、
多様な人材が協同するキャンパスを目指していま
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す。特に女性の、女子学生の入学比率は、今年度に
おいて、17.9%まで上っておりまして、日本の工学
系の大学10%を大きく上回る勢いでございます。
そして工学のイノベーションハブでございま
す。先ほど申し上げた製造業の一大集積拠点に立
地する地の利を生かし、国内外の大学研究機関、
産業界、行政、金融界のネットワークである人の
輪を介して、人、知、技術をつないで、学術技術で
新しい技術の価値を創造し、世界に発信する。こ
れが工学のイノベーションハブというコンセプト
でございます。
このようなハブを形成するために、全学体制で
イノベーション・プラットフォームを築いており
ます。日本が強い研究分野の１つは材料科学です。
本学でも世界でトップクラスの実績を有していま
す。またAI、IoTなど、情報学はこれからのイノ
ベーションを牽引する科学技術分野です。そこで
この２つの分野を両輪とする基礎的な研究強化の
ための研究特区、フロンティア研究院を設け、そ
こで国際的な共同研究を推進するとともに、国外
から著名な研究者を招聘しております。
また短期間で実用化を見据えた産学連携研究を
組織するために、プロジェクト研究所を設置して
おります。これは年間で日本円2,000万円の研究
費が、３年維持されることができれば、研究の独
立性を与え、スタッフの雇用であるとか、成果の
知財管理などを独立して行うことができる本学独
自の研究組織です。
少し端折らせていただきます。今、日本におい
て産学官連携において問題になっているのは、そ
れぞれ個人の先生が企業の研究者と個対個、つま
り個人レベルで行う研究から、企業と大学の組織
的なつながりを持った協同研究に移っていくと
いうことが言われています。そのためのいろいろ
な組織整備を本学でも行っておりますが、その中
で特に特徴的なものとして、パートナーラウンド
テーブルについてご紹介いたします。
これは具体的な研究開発テーマを限定せずに、
研究者と技術者が知恵を出し合って、お互いの
ニーズを交換し、あるいはシーズを交換し、新し
い技術の方向性を探るための円卓会議となってお
ります。パートナーとなる企業が資金、つまりテー
ブルを提供し、そこをディスカッションの場とし
ていくものです。当然秘密保持もきちんと管理し、
また戦略にニーズの引き出しが可能となるよう
な、そういう出口を見据えた話し合いをこの中で
行っております。
それから地域のものづくり産業を支えてきた中

には、中堅中小企業の役割も非常に大切です。本
学としても、こういう産業を支えるために、金融
界、いわゆる銀行とともに、有用な中小企業の技
術から、新しい産業を創出するためのサポートを
していくというのを今始めております。いわゆる
オープンイノベーションの下でのビジネスエコシ
ステム、コトづくりを推進するための事業を本学
として支えるという事業でございます。
それからもう１つは、中小企業を対象とした産
学官連携の学び合いプロジェクトというのも行っ
ております。これは中小企業の持っている技術
シーズを学生に現場で学ばせるとともに、中小企
業の技術者にとっては、大学の持ついろいろな研
究資産、あるいは新しい技術の動向について知る
機会を得ることができるということで、お互いに
学び合うような機会を与え、できれば新しい製品
に結び付くようにしていくという、名工大オリジ
ナルの実践的教育プログラムとなっております。
以上のように、地域の産業界と一体となって、
これを世界に向けて発信するオープンイノベー
ションを推進していくこと、これは本学が目指す
工学のイノベーションハブでございます。工科系
の単科大学、地の利を生かした名古屋工業大学だ
からこそできる地域貢献であると考えておりま
す。以上でございます。ご清聴ありがとうござい
ました。
それではすいません、張先生、最後になります、
お待たせしました。よろしくお願いします。

張学理　皆様、こんにちは。鵜飼学長、そして大学
の皆さん、もう３時過ぎていますけど、急いで、駆
け足で話を進めます。広東工業大学副学長の張で
す。陳学長の代理でご報告申し上げます。
テーマとしては、産学融合の教育運営、地方の
社会の発展にサービスすること、奉仕することで
す。もう時間がないので、皆さんの手元にも資料
がありますので、端折りながら、飛ばしながら、簡
単にご報告します。
３つの角度からお話ししたいと思います。まず
は大学の概況、そして大学運営の理念ですね、産
業イノベーション人材を育成する理念について、
そして３番目に、具体的に地域といかに連携して、
このイノベーションを進めているかということを
お話いたします。
まず大学の概況ですが、中国の南の地域ですね、
広東の広州市にございまして、60年近くの歴史が
ございます。1958年にスタートして、1995年に再
編されたんですが、現在敷地面積3,000ムー以上で
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すね。工科系を中心にして、理工、さらに文系学部
もございます。重点学科は機械の設計と製造、そ
して制御エンジニアリング、新素材、ケミカル等
となっております。19の学部があり、現在教職員
は合計して3,000名近くいます。大学院ですが、博
士コースは20以上、修士コースは100以上設置し
ております。学部専攻は80以上、そして在校生は
４万4,000人。ここで説明したいのは、地域貢献
なんですけど、この４万4,000人のうち、毎年採用
した新入生、私たちは広東地元の高校卒業生のう
ち、６分の１は我が大学に入ってきています。ま
さに広東地元の受験生にはかなり大きく貢献して
おります。
そして卒業生の就職先、今では18万人、計18万
人ぐらいですね、広東で仕事をしていると。これ
もまさに地域貢献です。新入生の採用、学生の採
用と、そして卒業生の就職先からもよくおわかり
いただけたと思います。
そして大学の理念で言うと、地方大学ですから、
地元広東の台頭とともに成長するこということで
す。つまり、広東の発展に貢献するということで
す。地元の産業の発展等と合わせて、広東のニー
ズに応えていくことです。こうして地元の発展を
推進することになるし、そして学生の成長にもつ
ながります。産業との融合、そしてイノベーション
創出がしやすい環境、雰囲気作りがとても重要で
す。目標としては、もちろん、国際的にも最先端レ
ベルの学科を作るという目標もがございます。
ここ数年で、大学の発展にも大きな動きが見ら
れます。まず2012年、211プロジェクトの重点学
科がESIトップ100に入りました。そして2014年
には、すべての学部が統一入試において第一ラン
クに認定されました。そして広東省のハイレベル
大学、広東省全部で７校あるのですが、そのうち
の１つに数えられました。そして2015年には、挑
戦杯という全国レベルのいわゆる大学生の起業イ
ノベーションのコンテストにおいて、全国２位、
広東省で第１位を取りました。そして2016年、自
然科学のプロジェクト、国家レベルのプロジェク
トに選ばれたものは、全国で83位になりました。
では続いて、具体的に大学の発展と地域の発展
とをどのように結び付けるか。まず産業のニーズ
につながる育成目標、そして産業構造につながる
専攻の設置、そして市場のニーズにつながる教師
陣、この３つを連携させることで、初めて広東の
産業のモデルチェンジに対応していくことができ
るようになります。
具体的に言うと、これは144N方式と申しますが、

まずこの１というのは１本の線、基礎を重視して、
能力を強めること、視野を広げ、多様化、個性化す
るといったことを、イノベーション性に富んだ教
育改革を大学の主要理念にすることですね。まさ
にイノベーションということを大学の１つの理念
にすること。
そして４は、４種類の人材を作ります。１つは、
いわゆる専門的な人材、それはいわゆる業界の
リーダになれる人材ですね。そして２つ目は複合
型。つまり複数の専門知識があるる人、そして研
究型と企業型の人材です。
２番目の４は、いわゆる４つの集中ですね、集
めることです。まず、ハイレベルの教師を集める
こと。２番目はそして実践に使える資源を集める
こと。３番目は、国際的な視野を持つ、イノベー
ション能力を持つ人材の育成に集中すること。４
番目は、将来的な発展に向けて、産業との融合に
集中することです。
そしてNとは何か。N個のルートで、N個の方
法で、つまり様々な方法で、ダイバーシティ、個
性に富んだ人材育成システムを作るということで
す。工科大学としては、広東で生き残るためには、
将来の社会に対応していくためには、やはりこの
イノベーションの意識を持つ人材が必要です。学
生の特色に合わせて、例えばイノベーションクラ
スを作って、今17の学部の４学科から15の専攻を
選んで、410人の学生が、学部から修士までの直通
コースを作りました。そのほかには、優れた技術
者のクラスとか、あるいはマスターワークショッ
プなどなど、合計して既に5,600人ぐらいの学生が
このN方式で学んでおります。
人材育成の一つの手法として広東工業大学粤港
ロボット学院の例をご紹介します。ロボットに対
する需要が増している今、我々は香港科技大学等
と共にロボット研究分野の人材を養成していま
す。このロボット専門学院の学生は、最初からロ
ボット専攻ではなくて、大学の６つの学部の６つ
の専攻から選ばれた学生です。例えばコンピュー
タ、工業設計、数学などの学部にもともとは所属
していた学生たちです。そして２プラス２をやり
ます。つまり２年間は大学で、あとの２年間は社
会で勉強するということです。2015年は82人、去
年は80人を選抜いたしました。大変人気のある
コースで申し込みもたくさんありましたが、私た
ちは人数を制限してやっています。これは、香港
科技大学と協力してやっているプログラムでコス
トもかかっておりますが、地方と産業の連携に非
常に適した人材育成に有益だと考えています。
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協力していただいている企業もたくさんござい
ます。例えば、金融システムクラスというものを
設置していますが、広東建設銀行とのプログラム
で、大学の全ての専攻より学生を募集しておりま
す。その中から金融システムクラスの学生を選抜
します。ダブル学位、ダブル専攻です。もともと
の専攻プラス金融システムという専攻です。企業
からいろんなサポートもありますので、奨学金も
もらっています。今は115人の学生がこちらで学ん
でいます。
このような複合型、そして地方へ奉仕する人材
の養成を通じて、いろんな賞を獲得しました。特
にこういう革新、創業、起業の基地として、７つの
国家級の賞を受賞しました。そのうち４つは教育
部、１つは科学技術部、１つは人事社会部より授
与されました。
「一体、２つの責任、３つの延伸」という概念を打
ち出しておりまして、一体というのは、学科、科学
研究、人材育成の一体化、産学研究の一体化。２つ
の責任は、地方に対して責任を持つ、そして学科に
対しても責任を持つ、２つの方向に対して責任を持
つことです。３つの延伸とは、まず国際的なハイレ
ベルな人材を育成すること、次に広東の産業のモデ
ルチェンジに合わせること、そしていろんな学科、
学際的な協力を進めることを指します。
このような発展があるからこそ、わが校は、い
くつかの大きなプラットフォームを建てました。
例えば東莞華南設計革新院がありますが、李克強
総理が全国科技展にお越しになった際、我々の
ブースに来ていただきました。また広州国家IC基
地、仏山研究院など、現社会的な利益をたくさん
出しています。政府部門からの資金
は４億以上です。そして社会からの
資金は13億元です。それと同時に、
インキュベーション企業ですね、ま
たわれわれと協力する企業は3,000社
余りです。それと同時に、学生たち
のレベルの向上にも役立てていま
す。例えば南海区の革新研究院です
が、もともとは南海政府が１億元投
資して、われわれの学校に委託して
やっていましたが、現在は社会の投
資、４億元余り吸収しています。
これは今のロボットの手です。今
企業でも使われています。そしてIT
基地ですね。４つの大きなプラット

フォームがあって、いろいろな企業と協力してお
ります。
例えばこの１つの基地だけで、６億元あまりの生
産額を出しております。そして産学研の協力で、広
東省でも進んでいます。ここ数年間の発展によっ
て、協力企業が6,000社を超え、そして企業の技術
上の困難点を１万余り解決し、そして企業に派遣
員をいろいろ派遣しましたが、700人ぐらいです。
そして企業と学校が協力してイノベーションを
行うプラットフォームを200余り作りました。こ
の数年間、イノベーション人材の養成についてい
ろいろと行ってまいりましたが、でもまだ不十分
なところがあります。これから海外の友人のみな
さま、そして国内のみなさまもぜひ来ていただい
て、ご指導いただきたいと思います。ありがとう
ございました。

鵜飼　張先生、ありがとうございました。もうす
でに時間が大幅に過ぎておりまして、活発なご意
見を交換したかったのですが、ちょっと時間的に
ございません。お話を聞いていまして、日本と中
国の地域への貢献の在り方について、ずいぶん共
通する内容があったかと思います。より深い交流
をこの後、お互いに密接に意見交換しながら、こ
のセッションの成果をそういうところで発展して
いただきたいと思います。
どうも長時間にわたり、先生方、ご発表いただ
きましてありがとうございました。ご聴講いただ
いた皆さんにも感謝を申し上げます。どうもあり
がとうございました。
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● パネルディスカッション④ ● 大学における地域貢献のあり方（２）

宋 永臣　■大連理工大学 副学長

教授、1985年、大連理工大学物理学科学士、1989年、大連理工大学動力工学科修士、1992年大連理工大学動力工学科で博士
の学位を取得。1996年より、日本群馬大学、日本名古屋大学で研究を行う。日本国立環境研究所で共同研究２年、日本地球環
境産業技術研究機構の主任研究員として３年、日本産業技術総合研究所上級研究員として１年務める。2015年から現在まで、
大連理工大学副学長、科学研究、技術開発、図書館、ネットワーク・情報化、科技産業に関する業務を担当。
【主な研究分野】天然ガス水化物掘削技術および環境評価の研究。天然ガスの貯蔵・運搬と天然ガス水化物の利用技術研究。海
洋資源の研究と開発。石油、天然ガス掘削新技術。CO2削減、隔離技術研究。新エネルギーと省エネ技術。

モデレータ

伍 江　■同済大学 常務副学長

同済大学博士、教授、博士課程指導教員、常務副学長、フランス建築科学院院士、国家一級建築師、上海市トップ人
才、国務院政府特別補助金授与。長年、建築と都市の歴史、建築と都市設計、現代の都市問題研究に従事。著書に『上
海百年建築史』、『歴史文化景観区保護計画編纂と管理』など多数、発表された論文70本以上。上海市都市計画管理
局副局長を歴任。現在、上海市政府政策決定諮問特任専門家、上海市建築学会副理事長、上海市都市計画学会理事
長、中国建築学会常務理事、中国都市計画学会副理事長、国家歴史文化名城委員会副主任委員、世界持続可能な発
展大学連盟理事会主席。

パネリスト

韓 傑才　■ハルビン工業大学 副学長

四川省巴中出身、1966年3月生まれ、現在ハルビン工業大学副学長、中国科学院院士。1981年9月～1985年7月、
ハルビン理工大学機械工学科材料科学学士。1985年９月～1988年７月、ハルビン工業大学材料学院材料科学修士。
1989年3月～1992年10月、ハルビン工業大学宇宙・力学コース博士。2004年12月～2007年9月、ハルビン工
業大学学長補佐、教授。1997年12～現在、ハルビン工業大学複合材料構造研究所博士課程指導教員。2008年10月
～現在　特殊環境複合材料技術国防科技重点実験室主任。2007年9月～現在、ハルビン工業大学副学長。2015年
12月～現在、中国科学院院士。中国宇宙航空学会常務理事、中国力学学会常務理事、中国複合材料学会常務理事。

パネリスト

曲江 尚瑪　■青海大学 副学長

1991年、青海師範大学物理学科卒、青海民族師範高等専門学校にて物理教員、1993年、青海省教育庁高等教育所
へ異動、主に大学教育、コンピュータレベル試験、英語レベル試験、図書館管理、教育の国際交流に従事。1996年、
日本南山大学へ半年留学、主に語学を学習。2000年～2006年、日本南山大学で語学と経済学を学び、経済学部金
融専攻修士を取得。帰国後、青海省教育庁外事所で副所長。主に大学教員の海外渡航、外国教員の招聘、留学生の
受け入れと派遣、国際交流などの業務を担当。2008年、青海省試験管理センターで副主任。主に中高校生の合同試
験、国家試験の宣伝、日常業務、幹部教育、紀律検査などの業務を担当。2011年、青海省教育庁民族教育所で所長、
青海省民族教育業務の全面的な管理を担当。2015年、青海大学で副学長、主に安全・警備、学生管理と共産主義青
年団委員会の業務を担当。

パネリスト
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眞弓 光文　■福井大学 学長

昭和48年　京都大学医学部卒業　同 小児科研修医
昭和55年　京都大学医学部附属病院助手
昭和55年～57年　米国アラバマ大学統合癌センター腫瘍研究所研究員（Max D.Cooper 教授に師事）
昭和57年　神戸市衛生局病院管理センター中央市民病院 小児科副医長
昭和59年　京都大学医学部附属病院助手
平成 元年　京都大学医学部講師
平成 4年　京都大学小児科助教授
平成 9年　福井医科大学小児科教授
平成15年　福井大学医学部小児科教授（大学統合による校名変更）
平成19年　福井大学医学部長
平成20年　福井大学理事・副学長
平成25年　福井大学長

パネリスト

三村 信男　■茨城大学 学長

1949年７月生まれ。1979年、東京大学大学院工学系研究科博士課程修了（工学博士）。専門分野は地球環境工学、
海岸工学。日本とアジア・太平洋諸国における気候変動の影響評価と適応策に関する研究プロジェクトを推進。
1992年以降、国連「気候変動に関する政府間パネル（IPCC）」に専門家として参加し、第２次～第５次評価報告書
の主執筆者、総括主執筆者を務めた。国内では、文科省、環境省、国土交通省、外務省、総合科学技術会議、茨城県
などの委員を務めた。主な著書に、『サステイナビリティ学をつくるー持続可能な地球・社会・人間システムをめ
ざして』（編者、新曜社）など。

パネリスト

山本 清二　■浜松医科大学 理事・副学長

脳神経外科専門医・医学博士。神経科学領域の基礎研究と共に、光技術を応用した研究の経験と臨床医であるとい
う バックグランドを活かし、先端医療開発特区（スーパー特区）「メディカル フォトニクスを基盤とするシーズの
実用化開発」に採択され医療機器を開発中。はままつ次世代光・健康医療産業創出拠点（事務局：浜松医科大学光
尖端医学教育センター産学官連携推進部）では、大学内外における産学連携・医工連携の「ワンストップ窓口」と 
して、医療機器の開発・事業化の支援から、薬事規制の相談、医療ニーズの収集、医工連携のマッチングまで幅広
く対応。2016年４月より現職。

パネリスト

若山 正人　■九州大学 理事・副学長

【学歴】昭和53年３月 東京理科大学理学部卒業、昭和57年３月 広島大学大学院理学研究科修士課程修了、昭和60年
３月 広島大学大学院理学研究科博士課程修了（理学博士）
【専門】表現論、整数論
【職歴】昭和61年９月 福山大学専任講師、平成元年４月 鳥取大学助教授、平成６年４月 九州大学助教授、平成９
年９月 九州大学教授、平成21年５月 九州大学主幹教授（運営的職務）、平成17年４月 九州大学理学部数学科長
平成18年７月 九州大学数理学研究院長・九州大学大学院数理学府長、平成22年４月 九州大学産業技術数理研究
センター長、平成22年10月 九州大学高等教育開発センター長、平成22年10月 九州大学副学長、平成23年４月 
九州大学マス・フォア・インダストリ研究所（設立）所長、平成26年10月 九州大学理事・副学長

パネリスト
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宋　尊敬する日中の大学各学長、各ご来賓の皆様、
こんにちは。私は大連理工大学副学長の宋永臣で
す。主催者より招待を受け、ここで大学がどのよ
うに社会へ奉仕し、貢献していくかについて、皆
様と話し合うことができ、非常に光栄です。また、
分科会の司会として、５月の美しい上海で皆様に
お会いすることができ、非常に嬉しく思います。
よろしくお願い致します。
改革開放より30年余りの急速な成長を経て、中
国の経済発展は全体が転換期に入り、産業構造
の高度化、成長動力の切り替わり、制度環境の変
化という重大な変革が生じました。また、経済の
ニューノーマルの下で、人材育成、科学研究、社会
サービス、文化「長城」のイノベーション及び国際
交流協力は、中国の大学が担う５つの重要な使命
となっています。社会サービスは大学の長期的な
発展において形成される重要な機能です。そして
大学の急速な発展を実現する重要な要素でもあり
ます。今日は日中両国の多くの大学学長にお集ま
り頂き、大学はどのように社会へサービスを提供
していくのか、地域経済の発展に貢献していくの
かについて一緒に検討して頂きたいと思います。
まず、最初にお話し頂くのは、中国の同済大学の
伍江常務副学長です。同済大学は地域経済と社会
の発展に尽くし、大学の革新能力向上の面で経験豊
富な大学です。それでは伍学長、お願い致します。
伍　今日は同済大学による大学の社会サービスと
地域貢献に関する活動についてご紹介する機会を
頂き、大変嬉しく思います。当大学の機能の確立
について言いますと、実のところ中国の大学、全
世界の各大学と同じです。私達はみな大学の機能
について認識しています。もちろん大学の最も重
要な機能は人材育成です。人材育成をしっかり行
うには、地道な科学技術の研究が必要です。です
が人材育成や科学研究と同時に、大学が非常に強
大な社会の外延的効果と利益を備えているべきで
あることは疑う余地がありません。つまり、私達
が言う社会サービスのことです。ですからこの三
大機能は大学の最も重要な三大機能ということに
なります。三大機能に関連して、大学内部にはい
くつかの活動の重点があります。１つは学科の整
備、１つは文化の整備、もう１つはキャンパスの
整備です。では同済大学とはと言うと、私達はこ
れらに関連して、何年もかけて学校経営の個性と
特色を育んできました。私達は持続可能な発展を
方向性とする高等教育を目指してきました。そし
て、持続可能な発展という観念により大学経営理
念を発展させてきました。私達のキャンパスの文
化、キャンパスの整備、科学研究と社会サービス

を発展させてきました。
同済大学の社会サービスの分野について言いま
すと、学科の特徴としては、同済大学は今年創立
110周年を迎えるのですが、110年間の整備運営を
経て、土木建築工事を主力として、理、工、文、法、
医の各専門を抱える総合大学となりました。学科
について言えば、全体としていくつかの重要な学
科群を持ちたいと思っています。１つ目の学科群
は土木、建築、プランニングなどの専門からなる
都市建設に関わるものです。私達の国は、皆さん
ご存知の通り、この30年は中国の都市化建設が最
速で進められた30年でした。この分野で同済大学
は非常に強みのある学科を持っているのです。で
すから、私達は中国の都市建設に関連して、この
学科群の発展に力を入れています。２つ目は交通
運輸と設備に関連する学科群です。従来からある
自動車、交通、軌道、機器、材料などです。３つ目
の学科は、環境と持続可能な発展に関連する学科
群で、環境、暖房、プランニング、景観などです。
４つ目は私達が近年力を入れているクリエイティ
ブデザインを中心とする新興の学科群です。主に
デザインと情報、新材料、新メディアなどです。必
要とする各学科は当然この４つの専門学科群のな
かで互いに交差しあっています。ある学科がほか
の学科群のなかで同時に重要な役割を果たすとい
うことではありません。
これに対して、同済大学校内と校外の関係につ
いて言いますと、本学は上海の楊浦区にあります
が、楊浦区と非常に良好な連携効果を生んでいま
す。私達はこれを三区融合・連携発展とよんでい
ます。いわゆる三区とは、大学のキャンパス、そし
て大学を中核として発展してきたサイエンスパー
ク、そして大学を取り囲む地域社会です。これが
いわゆる三区融合です。このような大学の知識革
新、科学技術成果の転化、地域産業構造の調整、サ
イエンスパークの機能、地域社会の質の向上を一
つにするのです。
この20年の発展を経て、同済大学にはいくつも
キャンパスがありますが、主要なキャンパスの一
つで、古いキャンパスですが、上海楊浦区で、私達
は大学キャンパスに関連して発展してきた非常に
集中した産業群を形成しました。これを環同済知
識経済圏と呼んでいます。このいわゆる環同済知
識経済圏は、実は２平方キロメートルほどしかな
く、広い経済帯ではなく、同済大学のキャンパス
を囲んでいます。しかしこの２平方キロメートル
余りのエリアに、1,300社近い企業が集まり、５万
人以上のスタッフが働いているのです。このうち
８割のスタッフは同済大学と関係があるか、同済
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大学の教員・学生か、同済大学の校友・卒業生で
す。2016年の総産出額は327億元でした。これは
非常に大きな額です地域経済の発展にとって、楊
浦区政府の税収にとって、極めて大きな重要な役
割を果たしています。
同済大学の社会サービスの分野は、主に学科の
特色ある専門が基盤になっています。こちらです。
先ほど触れました。学科群がいくつかあります。
私達の社会サービスの重要な注目スポットとして
まず挙げられるのは、都市・農村計画、インフラ、
建設、環境整備、エネルギー、材料、防災など持続
可能な発展を実現する分野です。
当大学は2040年上海都市全体計画の策定におい
て、非常に大きな役割を果たしました。上海のこ
の30年は中国の経済と社会の発展が最も速かった
30年です。ご記憶の通り、2010年に上海で中国初
の世界博覧会が開かれました。この世界博覧会で
同済大学は極めて重大な役割を演じました。同済
大学の先生がこの万博で、10分野ほどで各方面を
担当しました。同済大学の８人の先生です。チー
フプロデューサー、チーフプランナー、チーフアー
キテクト、チーフエンジニアなどです。ですから、
地方経済の発展において常に積極的な役割を演じ
てきたのです。先ほど述べたように上海楊浦区で
同済大学を取り巻く環同済知識経済圏が形成され
ました。私達は自身の学科の特技を通じて地方経
済のために、経済のため、地方社会の発展のため
に働きたいと心から願っているのです。
最後になりますが、同済大学は上海2040全体計
画の策定に深く関わっています。これは2014年か
ら30年の発展を歩む上海が臨む新たな段階の都市
全体計画であり、上海2040と呼んでいます。この
計画を上海市政府は明確に掲げ、開門弁（訳注：
門戸開放）計画と呼んでいます。つまり、社会に対
して、社会各界からの参加を吸収するというもの
です。同済大学はこれにも非常に深く関わってい
ます。この計画を進めるため、上海市は各分野で
18の特定課題グループを立ち上げ、上海2040につ
いて研究を行っています。18の特定課題グループ
のうち同済大学からは17のグループに、14人が参
加しています。責任者は同済大学の先生です。こ
こで非常に重要な役割を果たしていることがおわ
かりかと思います。私自身も含まれます。私自身
は同済大学の教授ですが、６年間上海市計画局の
副局長を務め、都市建設の発展に携わりました。
このように同済大学は私達の社会、政府、企業、経
済発展、社会の進歩とつながっているのです。非
常に密接につながっています。
私達がどのようにこの計画策定に深く関わって

いるかについて述べました。同済大学の上海の地
方経済の発展、社会の発展への参加は、いま述べ
た分野に限りません。計画を一つの例として取り
上げ、同済大学について説明したに過ぎません。
まとめと展望ですが、同済大学は持続可能な発
展を方向性とする教育理念を守っています。この
ような教育理念は当然、私達の社会サービスにも
及んでいます。知識の波及、科学技術のサポート、
イノベーションによる主導、文化的リーダーシッ
プなどです。
これで簡単な報告を終わります。ありがとうご
ざいました。
宋　伍江学長、素晴らしいお話をありがとうござ
いました。ハルビン工業大学は中国の伝統的な工
科強校です。今日は、ハルビン工業大学副学長の
傑才院士より、面白いプロジェクトについてお

話し頂きます。韓傑才学長、お願い致します。
韓　モデレータ、尊敬する日中の各大学学長の皆
様こんにちは。皆さんから社会サービスについて
質問を受けましたが、社会サービスとは大きな概
念です。私達は社会と経済のためにサービスを提
供するだけでなく、社会の人々のためにサービス
を提供しています。私達は社会の様々な人々のた
めに研究に従事するのです。現在、私達は世界の
科学者が宇宙環境を地上で研究するための重大な
基礎研究施設を建設しています。大きな科学研究
装置です。施設全体が国の第12次５カ年計画の
16の重大装置の計画に入っています。ハルビン工
業大学では、このような装置の計画を進めていま
す。投資総額は15.5億元です。次に、この装置の
主な意義についてご紹介します。
この装置を作る目的は何でしょうか。皆さん
ご存知の通り、国際宇宙ステーションというもの
があります。国際宇宙ステーションを利用して、
全世界の科学者が多くの科学研究を行っていま
す。今後、中国は2025年までに中国の宇宙ステー
ションを作ります。宇宙ステーションは宇宙で科
学研究活動を行うためのものです。それで、地上
でも同様に宇宙環境をシミュレーションして、研
究活動ができる装置が必要ではないか、というこ
とになりました。私達の目的は宇宙ステーション
をシミュレーションする地上の宇宙ステーション
を作り、宇宙科学研究を行うことです。したがっ
てその目的とはつまり、このような仕事をする科
学者が研究できるような施設を提供することで
す。この施設は主に国家発展改革委員会が計画し
ました。工業・情報化部も関与しています。法人
企業であるハルビン工業大学が装置の建設を請け
負いました。黒竜江省人民政府と中国航天科学技
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日中大学フェア＆フォーラム in China 2017

● パネルディスカッション④ ● 大学における地域貢献のあり方（２）

術集団も一緒に請け負っています。この施設は、
現在中国が建設する大型科学施設は約20ある中
で、唯一東北地域に設置建設されるものです。敷
地面積は35万平方メートルで、ハルビンの松花江
北岸に位置します。この施設はすでに建設が認可
され、初期設計が終わりました。工事期間ですが、
大体2020年に完成を予定しています。大体４年後
にこの施設を使用できるようになります。
これは施設の初期設計図です。一本の鍵によっ
て私達の知識の扉が開かれることを意味していま
す。この施設では、生活全般のサービスも提供し
ます。これを建設する目的は、世界トップレベル
の高時空分解能を有する原位置、半原位置の動的
エネルギーを研究し、物質を宇宙環境に置いて、
その相互作用の法則とメカニズムを知ることで
す。このようにして、私達の研究のために、世界
トップレベルの宇宙環境物質作用の科学研究環境
と能力を形成します。宇宙で科学研究を行う事前
の作業を支援することができるのです。
ではその主な科学的目標とは何でしょうか？宇
宙環境の研究が私達にもたらしてくれるものがあ
ります。材料、器具、相応のシステム、例えば衛
星、そしてもう一つ、人が宇宙で行う長期間の作
業、例えば生命体、宇宙で作られる物質、宇宙自身
が再生する物質、例えばプラズマ、その相互作用
のメカニズム、法則、状態。新しい法則、新しい現
象が発見されるでしょう。最後に、何を解決する
必要があるでしょうか。それは私達の宇宙船が宇
宙で長時間作業を行えるという信頼性と長いライ
フサイクルの問題です。例えば、私達のいまの衛
星は、15年、20年、そしてもっと長い期間使える
ようになるでしょうか。例えば私達人類が宇宙に
常駐する場合、最長で数百日です。もっと長い期
間いられるようになるでしょうか。数年間、1000日
以上の作業ができるようになるでしょうか。知ら
れていない宇宙環境の配置、認識の問題がまだた
くさんあります。こうした宇宙環境について研究
する必要があります。
ではシミュレーションの目的はといいますと、
宇宙環境を私達の既知の要素とすることです。宇
宙環境は非常に複雑ですが、大きく９つに分類で
きます。例えば真空状態、高低温の状態、原子酸
素、宇宙汚染物質、粉塵、粒子放射線、電磁放射線、
プラズマなどです。このような現象、環境をシミュ
レーションできるのです。これらの環境をシミュ
レーションした状態で、個別に準宇宙と近宇宙の
プラズマ環境を作ります。電磁環境も個別に作り
ます。これには三つの装置があり、大型装置が一
つ、小型装置が二つです。こうすれば、宇宙の総合

的な環境の効果も、宇宙の電磁環境の効果も、宇
宙のプラズマの効果も、その現象と法則を含めて
すべて研究できるのです。
これが装置の設計で、加速器と300兆電子ボル
トの加速器と陽イオン加速器があります。これが
一つ目の加速器です。これにはいくつかの端末を
含みます。例えば、生命科学研究の端末、微視的機
構研究の端末、プラズマ環境をシミュレーション
する端末です。
この設備は、中国の科学者のためだけでなく、
同様の科学研究に従事する全世界の科学者のた
めです。ですから私達は世界の専門家にも相談に
乗ってもらいました。この施設の首席科学顧問は
中国国家最高科学技術賞を受賞した孫家棟院士で
す。ハルビン工業大学の校友でもあります。まだ
ノーベル賞受賞者のサミュエル・ティン教授にも
お願いしました。彼は宇宙科学の研究者です。国
際・国内の諮問委員会委員会もあります。海外の
科学者もいます。ロシア、ウクライナ、米国プリン
ストン大学、トロント大学など。こうした大学に
はドイツの科学者がたくさんいます。彼らはいず
れも宇宙科学、プラズマ、弱め界磁、電磁環境研究
の科学者です。
これは世界初の宇宙ステーションシミュレー
ション施設です。世界初の三次元宇宙プラズマ地
上システム研究装置でもあり、スケールが最大で
最も微弱な電磁環境研究装置でもあります。現在
おおよそ十数カ国、100近い科学研究組織が、この
施設について契約を締結しております。
私の説明は以上です。ありがとうございました。
宋　韓先生、ありがとうございました。青海大学は
中国中西部大学総合力向上プロジェクトの重点整備
校です。近年、独自の経営方式を進め、青海省の経
済建設と社会の発展に積極的な貢献を果たしていま
す。青海大学の尚瑪副学長に詳しくご紹介頂きます。
曲江　まず、今回の日中大学フォーラムに参加で
きたことを非常に嬉しく思います。青海省は国内
で比較的立ち遅れた地域です。このような会に参
加したのは初めてですが、こうした交流の雰囲気
にしても、日本の著名な大学にしても、国内の大
学にしても、皆さん非常に優秀だと感じました。
青海大学はこの会では学生として、私達の地域の
状況について皆さんにご報告致します。
まず、青海大学の基本的な状況ですが、二つの内
容についてお話します。一つは大学の基本的な状
況で、もう一つは社会への、主に青海の地方経済へ
の働きかけにより得られた成果について、簡単に
ご報告します。私達の成果と言いましても、先ほど
の二つの中国最高峰の大学にはかなり劣るもので



95国立研究開発法人科学技術振興機構  中国総合研究交流センター（CRCC）

主
催
者
挨
拶

来
賓
挨
拶

基
調
講
演

パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ラ
ン
紹
介

講
演
資
料

すが、私達も上を目指して努力してきました。
青海大学は1958年に創設されました。工、農、
医、管の四つの学科を主体として、協調的に発展
した総合大学であり、教育部と青海省人民政府が
共同で造り上げました。清華大学、北京地質大学、
華東理工大学、西北農林科学技術大学、北京協和
医学院の五つの有名大学が対口支援、すなわち、
比較的発展した組織が遅れた組織を１対１で支援
するというものですが、その国家211重点大学で
あり、14の国家中西部大学総合力向上プロジェク
トの対象校でもあります。
青海大学は高原の文化有名都市、西寧市にあり
ます。大学の敷地面積は約3,000ムー余りで、建築
面積は65万平方メートルです。現在の図書館には、
160万冊の図書が収められております。その中には、
塩湖化学工業学院、機械工程学院、生態環境工程学
院、土木工程学院、水利電力学院、財経学院、農林
科学院、 林科学院、医学院、附属病院など、15の
学部、26の学科と14の研究所を持っております。
国家レベルの重点学科が２つ、省クラスの重点
学科は16個、博士授与のできる学科は５個、修士
授与できる学科は54を持っております。国家レ
ベルの実験区を１つ持っております。国レベルの
BTR課程が３科目あります。現在は国家レベルの
重点実験室１カ所、国家の重点実験室の支部１カ
所、国家級の大学サイエンスパーク１カ所、国家
レベルの発展研究院１つ、農業部実験室４カ所、
省レベルの重点実験室は18個持っております。
それから在籍している学生は２万7,000人、その
うち修士または博士在学中の学生が1,400人おり
ます。それから病院を持っておりますから、医者
や職員などが2,500人余りおります。
現在、修士以上の学歴を持った教師は81.47%に
なっております。立ち遅れている青海省としては、
このレベルに持っていくことができて大変あり
がたい結果になっております。歴代の学長は清華
大学から派遣された中国アカデミー、サイエンス
アカデミーのメンバーであります。また、2011年
から今日にまでに、わが校が受賞した賞の数は
2,000以上となっております。現在、国際レベルな
研究プロジェクトは289項目あります。国の科学
技術賞１個、２等賞１個などを受賞しております。
2011年から現時点で、国内外で発表した学術論文
7,900本、“Science”や“Nature”にも３本発表し
ております。自然科学分野であれ、人文哲学分野
であれ、青海省が授与する各賞の９割は青海大学
が受賞しております。
われわれは絶えず改革、そして開放をしており、
人材育成、科学技術の面では目覚ましい発展を遂

げました。米国、イギリス、豪州、ニュージーラン
ド、日本、韓国、台湾などの国や地域と協力協議書
を結び、それから清華大学、オークランド大学、青
海大学の３校協力プロジェクトなどがございます。
本学の地域の社会経済の発展への貢献について
ご紹介します。長年の努力によって、学科の強みを
生かしながら、地域の社会経済にも貢献しており
ます。われわれは、三江源地域にあり、その環境保
全、高原医学、チベット医学、高地の農業、牧畜業、
塩湖化学工業、新エネルギー、特に太陽光発電など
の分野では、それぞれ大きな業績を収めました。
現在建設許可が出ております、三江源生態・高
原農牧業国家重点実験室は、青海省唯一の国家重
点実験室であり、わが校が青海省の農業分野にお
ける科学技術のトップ人材を集め、この地域にお
けるハイレベル人材の育成と科学研究を行います。
一例を挙げますと、菜の花やジャガイモ、野菜、
麦などの研究はすべて当校の教師、専門家が担当
しています。国の第12次５カ年計画の間には、菜
の花、ジャガイモ、ソラマメ、クコの実などの基
地を22も立ち上げました。その中では、菜の花は
特に全国でのシェアは85%、ジャガイモは87%に
なっております。クコの実の繁殖育成技術も進ん
でおります。また麦類の研究開発のプロジェクト
も16項目を完成させました。
青海省の８割以上の農産物は青海大学によって
開発された品種を使っております。例えば菜の花、
それからジャガイモ、ソラマメ、そして裸麦など
がそれです。生産額は、毎年100億元以上となって
おります。また当校によって開発されましたD型
殺鼠剤ですが、その有効率は95%になっておりま
す。草原地域や高地では、ネズミの災害がひどく
て、その殺鼠剤を食べたネズミの体内にはあまり
毒素が残らず、広く使うことができます。また土
地の砂漠化を防ぐために、砂漠化対策技術開発に
も成功し、それを520万 もの面積に広げること
ができました。
また、高原医学、高地における慢性病の基準は
当校が作ったものです。それに関する論文は、去
年国際的な賞も受賞しました。その高地における
慢性病の基準を制定するためには、70人もの当校
の専門家が加わっております。そのほかには、チ
ベット医学のテキストの制作や、チベット医学の
学部生から博士までのカリキュラムを作り上げま
した。また、病院、研究所、チベット医学の薬剤の
生育センターも立ち上げました。グローバル的に
チベット医学を広めていけるように、非常に力を
入れております。
第３には、新エネルギー、特に太陽光発電、それ
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から塩湖化学工業です。清華大学と共同で、新エ
ネルギー・太陽光発電の研究チームを立ち上げま
した。アメリカのボーイング社と協力して、毎年
約3000機の飛行機を回収していく見込みです。こ
ればアリゾナ州ほかには青海省のみです。青海省
では太陽光が豊富にありますので、毎年約300機
の飛行機解体処理を行っていく予定です。
それから、こちらも清華大学、華東理工大学と
の共同プロジェクトですが、塩湖化工技術につき
まして。中国の７割の塩は青海省から算出されて
おり、リチウム電池やマグネシウム等塩湖の総合
的な科学研究を行っております。
最後に、重大な研究分野として天河プロジェク
トというのがあります。この天河プロジェクトで
すが、つまりこの高地のビッグデータ、降雨につ
いての研究です。長江、黄河の源はともに青海省
にあります。なぜ長江は水量が豊かで降水量が多
いのに、黄河は少ないのか。下流の甘粛省、寧夏省
等の地方の干ばつの原因となっております。これ
から５年間で約46億を投入し、20以上の衛星を打
ち上げる予定です。雨量を調節することによって、
チベット高原の生態保護や、黄河の下流地域の環
境を改善しようという大型プロジェクトで、将来
的にはアジアや世界の環境保護に貢献できるもの
となるでしょう。ご清聴ありがとうございました。
宋　曲江尚馬副学長、ありがとうございました。
では続いて日本側の紹介に移ります。福井大学は、
1873年に設立された国立大学です。それでは福井
大学の眞弓学長よりスピーチをお願いします。そ
れではお願いします。
眞弓　皆さん、こんにちは。福井大学学長の眞弓
光文といいます。ここでは私ども福井大学の地域
と連携した産学官連携によるグローバル人材の育
成ということについて、少しご紹介をさせていた
だきたいと思います。
まず福井大学のご紹介でございます。福井大学
は、今ご紹介いただきましたように、福井県とい
うところにございますが、福井県にある国立大学
は、福井大学１校しかございません。ここにあり
ますように、３つのキャンパスから成っておりま
して、それぞれのキャンパスに、その下に、少し見
にくいかもしれません、小さい字になりますけれ
ども、学部、それから研究所がございます。
学部でございますけれども、教育学部、医学部、
国際地域学部、工学部と、この４つの学部から成
る比較的小さな国立大学でございます。それぞれ
教員養成、医師・看護師の養成、それから国際人
材の養成、あるいは地域人材の育成、さらにエン
ジニアの育成をやっております。大学院でござい

ますけれども、教育と医学と工学に、それぞれこ
のような課程、もしくは専攻がございます。
福井大学は、先ほど申し上げましたように、４
つの学部から成る比較的、規模から言いますと、
中規模から小規模に属するような国立大学でござ
います。学生数は、学部数および大学院生合わせ
まして5,000名でございます。外国人留学生、ここ
には188名となっておりますが、これは去年の５
月の段階の数字でございます。１年を通じますと、
短期の方が少し入れ替わったりしますので、延べ
でいきますと、250名ぐらいの留学生の方がだいた
いおられるということになります。教員数が539名
ということでございます。
それから福井大学の属する福井県について、ご
く簡単にご説明いたします。ちょっと見にくいで
すが、この下のところに日本の地図がありますが、
ちょうど本州という、今日午前中に北海道のご紹
介がございました、日本で２番目に大きい島だと
いうご紹介がありましたけれども、本州という島
で、そこが日本で一番大きな州、ここに東京です
とか、京都、名古屋、大阪といったところがござい
ます。ちょうど福井県から真下に降りてきますと、
名古屋のあたりになるところでございます。東京
よりも少し西、京都、大阪よりも少し東というと
ころに位置しております。
１つの特色は、この福井県、特に福井県の南の
嶺南地区と呼ばれるところは、日本で最も原子力
発電所の多い、そういう地域でございます。それ
と、そういう絡みで、先ほど申し上げました敦賀
キャンパスに、原子力工学に関する国際的な研究
所というものを設置しております。
福井というのは、あまり大きな企業は実はござい
ません。福井にある地場の企業は中小企業が多い
ですが、その中で、いわゆる繊維工業、繊維に関す
るものにつきましては、これは伝統的な繊維産業
から、現在の高機能型の繊維産業、鉄に代わる繊維
と言われているような高機能型の繊維、そういっ
たものの研究、あるいはメガネのフレームですね、
メガネフレームについては日本一の産地というか、
日本で唯一の産地と言ってもいいぐらいになって
おります。世界的なシェアを誇っております。そ
れ以外にこのような形で、いろいろございますが、
今申し上げましたけれども、中小企業が多いので
すが、実は非常にユニークなものづくり企業が多
いということが１つの特色でございます。
実は、それって福井の技だったんだという、そう
いう、つまり世界シェア１位という部分が13製品、
もしくは技術も含めてございます。また国内シェ
ア１位といったものにつきましては53製品、技術
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といった形で、小さな企業が多いだけど、実は非常
にオンリーワン、あるいはナンバーワンの技術を
持った企業さんが多いということになります。
そういうことを受けまして、これは中国に進出
している福井県の企業数をざっと書きました。一
番左側が福井県でございまして、70の企業、この
時点ですね、調査した時点では70の企業が中国に
出ております。お隣が石川県、福井県のすぐ北側
が、金沢という都市があることでご存じかと思い
ますが、石川県がございます。その上が富山県で
ございます。この３つを北陸３県というふうに呼
びますけれども、そのいずれの県も、極めてそう
いうものづくりの企業の多い産地でございます。
その中でも福井県が一番、ご覧いただけますよう
に、中国に進出している企業の多い、そのような
県でございます。
そのような地域の特性から、まさにグローバル
な社会で活躍できる、そういう学生の育成、もし
くは海外から留学生の方に来ていただいて、日本
の企業に就職する、もしくは、母国にお帰りになっ
て、日本の企業と取引をしておられるような自国
の企業に就職されると、そのような型の留学生が
多いという特色がございます。
そういう意味では、英語で全部やっちゃうとい
うよりも、むしろ英語の授業と、それから日本語
の学習と、そういった両面から、どちらかと言う
と、アジアのほうに目を向けて、今申し上げたよ
うな、日本で就職したい、もしくは日本の企業と
関係を持った自国の企業に就職したい、そのよう
な学生さんを受け入れていることが多いというこ
とでございます。
その中で、特に日本人の学生は、アジアを中心
として、そういうところで生かす、そこで勉強し
てもらう。それからまた外国から来てもらった
方、留学生の方には、そういう日本の企業とのイン
ターンシップ等を含めたつながりをしっかりつけ
ていただくと。そのような教育をしております。
これは福井大学の学生、日本人の学生が外国へ
留学する時の支援ですけれども、特にこの下にご
ざいます協力企業、企業さんと協力する形で、そ
の企業さんが出ていっている世界の現場で教育を
すると、そのような形を取っております。
例えば、ここにその一例ですけれども、左側
に４つの企業名、アタゴ、セーレン、日華化学、
SHINDOとございますが、それぞれ海外拠点等で
就業体験をするというような形の協力を得る形
で、グローバル人材の育成というものをやってお
ります。企業マインド、ビジネスマインドを身に
付ける教育を産学官連携で実施しているというの

は１つの特色かというふうに思います。
逆にこれは中国からの留学生の方で、福井大学
に留学された後、日本で就職された方、これ2014年
度の実績ですけれども、ここにございますけれど
も、アイシン・エイ・ダブリュとか、スズキ、ある
いは日産自動車といった、皆さんも多分ご存じの
企業があると思われますけれども、そういうよう
な地場産業ならびに日本の有力な企業のほうにも
就職していただいております。
もう１つは留学生のネットワーク、福井大学を
卒業されて、母国に帰られた方々でネットワーク
を作っていただいております。世界で14支部ござ
いますが、ここ中国でも、上海、北京、杭州、西安
という４つの支部がございまして、積極的に活動
をしていただいております。
まさに地域における知の拠点として、今申し上
げたようなグローバル人材の育成、あるいは地域
の活性化に役立つような学生、さらには日本と世
界との架け橋となってくれるような学生、そういっ
たものをまさに地域と連携して、まさに産学官一
体とした形で育てるということをやっているとこ
ろでございます。ご清聴ありがとうございます。
宋　眞弓学長、ありがとうございました。茨城大
学は1949年に発足した大学です。この茨城大学も
３つのキャンパス、水戸、日立などのキャンパス
を持っております。それでは三村学長、どうぞよ
ろしくお願いします。
三村　皆さん、こんにちは。この日中大学フォー
ラムの機会に、私たちの大学における取り組みを
紹介する機会をいただきまして、大変嬉しく思っ
ております。ここにありますように、茨城大学に
おける地域貢献、それをどういう考え方でやって
いるか、そういうことについてお話をしたいと思
います。
今、座長の宋先生からご紹介いただきましたけ
れども、私たちの大学には、主に３つのキャンパ
スがあります。左の地図を見ていただきますと、
茨城県というのは、東京から北に100キロぐらい、
鉄道の特急だと１時間ぐらいということですね。
それで３つのキャンパスというのは、真ん中の赤
い印がありますけれども、水戸というのが県の中
心都市、県庁の所在地で、そこに３つの学部があ
ります。ここに書いてあります。人文社会学部、
教育学部、理学部、それから県の北のほう、日立と
いうのがありますけど、日立キャンパスには工学
部があります。皆さん、電機メーカーで日立とい
うのをご存じだと思いますけれども、その日立が
生まれた都市が日立市ですね。それから県の南が
阿見というところです。そこに農学部があります。
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キャンパスが離れているので、運営上いろいろ困
難があるということもありますけれども、しかし
茨城県全体を３つのキャンパスで覆って、この地
域の在り方全体を考えると、そういうような点で
も非常に大きなメリットがあるというふうに思っ
ております。
ここに、下にありますけれども、学部の学生と
大学院生を合わせて、現在8,200人ぐらいが学んで
おりまして、留学生は300人弱、290人となってお
ります。昨日中国の大学の先生とお話をして、日
本では中規模、中ぐらいの大きさの大学という話
をしましたら、中国では8,000人は毎年入ってきま
すとか言われて、ずいぶんやっぱり規模に差があ
るなというふうには思いました。
それで、われわれの大学における大きな任務は
３つあるというふうに思っておりまして、教育す
なわち人材育成、それから研究成果を発信するこ
と、それから３つ目が、この社会貢献、地域貢献と
いうことです。われわれはその３つを切り離した
ものではなくて、一体のものとして扱おうという
ことを考えているということで、そのことについ
て今日はお話をしようと思います。
まず教育ですけれども、教育の中には、地域志
向教育、つまりさっき言ったような、われわれが
存在している地域社会の活力をどういうふうに伸
ばしていくかということを目的にした教育をしよ
うということを考えています。これまで茨城大学
に限らず、日本の多くの学生は、よく勉強すると。
いろんなこともよくわかっていますが、ちょっと
なかなか積極性がないねとか、自分の考えている
ことを十分言わないじゃないかと、そういう面が
あります。それでたくましい学生を育てる、積極
性を持った学生を育てるというのを大きな教育改
革の目標にしています。教育を考える時には２つ
の要素があると思っていますが、１つは教える中
身ですね。つまりどういう学部や学科を作ってい
くか。もう１つは、教え方や学生さんがどういう
経験をするかということです。
それで今までのわれわれの大学の教育は、主に
教室に学生を集めて、そこで先生が講義をする。
それを学生さんが聞くという形だったんですが、
今それを大きく変えておりまして、学生さんが自
分で勉強する。それから教室ではなくて、地域に
出ていって、地域の具体的な問題にぶつかって、
そこで研究する。それからさらに海外に出ていっ
て、海外の他の大学の学生さんと一緒になって、
新しい課題にチャレンジする。そういう意味では、
キャンパスを大学の中だけじゃなくて、地域や世
界に広げると、そういう発想の取り組みをしてい

るということです。
今日は地域貢献ということなので、国内の取り
組みだけを持ってきておりますが、左上にありま
すように、それをやるために、県内の約50社の企
業をパートナー企業ということで、教育も研究も
一緒にやってもらう企業を募りました。
それから市町村とか、そういうところと30くら
い協定を結んで、市の行政にも相談に乗っている。
それから茨城県の中には23、大学やあるいは高等
工業専門学校、そういうものがあるんですけれど
も、それらを全部つないで、地域づくり、茨城大
学・高専コンソーシアムというのを作って、教育
でお互いに協力すると。そういう形で、われわれ
の中だけの教育ではなくて、それを外に広げると
いうようなことをやる。
教育の中身も、われわれの地域自体を知るとい
うことや、あるいは地域の中に出ていって、それ
ぞれの地域の課題を住民の人と相談しながら、あ
るいは違う学部の学生が一緒になって取り組む
ような PBL、Project based learning、あるいは
Problem based learningと言いますけれども、そ
ういうような教育をやるとか、さらにそれが発展
して、大学がファンディングをしている学生自身
のプロジェクトになっていく、そういう学生が自
らの力で課題を見つけて、それを解決していくと。
そういうようなプロジェクトを非常に重視してい
るということです。
これの効果はどういうところに出てくるかと
いうと、１つは大学自体の使命、ミッションであ
る地域貢献、地域との連携というのが学生の力に
よって進む。それからもう１つ、そうすることに
よって、学生自身が成長する。２つの側面があり
ます。この取り組みは３年ほど前から始めました
が、去年から、市長さんだとか、あるいは企業の
社長さんなんかと話をしていると、最近茨城大学
の学生がいろいろよく見えるようになったよねと
か、何か元気な学生さんが増えたような気がする
とか、そういうような感想をもらうことがあって、
それはある意味では、こういう教育、地域と結び
付いた教育の効果が表れているのではないかとい
うふうに思っています。
もう１つ、研究の面では、中国のほうからもい
ろいろ素晴らしい研究の成果が発表されましたけ
れども、どういう形で地域と結び付けようとして
いるかということですが、われわれの大学の中に
は、ここにあるように４つぐらい特色のある、強
みのある分野があります。
茨城県というのは、日本で第２位の農業県です
ね。１位は、今朝お話がありました北海道で、これ
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はダントツに農業の産出額が大きいですが、茨城
県は２位。それからそのほかに、工業の産出額も
全国の７位とか８位とかというので、工業製品も
ある。それから筑波や東海村というような地名で、
ご存じの方いるかもしれませんが、日本の先端的
な研究機関というのがたくさん立地しています。
そういうようなものの力が伸びれば、地域全体が
活性化するということになります。われわれの
持っている強みと、そういう地域の持っているポ
テンシャルを結び付けて、どうやってそれをもっ
と顕在化させるかというのがわれわれの考え方と
いうことです。
１つは農業。これは今、実は大学で今までやっ
ていた農業が主に生物学として、どういうふうに
したらいい種ができるかとか、あるいはどういう
ふうな耕し方をしたら、より成長が早いかと、そ
ういうことをやっていたわけですけれども、それ
を産業として農業を考えた時に、ものを作る段階
から、製品化して、流通して、場合によっては、そ
れを輸出すると、そういうようなところまで含め
た農業を産業としての学問として成立させるには
どうしたらいいかというようなことを一緒にやっ
ているということです。
すでに面白い例があって、地元のホーリーホック
というサッカーの球団があるんですが、このサッ
カーの球団は、ベトナムと非常に今近い関係にあっ
て、サッカーで結び付くとともに、農業で結び付け
たいというので、暑いベトナムでイチゴを作りたい
と。それをどうやったらうまくできるかを茨城大学
と協力して、実験して、うまくいけば、ベトナムに
それを移転したいと。そういう話を一緒にやって
いる。そういうふうなこともあります。
それからもう１つは、右上にある量子線科学とい
うのは、先ほど言いました東海村に日本の原子力研
究のセンターがありまして、その中に、大強度陽子
加速器という、世界で一番強いパワーを持った陽
子の加速器施設があります。それを使うと、非常に
強力な中性子線が出てきます。それで中性子によっ
て、今までエックス線では見えなかったようなもの
が見える、そういうこともあります。
その中性子線の検出器の管理・運営を茨城大学
が任されていまして、それを今までは研究で使っ
ていましたが、これを教育に使わない手はないと
いうことで、新しく大学院の専攻を作りまして、
片方で教育、片方で研究、それから実用化、それ
を一体でやろうというのがこの構想ということで
す。これはまだまだ始まった技術ですから、その
成果が実際に製品として出てくるのはまたもっと
先になるかもしれませんが、非常にポテンシャル

の高い分野だというふうに思っています。
それからあと気候変動の問題は、本学でもう
10年以上いろいろやっている分野でして、そうこ
うしている間に、一昨年、ベトナムと日本政府の
間で、ベトナム日本大学というのを設立しようと。
その中に気候変動プログラムというのを修士課程
で作りたいという話がありました。茨城大学に、
幹事校と言うんですかね、まとめ役をやってくれ
ないかという話があったので、それやりましょう
ということで、これまでの研究成果と教育を結び
付けて、海外の大学との教育ネットワークの一環
として、気候変動のプログラムをスタートしてい
るということです。
それから右下にあるのは、産官学の新たな連携
による地域産業創出ということで、われわれの持っ
ている、いろいろ開発した新しい技術やそういうも
のを地域の産業、中小企業やそういうところと一緒
になって、どういうふうに製品化していくかという
ようなことを考えているということです。
最初に同済大学のほうから、産業コンプレック
スを作られたというふうに素晴らしいお話がござ
いましたけれども、なかなか日本ではそういうレ
ベルにいかなくて、後でまた、どういうふうにし
たらそのような産業を新たに興すところまでいく
のか、いろいろ議論をさせていただきたいと思い
ますけれども、われわれとしても、理学や工学、農
学の研究を、研究や論文発表のレベルに留めない
で、それをさらにどうやったら社会の中の実際の
成果につなげられるか。その辺までを考えた貢献
をしたいというふうに思っています。
短い時間ですので、ざっとあらましをお話いた
しましたけれども、地域連携をそれだけで考える
のではなくて、大学の本来の使命である教育や研
究とどう結び付けて一体でやっていくか、そうい
う考え方で進めているということをお話させてい
ただきました。どうもありがとうございました。
宋　三村先生、ありがとうございました。浜松大
学は、日本の静岡にあります。日本の国立大学で
あります。それでは山本副学長より詳細のお話を
頂戴したいと思います。お願いいたします。
山本　皆さん、こんにちは。浜松医科大学の理事・
副学長の山本清二と申します。今回はこのような
機会を与えてくださいまして、本当にありがとう
ございます。
皆さんご承知のように、これからの時間という
のは非常に難しい時間に入ります。お昼ご飯を食
べた後で、非常に眠くなる時間ですし、かといっ
て、早くしゃべると、同時通訳の方が非常に大変
な思いをされるかと思いますので、そのあたりは
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様子を見ながら、皆さんの眠気を見ながらお話を
させていただきたいと思います。
ここにありますように、浜松医科大学は、地域
特性を活かした医工連携・産学連携を積極的に推
進しています。そのことについて、なぜわれわれ
が医工連携を選択したかということを説明させて
いただきます。
まず、はじめに、国立大学法人浜松医科大学の紹
介ですけども、創立は1974年、比較的新しい大学で
す。建学の理念としまして、第１に優れた臨床医と
独創力に富む研究者を養成し、第２に独創的研究な
らびに新しい医療技術の開発を推進し、第３に患者
第一主義の診療を実践して地域医療の中核的役割
を果たして、以って人類の健康と福祉に貢献する、
というものです。つまり臨床医だけではなく、研究
医も養成をする。それから独創的な研究と医療技
術の開発を推進する。それによって地域医療に貢
献するということを宣言しているわけです。
学生数は、中国の大学と比べたら、あれと思う
ほど小規模です。つまり医学部の単科の大学です
から、医学部医学科と医学部看護学科の２つしか
ありません。学生数は約1,000名ですね。医学部は
６学年あります。看護学は４学年。それから大学
院生は修士課程が看護学科で、博士課程が医学科
ですけども、両方で約200名ぐらいです。教員数は、
ここにありますように、1,304名。
このように小規模で新しい大学ですけども、逆
に言えば、非常に機動力があって、その上で元気
がある大学ということが言えると思います。浜
松医科大学は、小さくても、きらりと光る大学だ
というふうに自負をしています。これは“Times 
Higher Education”の世界大学ランキングの日本
版2017に掲載されている分野別の順位ですけれど
も、ここにありますように、教育リソースの分野
で、浜松医科大学は日本で５番目という評価を受
けています。
評価の指標は、学生一人当たりの資金、それか
ら学生一人当たりの教員数、教員一人当たりの論
文数、あるいは被引用回数、それから大学合格者
の学力、それから教員一人当たりの競争的資金の
獲得数であります。
つまり小規模だと言いました、新しい大学と言い
ましたけど、学生に対して教育を熱心にやる教員が
たくさんいて、しかもいい論文を書いていて、しか
も学生さんも学力の高い人を集めていて、教員も競
争的資金をたくさん獲得しているということです。
どうしてこういうことができたのか。これはわ
れわれが浜松という地域において、どういうこと
ができるか、浜松はどういう地域か、そういうこ

とを十分考えた上で、われわれはできることを一
生懸命やろうということを選択したからだという
ふうに思っています。
さて、浜松はどういうところかと言いますと、
光・電子技術、ものづくり技術の町として知られ
る浜松市にあります。この中で浜松市という場所
をご存じの方、手を挙げていただけますか。あり
がとうございます。本学の随行者もいるところを
みると、少し２名は引かなければいけませんけれ
ど。場所は京都と東京のちょうどほぼ中間地点に
あって、太平洋に面しているところです。
静岡県浜松市ですけども、ここにありますいろ
いろロゴを見ていただくと、大きな企業がたくさん
並んでいるということがわかります。楽器のヤマ
ハ、ピアノ楽器のカワイ、それからトヨタ自動車の
豊田さん、それからスズキ、ホンダさん、ヤマハ発
動機、浜松ホトニクス、これすべて浜松で起業し
たものです。つまり浜松というのは、アントレプレ
ナーの町、起業家の町ということが言えます。
面白いことに、ヤマハ、カワイ、スズキ、ヤマハ
発動機、浜松ホトニクスは、本社が浜松に残った
ままですね。つまり起業家の町であって、技術者
の町であって、そういう中にわれわれは医科大学
を持っているということになります。こういうき
れいな浜名湖という湖もありますし、これは浜松
城というお城です。このような、上海に比べたら
周りに高いものがないわけですけど、200メートル
以上の建物も、コンベンションセンターとホテル
もあります。
さて、浜松で光医学をわれわれはやろうという
ふうに決めました。それは何かと言うと、１つは、
浜松の特性、地域の特性を考えた結果です。もう
１つは、浜松医科大学の強み・特色はやはり光医
学だからということになります。
浜松の環境ですけども、2013年に浜松にある大
学３つ、静岡大学浜松キャンパス、静岡大学と光
産業創成大学院大学、それから浜松医科大学と、
これは浜松ホトニクスの晝馬社長ですけど、この
４者が一緒になって、浜松を光の尖端都市にしよ
うという宣言をしました。つまり尖端都市ですか
ら、尖がった都市になって、光を研究する人をた
くさん集める。光を研究する人は浜松の名前を必
ず知っているというふうにしようということを宣
言したわけです。それ以前から、先ほど起業家の
町という説明をしましたけど、ものづくり、光電
子技術に優れた企業がたくさん集まっています。
それと、これが社長ですけど、浜松ホトニクス株
式会社、これは世界的に有名な企業で、最近の３
つのノーベル賞にここの企業が関わっています。
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そういうとこの連携体制が浜松地域の大学、企業
にはたくさん取れているということです。
一方、浜松医科大学は、光尖端医学教育研究セン
ターという特殊なセンターを持っています。これ
は光の技術を応用して、メディカルフォトニクス、
光医学を推進していこうというものです。
また光・電子工学技術による革新的な医療技
術と、特に医療機器の開発を強力に推進していま
す。それから光・イメージング技術による治療法、
診断法の開発も進めています。光増感剤を使った
フォトダイナミックセラピー、これは光線力学療
法と呼びますけども、そういうものも浜松医科大
学ではたくさん研究をされています。
特に施設、設備としては、イメージングコンプ
レックス体制というのを敷いていまして、これは
質量分析ですね、遺伝子レベルから細胞、動物個
体、人まで、一貫して大学の中でイメージング研
究ができる装置と体制を整えています。このよう
な設備がありますから、大学院の方が浜松医科大
学に来ていただくと、浜松の地域としての光の技
術を活用しながら、浜松医科大学の光医学を勉強
していただけるという特質があります。
そのような特質を踏まえて、われわれは地域の
人たちと一緒に、JSTの地域産学官共同研究拠点
整備事業に応募をしまして、2010年に採択をされ
て、2011年から事業を開始しています。
ここにあります光・電子技術、ものづくり技
術と医療・医学との融合をさせて地域イノベー
ションを創出しようというものです。これはど
ういうものかと言いますと、産としては、浜松商
工会議所、この中に120社ぐらいの医工連携研究
会という企業の集まりがあります。それからこれ
はいわゆる支援機関ですけど、浜松地域イノベー
ション推進機構、それから学としては浜松医科大
学、静岡大学、光産業創成大学院大学、これは光を
主体にしたベンチャーを立ち上げる人材を育成す
る大学院大学です。それと静岡県浜松市、いわゆ
るローカルガバメントが一体となって、産学官で
提案して、連携拠点を今運営しています。
ここにクラウドのような組織と書かれています
けども、これは少し変わった試みで、例えば、私
は浜松医科大学の所属です。浜松医科大学の所属
でありながら、ここの拠点の研究統括をしていま
す。つまりここに所属しながら、医工連携拠点の
運営に関わって、成果を両方で共有するという形
で事業を推進しています。そういう形でみんなが
集まって、新しいことを共同でできるという体制
ができ上がっています。
具体的には、ここにあります医療機器開発者等

の研修を行う。それから臨床現場との対話を行う。
これは企業さんに病院の中に入っていただくとい
うことです。それから医療のニーズを集約するた
めの協議、これはいろんな意見交換を通じて、ど
のようなものが必要かということをピックアップ
するものです。それからセミナーを開催して、こ
れも人材育成に寄与しようと思います。
結果として、開発人材の育成と医療ニーズの創
出を行って、われわれは開発のために必要な公的
資金は大学を中心にたくさん応募して、集めて、
医療ニーズを満たし、市場性も期待できる医療機
器の実用化を推進しています。
大学の中でどういう役割をしているか、その一
番キーポイント、重要なカギを握っているところ
が光尖端医学教育センターの産学官連携推進部と
いうところです。ここはちょうど大学の中で、大
学の内外の人たちとつなぐ窓口。この拠点の中で
事務局がここにありますので、拠点、大学の外と
大学の中をつなぐ役割をしています。それぞれ診
療科、21の診療科の人たちが、この間をつなぐ時
に特に大事な役割を果たしてくれる、いわゆるサ
ポーターがおります。
それから外から入ってきた案件は、相談員が一
度ふるいにかけて、これはもっと推進すべきかど
うか、あるいはもう少し方向を変えたらいいので
はないかというような議論をして、大学の内外を
つなぐ役割をしています。
このような役割を果たしてきていますけれど
も、具体的には、一番われわれが力を入れてきた
ことは、現場の情報交換会をやって、医師、あるい
は検査技師さん等々に、企業さんに普段の診療業
務をお話してもらいます。それによって、もう少
しこういうところが改善されれば、よくなれば、
診療がやりやすくなるのに、結果的に患者さんに
役に立つだろうという話をしてもらいます。
ただしこの時には、ではどうすればいいかとい
う解決策までは出してもらいません。これは企業
さんが、興味のある人たち、あるいは解決策が具
体的に思い浮かべることができる人たちに、今度
は医療現場、つまり病院の中にこうやって入って
もらって、実際に医療現場のものを見ながら、医
師、看護師と企業さんが議論をして、新しいもの
を作るための課題を見つけて、共同研究をすると
いう方針を取っています。このようなことをやっ
てきて、６年間の間に、大きな成果としては、もう
６つ、医療機器の認可を取る成果を出して、世の
中に、患者さんのために使ってもらえるものとし
て出してきています。
さらに人材育成のためのセミナー、非常にたく
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さんのセミナーをやって、企業の方、大学の人た
ちに参加をしてもらっています。また大きなセミ
ナーを年１回開催して、そこでは全国的にみんな
に議論をしてもらうということを行っています。
このように私たちは、浜松地域の特性である光
というもの、光技術というもの、電子工学の技術
というもの、それを十分活用できることを考えて、
私たち大学の立ち位置は何かということを考えた
時に、やはり医療の現場、医学の現場での立ち位
置が、私たちとしては唯一のものですから、それ
を光医療、光医学という形で特化させて、地域の
人たちと連携をして進めています。
結果的には、医科大学はものを作ることはでき
ません。工学系の開発をすることもできません。
その分を地域の大学、地域の企業さんと一緒に
なって、お互いに補い合いながら、新しいものを
生み出すためのチームを作ったということです。
これは地域の人たちにとっても非常に有用な仕組
みであろうと、私たちは自負しております。
もしこのような形で共感していただける方、若い
方がいらっしゃれば、浜松医科大学、あるいは浜松
医科大学とそばにある静岡大学が最近光医工学と
いう博士課程を申請をしました。平成30年から設
置審で認められれば、光医工学博士の後期博士課
程が生まれることになりますので、また皆さんに
ホームページ上でご案内しますので、ぜひ研究をし
たい方、研究をさせたい方、浜松医科大学、浜松に
優秀な人材を送っていただきたいと思います。
また企業さんで興味のある方は、日本と何か一
緒にやりたいということであれば、大学の方々と
一緒に浜松に来ていただければありがたいです。
以上です。ご清聴ありがとうございました。
宋　本日の最後の発表者ですが、九州大学の若山
正人副学長です。1911年に創立された九州大学は、
日本の西部における有名大学の１つです。どうぞ
よろしくお願いします。
若山　ご紹介いただきました九州大学の若山で
す。私は、九州大学におきましては、研究と産学官
連携を担当しています。
九州大学は2011年に創立100周年を迎えました。
つまり今、106年目となっております。その前、医
科大学を前身として、日本において４番目の国立
大学として設立されたものです。基本理念としま
して、自律的に改革を続け、教育の質を国際的に
保証するとともに、常に未来の課題に挑戦する活
力に満ちた最高水準の研究教育拠点となると、こ
れを常に心がけている次第です。
現総長が2015年に就任した折に、大学としての
アクションプランを策定いたしました。６つから

成ります。一番上から、研究、それからイノベー
ション創出、それから人材育成、それから先端医
療における地位と国際社会への貢献、それから学
生・教職員が誇りに思うキャンパス作り。キャン
パスの移転をしておりますので、こういうプラン
があります。それからどんどん新陳代謝を重ねて、
よりよいものにしていこうという組織改革。それ
から社会とともに発展する大学と、これを目指し
ております。
今日ここに地図は準備しておりませんけれど
も、先ほどの先生方の日本地図を思い浮かべてい
ただきますと、九州というのは、４つの島のうち、
３番目の大きさで、一番南、あるいは西にありま
す。九州大学がございますのは福岡市というとこ
ろです、福岡から上海までおよそ800キロ余りで
す。私、上海にうかがったのはこれで３度目です
けれども、東京は1,000キロあります。ただ、1,000キ
ロありますが、平均して週に１回ぐらい通ってお
りますので、もっと上海に通ったほうが楽しいか
なと、今日感じた次第でございます。
学部は、いわゆる総合大学でございまして、理
学、工学、それから農学、それから医歯薬、それか
ら人文社会系の学部、それから国立大学には珍し
く、デザインの学部がございまして、学生数が、学
部学生が１万1,000余り、１万2,000近く、それか
ら大学院生が6,000名余りで、合計１万8,000人程
度の学生がおります。あとは教職員合わせまして、
8,000人ぐらい。そして留学生が毎年2,000人ぐら
いですから、11%ぐらいの学生が留学生であると
いうふうにお考えいただければよいと思います。
福岡市といいますのは、今九州、日本において
は元気な土地でございまして、距離的にも、先ほ
ど申し上げましたように、朝鮮半島を通じて大陸
と近いということで、歴史的に中国の皆さん方に
はいろいろと教えていただいて、それから交流が
盛んでありました。
そういうところでもあり、現在日本で人口が増
加している都市は、東京と福岡のみです。そして
若者が増えているのは福岡のみです。と言います
のも、大学生の数が、町、市として数えますと、東
京都の次に多い市です。そういう意味で元気な都
市だというふうに考えられているところです。
それから産学連携と言いますと、大きな産学連
携から、小さな九州の中小企業との共同研究とか
も多くしてございますけれども、どうしても共同
研究の額ということになると、やはり大手の会社
との共同研究が大きくなります。その意味で、九
州大学は、福岡という東京、大阪から離れている
地域にしては、産学連携が盛んな大学と考えてい
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ただけたらなと思います。
どうやって産学連携が盛んかということをお話
するのに、ある種の指標と思いますけれども、企
業との共同研究費、委託研究費、それが日本の中
で５番目ということですので、私立大学も国立大
学も全部合わせたスケールですので、盛んなのだ
というふうに考えている次第です。
今日は、実は社会とともに発展する大学、それ
から先端医療による地域と国際社会への貢献、こ
ういうところで、むしろ体系的なお話をするより、
体系的なお話というか、大きな例を持ち出すより
も、ごくごく身近な、本当に福岡市、九州とどうい
うことをやっているかということを少し事例を用
いてご紹介させていただきたくて、スライドを準
備してまいりました。
九州大学というのはキャンパスの移転をしてお
ります。そしてそののちには、移転完了が来年度
中に移転完了がなされますけれども、そうなりま
すと、キャンパスとしては大きなキャンパスが４
つ、あとは学部の演習林が、北海道から九州の南
までございます。
九州大学の新しいキャンパス、メインキャン
パスですが、そこは福岡市という市と、それから
糸島市という市と、それから志摩町という、そう
いう自治体に囲まれています。その中で糸島市
は、九州大学が新しいキャンパスを糸島市の近く
に持ってきたということで、非常に歓迎してくだ
さっているということもございまして、いろんな
小さな連携ですけれども、インパクトがあるもの、
地域住民と一緒になってやっているものがござい
ます。これが例えば１つ、ヘルスケアシステムを
民間企業である住友理工さんと一緒にやっている
という例でございます。
それからこれは大学生、九州大学の学生が、九
大寺子屋といいまして、これは江戸時代の塾とい
うか、学校ですけれども、小学生に研究や科学の
面白いことを、実際に実験を通じて教えていると
いうか、一緒になって楽しい時間を過ごしている
と、そういうものであります。子どもたちが笑顔
を見せているのがおわかりになるかと思います。
こういうことをやっております。
それからこれは少し変わったところで、九州は
食べ物がおいしい地域でありますけれども、サバ
というものが青みの魚で非常においしい。しかし
問題は寄生虫がおりまして、普通サバを食べます
と、お腹が痛くなることがままございます。そう
いう意味で、これは完全養殖のマサバというもの
でございまして、これによって、地域の活性化と、
それから農学、水産学の研究をしているというも

のです。これは唐津市との連携でやっております。
唐津市というのは焼き物で有名で、唐津とか、伊
万里とかということで、日本が国を閉ざしていた
江戸時代も窓口になって、焼き物を輸出したりし
ておりました。
それからこれは福岡市との連携ですけれども、
福岡市からの要請がございまして、市民向けの公
開講座であるとかをやっております。この中でこ
この写真にございますのは、健康、福祉、医療のた
めのロボットの話でございます。
またこれ、市民や高等学校との連携ということ
で、これは私がおりました数学なんですけれども、
そこでは毎年公開講座を、この少なくとも30年は
続けております。それから最近は、九州とか本州
の山口県というところがございますが、そこから
の要請がございまして、多くの出前授業をやって、
高校生に現代数学の講義を、できるだけかみ砕い
て教えているというところです。
それから、もともと同窓会、九州大学の同窓会が
主催する、１年に１回のイベント、ホームカミング
デイと呼んでおりました。しかしながら、もちろん
同窓生、それから九州大学にゆかりのある方が集ま
り機会ではありますけれども、地域の方々にもっと
大学を知っていただきたいと、そういうことがござ
いまして、ホームカミングデイを改めてアカデミッ
クフェスティバルという名前に変えまして、町の方
たちがみんな集まってくださっています。
また新しいキャンパスでは、伊都祭、伊都キャン
パスというんですけれども、そこでは九州大学と
地域が一体となり、お互いの魅力を発信していく
という、そういう機会にしております。
それからもう１つは、日本だけではございま
せんけれども、日本には、例えば台風はよくやって
まいりますし、それから地震もいつどこであるか
わからないと。昨年度も熊本大地震がございまし
た。そういうこともございまして、地域との連携
としまして、災害時の避難場所としての提供、それ
から場所だけではなく、その支援ですね、それから
それまでの、最悪そういう災害が起こった場合に、
どう対処していくかということを市民の皆さんに
も提供しながら、住民、それから私たちの安全等
を図っていっているというところでございます。
それからこれは国際医療・教育の推進ですけれ
ども、附属病院、大きな附属病院がございます。附
属病院に国際医療部を設置しておりまして、外国
人患者の受け入れ促進や、医歯薬系の国際化の推
進体制を整備しております。
左側は、いわゆるda vinci、ロボットを用いた胃
がんの手術を実施しておりますが、もう１つ、全
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● パネルディスカッション④ ● 大学における地域貢献のあり方（２）

国で初めて外国医師の診療解禁拡大に向けて、臨
床教授等の制度を活用しています。福岡市の国家
戦略特区、福岡市は国家戦略特区と呼ばれており
まして、その関連事業である外国医師招聘事業と
して、ロボットを活用した胃がん手術の症例数世
界一の医師を韓国から招聘いたしまして、先端医
療の提供を受けるとともに、手術映像等を使った
講演会を開催して、海外医療機関にも同時配信し
ているというところでございます。
それからこれは最後のスライドになると思い
ますけれども、いわゆる疫学研究ですが、コホー
ト研究というものがございます。久山町といいま
す福岡市の近いところに、この50年間、すべての
住民に対して健康診断、そのデータを蓄積してま
いっております。
現在コホート研究は世界的にも盛んでございま
すけれども、質といいますのは、おそらく九州大学
のこのコホートが最もよい、質が高いものだという
ふうに考えております。これを医療に関する国際
的な寄与に使うこと、それから地域住民との連携を
進めること、そういうことを通して、地域への貢献
を図ってまいっているという次第でございます。
時間ももう来ているかと思いますので、また九
州大学についての活動、もしご興味がございまし
たら、ホームページ等でご確認いただきまして、
ご連絡等いただけましたら、幸いに思います。ど
うもありがとうございました。
宋　若山学長、ありがとうございます。先生方より、
大学がいかに社会サービスをするか、そしてまた地
域貢献をするかについて、素晴らしいご講演をい
ただきました。非常に勉強になりました。ご来場の
方々もとても興味深く聞かれたようです。
私は大連理工大学の学長です。われわれの大
学は国際発展を非常に重要視しており、大学のグ
ローバル的発展を以って、地域への貢献能力を向
上させようと思っております。
2012年、立命館大学ともに大連理工大学立命館
大学国際情報ソフト学院を設立いたしました。国
際化ソフト分野の人材の育成に取り組み、国家や
地域の情報産業の発展に寄与したいと思います。
また、これまで日本の40余りの大学と協力関係を
締結しており、今後、より多くの大学と手を携え
て、地域サービス、地域貢献の分野で、より協力を
強化していきたいと思います。
もう少し時間がありますけれども、閉会する前
に、ディスカッションの時間も設けているという
ことなので、先生方がスピーチされている時に、
私は先生方の材料を一生懸命読んでいました。ま
だ時間がありますので、ディスカッションをした

いと思います。それぞれのスピーチが、ぜひ２分
以内に抑えていただければと思います。スピーチ
は中国側からでしたので、日本の大学からお願い
したいと思います。
先ほど福井大学からですけれども、非常に印象
深かったです。そして福井県の製品は世界でも非
常に有名です。ですので、眞弓先生より、福井県の
有名な商品の中で、福井大学がこういうような製
品の製造の中で何か関わり、あるいは貢献があっ
たのか、ぜひ眞弓先生にお願いしたいと思います。
眞弓　はい、ありがとうございます。主なもので
言いますと、日本で最初の3Dプリンターですね。
それを福井大学と福井の企業との連携で作成しま
した。それが一番最近の成果だと思っています。
あとは先ほどちょっとありましたメガネですね。
シャルマンのラインアートというメガネ、今、特
にその会社のメガネが圧倒的な、今世界でのシェ
アを、私のこのメガネなんですけど、だいたい日
本のいわゆる高級メガネフレームの８割がこの会
社の製品ですね。
チタンを思い通りに加工するような、そういう
特殊な技術、これを地域が連携して確立したとい
うのが特色だというふうに思います。ありがとう
ございました。
宋　ありがとうございます。三村先生にお聞きし
ます。茨城大学には３つのキャンパスがあると
おっしゃっていました。管理やマネジメントをす
るのに、一部の難題があると。そしてまた地域サー
ビス、そして社会サービスなどにおいて、学校の
特徴を生かしたいとおっしゃっているんですけれ
ども、茨城大学はこの３つのキャンパスでは、地
域貢献という意味で、どういうような取り組みが
あったのか、ご紹介をお願いしたいのですが。
三村　はい、どうもありがとうございました。そ
れじゃあごく簡単に説明をしたいと思います。ご
紹介したように、水戸のキャンパスには３つの学
部があります。そこは人文社会科学部とか、そう
いう名前からわかるとおり、行政とのつながりが
非常に強いですね。したがって、例えば老人医療
の問題とか、あるいは社会福祉の政策をどうした
らいいか、そういう非常に具体的な問題をいろい
ろな市や県の人たちと一緒になって考える、そう
いう取り組みを行っています。
一方、工学部は、これは工学技術の研究ですか
ら、いろいろな企業と一緒になって新しい技術を
開発する。一番最近で目立った技術は、先ほど東
海村の中性子線を使った新しい装置があるという
話をしました。それでもうゴムの分析をした、会
社と一緒にしたケースがあります。そのゴムの分
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析では、もうタイヤというのはもう昔の技術だと
思っていたんですけれども、原子レベルで見てみ
ると、中の構造によって、制動、ブレーキのかかり
方が全然違うと。したがって、動いている時には
摩擦が少ないだけども、止まる時にはグッと止ま
ると。そういうタイヤ材料を発見するというよう
なことがありました。
それから県の南部の農学部は、これも地域の特
色の農学ということで、われわれが茨城県にたく
さん製品があるレンコンとか、あるいはメロンだ
とか、白菜だとか、そういう特産品の品種の改良
やそういう研究をしているということです。
困難があると言ったけれども、メリットもある
と言ったのは、例えば自動車の自動運転の研究を
工学部でやっている時に、その次には、じゃあも
し自動運転で事故が起きたらどうなるのかという
のは、これは工学の話題ではなくて、人文社会科
学の話題なわけですよね。そういうふうにキャン
パスを越えた協力、そういうものも考えられると
いうことです。
宋　ありがとうございます。山本先生、浜松大学
は、本日発表する唯一の医科大学でありまして、
非常に印象的でした。浜松町は日本の大手企業の
発祥の地でもありますので、ですから、浜松医科
大学は、どのように人類の健康、そして社会福祉
という分野で、どのように貢献するか。あるいは
この分野において、またどういうような取り組み
を、あるいはこれからどう考えていらっしゃるの
かについてお話いただけないでしょうか。
山本　ご質問ありがとうございます。かなり壮大
な質問ですので、答えるのは難しいかなと思いま
すけども、最初にプレゼンテーションの中でも示
しました建学の理念の中に、人類の福祉、医療に
貢献するためには臨床医を養成する、これは医科
大学の務めとしては、ある意味、当然だと思って
いるんですけれども、やはり研究者も養成すると
いうことを第一番目に謳い上げています。それか
ら独創的な研究をすること、それによって医療、
福祉に貢献するということも明確に謳い上げてい
ます。その２つ、つまり研究者を養成して、独創的
な研究をすることが臨床にもいい効果をもたらす
というふうに私たちは信じてやっております。
私自身は脳神経外科の医師なので、そういう研
究も必要だということは、臨床医の立場としてよ
く理解をしております。それによって臨床のグ
レードも上がりますし、基礎研究のレベルも上が
ります。そのようにお互いの連携を持ちながら、
新しいレベルを目指していくということが、やは
り医科大学に課せられた使命であろうというふう

に思っています。
その場合に、医科大学単独では難しいというこ
とを先ほど来、お話しましたように、浜松地域の
多くの企業が持っている技術、これは大部分が医
療機器の開発のための技術ではなくて、医療機器
以外のところで養われた技術ですから、それをわ
れわれの医療の現場、医学の経験をもとにした融
合を図ることによって、新たなレベルにそのよう
な技術が展開できればいいと。それが結果として
は、人類の医療福祉に貢献するというふうに考え
ております。ありがとうございます。
宋　ありがとうございます。若山先生にお聞き
します。九州大学は非常に著名な大学であり、日
本のみならず、世界においても学術的な地位も高
いんですが、いかにその先端的な技術を地域サー
ビスとどのように結び付いたのか。それについて
ご紹介をお願いしたいと思います。
若山　はい、ご質問ありがとうございます。一例
を少し申し上げたいと思うんですが、昨年10月に
九州大学の新しい学部ではなく、プラットフォー
ムとして、エネルギー研究教育機構というものを
設立しました。それはなぜかと言いますと、九州
の地というのは、昔、石炭、それから鉄鋼、そうい
う日本における産業革命の一端を担ったところ
で、それによって少し空気も汚したんですけれど
も、恵みもたくさん受けてまいりました。そうい
うことから、エネルギー関係の研究者が非常に多
くございます。
しかしながら、エネルギーということを考えた時
に環境の問題もございますし、それからエネルギー
と言っても様々なものがございます。水素もあれ
ば、今や再生可能エネルギーと。そうなってきます
と、結局単独のエネルギー研究だけでは社会に本
当には貢献できないということがございます。そ
のためには何をしていかなければいけないかとい
うと、やはり人文社会系の教員たちの知恵とエネル
ギー研究の人たちの知恵が混じらなければいけな
いと、そういうことでそういう機構を作りました。
そのことが社会に対する貢献でもあります。そ
して地元の自治体との連携も生まれました。そ
れに加えまして、そういう問題意識を持つことに
よって、新しい学問さえもそこから生まれてくる
のではないかと期待しているわけです。
それによってまた九州大学としては、学問として
も発展でき、そしてまた社会にも貢献できる。今お
話しましたのはエネルギー研究教育機構というも
のではございますけれども、様々な分野、今日先ほ
ど来、日本の先生方もおっしゃったように、１つの
ディシプリンだけでは果たせないことがたくさん
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ある。それは地域の人たち、それからいろんな分野
の教員たち、それからいろんな大学との協力でやっ
ていかなければいけないと。そういう立場で地域
貢献を考えていっているところでございます。
宋　伍先生、先ほど同済大学は地域貢献、もうか
なりされているということで、2040年の長期計画
にも貢献されたそうですが、ちょっと、もうちょっ
と突っ込んでご紹介いただけないでしょうか。
伍　その前に、若山副学長に一言。わが校のデザ
イン系学科があるグローバルなランキングにおい
て26位となりましたが、その多くの教師は九州大
学の出身者です。九州大学の貴重なご貢献に心か
ら御礼を申し上げます。ありがとうございます。
先ほどの宋学長のご質問ですが、上海の都市計
画の中では、当校は重要な役割を果たしてまいりま
した。その都市計画は、中国にとってとても重要で
あります。なぜかと言うと、中国の、都市計画は立
ち遅れており、大きな中国をどのように企画して、
都市計画を立案していくのかというのは、先進諸国
では前例を見ないことであります。ですから中国
の特色ある都市化の道を歩むしかないということ
です。ですので、われわれは中国の地域経済、社会
に見合った都市計画をどのようにしていくかとい
うのをずっと考え続けてまいりました。
1956年、当校の都市計画学部が発足しました。
中国で最初、世界では４番目の都市計画の学部で
した。中国では、今は300大学以上が都市計画の専
攻を設置しているんですが、われわれはその第一
号としての誇りを持っています。
都市計画学部はとても実行性の高いものです。
中国の都市計画に実際に参画しているわけですの
で。現在は中国の665の都市計画の中で、250以上
は当校が参画しました。それは直接的な参画です
が、間接的な参画もあります。都市計画は、政府
の事業でもあり、政治的意味合いも強いものであ
ります。政府とも緊密に連携をしなければいけま
せん。当校は中国の住宅建設部と連携して、中国
の地方リーダーのセミナーもしてきました。長年
来、延べ15万人の行政官が私たちのセミナーに、
局長クラスのセミナーに研修に来ました。おそら
く都市計画に携わる中国全土の行政官がそのセミ
ナーに参加したと言ってもいいと思います。
また今の都市計画は、社会の全体の参画が必要
であり、役所だけでいいという話ではありません。
そして権力さえあればいいという話ではありま
せんから、これはまた市民の力の向上、質の向上
にもつながります。ですからわれわれは、院生や
教師たちが社会に向けても公開講座をしておりま
す。幼稚園、中学、小学校、高校で行ってもいいん

じゃないかなと思っておりまして、小学生や中学
生がそれを聞いて、家族に影響を与えるかもしれ
ません。以上、ありがとうございました。
宋　韓副学長からは、このスペースシミュレー
ションシステムには大変興味深く感じました。こ
れからのこの運営指標の面ではどのような具体的
なお考えをお持ちでしょうか。
韓　科学研究を行うためには、装備や機器が、デ
バイス、設備が大変重要となります。大学も、国、
それぞれ需要な設備を持っておりますが、特に共
通した設備機器の共同使用、共通使用を図る必要
があります。一方、ハイレベルな、高水準な研究
を進めるためには、例えば世界をリードするヨー
ロッパのプラズマセンター等は、世界的に共通利
用のできるセンターであります。ですから国の投
資によって、そういう共通した研究センター、研
究設備を作るということは、中国でも行われてい
ることです。例えばシンクロトロン光源、我々の
上海シンクロトロン光源もそうです。
現在、これからの５カ年計画の中では、国レベ
ルでは16のセンターを企画しておりますが、わが
校もそのうち１つを担当しております。完成後は、
世界中の科学者に利用してもらうため世界中から
申請を受け付けます。研究計画書の書類選考など
を経て、国からの補助金も出ます。運営費は、建
設費用の15％ほど、つまり我々は15億元拠出して
おりますので、毎年の運営費は２億元ということ
です。このようなやりたは、ヨーロッパの原子力
放射線センターと同じだと思います。例えばわれ
われがヨーロッパへ実験に行った際には、いろい
ろなサービスを提供していただくわけですが、わ
れわれのこのシミュレーション装置ができました
ら、補助金だけでなく、生活上、研究上の便宜を
図ってまいります。提供してまいります。ですか
らこの場を借りて、ぜひ日本の学長の皆さんにも
このセンターをPRしていただいて、完成後は十分
ご利用いただきたく思います。
当校は日本とも大変深い縁にあります。周玉学
長は、東京大学で博士号を取りました。大阪大学と
もよい関係にあります。例えばエンジニアリングの
分野では、世界７位に上がっております。ですから
工学の分野では一定の影響力を持っている大学で
す。これからの協力を楽しみにしております。
宋　はい、韓学長、ありがとうございました。尚瑪
副学長。中国の西部にある大学として、青海大学
は地域の経済発展、そして人材育成の面では、新
しい政策はありませんか。
曲江　当校は、本学は、西部に位置しております。
西部は、中国ではわりと立ち遅れた地域でありま
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すが、現在は人材の導入の面では、2000年以来、清
華大学をはじめとした大学からの援助を受けてお
り、教育部と青海省政府央政府は大変重要視して
おります。学長は、必ず清華大学からアカデミー
メンバーをお迎えするという協定が教育部と青
海省政府との間に締結されており、今年までに４
人目の学長を迎えております。その他、清華大学
から２名、北京大学から２名のサイエンスアカデ
ミーメンバーが来ていただいています。そして毎
年50人の博士を迎えています。これは海外での留
学、あるいは仕事の大学のランキング、または国
内の大学のランキングに基づき、だいたい１人に
つき、年間41万元、年間資金援助します。マスター
については、これは博士ですが、マスターについ
ては、年間16万元補助していきます。
またわれわれの建物も無料で提供いたします。つ
まり寮として、科学者たちの宿泊施設として利用し
てもらいます。その中では、生活施設も完備されて
おります。そのほかには実験室ももちろん利用して
もらいます。毎年、清華大学だけで20名がこちらに
研究に来ています。まだ外国人のサイエンスアカデ
ミーメンバーの方々は、まだお迎えしたことがない
ですが、日本の科学者の皆さんも大歓迎です。
宋　尚瑪副学長、ありがとうございました。時間が
無くなってまいりましたので、最後は２名の方にご
質問をしていただきます。会場から、どなたか。
会場　韓先生、ハルビン工業大学のそのプロジェ
クトについてのご紹介を聞きました。宇宙研究に
ついて重大な役割を果たすものであります。ハル
ビン大学の研究は地域貢献に対してどのような関
係を持つかを教えていただければと思います。
韓　先ほど、他の学長ともそのお話をしましたが。
科学の外延性というのは非常に豊かであります。
欧州原子核研究機構等は非常に影響力のある組織
でありますが、研究そのものにとどまらず、その地
域においてサイエンスシティを形成しています。日
本で言いますと、つくばですね。研究成果が産業化
までに時間がかかっていましたが、今は短時間でで
きるようになっています。ですからどこの地域に、
このような科学研究施設を導入するかがとても重
要で、一種の競争のようになるでしょう。
会場　同済大学からまいりました。日本で15年勉
強、仕事もしました。九州大学でも勉強しました。
浜松医科大学の先生にお聞きします。社会サービ
スということがあるんですけれども、日本の場合
は、われわれより一足早く進んでいるんですけれ

ども、中国の場合は、実体経済の発展を重要視さ
れています。効率化という問題があるんですけれ
ども、浜松医科大学は小規模な大学ですけれども、
地域との連携は非常に密接になっているというこ
とでした。効率化を図るのにどういうことを注意
しなければいけないのか、中国は日本を教訓にで
きると思います。また、中国と日本は非常に近い
ので、中国の経済が進めば、日本にも連携効果も
出てくるんじゃないかと思います。ですので、先
生の経験の中で、効率化をするのにどういうよう
なことを注意しなければいけないのか。あるいは
先生の観点から、どのようなアドバイスをいただ
けますでしょうか。
山本　ご質問ありがとうございます。まず私たち
が考える社会貢献、産学連携に関しては、新しい
成果を上げて、それがどれぐらい地域に貢献する
か。それは具体的なことで言うと、地域企業がど
れくらい新たな雇用を創出して、それからどれく
らいの実益を上げるかということ、これは政府も
含めて、必ず問われますので、そういうことは強
く意識して産学連携を進めております。
ただ医療、医学という現場においては、そんなに
短期的に、１年から３年ぐらいのスパンで計算がで
きる成果が上がるものではありませんので、より長
期的に、われわれ医学部の立場から言えば、新しい
治療法、診断法をもたらすようなイノベーションを
起こすということができれば、それは短期的な成果
よりももっと大きなものをもたらすだろうと。
それは地域だけでなく、日本だけでなく、もち
ろんアジアだけでなく、世界に貢献するだろうと、
そういう考えで進めています。その意味で、実態
として計算ができる成果を見せることは非常に大
事ではありますけども、私たちは、もっとより大
事なことは、人材育成も含めて、もう少し、具体的
には見えないけれども、確実に近未来にとって成
果が上がるものを出していくということを地域の
人たち、あるいは企業の人たち、あるいはほかの
大学の人たちと強く意識をして、連携をしていま
す。それがいい結果をもたらすかどうかは、少し
時間がかかるかもしれませんけど、決して悪い方
向には行かないだろうというふうに信じておりま
す。ご質問ありがとうございました。
宋　山本先生ありがとうございます。日中大学
フォーラム、第２分科会をこれをもちまして終了
いたします。ありがとうございました。
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● パネルディスカッション⑤ ● 実践的技術者の育成について

谷口 功　■独立行政法人国立高等専門学校機構 理事長

1975年に東京工業大学理工学研究科化学工学専攻博士課程を修了し、1977年に熊本大学工学部に助手として入
職。同大学講師、教授、工学部長を経て、2009年に同大学学長に就任し2015年に同職を退任。2016年４月から
現職である、独立行政法人国立高等専門学校機構理事長に就任している。専門分野は電気化学（生物電気化学）

モデレータ

陳 斌　■上海出版印刷高等専科学校 校長

1963年11月生まれ、教授、博士課程指導教員、現在上海理工大学副学長、上海出版印刷高等専科学校校長。浙江
省物理学会副理事長、浙江省科学技術二等賞受賞。 
1985年、杭州師範学院卒業、理学学士、卒業後、学院で教育に従事。1990年～1993年、南開大学陳省身数学研究
理論物理研究室で学び、理学修士。1994年～1997年、浙江大学で学び、理学博士の学位を取得。1997年～1999年、
中国科学院理論物理所にてポストドクター研究に従事。2004年～2005年、米国オクラホマ州立大学でポストド
クター研究に従事、香港、ドイツ、イタリア、米国、日本などの国・地域の研究機関を訪問。杭州師範学院物理学科
副主任、理学院党総支書記、副院長、杭州師範大学科研所所長などを歴任。 2009年より、上海理工大学副学長。
「国務院特別補助金」、「新世紀百千万人才国家級候補」、「浙江省新世紀『151』人才」などを取得。

パネリスト

黄 鋼　■上海健康医学院 学長

医学博士、教授、博士課程指導教員、上海健康医学院学長、アジア核医学連盟学院院長、中華核医学会第九次主任委
員、上海医師協会副会長、上海高等教育学会副会長、上海医学教育学会主任委員、『中華核医学・分子映像学雑誌』
主編、『中華生物医学工学雑誌』、『上海医学教育』、『高校医学教育』、『NUCL. SCI. & TECH.』（SCI収録雑誌）などの
副・主編、Plos One、Am J Nucl Med & Mol images、The World Journal of Meta-Analysisなど20以上の専門雑
誌の学術編集委員。SCI論文100本以上を発表、『課題主導学習（PBL序論）』、『核医学』などの教材や専門書10冊
以上を編著。国家自然基金重点プロジェクトおよび国家新薬創薬プロジェクトなど科研課題30項目以上を担当、
国家科技進歩二等賞、華夏医学科技一等賞、教育部、衛生部

パネリスト

王 穎　■蘇州工業園服務外包職業学院 常務副学長

1964年２月生まれ。西安交通大学卒業、工学修士・EMBA修士、上級研究員。蘇州工業園区国際科技園管理センター副主任を歴任、現在、蘇州
工業園区服務外包（サービスアウトソーシング）職業学院常務副学長。江蘇省第十次人民代表大会代表、民盟蘇州市委員会委員。中国サービス
貿易協会専門家委員会専門家、江蘇省サービスアウトソーシング企業協会副会長、蘇州市サービスアウトソーシング人才育成訓練基地責任者を
兼任。サービスアウトソーシングの人才育成とサービスアウトソーシング産業の発展研究に力を入れ、「2013年中国ソフトウェアとサービスア
ウトソーシング発展推進年度傑出人物」に選ばれる。産学融合、大学・企業協力の研究に注力し、省市級課題を多数担当。「江蘇省サービスアウ
トソーシング産業『十三五』計画」「蘇南サービスアウトソーシング産業ベルトと江蘇サービスアウトソーシングモデル都市群建設研究」「江蘇
省サービスアウトソーシングモデル都市、モデル区および特色ある産業パーク評価指標体系研究および評価」「蘇州サービスアウトソーシング
産業成長実践および転換突破研究」「蘇州工業パークサービスアウトソーシング十三五計画」「蘇州工業パーク現代サービス業総合テスト事業調
査研究」など10数項目の課題を担当し、省のサービスアウトソーシング産業の発展に理論的支持と実践経験を提供している。発表論文10本以
上、そのうち７本は主要雑誌。出版された著作は４冊で、専門書『発展とイノベーション：蘇州サービスアウトソーシング産業の成長実践と転
換突破』と『ヒューマンリソースアウトソーシング実務』、『サービスアウトソーシング中級教程などの教材と、発表論文多数。

パネリスト

葉 飛帆　■紹興文理学院 学長

教授、1982年、上海交通大学動力機械工学専攻で学士、上海交通大学で1985年に修士、1989年に博士の学位を取得。1989年
より寧波大学で教員、1998年、寧波大学副学長、2008年より紹興文理学院学長。
葉飛帆教授は、長年、製造システム工学分野での教育と研究に従事し、国家自然科学基金２項目と国家社会科学基金プロジェク
ト１項目を担当、発表論文は100本以上。最近10年あまり、葉飛帆教授の研究分野は高等教育の管理と改革に移り、高等教育
の大衆化、新規大学の発展、応用型人才の育成、大学の学科と専攻の設置、大学内部管理構造改革、高等教育の国際化などを研
究している。国家社会科学基金（教育類）課題２項目を担当、『教育研究』、『高等教育研究』、『高等工学教育研究』、『中国高教研
究』、『光明日報』、『中国教育報』などの新聞・雑誌に論文20本以上を発表、高等教育出版社より専門書１冊を出版している。

パネリスト
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張 慧波　■寧波職業技術学院 校長

1966年生まれ、教授、工学博士。現在、寧波職業技術学院院長、党委員会副書記。全国高職高専校長連席会議常務
副主席。全国会計教育学会高等職業高専分会常務副主席。中国高等教育学会産学研協力教育分会副会長。
中国職業技術教育学会創業教育委員会主任。全国石油・化工職業教育教学指導委員会委員。浙江省軽化工職業教育
教学指導委員会副主任委員などを兼任。長年、高等職業教育の管理と研究、化学工業を専門とする職業教育に携わ
り、自然科学論文約70本、教育改革論文10本あまりを発表。発明特許２件、科学研究と教育改革プロジェクト20項
目以上を担当。高等職業教育の管理体制改革、人材育成モデル改革、現代的大学制度建設と国際化などを積極的に
模索し、寧波職業技術学院を率いてブランド発展戦略を実施している。

パネリスト

大村 浩志　■独立行政法人国立高等専門学校機構 本部事務局次長

1981年に東北大学に入職。1986年に文部省に入省し、広く教育行政に携わる。1999年にユネスコに派遣され、
2003年からは文部科学省において国際関係部署の要職を歴任。2008年に在バングラデシュ大使館一等書記官に
就任し、その後、九州大学国際部長、秋田大学副理事を経て、2017年４月から現職である独立行政法人国立高等専
門学校機構本部事務局次長に就任している。

パネリスト

丁子 哲治　■鹿児島工業高等専門学校 校長

1973年金沢大学工学部化学工学科を卒業、1975年同大学大学院工学研究科修了。同年、同大学工学部助手に採用
され、講師を経て、1992年に国立富山工業高等専門学校助教授に採用された。【工学博士・京都大学1986年】1995年
教授に昇任し2009年から富山高専副校長。2014年に鹿児島工業高等専門学校長に就任し現在に至る。専門は環境
化学工学、地球環境工学、資源循環工学。富山高専時代に1994年から17年間に亘って中国瀋陽市の東北大学と連
携して「エコテクノロジーに関するアジア国際シンポジウム（Asian Symposium on EcoTechnology: ASET）」を主
催、1998年には米国Rutgers大学で客員教授として研究活動に従事。永年の教育研究に対する貢献により、文部科
学大臣賞（2002年・2013年）また地域の環境保全に関する貢献も合わせて、環境大臣賞（2013年）を受賞。

パネリスト

中村 隆行　■福島工業高等専門学校 校長

1981年文部省入省。同省 研究開発局地震・防災研究課 防災科学技術推進調整官・防災科学技術推進室長、国連国
際防災戦略事務局派遣等を経て、国立大学法人北海道大学施設部長、同京都大学施設部長を歴任する。
この間、2014年３月に「サステイナブルキャンパス推進協議会（CAS-Net JAPAN）」を発足し、持続可能な環境配
慮型キャンパス構築の推進に努める。2014年４月から現職。「いわきから世界に活躍するイノベーション人材を育
てる」をスローガンに、同校のグローバル化推進と、福島県浜通り地域の産業基盤の再構築を目指す国家企画「福
島イノベーション・コースト構想」を牽引できる人材の育成に努めている。

パネリスト
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谷口　ニーメンハオ。これしか中国語知りません
ので、あとは日本語でやらせていただきます。日
本には51カレッジがありますけど、国立の高等専
門学校、それを束ねている高等専門学校機構とい
うのがありますけども、そこのヘッドをしていま
す、理事長をしています谷口でございます。よろ
しくお願いします。
高等専門学校というのは、日本にしかない教育
の機関でありまして、ちょっと理解をしにくいか
と思いますけど、若い学生さん、15歳からの学生
さんを、後でも説明あると思いますけど、15歳の
学生さんを５年、あるいは７年間をかけて、世界
の一流の技術者にする高等教育機関です。特殊な、
ユニークな、日本で成功した大事な教育機関で、
通常の専門学校、あるいは職業学校とはちょっと
違うシステムであるということだけ、ちょっと最
初に申し上げておきます。
さて今日は、どうやって実践的で高度な、いろん
なことができる技術者を育てていくかということ
について議論をさせていただければというふうに
思っています。ご承知のように、非常に高いレベ
ルの科学技術というのは、これからの社会の発展
のために、どうしても避けて通れないと言います
か、非常に大事なことです。実際にいろんなこと
ができないといけない。ものを作り、いろんなこ
とを対処できないといけないということで、それ
をプラティカル、実践的なという言い方をします
けど、プラクティカルで何かできるだけじゃまだ
だめで、将来にわたってもいろんなことに対応で
きるような、それをクリエイティブなという言い
方をしますけど、プラクティカルでクリエイティ
ブなという言い方をしますが、いろんな新しい概
念とか、新しい技術とか、新しい方法とか、新しい
コンセプトとか、そういうものも作り出していけ
るような技術者を作っていきたいということで作
られた日本の高等専門学校というものですけど、
どの国もそういう人たちがこれから実際に必要に
なってくるというふうに思っています。
私はいつも学生さんたち、あるいは社会の中で、
こういう技術者というのは、どういうふうに理解
をしたらいいのかということを議論する時に、い
つもこの技術者は普通のエンジニアではなくて、
社会をよくする、社会を発展させるためのお医者
さんだと思いなさいと。doctor for the society、そ
ういうほうが理解されるでしょうと。社会のお医
者さんだと、social doctor、medical doctorではな
いけれども、社会をよくするsocial doctorである

という理解をしてくださいということを言いま
す。それから若い人が未来を作るんですから、やっ
ぱりクリエーターでないといけない。新しいこと
を作り出していかないといけない。そういう力を
持った人になってほしいと。
だから技術者というのは、社会の才能を持った
財産であって、材料ではない、財産であって、お医
者さんであって、かつクリエーター、新しいこと
を作り出していく人ですよということを申し上げ
ています。そういうような、中国も同じだと思い
ますけれども、そういうようないろんなことがで
きる技術者というのをこれから作っていかないと
いけないということが、社会から求められている
ことだろうというふうに思っています。
今日は、このセッションは、各学校からいろん
な取り組みをご紹介をいただいて、最初にそれぞ
れのところからご紹介いただいて、特別な質問が
あれば、その時にまずお受けします。それからも
しその後時間があれば、じゃあ私たちが今申し上
げたような素晴らしい技術者を作っていくのにど
ういう課題があるのか、どういうことを考えてい
かないといけないのかということ、それを解決す
るために、何がわれわれ、一緒になったらできる
のかと。連携して、どういうことができるのかと
いうようなことをみんなで議論をしながら、意識
を共有して、将来に向かって、みんなで協力して
やっていけるような体制、そういうことを考えて
いきたいなというのがこのセッションの目的にし
たいというふうに思っていますし、それがやはり
社会から求められているこのセッションの役割だ
ろうというふうに理解をしています。
それじゃあ最初に、それぞれの機関から、それ
ぞれのアクティビティについて、今までやってこ
られたこと、苦労してこられたこと、こんなこと
をやったらうまくやったよというような話を少し
出していただいて、議論を始めていきたいと思い
ます。よろしくお願いしたいと思います。
それじゃあスケジュールに従いまして、順番に
お話をしていただければと思いますが、最初は、上
海出版印刷高等専門学校の陳校長先生にお話いた
だければと思います。よろしくお願いいたします。

陳　このような機会を頂き、大変ありがとうござ
います。先に述べておきたいことは、先ほど谷口
先生がお話しされた５年制の日本の職業教育は、
当校の状況とやや異なるということです。という
のは、当校は３年制の高等教育で、学生はすべて
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中国の統一の大学入学試験を受けて
入学し、教育を受けるからです。日
本の５年制の教育の場合、最初の２
年は中国の高校の段階か中級教育の
学習を受けるということですね。谷
口先生、時間が過ぎましたら教えて
下さい。よろしくお願いします。
報告のテーマは上海出版印刷高等
専科学校の状況についてです。応用
技術型の人材を育成しています。そ
のやり方や得られた業績について、
ご在席の皆さんから貴重なご意見を
頂きたいと思っています。
一枚目のPPTですが、鑑真和上が日本へ渡った
ことが重要な象徴となっています。つまり、日中
両国はこの時から、歴史的には非常に昔のことで
すが、相互の交流を始めたことになります。
上海出版印刷高等専科学校は1953年に設立され
ました。新中国で最初の印刷系、出版系高等専科
学校であり、この業界で、６万名の卒業生を輩出
しました。卒業生はいずれも印刷出版業界の上級
管理職か上級技術職に就いています。この学校は
印刷出版界の黄埔軍官学校、と称えられています。
当校は一流の専門学校を目指して邁進していま
す。次に、学校の概況、整備の取り組み、発展目標
の３つの内容についてご報告いたします。
学校の概況について。上海出版印刷高等専科学
校は、中国の国家新聞出版総署と上海市人民政府
が2005年に共同設立について交わした合意書に基
づき、発展を進めてきました。この写真は、当時の
上海市の厳雋琪氏副市長と国家新聞出版総署の劉
斌傑署長が、上海出版印刷高等専科学校の共同設
立に関する合意書を締結した時の写真です。
現在、当校の教職員数は300人余り、専任教師は
200人余り、学生数は5,600人余りです。学生の出
身地は、半分が上海市で、あとの半分は中国各地
となっています。全国各地で学生の募集を行って
いまして、すでに中国の31の省・市に及びます。
現在、専門は印刷、包装、設備、文化コミュニ
ケーション、管理、アートデザイン、映像芸術の６
つの学科があります。これら６つの学科をベース
に、専門は３つの主要な専門グループからなって
います。
当校の学校運営の特色としては、企業・業界と
の結びつきを重視しており、「技術・言葉・芸術を
融合させる、編集・印刷・発行に通暁する、教育は
双方向で行う、産学官が連携する」この４つの言葉

に当校の学校運営の特色が集約されています。
では育成方式といいますと、各業界企業と学校
と育成した人材を、企業の職務のニーズ、業界の
要望と密接に結びつけるようにしています。５つ
の点から、当校の今の学校運営における育成方式
についてお話しいたします。
当校についてですが、全国の基幹校として整備
された学校です。つまり国家教育委員会が2000以
上の高等職業学校から100校を選び、基幹校の整
備を行ったのです。基幹校は教育部と財政部の資
金援助を受けられます。当校は2016年に、国家教
育部と財政部の検査を受けました。この基幹校整
備の検査で、上海市で唯一の優秀校と評価されま
した。基幹校整備の目標は３つあります。上海文
化クリエイティブ産業サービス拠点、国家出版印
刷人材育成拠点、国際的な先進メディア技術普及
拠点を築くこと。この三位一体の整備目標は、教
育部と財政部の検査を経て、優れた業績を上げて
います。
当校の重要な特徴ですが、それは人材です。例
えば王東東さんと言う学生ですが、2013年に中国
を代表し、ドイツのライプチヒで行われた世界テ
クニカルコンペティションに参加し、銅メダルを
獲得しました。また、女子学生の張淑萍さんは、
2015年に中国を代表して、ブラジルのサンパウロ
で第43回世界テクニカルコンペティションに参加
し、銀メダルを獲得しました。上海市は2021年に
世界テクニカルコンペティションの開催を予定し
ています。今年上海市はスイスの都市と争い、第
46回世界テクニカルコンペティションの開催権を
取得しました。当校の張淑萍さんは、今回の開催
地申請でイメージキャラクターとなりました。
整備面の取り組みですが、主に当校では、大学組
織の力を借りて、学校の急速な発展を推進してい
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ます。上海出版印刷高等専科学校は上海理工大学
の大学組織内の学校ですので、大学組織の助けを
借りて、人材育成の面でも、学校整備の専門教育
の場及び実践・実地研修の場という面でも、比較
的良好な一連の教育の場と基盤を持っています。
２つ目ですが、現代的な職業訓練体系を構築し、
学生が様々なルートで有用な人材となれるよう
に、インターチェンジを築いています。例えば、上
海出版印刷職業技術学校、これも５年制の中等職
業学校ですが、及び上海逸夫職業学校と、中高等
職業に通じる一連の専門を設けています。また、
上海理工大学とは、「専昇本、すなわち専科学校か
ら４年制大学への編入学」及び「専本貫通、すなわ
ち専科学校２年プラス大学３年」の専攻を設けて
います。さらに、世界的に有名な学校、例えばイギ
リスのスタンフォード大学、フランスの芸術文化
学校、モスクワ国立印刷芸術大学と、専科生が更
に１年学習すると学士の学位を取得できる3+1方
式を設けています。
３つ目として、現代的な大学制度の整備試験を
推進しています。上海出版印刷高等専科学校は上
海市教育委員会が実施する７大学の制度整備で
唯一の高等職業高等専科学校試験校です。当校に
は大学制度整備の面において独自の特色がありま
す。強調しているのは多様な参加、学校と企業の
協力、教師と専門領域の技術者による教育、学校
と企業の協力、多くの企業業界の専門家を教師と
して招聘しています。
４つ目は、産業と教育の融合、学校と企業の協
力を深め、資質の高い技能人材を体系的に育成す
ることです。私たちは職業教育グループを作り上
げ、双師制チームの開発に力を入れ、人材育成の
土台を固めています。そのために、科学研究体制
の刷新に力を入れ、技術技能の蓄積を強化し、様々
な面において、科学研究の場を設けています。主
に業界にサービスを提供するために、業界内部の
技術の問題、設備の問題、標準の問題、システムの
問題、そして人材育成の問題について研究してい
ます。
７つ目として、業界企業のリソースを拠り所と
して、社会へのサービス能力を強化しています。
当校の教師は２つの部分で構成されています。
１つは学校自身の教師で、残りは業界企業から招
聘した教師です。ここ数年、当校では東南アジア
地域、周辺地域を支援しています。一路一帯の活
動で、たくさんの取り組みをしています。例えば
今バングラデシュを支援して、印刷関連の学校を

建設中です。
８つ目として、「環版専」新メディア・文化クリ
エイティブ産業帯を築いています。当校は楊浦区、
つまり学校周辺にサイエンスパークを建設しまし
た。ここで主にデータ産業の発展を推進していま
す。産業の発展のため、人材と当地の知識を提供
しています。当校には国家重点実験室があり、国
家新聞出版ラジオ映画テレビ総局の一連の研究プ
ラットフォームもあります。その目的は、関連の
活動を推進することです。昨年は、中国と外国が
協力して運営する非独立法人機構として、教育部
の認可を得ました。上海市では唯一のものです。
さて、今後ですが、業界企業に人材支援と技術
サービスを提供するという発展の目標がございま
す。つまり、私達が育成する学生が業界内で重要な
役割を発揮するということです。将来の位置付け
としては、応用技術型の本科大学となります。上海
市と教育部が共同で整備する体制メカニズムの整
備を更に推し進め、革新・創業教育に力を入れて
いきます。今後も、上海出版印刷高等専科学校は、
多くの業界内の精鋭人材を輩出してまいります。
私の報告は以上です。ありがとうございました。

谷口　どうも、陳先生、ありがとうございました。
何か特別に今のお話の中でご質問があれば、１つ、
２つ受けたいと思います。よろしいでしょうか。
それじゃあご質問は後でさせていただくとして、
次のご発表のほうに移らせていただきます。次は
上海健康医学院の黄先生お願いします。

黄　今日は、日中双方の学校の指導者と教育改革
に関して共有する機会が得られ、とても嬉しく思
います。私のテーマですが、主に医学改革教育の
具体的な活動として、カリキュラム改革を行い、
能力向上を図るということです。
上海健康医学院は2015年５月22日に設立され
た上海で６番目の医科大学です。上海で私立学校、
大学・専門学校が増えるなかで、上海が新しい医
科大学を設立した目的は、相応の医学応用型人材
を育成するためでした。ご存知の通り、上海には
多くの良い病院があり、また非常に多くの有名な
医師がおります。しかし、上海の地域社会の医療、
上海の末端医療は、私達が想像するほどよくあり
ません。大病院は、陣容に変化がなく、小規模の病
院は、診療科が不足しています。そのため私たち
は、上海に末端のハイレベルな医師がもっと必要
であると感じています。私達の医科大学は、この
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ような医療改革の背景下で設立されました。末端
で働く医療スタッフをと医学関連の人材を育成し
たいと思っています。しかし末端組織の病院はそ
れほど多くはないし、優れた人材もいません。そ
こでやはり医学教育の改革をしなきゃいけないと
いうことに気づきました。本学はこのような情勢
の中で生まれたわけであります。応用型、末端組
織の医師を育成するのが本学の目的であります。
いろんな問題を抱えているんですけれども、教
育をまずどう改革すればいいのでしょうか。一番
直面しているのは改革の問題ですね。病院に行く
のは診断を受けるためですね。しかし診断を受け
れば受けるほど病気になるという変な現象があ
るんですね。だから昔の人に言われたように、や
はり予防を目的とするこういうこれからの医学と
いうのは大事だと思いますね。病気になる前に予
防することが大事であります。
コミュニティの中でもそうですけれども、問題
を解決したいですけれども、コミュニティの病院
の中では優れたサービスを提供してくれないわけ
ですね。中国も日本と同じく、少子高齢化が深刻
です。高齢者の方が非常に多い。だから患者もた
くさんいるわけですね。だからこれもわれわれの
教育改革の原動力であります。
じゃあ病気を治して、じゃあリハビリはどうい
うふうにやればいいんでしょうかということです
けれども、例えば病気にかかった後になかなか元
に戻れない。そこでリハビリテーションが必要で
あります。それも大きな課題であります。
しかしながら、上海のような大都市でも、リハ
ビリセンター、優れたリハビリセンターは数多く
ありません。例えば脳卒中で倒れたり、あるいは
半身不随になったり、命は救われたものの、手足
が不自由になったりする患者が数多く見られま
す。そこで健康を促進するためにはどうすればい
いのか。それは高齢者の皆さんが最も注目してい
ることであります。
この生老病死の問題の解決は難しいですね。寿
命を延ばすことはなかなか難しいですけれども、
じゃあそこで命の広さですね、長さよりもやはり
生命の質を高める。だから健康を促進するために
は医学教育、何をすればいいのか。これはわれわ
れが改革する目的であります。だから診断、治療か
ら、予防、健康促進へシフトしなければならない。
そこでカリキュラムの設置も、そのような目的に
沿ってやらなければならないと思うわけです。
じゃあそれではどうやればいいのでしょうか。

健康促進に関するコンセプト、教育方法、教育に
関する考え方、それぞれカリキュラムに取り入れ
なければなりません。学生の皆さんに健康促進の
技能だけでなく、一番大事なのはケアをすること
が非常に大事だということを理解させなければな
りません。診療よりも心のケアが非常に大事だと
いうことですね。
そこでカリキュラムは、このような目標の中で
改革を行いました。ご覧のとおりです。だから内
科、外科など、それぞれ分けるのではなくて、全体
的に、有機的にインテグレーションをするという
ことを念頭に置いて、改革を行ったわけです。科
学精神と人文精神の向上が目的であります。
例えば医学院へのインターンシップですけれど
も、怖いと思う学生がいますけど、例えば解剖、解
剖は医学を知らない人にとっては怖いものであり
ますし、医学教育を受けた人にとっても、解剖は
難しい科目であります。暗唱するだけでは足りま
せん。人の体の全面的な理解をしなければならな
い。数多くの内容はその中に含まれています。わ
れわれにとってはみんな新しい知識であります。
この学習の課程は非常に難しいものであります。
ほとんどの学生は、解剖に関してはなかなか前進
できない状態です。だから解剖学不合格の学生も
かなりいました。だから本当につまらないと思わ
れた解剖の学習もいかに楽しく、理解しやすくで
きるかということを考えて、カリキュラムを改革
いたしました。解剖学すべて基礎的な医学知識と
結び付けて、デジタル的なインタラクティブな学
習の環境を作り出したわけです。学生の皆さんが
二次元コードをスキャンして、自分のステータス
を確認し、各身体の部分の学習に関しては、イン
タラクティブ的に面白いと思う部分をまず勉強す
ればいいわけです。
あるいはコンペティションみたいな感じで、２つ
のチームを作って、知識に関するいろんな質疑応
答を行うことで、基礎的な学習をしていくわけで
す。バックのデータ処理を通じて、学生の皆さんが
どこが難しかったのか、ということも把握できる
わけですよね。そうすると、このような問題点を中
心に学生とお互いに交流をしていくわけです。
ご覧いただいているのは、自習的に学習できる
空間となっています。標本もたくさん掲示されて
います。3Dのような形で展示されています。VR
のような形で学習をしています。ゲームのような
感覚で勉強しているわけです。それによって、面
白く勉強できるような雰囲気を作り出しているわ
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けです。写真をご覧いただければご理解できると
思いますが、このような感じで勉強しています。
もちろんバーチャル的な解剖台も設置されていま
す。人の体を横の感じ、縦で見る場合と横で見る
場合ですね、観察できるわけです。筋肉の構造も
理解できます。神経はどうなっているのかという
ことも、このバーチャルのシステムの中で理解で
きます。
質疑応答みたいな感じで、いろんな知識の学習
もできますけれども、質問に答えるような形で、
イエスとノーで、イエスだったらこれは正解とい
う感じで。自主的な学習のスペースを通じて、こ
の科目の勉強ができるわけですね。できた人はそ
れで合格、できなかった人はもう１回そこでやっ
てもらうと。3D、VRのインタラクティブ的な学
習の環境なんですけれども、このような取り組み
をしております。
その結果、アセスメントもしているわけですね。
どのような結果が出ているのか。今まで学生の皆
さん、どこができたか、どこができなかったのか、
わからなかった状況でした。そのような自主的な
学習を通じて、自分はどこの部分がまだよく理解
できてないのかということをよくわかるように
なったわけです。オンライン、オフラインの評価、
多次元的な評価を通じて、学習の結果を図れるわ
けです。
最終的な結果ですね、基幹システムの、カリ
キュラムの改革は、教材の学習からインタラク
ティブ的なシチュエーションによる学習にシフ
トしたわけですね。受け身的な学習から積極的な
学習に変えたわけです。そのようなプロセスの中
で、われわれの教育のコンセプトも変わったわけ
です。それによって、学習の成果も上がりました。
学生の能力が向上されたわけです。以上がカリ
キュラムの改革の状況でした。ご清聴ありがとう
ございました。

谷口　ありがとうございました。ここを出たら、
解剖とかはできるのですか。その学生さんは解
剖とか、日本は解剖とかでも、お医者さんのドク
ター、いわゆるメディカルドクターでないとでき
ないですけど。ちゃんと解剖はできますか。

黄　コースの中で、医学生は解剖学は必ず取らな
ければならない単位であります。非医学専門は、
解剖的な学習はできますが、実際の操作をするこ
とはできません。バーチャル、あるいは理論的な

勉強の形で、そういったような解剖的な学習をし
ています。医学生は解剖の実演を行います。

谷口　はい、ありがとうございました。よくわか
りました。何かご質問ありますか、よろしいで
すか。はい、それじゃあまた後で議論をさせて
いただきます。次の王先生のほうから、Suzhou 
Industrial Park Institute of Services Outsourcing、
ちょっと中国語で何と言うのかわかりませんか
ら、英語で読ませていただきましたけど、王先生、
お願いします。

王　皆様、こんにちは。蘇州工業園服務外包職業
学院からまいりました。サービス貿易という言葉
を聞いたことがあるかもしれません、現在アウト
ソーシングが最も活発に行われているのはイン
ドで、その次は中国であります。中国はこれから
どんどんアウトソーシングの世界進出を図ってい
ます。私たちの学校もそれを支えるための教育を
行っています。
我が校は、2008年以降に作られた学校で、とて
も若い学校です。歴史は長くありませんけれども、
実績が認められて、すでに江蘇省のモデル校に選
出されています。われわれは企業の求めている人
材づくりに一番力を注いでいます。
まず学校の立地についてご紹介したいと思いま
す。一番近いのが蘇州市で、また上海市と無錫市
にもとてもアクセスが便利なところにあります。
学校の面積は424 あり、延べ建築面積22万平方
メートルです。現在主に金融サービス、服務貿易
サービス、また文化創造、マルチメディア、さらに
はIT工程、ソフトウェア開発、コンピュータネッ
トワーク技術、さらにはナノテクノロジー、マイ
クロエレクトロニクス、組み込みシステムなども
我が校で学ぶことができます。全部で21の専攻を
用意しています。
現在、学生数は約5,500名で、また生涯学習と
いったような形で学ぶ学生もいます。商学院の学
生が一番多くて、2,300名ぐらい、続いてIT学院と
人文学院、ナノテクノロジーとなっています。現
在教職員は296名で、そのうち企業から来ていた
だいている先生が100名ほど。海外留学経験のあ
る先生も４割以上おります。新しい時代に向けた、
国際的な学校づくりをしています。
われわれは産業のニーズに応える学校づくり
をしています。専攻はすべて蘇州の工業パークの
専門の構成にマッチにしたものであります。企業
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が求める専門、企業が求める人材をオーダーメイ
ドの形で作っています。また国際の技術発展のト
レンドにマッチしたカリキュラムを作っていま
す。また企業の現場を学校で再現して、学習活動
を展開しています。また評価も試験だけではなく
て、実演、そしてプロジェクトなどの形で総合的
な評価システムを作っています。
専攻の設置もマトリックス式な形をしており、
ITO、BPOとKPOという３つのタイプのアウト
ソーシングサービスを融合させた専攻の設置をし
ています。公共サービス、物流サービスと企業の需
要に合った専門的な技術者の養成を専門の設置に
取り入れています。教育のコースとしては、２プラ
ス３というカリキュラムになっています。サービ
ス型人材の素養を育成することと一般技能ですね。
例えば外国語とITのリテラシー、これは各専門に
共通したものであります。アウトソーシングは全
世界規模ですので、日本語、韓国語、英語、ドイツ
語の外国語教育を提供しています。つまりすべて
の科において、学生たちは語学の教育を受けるこ
とができます。職業能力のコース、そして専門的な
知識のコース、さらにはキャリア発展についての
コースを学生たちに提供しています。
我が校では大変企業との連携を重視していま
す。2016年現在、非常に緊密な連携を行っている
企業は、すでに98社、そこから70名の先生も招聘
しています。授業時間は延べ2,800時間で、共同開
発したコースは58個あります。教材も26種開発
されています。さらには、海外との交流と協力も
積極的に行い、教員のトレーニング、学生の交流、
交換留学などにも積極的に取り組んでいます。例
えば、東南アジアからの交換留学の学生を受け入
れ、パーク内企業と連携し教育を行っています。
また、進学について、例えば短期大学から大学
への編入、そして２年生の職業短期大学から、１
年の大学における編入を経て、さらに大学院への
進学も可能になっています。すでに30名余りの卒
業生がこういった形で、大学院に進学しています。
日本の京都情報大学院大学と連携して、２プラス
１プラス２の形で、ダブル専攻の進学のコースを
整備しています。
引き続きまして、学校の現在取得した成績につ
いてご紹介します。例えば在学の学生や卒業した
学生は、技能競技大会ですね、受賞した学生が多
数おりまして、省レベル以上の賞はすでに593項
目取得しています。国家レベルの技能競技大会に
も進出し、優勝しています。

卒業生の中は７割が就職、残りが国内外の大学
へ編入しております。進学も学生たちの希望に応
じてスムーズにできています。また起業して成功
した学生も多くいます。アート学院を出た卒業生
は、ブランドを立ち上げて、すでに年商が１億人
民元を超えています。われわれの人材育成によっ
て、こういった就職、そして進学、さらには起業創
業ですね、起業成功といったような成果を出して
います。
将来の目標についてですけれども、やはり産業
発展のニーズに応えられるようなサービスアウト
ソーシングに特化した、そういったようなハイレ
ベルの人材を養成できる学校にこれからも努力し
ていきたいと思います。以上、ありがとうござい
ました。

谷口　どうもありがとうございました。何かご質
問があればと思いますが、よろしいでしょうか。
では王先生、どうもありがとうございました。次
に進ませていただいて、紹興文理学院の葉校長先
生、お願いします。

葉　尊敬する学長の先生方、ご来賓の皆様、こん
にちは。皆さんもご存じのように、大学教育が普
及されている今、ほとんどの大学は応用型の人材
をいかに育成するかという問題を考えています。
紹興文理学院はこのセッションで唯一の４年制
大学ですが、今多くの大学が応用型人材の育成に
フォーカスをしていますので、私どもの教育理念
を、皆さんと共有できればと思います。
いくつかの事例を挙げます。今日のテーマは、
応用型人材の育成なんですけれども、最も大事な
のは社会のニーズを満たすことです。社会のニー
ズは絶えず変化しています。大学教育もそれに対
応して、改革をしていかなければなりません。も
ちろんコストが低ければ低いほどいいですね。
１つの大学の人材の育成のシステムは、対応
力のあるものに改革をしていかなければなりま
せん。皆さんも知っているように、過去20年間、
中国における大学教育は急速に発展しています。
在籍の学生数が20年前の10倍に達しています。
このような背景の中で、応用型人材をいかに育成
するかということが今注目されています。応用型
人材に関する理解なんですけれども、いろんな考
え方があります。これといった定義を下すことは
難しいんですけれども、私が考えていることは、
まず応用型人材は、特定の専門と関連をしてはい
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けません。つまり、この専攻は応用型、この専攻は
応用型じゃないということは言い切れないんじゃ
ないかと思います。社会のニーズを考えて決めな
きゃいけないですね。もう１つは、応用型人材の
育成はローレベルなものではだめですね。だから
ハイレベルをキープしなければなりません。もち
ろん最も根本的なことは、応用型人材の育成、強
調しておきたいのは社会のニーズですね。これは
大学教育が最もこれから重要視しなくてはいけな
い問題であります。
大学教育の普及に従い、二元化された大学教育
のシステムができています。学問を重要視する大
学と応用型人材の育成を重点的に考える大学、２
つのタイプに分かれました。応用型人材の育成は、
主に社会のニーズを考えなくてはいけません。専
門専攻の設置が非常に大事ですね。応用型人材の
育成、いろんなチャレンジがありますけれども、
問題を解決するためには、本学は専攻の設置、カ
リキュラムの改革、この２つの面から今、取り組ん
でいるわけです。
まず１つの事例なんですけれども、皆さんもご
存じのとおり、現在多くの大学の専攻は実体化さ
れています。１つの専攻の下には、たくさん先生
がいますよね。これは実体化されている構造に
なっています。このような実体化された構造の中
でカリキュラムの改革をしなければなりません。
このような状況下においては、専攻を増やしたり
減らしたりすることが非常に難しく、専攻の膠着
化と講義システムの閉塞状態をもたらします。だ
からまず１つの専攻、実体化された専攻の中で、
教師の皆さんと一緒に、この専攻をこれからどう
改革していくかということを考えるべきだと思い
ます。そこで一番にやったのは、基本的な学術組
織の改革です。実体的な専攻を改組し、まず学科
を実体化として考える。学部、学院、それから学
校、この３つのレイヤーで考えています。カリキュ
ラムは関連の学科から来ていますね。１つの学科
がいくつかの専攻に面している。１つの学科がい
くつかの専攻からリソースをもらえる。だから社
会のニーズの変化に従って、改革が可能になって
いるわけです。専攻の調整がしやすくなるという
のは１つのメリットじゃないかと思います。だか
ら専攻の調整よりもカリキュラムの調整が非常
にしやすくなっています。だから例えば大きく専
攻を調整すると、教師によっては、もしかしたら
仕事をなくしたりするおそれもありますので、だ
からそれによってリスクも増えますよね。だから

さっき私が申し上げたように、専攻を調整するん
じゃなくて、学科を調整する。そうすると教師の
皆さんも失業する恐れもなくなります。あとは
各学科の壁を破って、クロス的にいろんな学科に
行って知識を学べるような、こういうシステムも
構築しています。３つ目のメリットは、学科の構
築にも有益であります。だからばらばらにならな
いようにしているわけです。
２つ目の取り組みですけれども、カリキュラム
のモジュール化なんですけれども、今求められて
いる製品はモジュール化されています。だから製
品の種類、それからコストダウンですね、そのよ
うなニーズを満たすために、モジュール化が求め
られています。例えばコンピュータは典型的なモ
ジュール化された製品であります。このような原
理に基づいてモジュール化されたカリキュラムも
考えています。卒業までに160単位取らないといけ
ないんですが、この４年間のカリキュラムを４つ
のモジュールとして考えます。公共のカリキュラ
ムのほかに、選択科目とか、必修科目とか、分けて
考えています。様々な専攻の一体化を考えていま
す。そしてすべての選択科目も選択のモジュール
として考えています。この選択科目のモジュール
を使って、学生にとって、例えばこの専攻では学生
もサブ専攻として選ぶことができます。縦型、横型
の展開的な学習ができます。横型的な学習の展開
というのは、自分の学科を越えて勉強できる。それ
によって複合的な人材の育成が可能になります。
モジュール化されたカリキュラムのシステムの
メリットはご覧のとおりです。まず専門の専攻の
種類の問題を解決できるだけでなく、コストも低
くなりますね。今多くの大学が専門の数を減らし
ています。それは主にコストを考えてやっている
取り組みなんですね。この専攻は、このカリキュ
ラムの組み合わせなので、学科の組み合わせを
使って専攻を考えています。それによって社会の
ニーズを満たすこともできます。２つ目のメリッ
トは、学科を越える、メインサブジェクト、メイン
専攻とサブ専攻、両方できるというメリットもあ
ります。だから２つの専攻を持つことが可能にな
りますね。その組み合わせによって、多様性を構
築し、複合的な人材が育成されます。３つ目のメ
リットは効率化ですね。選択科目ですが、選択を
間違えば、カリキュラムも無駄になりますので、
だから効率を考えて、やはりこのモジュール化が
非常に大事です。学習の効率も高まります。人材
の質も向上されます。だから盲目的に授業を選択
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しなくなったわけです。ちゃんと目的を持って選
択をするようになりました。それも人材育成に
とっては非常にプラスになります。
ご覧いただいているのは、すでに５～６年やっ
ているんですけれども、2015年、2016年の選択科
目のメイン専攻、サブ専攻の状況です。メインと
サブ、両方選ぶ学生の変化の状況です。いろんな
専攻を選ぶことができます。複合的に学習するこ
とが可能になります。以上です。ご清聴ありがと
うございました。

谷口　どうもありがとうございました。いろんな
取り組みをやっておられるのは大変素晴らしいと
思います。何かご質問がございますか。先生を失
業させないようにというようなことも考えられ
て、上手にユニット化しながら、モジュール化し
ながら進められている。非常に興味深く聞かせて
いただきました。ありがとうございます。中国側
からの最後になりますけれども、寧波職業技術学
院の張先生、よろしくお願いします。

張　皆さん、こんにちは。中国は改革開放以来30年
において大きな成功を収めましたけれども、中国
の職業教育に負うところが大きいと言えましょ
う。われわれの取り組みについて、これから簡単
にご紹介申し上げたいと思います。
まず寧波の地図をご覧ください。この地図は、
我が校が本拠を置くエリアを示すものでありま
す。大変立地に恵まれており、寧波市の開発区、寧
波市の港開発区、そして工業パーク、または現代
物流パークなどがわが校の近くにあります。われ
われの学校づくり、そして人材育成理念も、こう
いった現代工業が求める人材づくりを常に念頭に
入れています。
さらには、この地域の発展にどう貢献できるか
ということもわれわれの学校づくりにいつも考え
ている課題であります。地域とのインタラクト、
そして連携、さらには教職員の発展、その３つの
発展をわれわれの学校づくりの理念にしていま
す。学生のための学校、地域のための学校、そして
教職員のための学校です。
学校づくりの最高の決定権力を持つのは理事会
であります。この理事会の構成は、地元政府、学
校、そして企業の三方から成っています。学校と
地域発展の関係の調整を行ったり、また資金の導
入を図ったり、さらには卒業生の就職なども、こ
の理事会が調整しているところであります。

寧波教育局と協力して図書館を作りました。こ
れも学校、政府、そして工業パークが連携して行っ
たプログラムの１つであります。三者共同で図書
館を作りましたけれども、例えば資金を導入して、
運動場、そして図書館を作ったのに、利用する人
が少ないともったいないわけですね。われわれは
こういう施設を全部産業パークに公開して、開か
れたものにしています。期待どおり、運動場、運動
施設、図書館などのインフラの利用率がとても高
くて、またそこでの学生と産業の企業の交流を推
進するための役割も果たしています。国際的な人
材を養成するために、プラットフォームを構築し
て、その施設を利用して、地元の農産品の紹介、そ
して新しい商品の展示なども、こういったような
学校の施設でしています。
また企業の職員、そして企業の従業員のトレー
ニングも受け持っています。現在では、いろいろ
な目的に応じた産業パークに、開かれた施設を提
供しています。例えば無形文化財伝承と発展セン
ターも作っています。これはすでに寧波市におけ
る最も規模の大きい施設になっています。この
センターで無形文化遺産の伝承と展示が非常に有
効的に展示されています。
また専攻の設置も産業の発展に見合った、マッ
チしたものにしています。また企業との連携を図
るために、一部のキャンパスを使って、地元の企
業とデジタル技術パークを作りました。このデジ
タル技術センターに、たくさんの地元の企業を招
いて、ここで彼らが今発展させている技術工程な
どを紹介して、学生たちが将来どのような技能を
発展させていくべきか、在学中に身近に感じるこ
とができる環境を作っています。
寧波地区では、ほとんどの企業は中小企業、零
細企業であります。彼らもこういったような技術
サービスを求めています。われわれの学校はこの
ようなサービスを提供し、地元の産業発展に貢献
しています。さらには公共サービスの場を提供す
ることで、外部のサービスも我が校のスペースの
中で提供することを実現しています。
また企業と共同で大学を建築しています。例え
ば海天グループとともに、海天大学を作っていま
す。海天グループは、出稼ぎの人を主に従業員に
していましたけれども、われわれが大学を作るこ
とで、現代の技術を持つ従業員を養成でき、学校
として貢献ができたと言えます。
またわれわれの学校では、企業に応用型技術を
提供するサービスをしています。つまり企業に対
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● パネルディスカッション⑤ ● 実践的技術者の育成について

してカウンセリングを行っています。例えばビジ
ネスのマネジメントにおける問題点を提示すると
か、改善のアドバイスを提示するとか、そういっ
たような企業の経営コンサルタントも学校で行っ
ています。
また教職員のトレーニングも企業とともに行っ
ています。例えば教員が１年の中で半分の時間は
企業で、その企業経営に参加することで、教職員
のトレーニングを行って、研修を行っています。
例えばある倒産直前の企業に入って、その再生の
全過程を経験させて、その経験を研究の内容に、
材料にして、この実例ですが、教育、そしてさらに
は他の企業にコンサルティングを行う時の有益な
材料になったと言えます。このようにして、企業、
政府、学校が緊密に連携し人材を育成しています。
これがわが校の地域貢献です。以上、ありがとう
ございました。

谷口　どうも張先生、ありがとうございました。
今のご発表で、何か今すぐ聞きたいというのはあ
りますでしょうか。よろしいですか。今、先生を
派遣するという話がありましたけど、派遣するの
はどれぐらいの期間、一般的に、先生を企業に派
遣されるんですか。

張　基本的に長期的に企業にいて、毎日授業が終
われば、企業に行きます。また、その企業の４%
の株ももらえます。もちろん給料ももらえる。だ
から私の給料の３倍以上もらっています。しかし、
このような人材が増えて欲しいんですね。多くい
ればいるほど、学校的には成功であるということ
です。よろしいでしょうか。

谷口　ありがとうございました。今度は日本側に移
らせていただいて、最初は、国立高等専門学校のご
説明を、高等専門学校機構の事務局次長でおられま
す大村さんのほうからご説明をお願いします。

大村　ニーハオ。ありがとうございます。私から
は、国立高等専門学校の教育と実践的技術者の育
成ということについて、お話させていただきます。
まず高専というのは何ということで、少しお話さ
せていただきますと、日本には51の国立高専があ
ります。公立が３校、私立が３校あるんですけれ
ども、皆さんご存じのように、アジアの奇跡と呼
ばれた日本の高度成長時代、産業界から強い要望
を受けまして、実践的、創造的な技術者を養成す

るため、中学校卒業後、５年間一貫の教育を行う
高等教育機関として、1962年、最初の12の高専が
設立されました。
高専においては、５年間の一貫教育を行ってお
りますけれども、高専の本科生は、心と体が最も成
長します15歳から20歳で、この時期に、大学受験
などに惑わされることがなく、集中して学ぶこと
ができるようになっています。本科卒業時には準
学士の称号を得られます、ディプロマですね。その
後も専攻科への進学、大学３年次への編入学など、
多様な進路選択ができるようになっています。
専攻科の２年間では、より専門的で高度な複合
的、融合的カリキュラムを通じて、従来の専門分
野を越えた技術者の育成を目指します。専攻科を
終了すると、独立行政法人の審査を経て、学士の
称号を得ることができます。
高等専門学校の教育について少し申し上げま
す。高等専門学校には、日本で言う学習指導要領
という国が定める大枠のメカニズムというものは
ありません。その分、各学校の自由度が高く、独自
のカリキュラムが組まれています。どの高専でも
言えることは、５年一貫の教育課程の中で、一般
科目と専門科目をバランスよく学習して、卒業時
には、大学とほぼ同程度の工学、および商船等に
特化した専門的な知識、技術が身に付けられるよ
うなカリキュラムとなっております。
先ほど高専には学習指導要領がないと申し上げ
ましたが、一方で、全国の高専の教育の質を保証
するため、日本においては、独自のモデルコアカリ
キュラムを高専のほうに設定しております。モデ
ルコアカリキュラムに従って、科目のシラバスを
作成、その上で、学生が生涯にわたり自ら学んでい
くアクティブラーニングを導入した教育を実施し、
学生の到達度を学生、教員がそれぞれ確認した上
で、教育効果を検証し、教育改善を実施していくと
いう、いわゆるPDCAサイクルというものを回し
て実施しております。この教育のサイクルにおい
て、教材開発、自己学習を支援しております。
高専の教育の特徴としては、次の３つが挙げら
れます。１つ目は、実験・実習の重視でございま
す。低学年から実験、実習、実技等の体験的な学習
を重視しています。また卒業後、すぐに技術者と
して活躍することができるように、高等教育機関
にふさわしい実験、研究設備を整え、実践的な教
育を行っています。
２つ目はインターンシップ、企業工場見学でござ
います。これは産業界等の実例に触れて、学生自身
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の学びや、キャリアデザインに生かしております。
３つ目は卒業研究です。これはエンジニアとし
て自立できるよう応用能力を養うことを目的とし
ておりまして、学会で発表できるような水準の高
い研究も生まれています。
高専で学べる専門科目は、ご覧いただいている
とおり、機械材料系、それから電気電子系、建設建
築系、化学物理系、商船系など、従来から得意とし
ている分野がございます。これに加えて、近年で
は、社会的ニーズに対応して、国際的に活躍でき
るビジネスパーソンを育成する学科、さらには幅
広い分野を複合的に学んで、課題解決力を高める
学科など、時代の変化に対応しております。
それでは本日の中心テーマである実践的技術者
の育成について、いくつか実例をご紹介させてい
ただきます。これは日本政府である文部科学省の
大学間連携共同教育推進事業として、社会実装教
育をプロジェクトとして実施しているものでござ
います。趣旨は、学生が何を創り出すのかを自ら
考え、それを社会実装するという行動力をつける
というものです。課題の把握、提供する価値の考
案、社会への導入、評価という特徴的な４つのス
テップで行われています。最終的にはこれらの成
果をプレゼンテーションするという社会実装コン
テストを実施することで、質の向上を図っている
ところでございます。
実例の１つ目です。左側の写真ですけれども、独
居高齢者見守りシステムの開発と評価ということ
で、これは東京高専で行われたものですが、セン
サー技術、IoT技術を活用したシステムを開発し、
高齢者の住宅に設置して、データの収集、解析を通
して、価値ある情報をユーザーに提供しています。
２つ目は、右側にありますけれども、人間の動
作をアシストするメカトロシステムというもの
で、和歌山高専が実施しています。和歌山県内の
医療機関を訪問し、理学療法士、看護師などの専
門家の助言や一般の方の評価を参考に、松葉づえ
使用者の歩行方法の計測評価、関節のリハビリ
テーション動作等の補助システムを開発、なおこ
れらはオープンキャンパスの来訪者や小中学生に
も体験してもらっているところです。
３つ目は、建築現場で利用可能な気象観測ロ
ボットの例でございます、左の写真です。右側は、
４つ目ですが、圧縮負荷型足部検査システムの開
発というものでございます。５つ目は、育児に伴
う負荷軽減ロボットの開発ということで、これは
一関高専が地域の企業、コミュニティ、自治体等々

と連携して、育児に伴う負担を軽減するロボット
を開発するというような取り組みでございます。
これをまとめますと、５つの事例を含む多くの
プロジェクトは、４年生、５年生のPBL授業と言
いますけれども、これはproblem based learning
ですね、それから卒業研究、自由活動として実施
しています。いずれも社会と連携することで、社
会に評価される製品システムの開発を行うという
ことで、学生の実践的技術者としての素養を身に
付けています。なお本日お見えの福島と鹿児島の
事例については、この後詳しくお聞きください。
ところで、高専の大きな特徴として、すべての
高専には寮がございます。男子寮、女子寮と置か
れております。寮には居室があるほか、食堂、談
話室、洗濯室、大浴場など、日本型のコミュニケー
ション空間が用意されています。
高専の卒業生は非常に高い就職率を誇っており
ます。また高い進学率も誇っているところでござ
いまして、企業の方々から大変求められていると
いうものです。
最後にご紹介させていただきたかったのは、国
立大学と比べても、半額ぐらいの授業料で、お安
く学べるというところが非常に魅力的なところで
ありますし、生活面におきましても、寮は非常に
安い料金で入れるようになっておりまして、生活
面を含めても、月４万円もあればサバイバルでき
るという状況がございます。このほか授業料免除
とか、各種奨学金の制度も整えておるところでご
ざいます。
最後になりますが、授業をはじめとする学校生
活は基本的に現状では、まだ日本語でやっている
ところでございます。特に授業の理解に必要な日
本語能力が求められていますので、ご留意いただ
ければありがたいと思います。ご清聴ありがとう
ございました。

谷口　大村次長、ありがとうございました。何
か今のことで、ご質問、今ちょっと聞いておきた
いというのがありますでしょうか。いいですか。
じゃあ後で議論のところでまたやりましょう。そ
れじゃあ先ほど申しましたけど、国立高専という
のは日本には51ございますけど、その中から今日
は２つの学校の、カレッジから来ていただいてい
ます。最初には、鹿児島工業高等専門学校、鹿児島
高専の丁子校長先生のほうからご説明をいただき
たいと思います。じゃあ丁子先生、よろしくお願
いします。
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丁子　皆さん、こんにちは、ニーハオ。鹿児島から
来ました丁子と申します。中国語では、ディンツー
と言うでしょうか。日本地図の一番、九州アイラン
ドの一番南のほうに鹿児島工業高等専門学校がご
ざいます。もっと南に沖縄にも高専がございます
けれども、ほぼ日本の一番南のほうの場所に位置
するということで、緯度から言いますと、この上
海と同じような位置付けになるかと思います。
この鹿児島高専に来ていただくには、飛行機が
一番便利でございますけれども、東京の羽田、あ
るいは大阪の伊丹からは、鹿児島の空港まで直行
便がございますので、その鹿児島空港からは車で
20～30分で学校のキャンパスに到着いたします。
福岡、九州の一番北のほうの福岡空港に到着され
た場合には、新幹線がございます。鹿児島中央駅
というところまで新幹線で約２時間で到着するこ
とになります。また、これは毎日便があるわけで
はないですけれども、週に２便ほど、上海から直
行便が飛行機でございますので、非常に便利な場
所にあるかと思います。
高等専門学校の特徴というものは、今大村さん
のほうから概略の説明があったとおりで、この鹿
児島工業高等専門学校も基本的にはまったく同じ
というふうに考えていただいたらいいかと思いま
すけれども、それぞれに51ある国立の高等専門学
校、若干少し違うところ、そこら辺だけを少し説
明をしたいと思います。
鹿児島工業高等専門学校は設立されて54年目に
なります、54年前に設立された学校でございます。
その当時の日本は、まだほとんど産業が壊滅状態
であることと、もう１つは、この九州の南のほう
というのは、ほとんど工場もない、産業もない、ほ
とんど農業ばかりの地域で、いまだに農業が主な
ところでございます。そのようなところで、工業
高等専門学校を作るというような意味合いはどう
いうところにあるかと言いますと、人は非常に多
いところで、一番南のほうにちょっと白く囲って
ありますが、鹿児島県という、そういう自治体に
なっております。そこで約五十数年前は、200万人
の人口がいました。非常にたくさんの子どもがい
たというふうに考えられます。そういう人材をま
ず日本の復興のためには、東京を中心にして産業
をしっかりと興さないといけないというニーズか
ら、東京に人材を送るという趣旨で、この鹿児島
工業高等専門学校が54年前に作られた、そういう
経緯がございます。
その時に日本にまだ大学がそれほどない時代で

すので、大学卒業と同じぐらいの、22歳で卒業す
る大学と同じぐらいのレベルの実力のある学生を
５年間で、中学卒業から５年間で育成するという、
そういう大急ぎの人材育成をするという、そうい
う目的であったかと思われます。
その後、世界中の技術力がどんどんアップして、
非常に高まってきますので、それの技術力に応じ
た能力を持った人材育成ということで、今から
二十数年前、専攻科という５年で卒業した後、も
う２年継続して勉強するという、学習するという、
中学校を卒業してから７年間ですから、普通の日
本のコースでいくと、高校３年間と大学４年間の
７年間とちょっと違ったルートで、やはり７年間
の教育を受けるというコースも一部にできており
ます。そういうような経緯で行われていて、いま
だにこの鹿児島の周辺には、それほど卒業生が就
職するような企業が、まだそれほど多くはありま
せん。多くは東京のほうの一流の大手会社、例え
ばトヨタ自動車とか、大きな建設会社ではIHIで
すとか、それから電気関係パナソニック、その他
一流会社に就職することが、就職先、学生が望む
就職先となっております。
ここに概略を書いてございますけれども、名称
としては独立行政法人国立高等専門学校機構の中
の高等専門学校である鹿児島工業高等専門学校
という位置付けです。基本的に高等専門学校の教
育の特徴は、先ほどからも繰り返し説明しており
ますので、あまり詳しくここではご説明いたしま
せんけれども、実際に世界で活躍できる、新たな
技術を生み出せる、そういう開発型の技術者とい
うことで、これまでの技術にはない、新しい発想
の、そういう技術できるような、そういう訓練を
しております。特に実践力があって、創造力があ
る、そういう技術者というものを求めています。
その中でも、51ある高専の中でも、これからど
ういう人材が必要かということで、特にグローバ
ル化、世界で活躍できる技術者、それから技術レ
ベルが高いものにも対応できるということを目指
しております。
学科構成を少しお話しますと、機械工学科、そ
れから電子制御、特にコントロールの分野になり
ます、ロボットとかそういう分野を学習する、そ
れから電気電子工学科、これは電子回路とか、そ
ういう電子設計といったところをやります。それ
から情報工学科、これはインターネットとか、そ
ういうプログラミング、そういったような学習を
します。それからもう１つ、土木系の都市環境デ
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ザイン工学科というものが、この５つの学科で構
成されています。その上に専攻科というものがあ
りますけども、それはそこを卒業すると、学士が
出されますけれども、３つの専攻がございます。
教員は約72名、今現在いますけれども、そのう
ちの63名が博士号を持っております。博士のない
教員は、主に英語の関係の先生だとか、社会、国語
のような関係の先生が修士の学位を持っている程
度です。女性の教員は非常に少ないです。
それからいろいろと学生の実習のために、この
ような大型機器を、これはほんの一部ですけれど
も、しっかりと最先端のものを揃えております。
それから国際交流に関しては、世界各国、特に東
南アジアでしたら、タイ、ベトナム、マレーシア等
との、これらの大学と学生の交流を行っておりま
す。また中国の厦門の理工学部と交流しています。
それから台湾、モンゴル等々と、学生の行き来があ
る。それからアジア以外ですと、アメリカのハワイ
にありますハワイ大学、それからヨーロッパのフ
ランスの２つの大学との交流が行われています。
実際に学生が頻繁に行き来するのは、昨年度、
2016年の場合には、このようにアメリカ、フラン
ス、スウェーデン、それからタイ、ベトナム、台湾
のほうへ学生が約50名、出かけていっておりま
す。また受け入れにしては、フランス、タイ、ベト
ナム、スウェーデンの大学から約23名の留学生が、
短期間で、１カ月、２カ月の単位で来ていると。現
在の外国人留学生というのは、ここから６名ほど、
ちょっと出ておりませんけど、でも６名の留学生
が今現在勉強しております。
だいたい概略、このようなことで、あと地域と
の、産業界との連携もやってございます。こういっ
た連携の事例は、後ほど会場でまた具体的な研究
の紹介ができるかと思います。以上で、鹿児島工
業高等専門学校の紹介を終わらせていただきま
す。どうもありがとうございます。

谷口　どうも、丁子先生、ありがとうございます。
何かご質問あれば。よろしいですか。後のディス
カッションのほうでよろしいですか。はい、それ
じゃあ最後になりますけども、学校の紹介と言い
ますか、アクティビティの紹介ということで、も
う１つ高専のほうからご紹介をさせていただきま
す。福島工業高等専門学校、福島高専のほうの中
村校長先生のほうからお願いします。

中村　ニーハオ、こんにちは。福島高専校長の中

村です。福島高専は、東北地域初の国立高専で、創
立してから五十数年が経過しております。設立当
初は３学科、機械、電気、工業化学でスタートいた
しまして、その後、土木関係の学科、それと高専で
は珍しいんですが、ビジネス系の学科がございま
す。その５学科で、専攻科も含めて、７年一貫教育
を実施しております。ビジネス系の学科があるの
で、女子学生の比率が多くて、1,100名のうちの３
分の１、約370名が女子学生となっております。
福島高専の教育理念、私は校長になって３年と
ちょっとですが、校長のスローガン、いわきから
世界に活躍するイノベーション人材を育てる。３
つポイントがございます。１つ目は、世界に活躍
するグローバル化対応、２つ目はイノベーション
人材、やはりこれからはアイデア、知恵の出る学
生、若い人を育てないと、日本の将来はございま
せん。そういった意味でイノベーション。最後は、
高専の特質ということで、いわきから、地元福島
からという、この３つの点を重要視しているとこ
ろでございます。
皆さんご存じかと思いますが、６年前に大きな
地震が起こりまして、津波が起こりまして、その
被害を福島地域、受けたところでございます。津
波と地震に加えまして、原子力発電所の爆発とい
うことで、３つの災害が一度に起こって、今、福島
は復興の途上にございます。
福島高専は、そこのブルーのところで、安全な
ところでございます。原子力研究所の北西側がな
かなかちょっと放射能濃度が高くて、いまだにま
だ住めない地域もございますが、福島高専の立地
しているところは通常どおりでございます。その
汚染された範囲も非常に縮小しているところでご
ざいます。
そういった復興という観点から、福島高専の在
り方を考えるということで、この４月から工学系
の４学科を改組いたしました。原子力発電所の廃
炉、あるいはそのためのロボット開発、あと再生
エネルギー等の電力ベストミックス、あと廃棄物
処理とか、除染とか、そういった環境分野のこと、
あと新しい農業、風評被害がなかなか厳しくて、
それを克服するための新しい農業、それと防災減
災、そういった意味で、機械システム工学科、電気
電子システム工学科、化学・バイオ工学科、都市
システム工学科に名前を変更いたしまして、改組
いたしました。
震災の直後に地域を支えるという意味で、福島
高専地域復興支援室というのを立ち上げました。
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３つの分野に力を入れておりまして、１つ目は再
生可能エネルギー分野、２つ目は原子力安全分野、
３つ目は防災・減災分野で、この分野に関連する
教員を新たに採用いたしまして、今日も２人先生
今回の会議に参加してもらっていますが、新しい
教員を採用して、ここら辺で力を入れております。
これがその３分野のカリキュラムでございま
す。特に廃炉の問題は、30年、40年これからかか
ると言われておりまして、もう一代だけでは終わ
らないので、それを支える次世代を、若い人を育
てていかないといけないということで、福島高専
は、文部科学省さんの補助を受けながら、ここを
重要視しているところでございます。原子力研究
開発機構という国の研究機関がございますが、そ
ことも連携しながら、この難しい課題に挑戦して
いるところでございます。
福島高専だけではなかなか背負いきれない課題
でございますので、高専間のネットワークを作り
ました。連携協議会ということで、その会長は私
で、副会長、鹿児島高専の丁子先生にやっていた
だいているところでございます。オール高専、オー
ルジャパンでこの廃炉の問題を取り組んでいこう
ということで、カリキュラムについても、１年生
から５年生まで、易しいところから難しいところ
まで、こういったところでカリキュラムを今準備
しているところでございます。これについては、
インターネットで他高専にも発信しているところ
でございます。
これが結構受講率が高くて、母数が200名でご
ざいますが、なかなか若い人たちは興味ないかな
と思っていたのですが、意外とこれ見ていただく
とわかるんですが、200分の63とか、200分の96で、
わりと、集中講義で単位が取りやすいというもの
あるかもわかりませんけど、福島の若い世代には
興味を持ってきていただいております。
高専と言えば、ロボットコンテストが有名で、こ
の廃炉に関するロボットコンテストを昨年12月に
福島で開催いたしました。これがその時のロボッ
トコンテストの状況です。文部科学省の副大臣も
来ていただいて、地元の地方公共団体の長の方等
も来ていただきました。
その前に実際の現場を見せる、それを高専では
重要視しております。現場を見てから、自分の頭
で考えて、自分のロボットを作ると。そういった
過程を踏ませるために、夏休みにこのサマース
クールをやりました。このロボコン自体は、北は
北海道、南は九州まで、13高専、15チームが参加

してくれたところでございます。
こういった廃炉だけではなくて、除染とか、こ
れから溶け落ちた燃料デブリを出さないといけな
い、そういう廃棄物、そういった、あるいは放射性
物質がある環境回復といった点も重要視していく
ということで、単に原子力発電所の廃炉だけでは
なくて、こういったことについても強化していき
たいと思っております。
このため、環境安全学修というカリキュラムを
作ったところでございます。このプログラムの中
でも、実際の現場、例えばイギリスのセラフィー
ルドとか、事故のあった場所ですが、そういった
現場を見せるということを非常に、実践的という
意味で、重要視しているところでございます。
汚染土がたくさん出ますので、再利用というこ
とが課題になっております。それが福島県の南相
馬市と環境省さんでこれやっているんですが、そ
の現場に実際に学生を連れていきまして、どう感
じるかみたいなところを実際に環境省の職員の方
と議論したりしているところでございます。
そういった意味で、原子力発電所の廃炉には
30年、40年かかりますので、いわゆるサステイナ
ブルディベロプメント、持続可能な開発というの
は非常に重要視しておるところでございます。そ
の観点から、文部科学省様ほかから、昨年度福島
高専がサステイナブルスクールに認定されたとこ
ろでございます。これが24校のうちの１校という
ことで、持続可能な開発をやっていく、そのモデ
ル的なことを福島の中でやっていきたいというふ
うに考えております。
これがイギリスの例で、いわゆる再生可能エネ
ルギー、ハード、ソフト、教育も含めて、今、SDGs
という、17の目標、2030年度まで、そういった教
育も含めまして、取り組んでいきたいというふう
に考えております。
その一環で、電気自動車の解体と組み立てを
学生にちょうどやらせたところでございます。
ちょっと小型の電気自動車ですが、学生が組み立
てて、ちょっと乗せてもらって、50キロぐらいま
ではスピードが出て、音も出なくて快適な自動車
でありました。
これからは国際化の観点でございますが、「トビ
タテ！留学JAPAN」という文部科学省さんの、い
わゆる官民ファンド、民間企業から寄付を募って
のファンド、それを利用して、学生を海外に派遣
しているところでございます。
ヨーロッパとか、オーストラリア、中国のほう
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は大連の東軟信息学院のほうに協定があります。
撫順市の撫順技術学院、そういった、日本人を派
遣しているところでございますが、その中国の中
でもそれを拡大したいという意味で、今回福島高
専４名参加しておりますので、また今後協力関係
を皆さんとできればいいかなというふうに思って
おります。
留学生の受け入れのほうは、東南アジアとか、
ヨーロッパが主ですが、これについても、もし可
能であれば、短期のほうから、皆さんの、中国の大
学、あるいは高等教育機関の皆さんを短期間受け
いれているということで、中国人の教授が２人お
りますので、そこら辺と協力しながらできればと
いうふうに思っております。
海外展開重要でございます。原子力関連でも、
アメリカとかイギリスに学生を派遣して、原子力
とインターナショナル、一石二鳥だということで
進めているところでございます。これは繰り返
しでございますが、グローバル化対応、イノベー
ション対応、あといわきから、福島の地元の課題
を解決する、この３つを重要視しているところで
ございます。ご清聴ありがとうございました。

谷口　どうも、中村校長先生、ありがとうござい
ました。プレゼンは以上でございますが、今中村
先生の話で、何かご質問、よろしいでしょうか。
それじゃあプレゼンはこれだけにさせていただ
いて、今お話があったように、中国側のご説明も
そうですし、日本の高専のご説明もそうですけ
ども、やはり現場を大事にしながら、実務教育を
しっかりやるというのが１つの目標で、学生さん
が自分で何かがちゃんとできるようになると、そ
ういう教育をしっかりしていますよということだ
と思います。
さらに、どんどんやっぱり変わってきていると
いうようなことがあって、高度化をしていかな
いといけない。時代に応じて、教育課程もしっか
りと変えていかないといけない、そういうことを
やっていくというようなお話もあったと思いま
す。社会のニーズに合わせて、教育の内容を変え
ていくだという、そういう努力を一生懸命やって
いるというような話があったと思います。
一方、あまり課題というか、今自分たちが持っ
ている問題点というのは、お話あんまり出てきま
せんでしたけども、おそらく実際にはいろんな課
題がそれぞれお持ちなのではないかなと思います。
例えば本当にいい学生さんが、あるいはそうい

うことに向いた、あるいはそういう意欲を持った
若い人たちが集まってきてくれているのかという
ようなこともあるかと思います。中国の場合には、
人がたくさんおりますから、おられますから、学
生さんを集めることに関しては、あんまり問題な
いのかもしれませんが、日本の場合には、若い方
の数がやっぱり減ってきていますので、どうやっ
て若い優秀な学生さんを、あるいはその分野で意
欲を持った学生さんを集めるかというような課題
もなくはないというか、そういう課題を持ってい
るというふうに思います。
中国のほうでお話があったのでは、普通の大学
は学問をやるところだと。一方、今日お話いただ
いたような高等教育機関の学校というのは、応用
型の人間を作って、実際に実務ができるような人
を作るんだと、こういうお話もありました。じゃ
あ若い人たちはどっちを選んでくれるのだろう
と。どっちのほうが人気があるんだろう。大学に
行くというほうがいいのか、あるいはこういう応
用型の人間になろうという努力をしてくれる人、
応用型の学校のほうに本当に人気があるのかどう
かという、そういうことももしかしたらあるかな
というふうにも思っております。
その辺のところ、もし課題があるのならば、少
し出していただいて、それをお互いにいろいろと
共有しながら、どうやったら解決できるのか、ど
ういうふうに克服していけるかというようなこと
がもしアイデアが出せれば、そういうのを出して
いただいて、あるいは連携をしながら解決してい
くというようなことができればいいかなというふ
うに思っているところでございます。
陳先生、何かその辺のところでひと言お願いし
ます。どうぞ。

陳　中村先生におうかがいしたいのですが、
2011年の地震の後、上海理工大学は、2012年に学
生訪問団を送り出しました。福島へ訪問しました。
その福島県内にはお年寄りしか残っておらず、若
者たちが地元を離れていました。現在状況はどう
変わりましたか。これが１つ目の質問です。
２つ目の質問は、福島工業高等専門学校の教育
の中で、例えば除染関係において、ロボット開発
を行っているそうですね。除染にあたり、ロボッ
トを利用しています。先ほどのお話では、３年間
で除染が大きく進展しているんですね。しかし全
部できるまで30年かかるというふうに聞いていま
す。除染関係の専攻に関して、ロボット以外、ロ
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ボット利用以外は、ほかの方法とか取り組んでい
ますか。以上、ありがとうございます。

中村　ご質問どうもありがとうございます。あと
地震の際は、海外、中国の皆様方、助けていただき
ましてありがとうございます。そういった意味で、
徐々に人々は戻ってきておりますが、まだ完璧で
はございません。とりわけ原子力発電所の周辺の
地域は、なかなか帰ることができないですが、徐々
に増えてきております。
ただお年寄りの方がまず最初に帰るということ
で、若い世代のほうは、帰ってきても職業がない
とか、そういった課題がございます。
あとデブリ、原子力発電所の溶け落ちたデブリ
の取り出しにロボットは実は欠かせないものです
から、そういったロボット技術については、今国
を挙げて開発を取り組んでいるところでございま
す。30年、40年かかるということで、そういった
ロボット技術についても、若い世代を育てていき
たいという意味で、先ほどの廃炉創造ロボコンと
いうのをやったところでございます。
廃炉と言いますと、ネガティブなイメージがご
ざいますが、廃炉というのは人類初のチャレンジ
という、溶け落ちた燃料デブリを取り出すのは人
類初のチャレンジでございますので、創造という
言葉を入れて、よりそういったチャレンジのとこ
ろもあるということを若い人に訴えたいというふ
うに思っているところでございます。
ロボット開発以外も、いわゆる廃棄物の処理方
法とか、森林とか、そういったところに汚染され
ているところもございますので、そういったとこ
ろをどうやって回復していくか、環境回復といっ
た観点から、福島高専でも、化学分野が中心、化学
と土木環境分野が中心になりますが、力を入れて
いるところでございます。以上です。

谷口　不幸なことはありましたけど、災害があり
ましたけど、それを乗り越えてと言いますか、そ
れを１つの契機にして、ある種の技術分野を発展
させる。これはもう将来的にはいろんなところに
応用できる。それからそういうところに若い人が
意外と、みんな逃げるのではなくて、チャレンジ
してくれるという、そういういい傾向も出てきま
すので、これは国のプロジェクトとして、国と一
体になって、大学と連携するとこもありますけど、
一番近いところというので、福島高専を中心にや
らせていただいているということはあります。時

間がかかるけども、できることはもう明日にでも
できることもありますし、いろんなレベルで取り
組んでいるということでございますので。福島自
体は危ないところではありませんので、ぜひ中国
の若い方も一緒になってやっていただくと、後の
展開というのは、そこで得たものというのは大き
く広がりますので、そういう技術というのは残り
ますので、非常に大事なことで、もう目的がある
と一生懸命頑張りますから、日本の若い人も非常
に短期間の中で成果を出していってくれていると
いうのが今現状かなと思っております。
課題あたりは、中国のあたりの課題はそんなに
ないですか。人を集めて、いい人が来てくださる
ということに関しては問題ないですか。大学に行
くのと、応用的なものと、どっちが人気があると
か、何かそういうので少しあったら教えていただ
くとありがたいです。

陳　中国の高等職業教育に関して、一番大きな課
題として、江蘇省、浙江省、上海市は、あまり典型
的ではないと思います。また問題点もいろいろあ
りますけれども、まず上海の状況を、ちょっと事
情を説明したいと思います。また蘇州からの学長、
寧波からの学長、紹介したいと思います。
上海の高等職業教育に関して、一番私たちが問
題に感じているのは、物理的な空間が足りないと
いうことですね。われわれは、学内、キャンパスの
中で、いろんな専門、専攻を提供しているのに、し
かし物理的な空間が全然足りないというのが問題
であります。特に上海は不動産がとても高いわけ
ですね。その空間を確保するのに苦労しています。
例えば学校の中に工場を作る、学生が実演でき
るようなラボを作ることが難しい。それを解決す
るために、学生を工場に送り出して、工場の中で、
われわれの教育のセンターを作る、あるいは教育
の空間を確保することで解決しています。以上、
ありがとうございます。

王　わが校は江蘇省にございますが、確かに学生
の確保の問題について直面しています。現在、わ
れわれが定員として設けているのは、実は高校生
の卒業生よりも多いのですね。つまり省内の高校
生から定員数を確保するのが難しい。また江蘇
省内には、大学が非常に多いわけですね。ですか
らわれわれは、省外ですね、地元の学生だけでは
なくて、中国のほかの地方から高校生を積極的に
入ってもらう努力をしています。まだ定員割れと
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いうことはないですね。つまり地元にこだわらず、
中国のほかの地域にて学生の確保をしています。

葉　私は大学から来ていますけれども、高等職業
教育と、大学の教育の特徴と高等職業教育の特徴、
それぞれどのように生かせばいいかということに
とても興味を持っています。日本の高専は４割以
上の卒業生が進学の道を選んでいるわけですね。
例えば編入の形で大学へ入って、大学を卒業した
場合と、高校から大学に入学して、大学で勉強して
卒業した学生の特徴はそれぞれ何か、強みは何か。
例えば専科を卒業して、大学に編入した場合、
そこを卒業した場合、実用型という道を外れると
いうことになるのでしょうか。その点について、
おうかがいしたいと思います。

谷口　最後のご質問に私のほうからちょっと答え
ますけど、高専は、さっきも大村次長がお話した
ように、実務教育、あるいはほかの校長先生もお
話されたように、実務教育を重視しています。普
通の、例えば高校に行った場合には、実験とか、実
習とか、そんなにたくさんはない、日本の場合。と
ころが高等専門学校の教育は、実験とか、実習と
か、あるいはロボットコンテストなど、コンテス
トを使った教育というのをかなり入れていますの
で、編入した時には、もうすぐに大学でいろんな、
実務的な実験をはじめとして、すぐにできます。
そういう人たちは、そういう子どもたちは、編
入していくような子どもたちは、非常にアクティ
ブで意欲がありますので、大学院に行ったり、ド
クターを取ったりというのが、ほとんどの人がそ
ういうふうにします。
しかも学問だけじゃないので、実務的なところ
で、企業が求めるような、あるいは社会が求める
ような内容の研究とか、そういうものをやってい
きます。ですから今、最近は、日本の伸びている
会社のトップ、社長さんとかも高専を卒業して、
そのまま働かれた人もいらっしゃるし、また大学
に編入していかれた方もいらっしゃいますけど、
よくよく調べてみたら、高専の時の勉強がもとに
なっているというのが非常に多くなっています。
ですからそういう意味で、今日本の中では、ある
いは世界からも、高専の教育というのを改めて見
直すということが起こっている。実務教育そこか
らやっています。
大学との違い、私がいつも申し上げるのは、大
学生にあることを何かやってみようかと言った時

に、大学の人はまず文献を調べます。図書館に行
きます。図書館に行って、いろんなものを調べて
から始めます。高専の学生さんは、その辺でもの
を探します。そして形を先に作ります。それを形
を改良していきながら、よりよいもの、ロボット
がその典型です。ロボット、こういうロボット、こ
ういうものが必要だね、こんなの作ろうかと言っ
た時に、大学の学生さんは図書館に行って、今ま
でどんなのがあるか調べます。それも大事なこと
ですが、高専の学生さんは、100円で買えるような
いろんな部品が売ってるところがあります。そう
いうところにまず行って、使えそうなものをまず
買ってきて、だけども100円ですから、全部買っ
たって、1万円もしない、日本のお金にしてね。だ
から1,000元もしないようなお金で形を作ります。
それを改良していかないとうまく動きませんか
ら、そこを、なぜ動かないのかというのを勉強す
るわけです。そういう形でやっていきますから、
非常に短期間で、短い時間の中で目的のものがで
きる。そういうような形になるので、今日本の社
会、あるいは世界で、そういう人たちがむしろ大
事だという、中国も同じだと思いますけど、とい
うことで、非常に高く評価される。今までとはま
た違う形で高く評価されるようになってきている
というのがあります。
ですから、４割、５割が大学行くのがいいかどう
かは別として、そういう教育の内容、やり方とい
うのは、非常に国際的にも評価の高いものになっ
ていると。その分、レベルももちろん高いですか
ら。先ほどちょっと説明があったように、20歳で
卒業した時に、本科の５年を卒業した時には、レ
ベル的には大学の普通の工学部の４年卒業した以
上の力があります。さらに２年の専攻科を出たら、
大学院の、日本にはマスターとドクターとありま
すけど、マスター卒業ぐらいのレベル以上の力が
あります。もうドクターの力ぐらいあるという状
況に今なっているということが現実にあるので、
それがだんだんだんだんわかってきていただいた
というのがあります。
だからぜひそういうところを大事に一緒にしよ
うということであれば、一緒にやらせていただく
といいかなというふうに思っているところであり
ます。ほかに何かご質問等々ありますでしょうか。

陳　関連して質問をさせていただきたいと思いま
す。谷口先生がおっしゃった、15～16歳の子ども
たちが自分で進学先を選んでいるのでしょうか。
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例えば高校進学するか、それとも高専に進学する
か、子どもたちはどうやって選択するのですか。

谷口　何割かの学生は自分たちで選びます。だけ
どもそれは決して多くない。多分２割か３割です。
あとの方は、先生、中学校の先生とか、親とかが高
専を出た人の場合には、高専の中身わかっています
から、一生懸命子どもさんに言います。そうすると
子どもさんもそれでわかるということになります。
ところが一般の方はあまりご存じないですか
ら、高専の学生さんの数はもう本当に限定されて
いますので。数が少なく、その代わり、レベル高く
ということをやっています。だからそんなに世の
中にたくさんいらっしゃるわけじゃない。
中学校の先生は、残念ながら、そんなこと、あま
りよく知られない。それを一生懸命、いろんな先
生方が、高専とはこうですよという説明をするよ
うに今なりました。昔は説明をしなくても、たく
さん来てくれて、困っちゃうぐらいたくさん来て
くれた、日本の子どもさんの数、多かったから。今
だいぶ子どもさんの数が少なくなってきています
から、昔に比べて、僕の時代に比べて、今半分以下
になっていますから。そういう状況ですので、少
しその良さとか教育のやり方の違いを今中学校の
先生を中心に、あるいは中学生の学生さんに教え
ています。
それからオープンキャンパスで、キャンパスに
呼んで、実際に、さっきもちょっといろいろ例出
てきたと思いますけど、それを一緒にやること
によって、その良さをわかっていただく。現場を
やっぱり見せるというか、一緒にものを作るとか、
一緒にいろいろ考えるとか、そういうことの中で
選んでいただくようにしています。どうぞ。

会場　親の立場から考えていくと、高専というの
は、実はやっぱり理科とか数学が得意な子どもた
ちが、最初に先生から、おまえ、行ってみないかと
言われるところですね。私の時代もそうでしたけ
れども、一番成績がいい、そして理科と数学が得
意な子どもたちは、まず高専行かないかって言わ
れるんですね。ですからやっぱり成績がいい子が
先に引っ張られていくというのが高専でした。今
も変わらないと思います。

谷口　あんまりもう時間がなくなってきましたけ
ど、もしこちらのほうでおられたら、はい、どう
ぞ、ご質問あったら。

会場　陳先生の最初のご質問に対しての答えにつ
いて、ちょっとコメントというか、付け加えさせ
ていただきたいと思います。私は、日本原子力研
究開発機構というところで働いていました。今は
高専の教師をしていますけれども、その前は日本
原子力にいました。そこに有名な国立大学からの
卒業生がたくさん来ます。その中で、特にデータ
のまとめ方、レポートの書き方は極めてしっかり
している学生がたまにいるんですよ。不思議だな
と思って聞くと、質問すると、多くは、実は工業高
等専門学校の卒業生なんです。
そういうふうにデータの見方、あるいは実験の
記録の取り方、そういったものについての教育と
いうか訓練が、実に工業高等専門学校では、多く
の先生方がとてもうまくやっておられて、そうい
うふうな特徴が１つあることを申し上げたく思い
ます。
それは日本原子力研究開発機構じゃなくても、
以外でも、日本の大きな大会社でも、そういうと
ころの特に研究機関の人たちは、そういう印象を
持っているようですね、というふうに思います。
ただし一方で、社会科学、それとか文学、これに対
しては、能力はあると思うんですが、あまり自信
がないなという感じはしますね。それが１つです。
それからもう１つ、福島の汚染地域の大きさに
ついて、ちょっと申し上げたいと思います。先ほ
どから、人々が帰れない領域があるというふうな
話がありましたけども、大きさから言いますと、
だいたい３キロメートル×15キロメートルぐら
いの領域がありまして、それに限られていますが、
その領域の多くは、実は山です。だから人がもと
もと住んでないですね。そういう状況です。それ
以外のところはだいぶ除染が進んで、もうしばら
くすると、だいたいその領域には帰れると。もち
ろんその中でも、原子力発電所のごく近くの部分
については、それは帰還までにはまだ時間がかか
るというふうには思います。以上です。

谷口　ありがとうございます。ほかにフロアから、
もう１人ぐらい、もしおられれば。よろしいです
か。どうぞ。

会場　こんにちは。福島工業高専からまいりま
した徐と申します。補足しますけれども、福島高
専に行って気づいたんですけれども、５年一貫性
なんですね。普通の大学と同じですけれども、普
通の大学の２年生は卒業報告しませんけれども、
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高専の５年生は卒業報告しなきゃいけないです
ね、論文みたいな。だから５年生で卒業した人は、
研究能力は大学４年生の学生よりも優れていると
私は思います。
福島高専の専攻科の学生、２年間はほとんど研
究をやっています。だから卒業した時には、日本
の大学を卒業と同じく、学士号を授与される、だ
から大学とまったく同じですね。だから実力で
言えば、まったく同じと言っても差し支えありま
せん。
日本もそうですが、理事長がご紹介されたよう
に、多分自分の親が高専で教育を受けた人は、自
分の子どもにも行きなさいと勧めるんですけれど
も、高専に関しては皆さんよくわからない部分が
多いので、だから高専を選ぶ人が少ないです。し
かし、紹興文理学院の校長の質問ですけれども、３
年生で普通の大学への編入学ですね、高専と大学
卒業生のレベル、どれぐらい違いますかという質
問があったんですけれども、私の感じでは、そうで
すね、高専を卒業する場合、就職先もわりといい
ところ保証されているんですね。だから高専の学
生にとって、卒業、どこから卒業したんですか、高
専ですかって、それは東京大学とか、そういう行っ
たほうが格好いいかもしれませんけれども、しか
し実力に関しては、高専は、ちっとも劣らないです
ね。だから格好つけるために編入学して、大学の
卒業証書をもらう人もいるんですけれども、もち
ろん院生に進む人も中にはいます。３年生から編
入学して、普通の大学に編入学して、大学院に進
学するケースも、それはあることはあります。

谷口　ありがとうございました。高専のいい広報
をしていただいて、ありがとうございます。もう
時間がありませんので、もうこれぐらいで閉じさ
せていただきますけど、ご質問があります？　ど
うぞ。じゃあもう１つだけ。

会場　新華社の記者です。さっきの話の続きです
けれども、高専の就職率が高いということなんで
すけれども、実際に企業に入って、どのようなポ
ストに配属されるんですか。普通の大学卒業生と
同じポストに入れてもらえるのでしょうか。大学
への編入学をする場合、どの大学に行くんですか。
例えば東大の場合は試験を受けなきゃいけないの
でしょうか、東大のような大学は。お答えいただ
ければと思います。

会場　福島高専の徐です。一番目の質問にお答え
します。企業に入った時のポストなんですけど、
大学卒業生とどういうふうに違うのか。40%の学
生が普通の大学への編入学をして、卒業証書をも
らうんですけれども、高専卒と大卒と、同時に同
じ企業に入る場合には、やはり給料で考えると、
大卒よりは確かに低いですね。しかし能力に基づ
いて、能力があればどんどん上に行けますし。
２番目の大学への編入学ですけれども、希望す
る大学があれば、編入学の試験はあります、東大
なら東大の試験がありますし、高専の場合はたく
さん推薦入学もありますので、ほとんど推薦入学
で希望する大学へ入れます。だからそれほど難し
くはないと思いますね。日本の場合は、そうです
ね、普通の高校、大学受験する場合はとても難し
いんですね。入ってから、学費も高いです。そん
な中で、高専から編入学という道があるというこ
とを考えると、やっぱり編入学でやったほうが得
ですし、だから時間的に考えても損することはな
いので。編入学の試験と大学受験の場合の試験っ
て全然違いますからね。だから編入学の試験のほ
うが、どちらかと言うと、易しいです。

谷口　しかし、高専は決して大学に行くバイパス
ではありません。試験はどんどんやってください
と申し上げています。試験をやって、通っていく
力がありますから、問題ありません。だけども、大
学のほうが、今は東大にしても東京工業大学にし
ても、来てほしい来てほしいってたくさん言って
くるのです。だからもう事実上、試験なしでもやっ
てくれるとこもあるだけど、いやいやそんなこと
でバイパスに使う、高専の教育はそういう教育で
はないから、ちゃんとやってくださいと申し上げ
ているぐらいです。ですから力としてないわけ
じゃありません。
それからもう１つ、最後に申し上げますけど、
日本の代表する企業の日立ですが、次の社長、も
う６月になられますけど、社長の方は高専の卒業
生です。三菱化学という日本の一番大きな化学系
の会社があります。そこの研究所長も高専です。
それから今、経団連、私、トップの方と知り合いで
すので、経団連の榊原会長とよくお話しますけど、
今お話していることは、高専生は卒業した時に、
ちょっと若いからといって、力があるのだったら、
ちゃんと４年生出たのと同じ初任給、最初の給料
を同じにしてくださいよという運動を私は今ずっ
とやっています。多くの会社が今、それに動くよ
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● パネルディスカッション⑤ ● 実践的技術者の育成について

うになりました。だからハンディが、これから数
年の中でなくなっていくと思います。そういう活
動を、残念ながら、今までしてこなかったところ
がある。
私はたまたま経団連の経済同友会とか、日本の
トップの方とお知り合いというか、同じ化学なん
です、僕、化学専門なので。そういうことがあった
ので、お話させていただいて、そうして、だいぶ理
解していただきましたから、おそらくそんなに遠
くないところで、初任給は同じになると思います。
だから給料は同じなります。ただ後で伸びるか、
伸びないかは、その人の力ということになると
思っています。そういう状況になっていますので、
経済界も政治のほうも、あるいは国際的にも非常

に高くなっている。だからそういう人たちが、こ
れからの社会ではぜひ必要だという社会の要請が
非常に強いですよということがあると。中国も同
じだと思います。だから先生方が一生懸命頑張っ
ておられるんだと思います。
これからやっぱりそういう人たちをしっかりと
作っていかないと、それぞれの国の未来は危ない
ですよ。そういう人をしっかり作れたところが安
定して、経済的に発展していくようになるんじゃ
ないでしょうかということを申し上げて、今日
のセッションはここまでにさせていただきます。
ちょっと15分ほど延びました。始めがちょっと遅
かったので。どうもありがとうございました。



講演資料
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■ 名和 豊春　北海道大学 総長
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■ 丁 仲礼　中国科学院大学 学長
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■ 三木 千壽　東京都市大学 学長
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■ 宋 永華　浙江大学 副学長
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■ 席 酉民　西交利物浦大学 執行学長
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■ 熊 思東　蘇州大学 学長
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■ 沈 偉其　寧波ノッティンガム大学 副学長
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■ 尾家 祐二　九州工業大学 学長
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■ 長谷部 勇一　横浜国立大学 学長
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■ 室伏 きみ子　お茶の水女子大学 学長
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■ 森脇 久隆　岐阜大学 学長
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■ 安川 正貴　愛媛大学 副学長
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■ 黄 震　上海交通大学 副学長
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■ 王 頴　蘇州工業園区服務外包職業学院 常務副学長
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249国立研究開発法人科学技術振興機構  中国総合研究交流センター（CRCC）

主
催
者
挨
拶

来
賓
挨
拶

基
調
講
演

パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ラ
ン
紹
介

講
演
資
料



250 国立研究開発法人科学技術振興機構  中国総合研究交流センター（CRCC）

日中大学フェア＆フォーラム in China 2017

■ 張 慧波　寧波職業技術学院 校長
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■ 大村 浩志　国立高等専門学校機構本部事務局 次長
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■ 中村 隆行　福島工業高等専門学校 校長
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